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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　深い深い森の奥に、人知れずひっそりとそびえる城が在あった。


　いや……正しくは『かつて城であった廃はい墟きよ』と言うべきだろう。


　分厚い木々の連なりによって覆おおい隠かくされたそれは、旧時代の遺物だ。


　既に公おおやけの歴史からも、人々の記き憶おくからも忘れられて久しく、そこに在るべき営みが絶えて二百年以上になる。永い歳月の間に、木や布で出来た脆もろく柔やわらかい部分は全すべて朽くち果はて、まるで肉と皮を失った骸がい骨こつの如ごとく、岩石と煉れん瓦がのみの硬かたい輪りん郭かくだけを遺のこして──それはただそこに在った。


　まさしく残ざん骸がいだ。


　以前は確かに存在していた権勢の──痕こん跡せき。


　中身は失われても、その形だけは永く遺る。


　まるで化石の如くに。


　生命の在る無しは関係が無い。この世に生まれ出たありとあらゆる存在にとって、死し滅めつが避さけ得ぬ定めであるならば……そこに生きて在る事ではなく、その結果として己の形けい骸がいを遺す事こそが、万物に与あたえられた存在理由なのかもしれない。


　無論もしそうだったとしても、その事に果たしてどんな意味が在るのかは──創造主ならぬ身には窺うかがい知しる事も出来ないのだが。


「──〈イエルネフェルト事変〉」


　木こ漏もれ日びの様ように、天てん井じようの亀き裂れつから幾いく筋すじも差し込んでくる黄昏たそがれの光。


　その下で緩ゆるやかな螺ら旋せんを描えがく階段に──一人の老ろう紳しん士しが腰こし掛かけていた。


　インバネス・コートを身に纏まとい、胸には短ベ胴ス着ト、頭には山やま高たか帽ぼう、手には杖つえ、眼めには単眼鏡……それらの組み合わせが描き出す古式ゆかしい格好は、年代に多少のズレはあっても、この旧ふるい建物によく馴な染じんでいた。利便性や効率よりも、様式美が未だ多分に意匠デザイン決定の上で最重要だった時代──多くの人々が根拠も無く輝かしい未来を信じ、来きたるべき繁はん栄えいを疑う事も無かった時代の遺物だ。


「これはむしろ好機と見るべきだ」


「…………」


　肯こう定ていの言葉も否定の言葉も無く──ただそこに在る事で老紳士の言葉を静かに受け止めているのは、壁かべに背を預けて立つ一人の青年だった。


　肩かた幅はばは広く、大おお柄がら、更さらには四角い顎あごに無ぶ精しよう髭ひげを生はやしている事も在って、一見すると無骨な印象の偉い丈じよう夫ふだが……丁てい寧ねいに撫なで付つけられた黒くろ髪かみと、顔を横切る様にして掛かけられた細いレンズの眼鏡めがねが、その姿に理知的な印象を与えている。


　身に纏っている上着は同じく外套コートだが、老紳士のものと違ちがい、こちらはかなり今風──機能性重視の野戦用コートである。ただし部隊章や階級章の類たぐいは無く、少し着古してくたびれた様な印象が在る事から、軍サのー放プ出ラ品スだという想像がつく。


「今なら全てを戻もどせる」


　老紳士は静かに諭さとすかの様な口調で言った。


「多くの者が魔ま法ほうの存在など信じていなかった、あの時代に」


「…………」


　青年はやはり無言のままだ。


　だが眼鏡の奥の黒い双そう眸ぼうは、それまで視線を注ぎ続けていた自分の足下から老紳士の方へと向けられていた。静せい謐ひつなその眼まな差ざしには何の揺ゆらぎも見えない。虚きよ無む的てきな無感情なのではなく……諸もろ々もろの感情が鬩せめぎ合った末に生まれる均きん衡こうだ。


　それは殉じゆん教きよう者しやの眼に似ていた。


「魔法が永い間、秘め隠されてきたのは、下らぬ選民思想からではない」


　老紳士の顔にも表情らしきものは一切浮うかんではいない。


　その淡たん々たんとした喋しやべり方も──事実をただ事実としてつげるだけの口調である。


「それは思し慮りよも覚かく悟ごも無い者にとっては、ただひたすらに危険だからだ。身に余る力は制せい御ぎよ出来ない。呑み込まれて振り回される。しかも本人のみならず周りまで巻き込んでな」


　そこまで言って老紳士は口を噤つぐんだ。


　そのまま……彼は何かを待つかの様に膝ひざの上で両手の指を組んで視線を床ゆかの上に注ぎ続けている。口調にも表情にも感情の揺らぎは微み塵じんも見えず、しかし階段に腰掛けたその姿は、夕暮れ色の気け怠だるい光の中で、ひどく疲れ切っているかの様にも見えた。


　そして……


「──無理です」


　低い寂さびを含ふくんだ声が言った。


　それまで沈ちん黙もくを維い持じしていた青年が口を開いたのである。


「最も早はや……魔法無しで人類社会は復興出来ない」


〈イエルネフェルト事変〉。


　魔法の大量使用による世界規模の呪じゆ素そ汚お染せんによって引き起こされた──最大級の魔法災害。その影えい響きようは全世界に波は及きゆうし、アルマデウス帝てい国こくは勿もち論ろん、多かれ少なかれ、魔法という『夢の新技術』に依い存ぞんしていた国家は、かつてない規模の損害を被こうむった。


　既に国家としての体裁を成さなくなった国も存在すると言われ──正確な被ひ害がい総額や死傷者数は〈イエルネフェルト事変〉から一週間を経た現在も把は握あくされていない。また二次的、三次的な事故や暴動によって更に被害は増えると目されている。


　青年の言葉は決して大おお仰ぎようなものではない。


　人類が死滅する事は無いとしても……このままでは営々と築き上げてきた人類社会は、大おお幅はばな変質と後退を余よ儀ぎなくされる。特にその文化や文明の多くは承しよう継けいされる事無く消えてゆく定めだろう。既に幾いくつかの地域では国家機能の停止と共に無法地帯化しており、原始社会の如く略りやく奪だつや暴行が日常茶飯事となっているという。


　早々に混乱を収拾し、秩ちつ序じよを取り戻すには、確かに強い力が必要だ。


　それでいて利便性が高く、応用性が高ければ、尚なお言う事は無い。


　それこそ──魔法の様な。


　しかし……


「幸い、以前より懇こん意いにしている技術者が既に試作品を幾つか完成させています。それを用いれば、早々に魔法技術を現状に即そくした形で復活させる事も出来るでしょう」


「……そしてまた繰くり返かえすのか？」


　老紳士はやはり静かに問う。


「第二第三の破は滅めつを」


「…………」


　青年は再び──無言。


　だがその眼差しに動どう揺ようの色はやはり無かった。老紳士の言葉の正しさを認めて反論の言葉に窮きゆうしている訳ではない。ここから先はもう続けても詮せん無ない事と知っているのだ。


　恐おそらくは何度も同様の会話を繰り返してきたのだろう。


　だから最早これは議論ではない。


　既に互たがいの胸の内には、確固たる結論が在って──自分達が結局は袂たもとを分かつしかないのだという事実の確認作業でしかないのだ。それを無む駄だとは言うまい。別れの儀ぎ式しきともいうべき一連のやり取りは、彼かれ等らが共に過ごしてきた日々の長さと、互いに寄せていた期待の大きさ、信しん頼らいの深さを示していた。


「…………行くか」


　老紳士は足下に視線を向けたまま呟つぶやく様に応じる。


「スタインバーグよ」


「お世話になりました」


　青年は壁から背を離はなすと、その長身を深々と折って一礼。


　そしてゆっくりと──しかし己の中の未練や悔かい悟ごを置き去りにするかの様に、強い足取りで歩き出す。老紳士の腰掛ける階段の脇わきを抜ぬけ、大きく開いた窓から差し込む夕日で茜あかね色いろに染められた廊ろう下かへと。


「コルグ師。不ふ肖しようの弟で子しをお許し下さい」


　そんな言葉が漂ただよってくる。


「…………」


　老紳士は曖あい昧まいに首を振った。


　それは今いま更さら許せる筈はずも無いという意味か。それとも既に弟子ではないという意味か。あるいは許す権利など自分には無いという意味なのか。余人には分からない。恐らく青年にも──そして老紳士にも分からなかったに違いない。


　彼等もまた形骸なのだ。


　師し匠しようが師匠なら弟子も弟子──どちらも尋じん常じような感情など既に持ち合わせていないのだろう。彼等が全身から漂わせる虚無的な空気は廃墟のそれに近い。遠い日々、既に喪うしなわれた中身を、虚うつろな形骸が真ま似ねて見せているだけだ。


　しかし……


「…………」


　青年の後ろ姿が気怠い光の中に溶とけて消える。


　足音もまた横たわる静せい寂じやくの向こう側に消えた。


　それで別べつ離りの儀式は終わりだ。


　だが……まるで自身も滅ほろんだ城の一部であるかの様に、老紳士は尚もただ階段の上にじっと座り続けていた。


　いつまでも。いつまでも。


　その小さく丸めた背中にのみ……人としての残像とも言うべき感かん慨がいを示して。
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　トリスタン市は現在進行形の『生きている』街だ。


　歴史的に言えば古都の部類に入る。だが発展期を過ぎた旧い街に特有の、何ど処こか停てい滞たいした様な雰ふん囲い気きはこの『東の大都』には無い。土地の権利関係や交通事情、果ては歴史遺産の保護等、諸々の法が入り乱れて雁がん字じ搦がらめになってしまい、建物の改築一つにもやたらと手間取る様な首都のロンバーグに比べると、この街は遥はるかに活動的と言える。


　そもそも街というものの在あり様ようは生命のそれに似ている。


　人々の生活は街の鼓こ動どうに、人と物の出入りは街の血流に、そして電信や電話やラジオ放送といった情報の流れは街の神経系に喩たとえる事が出来る。それら街の構成要素は時の流れと共に新しん陳ちん代たい謝しやを繰り返して入れ替わっていく。全ては小さいながらも刻々と変化して留とどまらず、二度と無い一瞬の積み重ねが緩ゆるやかな変化となって顕あらわれるのだ。


　たとえ『傷』を負ったとしても、それはやがて瘡かさ蓋ぶたとなり、いつしか剝はがれ落ちた時には新たな肌はだがそこに生まれている。事故。事件。それらは常にこの街に生じて街の在り様を傷つけるが──それらさえもが俯ふ瞰かん的に見れば、この街が『生きている』証あかしであると言える。むしろその多さは街の活気を反映したものだ。


　死んだ街には何も起こりはしない。


　ただ単に停滞し──そして緩かん慢まんに滅んでいくだけだ。


　しかし……





「あれは」





　それは街という生命の上に撃ち込まれた一本の針だった。


　街の風景の中に在りながら、しかし周囲とは一切の調和を拒こばむかの様に、傲ごう然ぜんと屹きつ立りつする構造体──『柱』。


　高さはおよそ三十メルトル。


　倒とう壊かいした建物の残ざん骸がいの真ん中に傲然とそびえるその様は、まるで街の傷口に突き立てられた凶きよう器きを連想させる。それは建物ではなく一ひと塊かたまりの物体だ。そこに人が居住する為ための構造は微塵も見受けられない。その姿は真新しい金属の輝かがやきを誇ほこり、ゆっくりと──本当に注目しておらねば分からない程の速度ではあるが、ゆっくりと回転すらしている。


　建物規模の──機械装置。


　周囲に比して、あまりにもその姿は異質だった。


　街という『活いきた』風景の中で、何の役割も示していない。むしろ新陳代謝を──生命としての流動性をせき止める鋼はがね。ただそこに在るだけで街の風景に亀き裂れつを生じさせる、それは楔くさびだった。





「あんな悪意の──形」





　恐らく廃はい墟きよの一つを隠かくれ蓑みのにして、その中で組み立てられたものなのだろう。


　根ね本もとに堆たい積せきする瓦が礫れきは、既すでに用済みとして爆破除去された建物の残骸だ。


　その際に生じたであろう炎ほのおも煙けむりも、もう消え去りつつある。恐らくは触ふれる範はん囲いの可燃物を全て焼き尽つくしてしまったのだろう。だがそれでも何な故ぜか『柱』がそこに在る風景は、見る者に激しい違い和わ感かんと不安感を──凶きよう兆ちようを目まの当たりにしたかの様な焦しよう燥そう感かんと、そこから緩やかに育ち行く恐怖感を与えていた。


　これは一体何なのか。





「世界を滅ぼす剣けんそのものです……」





　多くのトリスタン市民は、訳が分からずそれを見上げるしかないだろう。


　だが彼等は未まだ幸いかもしれない。


　独特の知識や感性を持つ者達には、おぼろげながらもその正体が見えていた。


　その『柱』の──『世界を滅ぼす剣』としての凶きよう悪あくな本性が。


「一体誰があんなものを……」


　ジャック・ローランドは呆ぼう然ぜんと呟く。


　美び貌ぼうの若き機械工には……その『柱』の機能を、部分的にだが理解出来るだけの知識が備わっていた。


　間違いなく『柱』は魔法機器の一種だ。魔法関連の装置には必ず一定の基本パターンをその構造に含ふくむ。ジャックが今までに見たどの魔法機器よりもそれは巨大だったが──しかし魔法絡がらみの装置である事だけは間違いが無かった。


　更に推測を進めれば……別の恐ろしい事実も見えてくる。


　どれだけ巨大であろうと、どれだけ異い形ぎようであろうと、魔法機器は必ず『人型』をその何処かに備える。


　魔法はその回路構成の末まつ端たんに必ず人間を繫つなぐ必要が在るからだ。


　そして人間が魔法回路に繫がれる以上、魔族化を防ぐ為の鋳い型がた──存在拘こう束そく具たるモールドは絶対に不可欠のものである。それを無しに魔法を使えば、繫がれた人間は魔族化するしかない。


　なのに──あの『柱』には何処にも人型モールドが存在しない。


　内蔵しているという可能性も無いではないが……表面の回路構成からすると、そもそもモールドを繫ぐべき部分が無いのだ。まるでそれは最初から人間など魔族化しても構わないと主張しているかの様に。


　更に──


「……二系統？」


　表面から見る限り魔ま力りよく回路の構成が二つ在る様に思える。


　補助回路か。それとも実際に二つ以上の機能を同時に発揮させる必要が在るのか。


　術式を決定する呪ス文ペ書ル式タ板グそのものは内蔵されているらしく見えないが──


「怖こわい……」


　震ふるえる声にジャックは振ふり返かえった。


　眼鏡めがねを掛かけた小こ柄がらな黒くろ髪かみの少女が、己の身を抱だく様にして震えている。


　ノーラ・ヤナギサワ。


　ジャックの様な知識は無いが──代わりに彼女には感性が在った。


　この少女は、とある事情から透とう視し能力とも言うべき観察眼を備えているという。


　他人の表情は勿もち論ろん、仕草、行動、更には体つき、そういった諸々の外形的要素から、その内面を非常に高い精度で推測出来るのだそうだ。
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　そしてそれは他人の行動の結果生じた成果物にも応用が利きく。つまり──小説を読んで小説家の内心を、彫ちよう刻こくを見て彫刻家の内心を推おし量はかる様に、成果物から逆算してそれを造り上げた者の心の中を推し量る事が出来るのだ。


「…………」


　ジャックは眼を細めてノーラを見つめる。


　この少女にはあの『柱』がひどく禍まが々まがしいものに見えているらしい。先程、彼女はそれを『悪意の形』と呼び『世界を滅ぼす剣そのもの』とも言った。ジャックとは違ちがう方向から彼女はあの『柱』の異常性を見み抜ぬいているのだろう。彼女の様な感性の無いジャックにはそれが一体どの様なものなのかは分からないのだが──


（もしこの子の言う通りだとして）


　ジャックの機械工としての知識と経験に『悪意の形』『世界を滅ぼす剣』という言葉を掛け合わせて見れば、何か一つの結論が出てくるのではないか？


　二系統の魔法機器。


　モールドの欠落。


　悪意の具現。


　世界を滅ぼす剣──兵器。


　それは……


「──あ？」


　ジャックは思考を中断して振り返る。


　派手なサイレンの音が近付いてきたからだ。


　見れば──通りを一台の警察車両がこちらに近付いてくる。ごく標準的な巡視パトロール用の車両である。回転灯を光らせながらやってきたその車は、立ち尽くすジャック達の側そばに停まった。


「──君」


　車の中から警官が怪け訝げんそうな表情をジャックに向ける。


「こんな所で何をしているんだ？」


「え？　あ──ああ」


　ジャックは頷うなずいた。


「こんな所も何も。うちの家の前ですよ」


　そう言ってジャックは自分の背後を──『ＪＲ総合機器研究所』と看板を掲かかげた元倉庫を指差して見せた。


「家……？」


　警官達は眉まゆを顰ひそめてジャックの示した先を見上げる。


　確かにそこには鋼鉄製の看板が溶よう接せつされていたが……元々、家も自分自身の格好も、とにかく体裁にはあまり気を遣つかわない持ち主の性格を反映したそれは、錆さびだらけな上に汚よごれきっており、どこからどう見ても、廃墟の一部としか見えない状態だった。


（ああくそ。エヴァ姉に言われた通り錆落として錆止めだけでも塗ぬっておくんだったか）


　ジャックは内心で激しく後こう悔かいしたがもう遅おそい。


「ここは街区整理対象になってて、殆ほとんど住民は立ち退のいた後の筈はずだが」


　警官達は車を降りてジャック達をじろじろと眺ながめてくる。


　こちらの素性を疑っているのは間違いなさそうだった。


「強制って訳でもないでしょう。登記も在りますよ」


　面めん倒どうな事になりそうな予感がしてジャックは顔をしかめた。


　元々彼がＪＲ総合機器研究所を構えているのは、警官の言う通り、街区整理の対象になっている辺あたりで、建物も廃倉庫を改修したものだ。法律的には居住にも営業にも未だ問題は無いのだが、この区画は殆ど無人化しており──だからこそ作業の際に騒そう音おんを撒まき散ちらしても気にしなくていいとジャックは喜んでいたのだが──事情を知らない警官の目から見れば、ジャック達は廃墟の周りをうろうろしている不ふ審しん者しやに見えかねない。


　まして──


「まて。その子は何だ？」


　警官が指差すのはノーラ……ではなく。


　その隣となりに黙もく然ぜんと立っている少女だった。


　小柄な体たい軀くにコートを着て、そのフードを目ま深ぶかに被かぶっている状態だ。その様子はいかにも人目を憚はばかっているかの様に見えて──実際、彼女にはあまり他人に素顔を見られたくない事情が在る。


「顔を見せなさい」


「あ、いや、この子は」


　ひょっとしたらジャックの事を誘ゆう拐かい犯はんか何かと疑ったのかもしれない。彼が止める間も許さず、警官の手が無ぶ遠えん慮りよに伸のびて──少女が被っていたフードを取とり払はらってしまう。


　その下から出てきたのは……


「お……!?」


「出来損……いや、ＣＳＡ!?」


　警官達は驚おどろきの表情で顔を見合わせる。


　彼等の前に立っているのは、異形の少女だった。


　少なくともその髪かみの毛けは血の色をしており、その双そう眸ぼうも同じく深い紅あかを湛たたえている。しかもその額には眉が無く──代わりに二つの紅い球面が、まるでもう一対の眼の様に備わっていた。


　目鼻立ちは可か愛わいらしく整っているものの、少なくとも普ふ通つうの人間の容よう貌ぼうでは無い。


　喜き怒ど哀あい楽らくの一切を示さない無表情が、猶なお更さらに非人間的な印象を強めていた。


　ＣＳＡ──先天性コンジエネタル・魔法ソーサリー・中毒患者アデイクト。


　呪のろわれた魔族を片親に持つ哀あわれな子供。


　言うまでもなく、彼等は被害者である筈なのだが……その出自を異形に刻む故ゆえに、彼等は一般人から蔑べつ視しと嫌けん悪おの対象になり易やすい。思わず警官の片方が呟つぶやき掛けた『出来損ない』や『半魔族ハーフ・ブルート』という差別用語は、そうした彼等の立場を端たん的てきに物語っていた。


　カペルテータ・フェルナンデス。


　ジャックの得意先──戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストレイオット・スタインバーグの助手であり同居人である。故在って現在、事実上の保護者であるレイオットはこのトリスタンにいないが。


「君。身分証を」


　警官の片方がジャックの方を振り返って言ってきた。


「あ──いや、その」


「ＣＳＡの後見人には資格制限が在る」


「分かってますよ。分かってます。ちょっと、よんどころない事情が在って……この子の後見人は出で掛かけてる最中なんです」


「…………」


　猜さい疑ぎの眼でジャックとカペルテータを見比べる警官達。


　まあ……いささか説得力に欠ける言い訳だとはジャック自身も思ったが。


「ああくそ、疑うなら魔法管理局に電話して、ネリン・シモンズ監かん督とく官かんに事情を聞くか、彼女が居ないなら市警察のブライアン・メノ・モデラート警視に聞いてください！」


　いちいち警官と細かなやり取りをするのが面めん倒どう臭くさくなってジャックは叫さけぶ様に言った。


　正直言って、あまり効果を期待した発言では無かったのだが──


「モデラート警視？」


　警官達は顔を見合わせる。


　どうやら『第一分署の騎き士し』は有名人であるらしい。


　元々第一分署では、その頑固さから一種、名物の様な扱あつかわれ方をしている人物だが──考えてみれば一万を超える市の警察官の中から、対魔族特装狙撃スペシヤル・スナイピング部隊・スカツドの隊長に引ひき抜ぬかれた様な重要人物でもある。トリスタン市警の中ではそれなりに名が売れていてもおかしくはなかった。


「とにかく俺達は別に怪あやしい者じゃないです」


　とここぞとばかりに畳たたみ掛けて説明するジャック。


　まあ実際にはＪＲ総合機器研究所の中を一通り調べられると、灰色どころか明らかに真っ黒の違い法ほうな代しろ物ものが──例えば全自動射撃機構フルオート・システム付きの突撃小銃とか、道路交通法に準じゆん拠きよしない乗り物とか──がごろごろ出てきたりする訳だが。


「貴方あなた達はアレを調べに来たんじゃないんですか？」


　とジャックが指差すのは例の『柱』である。


　ジャックのＪＲ総合機器研究所からは距離にしておよそ二百メルトルといった所だろうか。周囲の殆どが廃はい墟きよである分、余計にその真新しい金属の構造体は目立つ。ジャックの様な知識も、ノーラの様な『眼』も無い警官達に、その禍々しさが一見して伝わるかどうかは疑問だったが。


「まあそれはそうだが」


　警官達はまた顔を見合わせてから、言った。


「分かった。君達はとりあえずその家に入ってなさい」


「細かい話は後で聞く」


　そう言って警官達はＪＲ総合機器研究所を指差す。


「分かりました」


　ここは大人おとなしく従っておく方が良いだろう。


　警官達が入ってくる前にどれだけ違法物件を隠かくせるか──そんな事を考えながら頷くジャック。銃じゆう器きの類よりもむしろモールド関連の部品の方がまずいかもしれない。幸い、ここしばらく姉あね弟で子しが出入りして、しつこく整理整せい頓とんを強要してくれたお陰かげで、ヤバげなものはひとまとめになっている。とりあえず素人しろうとの眼を誤ご魔ま化かす程度の事ならそう難しくあるまい。


　ジャック達がＪＲ総合機器研究所に向かって歩き出すのを確認すると、警官達も巨大な『柱』に向けて歩き出した。


　だが──


「…………」


　ふとカペルテータが立ち止まった。


「カペちゃん？」


　怪訝そうに声を掛かけるジャック。


　元より表情らしい表情を示す少女ではない。その横顔はいつも通りに静せい謐ひつな虚うつろが凝こごっているのみである。ただ、彼女はその紅い眼で静かに警官達の方を──そして彼等の姿越ごしに『柱』を見つめていた。


　そして──


「危険です」


　おもむろにカペルテータが言った。


「え？　なに？」


「魔族メレヴエレント──」


　その言葉と同時に走る──閃せん光こう。


「──!?」


　愕がく然ぜんとするジャックと、そしてノーラの服の袖そでを、カペルテータが強く引っ張った。


　普段の彼女からすれば珍めずらしい──いや、異様とも言える行動だ。しかもその力は予想外に強かった。恐おそらく彼女は全身の体重を掛けて引っ張ったに違いない。ジャックとノーラはカペルテータと縺もつれ合う様にして転倒、地面に膝ひざをつく。


　そして……それが彼等の命を救った。


　次の瞬間、猛もう烈れつな爆ばく風ふうが彼等の頭上を通り過ぎていったからだ。


「な……なんだ!?」


　思わず路面に転がったまま爆音の方を振り返ったジャックは……そこに横よこ倒だおしになった警察車両を見た。


　恐らく爆発の衝撃で横転したのだろう。それが盾たてとなり、押し寄せる熱風と衝撃と破片を防いでくれたのである。もしカペルテータに引かれて転んでいなければ──真まっ直すぐ立っていたならば、小こ柄がらなノーラはともかくとしても、ジャックは間違いなく警察車両の『盾』に護まもられる事無く、頭部に破片や熱風を喰くらっていた事だろう。


　警官達は……恐らく即そく死しだ。


「一体──」


　思わず叫び掛けて──そしてジャックは気付く。


　彼は同じく地に伏ふせたままのカペルテータを振り返って叫んだ。


「待て──魔族、魔族だって!?」


　確かに彼女はそう言った。


「じゃあ今のは……魔族の魔法攻撃か!?」


「はい。恐らく」


　驚きよう愕がくの表情を浮うかべて問うジャックに──対するカペルテータは微み塵じんの動揺も示さずに答える。ジャックは咄とつ嗟さにもう一度爆炎の方を振り返るが、黒々とした煙けむりに視界を遮さえぎられ、魔族らしい存在の姿を見る事は出来ない。


「車は在りますか？」


　カペルテータが問うてくる。


　普段ジャックは自動二輪で移動している。勿もち論ろん、資材の搬はん入にゆう搬はん出しゆつで必要となれば大型の運うん搬ぱん用車両を借りてくるという事も在るが。カペルテータの問いはそれらの事情を踏ふまえてのものだろう。


「ああ。アレを運ぶのに、エヴァ姉からトラックを借りてきてる」


「ではそれでこの場から離り脱だつを」


「……分かった」


　ジャックは一も二もなく頷うなずいた。


　魔族に関する限り、カペルテータの感覚は絶対と言って良い。


　彼女の保護者である戦術魔法士レイオット・スタインバーグが、冗じよう談だん交じりに『生きた魔力計』などと評していた事からも分かる様に、彼女は魔力を感知出来る。詳しよう細さいに言えば魔法が事象界面マテリアル・サイドに転化する際の、イマジネーション・バーストと呼ばれる現象を感知出来るらしいのだ。


　カペルテータが『魔族が居る』と言うのならば、たとえその姿を視認出来なくてもジャックに異論を差さし挟はさむ余地は無い。むしろ魔族の姿が見えないのは幸いとも言えた。もし互たがいにはっきりと目視出来る様な状況で相対すれば、今のジャック達では逃げる事さえ難しいだろう。恐らく一方的に嬲なぶり殺されるしかない。


「こっちだ──カペちゃん、ヤナギサワさん」


　トラックは正面ではなく裏口の方に停めてある。


　ＪＲ総合機器研究所の脇わきに在る路地へと走り込みながら、ジャックは少女達二人に向かって手招きした。





　　　　●　　●　　●





　トリスタン市は恐きよう慌こう状態に陥おちいりつつあった。


　突とつ如じよとして街の各所に出現した『柱』。


　先の〈鉄巨人〉騒さわぎの際に数多くの建物が破は壊かいされ──その復旧工事に紛まぎれる様にしてトリスタンの街に持ち込まれ組み立てられていたそれらは、一いつ斉せいに偽ぎ装そうとしての建物を崩ほう壊かいさせ、その異様な姿を露あらわにしていた。


　およそ何の用よう途とに用いるのか分からない、巨大な機械。


　市民達の眼には、平へい凡ぼんな日常風景の中に打ち込まれた異物として映った事だろう。


　だがそれだけならば、人々は怪け訝げんに思う事は在っても、恐れ慌あわてはしない。前述の通り問題の『柱』はその殆ほとんどが復旧作業中の工事現場に建てられており、出現に際しては同数の建物が崩壊したが──元々人ひと払ばらいされている場所という事も在り、市民への人的被ひ害がいは皆かい無むだったからである。


　だが…………


「なんだ!?　なんだこれ!?」


　街のあちこちで──正確にはトリスタン市街外がい縁えん部において悲鳴じみた声が溢あふれていた。


　市民達が気付き始めたのだ。


　出られない。


　街から──一歩も。


「どうなってるんだ!?」


『柱』出現の直後──それもまた唐とう突とつに出現していた。


　透とう明めいの『壁かべ』とでも言うべきもの。


　それはトリスタン市をぐるりと取り囲み市民の出入りを阻はばんでいた。物質的なものではない。恐らくは力場の様なものなのだろう。向こう側を透すかし見る事は出来るのだが──ある一線を越えて移動しようとすると途と端たんに身動きが取れなくなる。明確な遮しや蔽へい面が在る訳ではなく、『壁』に近付けば近付く程に、奇き妙みような抵てい抗こう感が──まるで磁石の反発力の様なものが生じて、先に進めなくなるのである。


　中には自動車の馬力にものを言わせて無理矢理にこの『壁』を突とつ破ぱしようとした者も居たが……『壁』に衝しよう突とつする数センチメルトル手前で車は停止し、その後はいくらアクセルを踏んでも車輪が空回りするだけで一向に前に進めなくなる。


　挙げ句、気の短い者が銃を持ちだしてきて発はつ砲ぽうしたが、結果は同じだった。銃じゆう弾だんはいずれも壁に食い込む寸前の空中で停止──次の瞬間には運動エネルギーを使い果たしたのか、乾かわいた音を立てて路面に落ちただけだった。


　少し下がって見み渡わたしてみれば、半透明の『壁』は緩ゆるやかな曲面を描えがいている事が分かる。


　それは水平方向のみならず上に向かっても同様だ。


　つまり──


「まさかトリスタン全体が？」


　その可能性に多くの者が気付いた。


　恐らく空を飛ぶ事が出来たとしても、今のトリスタン市からは脱出出来まい。『壁』が巨大な半球ドームを描いてトリスタン市を覆おおっている──上下左右に広がる緩やかな曲面を見ていれば、そんな想像に至るのは容易たやすい。


　つまり──トリスタン市民は市内に閉じ込められてしまった事になる。


「どういう事だ……？」


「何かアレと関係が在るのか？」


　人々が振り返るのは言うまでもなく『柱』だ。


　時を同じくして突然に顕あらわれた正体不明の『柱』と『壁』。たとえ魔法工学関係の知識が無くともそこに関連性を感じるのは当然の事である。


　しかも──


「魔法なのか？」


　一部の者達はすぐにその答えに辿たどり着ついた。


「まさかあれが……？」


『柱』が何らかの魔法機器らしいという事は、魔法工学関連の知識が在ればすぐに気付く。ならば何者かが魔法でこの『壁』を作っているのではないかという推測も当然に成り立つ。少なくとも自然現象でこの様な『壁』が出来るなどという話は誰も聞いた事が無かったし、人じん為い的てきだとしても、魔法を介かいさない純然たる機械装置だけでこの『壁』を作り出すのも不可能だろう。


　だが……一体誰が？


　そして何の為に？


　魔法士達が使う魔法術式の中には、確かに物体の移動を阻む遮蔽力場が何種類か存在する。産業魔法士が熱や磁力を遮しや断だんする為に使う〈シールド〉や、戦術魔法士が戦闘時に盾として使う〈デフィレイド〉等はその典型だ。それらの術式を少し改良して使えばこの『壁』を作り出す事も可能かもしれない。


　だが通常……魔法士達の作り出す遮蔽力場は、長時間維い持じする事が出来ない。


　具体的には長くて数分だ。


　またその効果範はん囲いも、多少の調整は利くものの、精々が数メルトル四方と限定的なものでしかない。


　こんな大規模な『壁』を、しかも長時間にわたって継けい続ぞく的に発生させ続ける事は出来ない。いや……理論上は可能だが、実際には瞬またたく間まに魔法士が拘束度デユラビツト数を使い果たしてしまう。全く現実的ではないのだ。


　それでも『壁』は実際に人々の前に厳然と存在する。


　この状況について、実現可能な存在を既存の知識の中で探すならば──


「……魔族？」


「いや。まさか。在り得ない」


　確かに魔族であるならば拘束度数を気にする必要は無い。


　だが、たとえ魔族であってもその魔法的な能力には限界が在る。これだけの規模の『壁』を作り出すのは一体の魔族では不可能だろう。その程度の事は誰にでも分かる。彼等が万能足り得るのはその魔力圏ドメインの範囲内のみであり、それは多少の変形や拡張は可能でも、何十メルトルもに亘わたる規模には決して成り得ない。


　そして──魔族は相そう互ごに協力などしない。


　たまたま戦闘の現場で同じ魔法士に襲おそいかかる事は在っても──あくまでそれは偶ぐう然ぜんに過ぎない。彼等には互いに力を合わせるという考え方そのものが無いのだ。範囲限定とはいえ、望めば何でも実現出来る能力を手に入れた彼等にとって、協力などという概がい念ねんは全く不要だった。


　ましてや魔族は秘密裏に資材を運んで『柱』を建てたりもしない。


　勿論……殆どの人間が識しらなかった。


　自らを〈資格者クオリフアイア〉と呼び、徒党を組んで活動する『理性在る魔族』の存在を。


　そして──


「こちら巡じゆん視し34号。スレイス及びヘルファ」


　混乱する人々の間を警察車両が走り回る。


『壁』と『柱』の関係はさておいても──『柱』は明らかに違い法ほう建築である。これを剝むき出だしにする為の建物爆ばく破はも、人的被害が無かったとはいえ、事前の申しん請せいが出ていないものでやはり違法だ。人心不安を煽あおる以上、見方によってはそれ自体がテロとも言える。


　故に……トリスタン全域で複数確認されている『柱』を調べる為に、警察が動き始めたのである。


『柱』の出現からおよそ半時間後の事だ。


　しかし彼等は当初、『柱』に対してろくに警けい戒かい心しんを持っていなかった。


　見た限りでは、それは単に風変わりな構造物に過ぎない。


　見た感じが何ど処こか禍まが々まがしいというだけで……具体的な危険を示す要素を警官達はその外見に感じ取る事が出来なかった。彼等の多くは魔法工学関連の知識を持っておらず、それが巨大な魔法機器であるという事実にすら辿り着けていない者が大半だったのだ。


　しかし……


「問題の『柱』の側に到とう着ちやくしました。これより調査に向かいます」


　リゴレット通りに在る『柱』の近く。


　巡視車両パトロールカーから降りた警官達は、無線にそう告げると、念の為にと車内から散さん弾だん銃じゆうを引っ張り出した。口径十二番。俗に『道路封鎖者ロードブロツカー』などと綽あだ名なされる暴徒鎮圧銃ライアツト・ガンである。


　現に強ごう盗とうや殺人が起きている現場に行くならともかく、ただ不ふ審しんな建物を調べるというだけならば過か剰じようとも言える武装だが──違法建築が更さらに大きな凶きよう悪あく犯罪と繫つながっている可能性も在る。用心深いというよりこれは警官としての基本対応だった。


　周囲では不安げな表情で市民達が遠巻きに警官達の動きを見守っている。


　彼等を無用に刺し激げきしないようにと、スレイス巡じゆん査さは笑顔を浮かべて手を振って見せた。


　だが……


『待て。巡視34号』


　車の中から──無線越ごしに市警仮本部からの声が届く。


『同じ様に調査に向かった巡視８号と27号が連絡を絶った』


「……なんだって？」


「連絡を絶った？」


　警官達は怪訝そうに顔を見合わせる。


　連絡が『無い』のではなく『絶った』と表される以上、それは何らかの突とつ発ぱつ事態により警官達が連絡出来ない状態に陥っていると判断されているという事だ。


　無線通信機の故障という事も考えられるが、二台同時というのは可能性として低い。


　となると──


「え……？」


　スレイス巡査は同どう僚りようのヘルファ巡査の顔を瞬まばたきして見つめた。


　赤い。その顔が──真っ赤だ。


　赤面などという当たり前の状態ではない。


　まるで頭から赤いペンキを被かぶったかの様な──


「おい!?」


　スレイス巡査が叫さけんだ瞬しゆん間かん……べしゃりと濡ぬれた雑ぞう巾きんを投げ出す様な音を立てて地面に横たわるヘルファ巡査。その湿しめった音を耳にしてようやく、スレイス巡査は、同僚の顔を染めていたそれが何なのかを理解した。


　血だ。それも顔全体から、汗をかく様に溢れ出た鮮せん血けつだ。


　いや……倒れたヘルファ巡査の身体からだの下で、赤黒い染しみが静かに広がっていく事からして、それは顔だけでなく、全身に生じた現象なのだろう。口や目や鼻や耳だけではない。恐おそらくは毛穴という毛穴から、血が噴ふき出ている。


　多分、全身の毛細血管が破は裂れつしたのだ。


　だが──一体どうして？


　呆ぼう然ぜんとして同僚の遺体を見下ろすスレイス巡査の肩かたを、何者かが叩たたいた。


「…………？」


　振ふり返かえるスレイス巡査。


　そこに一人の男性が立っていた。


　銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねに、枯かれ葉は色のスーツといった格好で、実に上品な雰ふん囲い気きの人物だ。


　彼は愛想良い笑みをスレイス巡査に向けながら、静かな口調で言った。


「やあ。見回り御ご苦く労ろう様さまです」


　まるで目の前の死体など見えていないかの様に、朗らかな口調であり表情である。狼ろう狽ばいするスレイス巡査に優しく笑い掛けながら、男性は囁ささやく様にこう言った。


「仕事熱心なのも善よし悪あしですね。さして長くもない寿じゆ命みようを更に縮める事になる」


「なに!?　貴様──」


　思わず散弾銃を握にぎる手に力を込めるスレイス巡査。


　次の瞬間──彼を取り囲む世界が深しん紅くに染まった。


　いや。違ちがう。


　先に同僚の在り様を見ていたスレイス巡査は瞬しゆん時じに察する事が出来た。


　彼の眼球の毛細血管が破裂したのだ。


「がっ……!?」


　叫ぼうとしても口から出るのは血の飛沫しぶきだけである。


　この男だ──とスレイス巡査は気付いた。


　犯人はこの男だ。この男がヘルファ巡査を殺した。


　どうやったかはまるで分からないが…………


　いや。魔法だ。


　魔法でやったとしか思えない。


　しかし……


「…………」


　最後の気力を振ふり絞しぼって散弾銃を構えるスレイス巡査。


　だが相手の男は銃じゆう口こうを向けられても、慌あわてず騒さわがず、怯おびえる事すら無く、薄うす笑わらいを浮かべてスレイス巡査を見つめている。どうせ撃てないだろうとたかをくくっている──というよりも、撃たれても平気といった風ふ情ぜいだ。


「ぐっ………」


　意識が闇やみに呑のまれる直前──スレイス巡査は渾こん身しんの力を込めて引き金を引いた。


　轟ごう音おんを伴ともない十二番口径の散さん弾だんが至し近きん距きよ離りから男を襲う。


　中型拳けん銃じゆう弾だんにも等しい大きさの九粒散弾は、殆ほとんど拡散する事無く男の顔面に着ちやく弾だん。衝しよう撃げきで男は仰のけ反ぞり、破は壊かいされた眼鏡が、耳に引っかかったままぶらりと垂れ下がる。


　間ま違ちがいなく、それは致ち命めい傷しようである筈はずだった。


　しかし──


「おやおや？」


　仰け反った姿勢のまま──とん、と男が伸のばした手がスレイス巡査の胸を突つく。


　べしゃりと濡れた音をたてて同僚と同じく地面に転がった警官は、そこで事切れた。


「どうしましたか、お巡まわりさん」


　ゆっくりと姿勢を戻もどしながら男が言う。


　その顔には──傷一つ無い。真正面から喰くらえば即そく死し確実の一撃を、しかも急所たる顔面に喰らいながらも、血の一いつ滴てきも出ていないのだ。


　更に、耳にぶら下がっていた眼鏡を掛け直して、指先で一ひと撫なで。


　すると瞬く間にレンズの亀き裂れつは消え、フレームの歪ゆがみも消え、むしろ破損が何かの幻まぼろしであったかの様に、傷一つ無い状態で眼鏡は男の目元を覆おおっていた。


「……どうもお巡りさんたちは、お亡くなりになってしまった様ですね」


　男は顔を上げて周囲を見回した。


　事の成り行きを遠巻きに見守っていた周囲の一般市民達は、男の視線に思わず後ずさる。


　具体的にどんな方法を使ったのかは理解出来なくとも……男が警官達を殺したのだという事だけは誰の眼にも明らかだった。


　そして──常識的に考えれば、至近距離で散弾銃の直ちよく撃げきを喰らった男の顔が、無傷である筈が無いという事も。


「…………」


　周囲の人々は声も出ない。


　何らかの方法を用いて防ぐか避よけるかしたのか。


　それとも眼鏡と同様に……修復したのか。


　もし後者だとしたら──


「あの『柱』に近付くのは危険ですよ」


　男はふと背後を──そびえる『柱』を振り返って言った。


「迂う闊かつに近付けばお巡りさん達と同じ運命を辿たどる事になるでしょう。命が惜おしければ余計な真ま似ねはしない事です」


　人々に視線を戻して男はそう告げる。


　その顔にはやはり朗らかな笑みが浮かんだままだ。足下に転がる死体にはもう注意の欠片かけらすら払はらっていない。殺してしまったからというより──元々男にとって警官達は取るに足らぬ相手だったのだろう。踏ふみ潰つぶした蟻ありについていつまでも気に病む者は居ないのと同じ事である。


「…………」


　人々はじりじりと後ずさっていく。


　本来ならば全力で駆かけ出したい所なのだろう。だが迂闊に背を見せると何をされるか分からない……そんな恐きよう怖ふが彼等の動きをひどくぎこちないものにしていた。


「もっとも──」


　恐怖に歪んだ表情を浮かべ、ゆっくりと遠ざかってゆく人間達を眺ながめながら、男は──ロミリオ・ポロ・プロフェット男だん爵しやくと名乗る怪かい物ぶつは、楽しげに呟つぶやいた。


「惜しもうが惜しむまいが、貴方あなた達の人生はみいんな、明日の朝には綺き麗れいさっぱり無くなっているのですけれどね」





　　　　●　　●　　●





　人間とはままならぬ存在だ。


　出来る事よりも出来ない事の方が遥はるかに多い。


　勿もち論ろんそれは人間に限った事ではない。鳥も獣けものも魚も虫も同じだ。


　だが人間には知性が在り、そこから派生する想像力が在る。


　鳥も獣も魚も虫も自らに出来ぬ事に想おもいを馳はせて嘆なげいたりはしないが──人間は余計な事を思いついてはその不可能たる事に悲ひ嘆たんする。


　どうして人間は病気になるのだろう。


　どうして人間は火傷やけどを負うのだろう。


　どうして人間は空を飛べないのだろう。


　どうして人間は岩を砕くだけないのだろう。


　どうして人間は飢うえに苦しむのだろう。


　どうして人間は不老不死ではないのだろう。


　どうして人間は──


　…………


　万能の存在などというものがこの世に存在する筈が無い。


　ままならぬからこそ生命は自己完結せず他と関わり合う。関わり合いの糸が相そう互ごに絡からみ合い面となって世界というものを織り成している。ままならぬ事を知っているからこそ足あ搔がくのでありその足搔きが生み出す変化こそが生命の在り様そのものだ。


　足りぬから喰らう。


　足りぬから群れる。


　足りぬから殖ふえる。


　それが摂せつ理りというものだ。


　だがそうと分かっていても……人はつい夢想してしまう。


　もし何もかもを可能にする能力を持った存在が居れば。


　もし完全無欠を自ら体現できる者が居ると仮定すれば。


　そんな益やく体たいも無い事に想いを馳せてしまう。


　その事に是ぜ非ひは在るまい。


　しかしそれが、人間という、ままならぬ身への絶望を裏返しただけのものなのだと──果たしてどれだけの人間が気付いているのだろうか。


「…………『神』」


　欠ける所の無い完全存在。


　不可能を知らぬ絶対者。


　もしそんなものが現実に存在すればどうなるか。


　絶対不ふ滅めつ。万能無限。


　それは……改めて人間に無力感と諦てい観かんを突き付けるだけの存在になりはしないか？　そんなものを目の前にしても尚なお、人間は、ままならぬ身を抱かかえたまま、何かを目指して先に進む事が出来るだろうか？


「『神』……『神』か」


　レイオット・スタインバーグは呟く様に言った。


　それは今……彼の目の前に居た。


　一見すればそれは人間の女の様にも見える。


　長い黒くろ髪かみを垂らした……何ど処こか幽ゆう霊れいじみて存在感の希き薄はくな女だった。


　確かにそこに居る。見える。だがまるで風景の一部であるかの様に、その姿には自己主張が無い。路ろ傍ぼうの石の様なものだ。認識は出来る。だが常に意識していなければ注意を向ける事すら難しい。


　ヘレナ・オッフェルトリウム。


『結社』の頭目とされている〈資格者クオリフアイア〉。


　その能力の強大さは一見して──相対して明らかだった。


「それがお前の統すべる『世界』か……」


　まるで彼女は巨きよ大だいな泡あわの中に居るかの様だった。


　透とう明めいな球体状の何かに彼女は包まれている。それは濁にごっても曇くもってもいないが──僅わずかに空気の温度か密度が違ちがうのか、通常の空間との境目にほんの少しの歪みが見える。蜃しん気き楼ろうの様なものだろう。勿論、蜃気楼の様に無害な代物では断じて在り得ないが。


　彼女を未だ魔族と呼ぶならば……それは中級以上の魔族が身に纏まとう恒常魔力圏コンスタント・ドメインの一種と見る事も出来る。


　その直径は五十メルトル余り。


　かつてレイオットが目の当たりにしたどんな魔族のそれよりも巨大だ。そしてその内側に在る限りオッフェルトリウムは全知全能である。彼女の意志一つで物理法則もねじ曲げられてしまう。銃じゆう弾だんは叩たたき落おとされ、刃は物ものは割り砕かれ、爆ばく発はつはそもそも無かった事にされてしまう。それはオッフェルトリウムの支配する『世界』でありその中ではまさしく彼女は神そのものなのだった。


「──レイ！」


　鋭するどい声がレイオットの意識に割り込んでくる。


　振ふり返かえらずとも分かっていた。


　フィリシス・ムーグだ。


　彼のかつての相棒であり、部分的には師でもあり、アルマデウス帝てい国こくにおいても屈くつ指しの使い手とされる女流戦術魔法士タクテイカル・ソーサリスト。常に何処か余裕含みの言動と、全く無む駄だの無い──たとえ無駄であっても結果的に意味を与えてしまう様な、その流りゆう麗れいな戦い方は、まさしく天才の名に相応ふさわしい。世間ではレイオットの事を『一流の戦術魔法士』と評する者が少なくないが、それを認めるならば、フィリシスは文字通りに『超一流』だ。


　だが……今。


　彼女の声には微み塵じんの余裕も無かった。


「とにかく離れなさい！」


　モールド専用の高速移動装置──ＪＲ総合機器研究所謹きん製せい〈ホイール・マニア[image: ]〉に自らと兵士三名を載のせて彼女は全力後退中だった。オッフェルトリウムに追われ、崩ほう壊かいする建物から飛び出してきたところで、彼女はレイオットと再会したのである。後ろ向きに走っているのは〈ホイール・マニア[image: ]〉を方向転てん換かんさせている余裕すら無いからだ。


　レイオットもまた同様だった。


　先にフィリシスから注意を促うながされた事で、辛かろうじてオッフェルトリウムの魔力圏に飛び込んでしまうのを避けられたが──彼の〈ホイール・マニア[image: ]〉に装備された対魔族用狙そ撃げき銃じゆう〈ライトニング・ボルト〉はその銃身の半なかばから、ぞっとする程に滑なめらかな断面を示して切り落とされている。全力で後退しつつ、しかしレイオットもまた方向を変えている余裕など無かった。


　だが──


（くそ。まずいな）


　いくら走破性が高い〈ホイール・マニア[image: ]〉とはいえ、瓦が礫れきやら何やらが散乱しているこの廃街イゾルデで、後ろ向きに高速走行を続けるのには無理が在る。オッフェルトリウムを恐おそれるあまりに自ら廃はい墟きよに激げき突とつして自じ滅めつ、などという間ま抜ぬけな最さい期ごを迎むかえる事だけは避けたかった。


（一瞬でいいんだ）


　その時間さえ稼かせげれば。


〈ホイール・マニア[image: ]〉はギアを組み替える事で左右の車輪の回転を逆にする事が──つまりはその場で回転する事が出来る。勿論、転倒の危険を伴ともなうが、後ろ向きに全力走行するよりは遥かにマシだろう。方向転換に必要なのは本当にその為の一瞬だ。


　ならば──


「イグジスト！」


　撃発音声トリガー・ヴオイス──詠えい唱しよう。


　既すでにフィリシス達と合流する直前に、無音詠唱ダムキヤストは終えている。選せん択たく呪じゆ文もんは〈ブラスト〉。基礎的な爆発系の攻撃魔法だが、現在、レイオットの使用する魔法増幅器──スタッフにはロン・コルグから借り受けた『魔ま剣けん』が組み込まれ、大おお幅はばにその性能を増している為、実質的には一段上の威い力りよく、即すなわち〈マグナ・ブラスト〉に等しい破は壊かい力りよくを発揮する。


　中級魔族でも一いち撃げきで沈ちん黙もくする必殺の攻撃魔法だ。


　赤い光の輪がオッフェルトリウムの魔力圏の表面に集束し──閃せん光こうを発する。


　それは猛もう烈れつな爆発の炎ほのおと煙けむり、更さらには衝しよう撃げき波はとなって直径五十メルトルの『世界』を押し包んだ。その間にレイオットは方向を転換。フィリシス達も同じ様に方向を転換し、今度こそ正面を向いて走行を開始。


「──やったか!?」


　歓かん声せいを上げるのはフィリシスの〈ホイール・マニア[image: ]〉に乗っている兵士達である。


　彼等は知らない。五十メルトルにも達する恒常魔力圏を備えるという事が──一体どういう意味を持つのかという事を。


「すげえ、すげえぜあんた──」


「油断するな！」


　レイオットが叫さけぶ。


「あの位で殺せる相手なら苦労は──」


　音も無く。光も無く。


　ただ静かに闇やみが一線を刻む。


「──が？」


　兵士の一人がぐらりとよろめいて〈ホイール・マニア[image: ]〉から落下する。


　正しくは──その上半身だけが。


　迸ほとばしった細く黒い糸の様なものによって切断されたのだ。


　実体の様な、虚きよ像ぞうの様な──オッフェルトリウムの影かげ。


　恐らくそれは物質に準ずる程に高密度で結像した力場なのだろう。物質ではないが故に無限の鋭えい利りさを備え、虚像ではないが故に物理的威力を持つ。折れる事も無ければ欠ける事も無い、それは絶対の刃やいばだった。


　己の魔力圏の内側で造り出したそれを、オッフェルトリウムは鞭むちの様に振るっているのである。勿論、物理法則を無視して魔法で造り上げた強引極まり無い代物だ──魔力圏の外側に出れば急速に崩壊する筈はずだが、実際にそれを振るうのは一秒にも満たない刹せつ那なの一瞬、問題は無いのだろう。


『点』の破壊である銃弾に比べてより強力な『線』の破壊である事と──刃物には無い柔じゆう軟なん性せいと変へん幻げん自じ在ざいの間合い。この点だけを見てもオッフェルトリウムの攻撃力がどれだけ高いかが分かる。


（ヤバい。とんでもなくヤバい相手だ）


　緊きん張ちようと焦しよう燥そうに引き延ばされた時間感覚の中で──レイオットはそう確信していた。


　魔族は何体も狩ってきた。


　だからこそ分かる。


　これはもう魔族と呼んで良い相手ではない。少なくとも今までレイオットが狩ってきたそれらと同じ言葉で示して理解したと思える様な相手ではない。それは同じ科に属する動物だからという理由で猫ねこと虎とらを同列視するのに等しい愚ぐ行こうだった。


「フィリシス！」


　レイオットは並走する〈ホイール・マニア[image: ]〉に向けて叫ぶ。


　まずい。兵士を三人──いやもう二人か──載せている分、彼女の方が加速が鈍にぶい。正面を向いての全力走行に移ったとはいえ、これでは遠からずオッフェルトリウムに追いつかれてしまうだろう。


　ここはレイオットが時間を稼いでやるしかあるまい。


　残り拘束度デユラビツト数──五。


〈ライトニング・ボルト〉はもう使えず〈リバース・ペット〉の残弾も九十発弱。


（とてもどうにか出来る数字じゃないが……）


「ムーグ、降ろしてくれ！」


　兵士達が叫ぶ。


「自分で走れる！　あんたの足手まといになりたくない！」


「畜ちく生しよう！　畜生ッ!!　よくもバルタスを──地じ獄ごくに堕おちろこのバケモノッ！」


〈ホイール・マニア[image: ]〉に引っかかる様にして乗っている兵士の一人が自動小銃を発砲する。全自動連射。機関銃と同様に連続して放たれる銃弾の群れがオッフェルトリウムに向かうが──それらは全て彼女自身に届く遥はるか手前で空中停止、次の瞬間には消えていた。


　叩き落としたのでも弾はじき飛ばしたのでもない。


　消した。跡あと形かたも無く。


　物質分解か。あるいは瞬時に蒸発させたのか。


　いずれにせよとんでもない魔法の威力だ。


　通常の魔族ですらも銃弾は効かない事が多いが──それでも兵士達が持ってきたのは〈リバース・ペット〉に準じる高初速弾を使う自動小銃だ。低位の魔族ならば傷位は付けられてもおかしくない筈だが、そもそも魔族の本体に届かないのではお話にもならない。


「くそ!?」


　もう一人の兵士が銃身の下に装着された迫はく撃げき砲ほうを操作──発砲。


　音速の倍もの速さを叩き出す銃弾に比べると、緩かん慢まんとも言うべき速度で、榴りゆう弾だんが緩ゆるい放物線を描きつつオッフェルトリウムに迫せまる。だがこれも空中に静止し、次の瞬間には綺き麗れいさっぱりと消滅していた。爆発すらせずに。


　歯し牙がにもかけぬとはこの事だろう。


　時じ間かん稼かせぎにすらならない。オッフェルトリウムの移動速度はまるで変わらなかった。


「〈資格者〉──」


　レイオットは呟つぶやく。


　魔力圏の巨大さは勿もち論ろんだが……意識的に、理性で魔法を御ぎよして使う者がこれ程に恐ろしいとは思わなかった。いや。理り屈くつでは理解していたが──実感として分かっていなかったのだ。レイオットも。フィリシスも。そして兵士達も。


　普通の魔族と違い散さん漫まんな使い方をしない。


　その溢あふれんばかりの魔法の力をきちんと選択し、使いこなしてくる。


　イゾルデに落とされた燃料気化爆弾は〈鉄巨人〉に防がれたが──恐らくオッフェルトリウムも同じ事が出来るだろう。殺傷の困難さという意味では、魔王ルシフエル級をも凌しのぐ存在だった。


（そもそもこいつの魔力圏──本当に五十メルトルなのか？）


　かつて魔王級にまで達した魔族は、街区一つを覆おおう程の魔力圏を持っていたという。


　オッフェルトリウムの魔力圏がそれより小さいという保証は無い。今は敢あえて使いやすい大きさに留めているだけという可能性は在った。


　いずれにせよ……


（逃にげているだけでは駄だ目めだ）


　殺せるか否いなかはさておき何らかの手を打たねば。


　レイオットが考えたその時──


「──レイ！」


　フィリシスが叫ぶ。


「覚えてる？　スメタナ社の保養所で仕事した時の事！」


「…………」


　場ば違ちがいも甚はなはだしい──唐とう突とつなフィリシスの台詞せりふだった。まさか最早これまでと覚かく悟ごを決めて、過去を懐なつかしんでいる訳でもあるまい。フィリシスに限ってそれは無い。


　一瞬レイオットは仮面の下で眉まゆをひそめ──


「ああ、よく覚えている」


　──と返した。


　そう。覚えている。


　フィリシスと組んで半年程経たった時の仕事だ。


　交通事情から現場到とう着ちやくに手間取り──公爵デユーク級にまで成長してしまった魔族に二人して手こずった。無論その時もフィリシスは心底楽しげで、少しも焦あせった様子は無かったが。むしろ手て強ごわい相手に喜んでいるかの様な様子すら在った。


「じゃあそういう事で」


「……分かった」


　レイオットは〈ホイール・マニア[image: ]〉に装着されたスタッフを無音詠唱ダムキヤスト。


（爺じいさんに感謝しなくちゃな）


　前述の通り──ロン・コルグから託たくされた『魔剣』をジャックが組み込んだ新型スタッフは、通常魔法を撃っても強化型の魔法と同等かそれ以上の効果を発揮する。これはつまり、単純に言っても拘束度数が倍増した様なものだ。勿論、小刻みに小規模な魔法を撃っているのならば、あまり差はないが、強化型の大規模魔法が必要となる様な場面では意味は大きい。


　そして──左右のギアを逆転。


　瞬間的に再びレイオットはオッフェルトリウムの方に向き直っていた。


「──イグジスト！」


　撃発音声トリガー・ヴオイスと共に魔法術式が事象界面マテリアル・サイドに転化。


　次の瞬間、レイオット達を追ってきていたオッフェルトリウムの動きが──止まった。


「…………」


　まるでタールの海の上に立っているかの様に、黒い、魔力圏の影とも言うべき円状の領域の真ん中で、オッフェルトリウムはわずかに首を傾かしげた。


　怪け訝げんに思っているのかもしれない。


　使った魔法は単純な〈デフィレイド〉だ。


　恐おそらくオッフェルトリウムは魔法の種類が分からないのではなく、単に、ただその力の差に絶望して逃げるだけの筈のレイオット達が、反はん撃げきらしい行動に出た事を訝いぶかしんでいるのだろう。鼠ねずみに嚙かみ付かれた猫、いや、蟻ありに嚙み付かれた象の気分に違ちがいない。


　何を無む駄だな事を──と。


　だが……


「お嬢じようさん」


　レイオットは〈ホイール・マニア[image: ]〉のギアを先の状態に戻もどしアクセルを踏ふみ込む。


〈デフィレイド〉と〈ホイール・マニア[image: ]〉の出力でオッフェルトリウムを抑おさえ込んだ形だ。勿論、この状態がどの程度維い持じ出来るかは、全く未知数だが……強化された〈デフィレイド〉は堅けん牢ろう性も効果範はん囲いも大幅に上がっている。


　稼かせぐ時間は一分も要いらない。


　だから──


「俺と遊んでいかないか？」


　レイオットは仮面の下で薄うすく笑う。


「……遊ぶ？」


　オッフェルトリウムの呟く様な声にレイオットは驚おどろいた。


　正直──反応が在るとは思っていなかったのだ。


「お前が私と遊ぶのか？」


「ああ。こっちは玩具も充実してるぞ」


〈ホイール・マニア[image: ]〉の車輪が路面を搔かきながら空転する感覚を覚えつつ、レイオットは言った。やはり〈ホイール・マニア[image: ]〉程度の出力では、この怪かい物ぶつを押し留めるのも難しい。じりじりとだがレイオットはオッフェルトリウムに押されて、後退しつつあった。


「…………」


　相変わらずオッフェルトリウムの表情は気怠げなままで、変化らしい変化は無い。


　だがとりあえずその双そう眸ぼうは──そして恐らくは注意もレイオットの方を向いている様だ。


　三十秒も稼げれば、フィリシスはあの兵士達を降ろして身軽になれるだろう。更さらに稼げれば兵士達が逃げ延びる時間も稼げる。


　相手がどれだけ強大な力を持っていようと──一人分の精神しか無ければ注意を向けられる方向も一つだけだ。レイオットにオッフェルトリウムの注意が向いている限りフィリシス達が直に狙ねらわれる可能性は低い。


　とはいえ──


（この怪物相手にどうやって注意を引けばいいのやら）


　銃は無意味。魔法は現状維持で精せい一いつ杯ぱい。


　となると──口先で誤ご魔ま化かすしかない訳だが。


　言葉は通じる様だが、厳密な意味で意い思し疎そ通つうが出来るかどうかは非常に怪あやしい。あまりにも基本となる生物としての態様が違い過ぎるのだ。どんな話題を投げれば相手が乗ってきてくれるか見当もつかない。


　しかし──


「…………？」


　ふと──全くレイオットにも予想外ではあったが──オッフェルトリウムがその顔を僅わずかに歪ゆがませた。それは表情と呼べる様な明確なものではなかったが……それまで半ば眠ねむっているかの様な、曖あい昧まいな眼まな差ざしを向けてくるだけだった彼女が、微かすかに興味の様なものをレイオットに対して示していた。


「おまえは……？」


　オッフェルトリウムは言った。


「なんだ。俺がどうかしたか？」


　レイオットは相手の反応に乗る形で言った。


「惚ほれたっていうなら勘かん弁べんしてくれ。これでも売約済みでな」


「…………いや」


　軽口には取り合わず〈結社〉の盟主はわずかに眼を細めた。


　その視線が向いているのはレイオットではなく──


「その──玩具」


〈ホイール・マニア[image: ]〉に半固定されている新型のスタッフ。


「……魔ま剣けん〈パルティータ〉」


　オッフェルトリウムは呟く様に言った。


「こんな所で見る事になろうとは」


「魔剣……こいつを知ってるのか」


　恐らくオッフェルトリウムが言った〈パルティータ〉とはジャックがスタッフの中に組み込んだ例の『魔剣』の事なのだろう。元々は〈源流魔法使ルート・ソーサリアン〉たるロン・コルグの持ち物である様だが──


（待てよ。そもそもこいつら〈資格者クオリフアイア〉と〈源流魔法使〉は──）


　ロン・コルグの弟子を自称するリマ・メイヴィスによれば、彼等の間にはある程度の面識が在るらしい。細かな事は未だレイオットにも分からないが、リマがレイオットに『オッフェルトリウムを殺してくれ』と頼んだ以上、何らかの利害関係が在るのだろう。


「リマ・メイヴィス」


　どれだけ効果が在るかは分からなかったが──レイオットはその名を口にする。


　もし浅からぬ因いん縁ねんが在るのならば、彼女を話題にする事で、少しは稼げる時間が増えると考えたのだ。


　果たして──


「…………」


　オッフェルトリウムの視線がスタッフからレイオットに戻った。


　どうやら脈は在る。レイオットは畳たたみ掛かける様に言った。


「そう。リマ・メイヴィスだ。知り合いか？」


「そうだな」


　オッフェルトリウムは頷うなずいた。


「どうしてお前がその名前を知っている？」


　何もかもに興味がない──そんな印象だったオッフェルトリウムが、会話を自ら繫つないで尋たずねてきた。


「どうしてだろうな？」


　レイオットははぐらかす。


　会話を引き延ばすには曖昧な言葉を並べ立てる方が良いだろう。


　だが……


「……ふむ？」


　オッフェルトリウムは眠たげに眼を瞬かせた。


「よく見ればそれは〈スカルラット〉か」


「…………！」


　一瞬、驚きよう愕がくと動どう揺ようがレイオットの脳のう裏りを走る。


　それはレイオットの師ドーベルン・スタインバーグの使っていたモールドの銘めいだ。〈スカルラット〉を改修したものが現在レイオットが使っている〈スフォルテンド〉である。


（いや……落ち着け）


　レイオットは自分に言い聞かせる。


（同じ事はロン・コルグの爺さんにも見み抜ぬかれていた。リマとドーベルンがあの爺さんの弟子で──ならばドーベルンとこいつが顔見知りでも不思議は無い）


「〈パルティータ〉に〈スカルラット〉……」


　オッフェルトリウムは言った。


「因縁か。単なる偶ぐう然ぜんと呼ぶのは容易いが。全能になっても全知には程遠いな」


「……どういう意味だ？」


「意味などない」


　オッフェルトリウムは言った。


　僅かに浮かんでいた表情の様なものは既に消え去っていた。未だ事情をはっきりと摑つかめないでいるレイオットを置き去りに──既にオッフェルトリウムの中で諸々の事こと柄がらは整理が付いてしまったらしい。


（まずい……）


「何もかも意味などない。くだらない。ただ結果があるだけだ」


〈結社〉の長おさに祭り上げられている女は──かつて女であり人間であった筈はずのそれは、自明の理を語るかの如ごとく淡たん々たんと言った。


「故に──」


（……!?）


　オッフェルトリウムの足下で彼女の影かげが泡あわ立だつ。


　いや。直径五メルトル余りのそれは、正しくはその球状魔力圏の影であり、彼女の一部だ。先にも見た様に、それは物質と虚きよ像ぞうの中間に在り自由自在に変化して、魔力圏の外側にもオッフェルトリウムの意志を届かせる事が出来る。


「お前の時じ間かん稼かせぎにも意味はない」


「…………！」


　次の瞬間──オッフェルトリウムの魔力圏が爆発的に拡大した。


　レイオットは維持していた〈デフィレイド〉ごと後方へと突き飛ばされ、〈ホイール・マニア[image: ]〉は瓦が礫れきの散乱する路面で二度三度と跳はねた。


　そして……


「駄だ目めだ──止よせ！」


　叫びは遅きに失した。


　既にその時、オッフェルトリウムの斜ななめ後ろに位置する、崩れ残った建物の上から、フィリシスはスタッフを掲かかげて跳ちよう躍やくしていた。


　狙うは元より一撃必殺。


　レイオット達の魔法の射しや程てい距きよ離りはオッフェルトリウムの魔力圏半径よりも小さい。迂う闊かつに近付いてもこちらの攻こう撃げきの間合いに入る前に、影の触しよく手しゆに攻撃される。


　故にこそフィリシスは兵士達を逃がし、身軽になってオッフェルトリウムの背後に回り込み、レイオットが相手の注意を引いている間に、必殺の魔法の射程距離内に相手を捉とらえる積もりだった。


　スメタナ社の保養所で発生した公爵級魔族を斃たおした際、フィリシスとレイオットが採った戦術と同じである。片方が相手の注意を引いて、もう片方が背後に回る。単純で初歩的だが、数の利を活かした合理的な戦法だった。


　相手が普通の魔族である限りは。


「──ッ！」


　真っ直ぐに伸びた一本の黒い線。


　それはフィリシスの左脚の膝ひざを──モールドの関節部を真っ直ぐに貫つらぬいていた。


　フィリシスの姿勢が大きく崩れているのが見えた。恐おそらく触手の一撃は首や胸といった急所を狙ったのだろう。空中でフィリシスは身を捻ひねり咄とつ嗟さにこれを躱かわしたのだ。


　だが──


「ぐぁっ……！」


　反対側に抜けた黒い触手は急激に旋せん回かい──幾いく重えにも彼女の脚に絡からみ付く。結果として彼女が跳躍で建物の上から描えがいた放物線は強引に停止させられ、フィリシスは逆さ吊りの状態で空中に縫ぬい止められていた。


「全くの無意味だ」


　無む慈じ悲ひな宣告。


　そして次の瞬間──


「──あああああああああああああああああああああああああああッ！」


　叫びが迸ほとばしる。


　それはレイオットが初めて聞く声だった。


　フィリシスの──絶ぜつ叫きよう。


　空中に大輪の紅い花が咲さく。


　次の瞬間…………フィリシスの左脚、その膝から下がモールドの拘こう束そく装そう甲こうごとぐしゃりと潰つぶれた。肉片と骨片と血液と鋼鉄と樹じゆ脂しと……もろもろが混ざり合った塊かたまりが膝から引きちぎられる。


　そして彼女自身は──まるでゴミの様にそのまま地面に落下して、跳ねた。


「つまらん」


　呟つぶやくオッフェルトリウム。


「フィリシスッ！」


　叫んでレイオットは〈ホイール・マニア[image: ]〉を突撃させる。


「──イグジスト！」


　選択呪文は先と同じく〈ブラスト〉。


　強化された基礎級攻撃魔法がオッフェルトリウムの魔力圏に炸さく裂れつする。


　その威い力りよくの殆ほとんどは抑おさえ込まれてしまったが、さすがにこれを完全に無視する事は出来なかったらしく──殆ど反射的な動作でオッフェルトリウムの視線がレイオットの方を向く。


　逆に言えば……レイオットに出来たのはその程度だった。


「くそ……！」




[image: ]


　レイオットはオッフェルトリウムの魔力圏をかすめる様にしてその脇わきをすり抜ける。フィリシスを拾って一いつ旦たんこの場から逃げる──そう考えたレイオットだったが。


「ちっ……！」


　レイオットとフィリシスの間に割り込む様にして黒い触手が何本も迸った。


　触ふれれば切断される。元より何度も死を覚かく悟ごしてきた身、自分の腕の一本や二本は今いま更さら惜おしくもないが──結局フィリシスを拾い上げる事が出来なければ意味がない。レイオットはフィリシスに向けて伸ばした手を引き戻すしかなかった。


　大きく百メルトル以上も走り抜けてからレイオットは方向転換。


　再びオッフェルトリウムに向き直る。


「…………」


　まともに正面から挑いどんでも勝ち目は無い。レイオット達の魔法の射程は五十メルトルも無いのだ。勿もち論ろん──魔力混じりの攻撃力ならばそれ以上の距離にまで届くし、通常の魔族ならばそれで斃す事も出来るかもしれない。


　だが相手は理性在る魔族だ。


　例えば〈マキシ・ブラスト〉の様な攻撃を仕し掛かけたところで、単なる魔力圏防ぼう御ぎよとは別に、物理防御を──例えば触手を編む様にして平面状に展開する、あるいは単に土砂を材料に壁かべを形成する等──重ねられてはオッフェルトリウムまで届かない。


　ましてや、オッフェルトリウムの魔力圏は上級魔族並みかそれ以上の支配力を持っている。実際に先程レイオットが二度にわたって撃ち込んだ〈ブラスト〉もその威力の大半が抑え込まれてしまっていた。


「つまらん。本当につまらん」


　言いながら悠ゆう然ぜんとオッフェルトリウムはレイオットに向けて接近してくる。


　触手の射程距離は分からないが、恐らくは百メルトル以上に達する筈だ。


　となれば──


「──捉えた」


　不意に……呟きが地を這はった。


　左脚の膝から下を失い、まるで屍しかばねの如く地に伏ふせていたフィリシスの声が。


「イグジスト」


　次の瞬間──回転する力場渦動がオッフェルトリウムの魔力圏の内側に顕けん現げんしていた。


「む…………」


「……足下に……御注意……あそばせ？」


　苦痛と疲ひ労ろうに濁にごった声でフィリシスが笑う。


　レイオットを追うオッフェルトリウムの魔力圏が地面に転がっているフィリシスに触れたのだ。オッフェルトリウムとしては既にフィリシスなど戦える状態に無いとして、路ろ傍ぼうの石程度にしか考えていなかったのだろう。だが彼女には未だ意識が在り──しかも激痛を堪こらえて相手の隙すきを窺うかがっていたフィリシスは、密ひそかに追加呪文プラグインを詠えい唱しよう、渾こん身しんの力でスタッフを魔力圏の中に突き入れて魔法を撃ったのだ。


　選択魔法は〈ヴォルテックス〉。


　無限に回転し対象物を磨すり潰つぶす殲せん滅めつ系の魔法。それはわずかに中心を外れはしたが、オッフェルトリウムをその渦動の内に取り込んで顕現した。


「む……む……」


　ぼろぼろとオッフェルトリウムの身体からだが──その足下の影も含ふくめて破は壊かいされていく。


　さすがに自身の魔力圏の内側で直接発動した〈ヴォルテックス〉を排はい除じよするのは難しいのか──魔力圏の制せい御ぎよが混乱するのである──〈結社〉の盟主は為なす術すべも無く分解されつつあった。


「フィリシス!!」


　レイオットはフィリシスの元に〈ホイール・マニア[image: ]〉を疾しつ走そうさせる。


　今度こそ腕を伸ばして地に転がる彼女を引っかけると、強引に〈ホイール・マニア[image: ]〉のフレームの上に引ひき揚あげて、そのまま現場から急速離り脱だつ。〈ヴォルテックス〉は最後に歪ゆがんだ空間がもとに戻ろうとして爆ばく発はつを生じる為ため、近くに居ては危険なのだ。


「無茶な事を……！」


　レイオットは呻うめく様に言う。


　これは単に重傷の身を顧かえりみずに戦った──というだけの意味ではない。フィリシスのモールド〈フォルテシス〉は左脚部分が破損して無くなっている。破損が前提のタクティカル・モールドなので、複数の魔法回路を内側に刻み込んで安全性を高めてあるとはいえ……たとえ拘束度デユラビツト数が充分に残っていても、この状態で魔法を撃てば、魔族化する危険は多分に在った筈はずだ。


「まあ……その時は……レイが……何とかしてくれるでしょ？」


　レイオットに抱だきかかえられながら、フィリシスは言う。


　仮面のせいでその顔色は分からないが、さすがに声にいつもの気力と余裕は微み塵じんも感じられない。脚一本を失ったのだ。気絶していないだけでもむしろ恐るべき気力と言える。


　だが──


「ふざけんな！」


　レイオットは怒ど鳴なった。


　もし魔族化が始まった時は、レイオットが魔族になりきる前に殺してくれる──そんな信頼のされ方など腹立たしいだけだ。


　レイオットはフィリシスを抱かかえたまま片手で呪文選択器を操作。応急処置用に積んでいた呪ス文ペ書ル式タ板グを予備のスリットから引き抜いて挿そう入にゆうし──選択。


「イグジスト！」


　レイオットは効果対象をフィリシスの脚に設定して魔法を発動させる。


　元々拘束装甲による圧あつ迫ぱくもあって、出血量が抑えられていたせいか……止血と消毒を兼かねた応急処置の魔法は、瞬しゆん間かん的てきに効果を発揮した。血の滴したたりは止まり、無む菌きん状態で形成された保護膜まくが傷口とその周囲を覆おおう。


　同時にレイオット達の背後で〈ヴォルテックス〉の終しゆう了りようを告げる爆音が響いた。


「…………」


　ふっ……と溜ため息いきの様な声を漏もらしてフィリシスの身体から力が抜ける。


　さすがに気力が尽つきたのだろう。彼女の呼吸と鼓こ動どうを確かめてからレイオットは〈ホイール・マニア[image: ]〉を停止させて背後を振ふり返かえった。


　周囲の瓦が礫れきも含め〈ヴォルテックス〉はオッフェルトリウムの身体を完全破壊した様だった。レイオット達の位置から眺ながめる限り、魔力圏は勿論、あの存在感に乏とぼしい女の姿も、その足下に広がっていた影も見えない。


　代だい償しようは大きかったが──斃したのだ。


　あの魔法の怪かい物ぶつを。


　レイオットは溜め息をつき──


「え…………!?」


　そして愕がく然ぜんと凍こおり付いた。


　最初は見間違いかと思った。


　そうであって欲しいと心底から望んだ。


　だが──


「…………まさ……か」


　動いている。


　小さく黒い──何かが。


　まるで地面にへばりついたオイル汚れの様なそれ。


　それはしかし明確に活動していた。


　蠢しゆん動どうし。


　増ぞう殖しよくし。


　そして見る間に──


「馬ば鹿かな」


　レイオットは呻く様に言った。


　確かに──多少中心から外れはしたが、間違いなくオッフェルトリウムはあの〈ヴォルテックス〉の効果範はん囲い内に居た筈だ。どんな魔族であれ、その空間渦動の作用半径内に居れば、細胞どころか粒りゆう子し段階にまで粉ふん砕さいされて、死ぬ。


　なのに……何な故ぜ!?


　ずるずると黒い水みず溜たまりの様なものは地面の上を動きながら、少しずつ、その表面を膨ふくれ上がらせ、そこから何かを形作っていく。


　何を？


　それは勿論──オッフェルトリウムを。


　いや。違う。


　その黒い水溜まり、液体の様にも、影の様にも見える何か──それがこそがオッフェルトリウム本体であって、あの女の姿は完全に、見る者を惑まどわす囮おとりでしかないのだ。そうでなければオッフェルトリウムが生きている筈が無い。


　ごぽりと音を立てて、黒い粘ねん液えきの上に人間の顔が浮かび上がってきた。


　溶けかかった蠟ろう人にん形ぎようの様に、目鼻立ちも曖あい昧まいなその表面が急速に細分化され、造形に輪りん郭かくが確定し、最後に、その真ん中に二つの裂さけ目めが生じ──開かれた瞼まぶたの奥から傷一つ無い眼球がせり出してくる。


　数秒でオッフェルトリウムは己の顔を再構築していた。


　とんでもない再生速度である。人間一人分の肉体を構築するのに十秒もかかっていない。


「くそっ……！」


　レイオットは〈ホイール・マニア[image: ]〉を急発進。


「殺せ？　殺せだと？」


　レイオットは呻く。


　リマ・メイヴィスはそう言った。


　オッフェルトリウムを殺せと。


　勿論──レイオットにも異論はない。


　だが……


「あんなものを──どうやって殺す!?」


　脳の五割を破壊。


　対魔族戦闘の基本中の基本。


　だがそんなものアレが相手では全く意味を成さない。


　強しいて現状に説明可能な理り屈くつをつけるならば──可能性を探すならば、恐おそらくアレは全身が脳のう細さい胞ぼうなのだ。何割などという問題ではない。細胞の一つ一つがオッフェルトリウムであり、恐らく肉片の一つでも残っていればアレは再生してくる。


　あるいはもう肉体そのものがオッフェルトリウムという存在の一部でしかないのかもしれない。元より魔力圏そのものが魔族の本体であるとする説が在るが──オッフェルトリウムとはあの魔力圏を含む空間そのもので、肉体をいくら滅ほろぼしても、無から自身を再生可能なのかもしれない。


　いずれにせよ……アレはもう常識的な意味で、生き物ですらない。


　リマの言う通り、規模こそ小さいがアレは一つの『世界グロウブ』だ。


　世界を相手に一個人、一いつ匹ぴきの生物がどう立ち向かえばいい？　何をどうしたら世界に勝てる？　世界を滅ぼした事になる？


　しかも──


「…………」


　レイオットは己の胸に触ふれた。


　拘束度数残り──二。


　フィリシスは重傷を負い、他に借りるべき手は無い。フィリシスが逃にがした兵士達は生きているだろうが──彼等の装備は猶なお更さら、役に立たない。


「どうする……？」


　フィリシスを載のせて走りながら──レイオットは喘あえぐ様に呟つぶやいた。





　　　　●　　●　　●





　トリスタン市警は──ただひたすらに混乱していた。


　全く状じよう況きようが把は握あく出来ない。


　様々な情報が錯さく綜そうして、事態の輪郭すら見えてこないのだ。


　元々市内の電話回線は〈鉄巨人事件〉によって甚じん大だいな被ひ害がいを被こうむっており、未だ完全に復旧されていない。破壊された幾いくつもの中ちゆう継けい局は仮設の中継機によってその機能を代行されているが──万が一の予備として保管されていた旧式の機材では、トリスタン全域の通信量をまかないきれる筈もなかった。結果として電話が繫つながらない、あるいは通話途と中ちゆうで切断されてしまうといった現象は以前から頻ひん発ぱつしていた。


　だが……現在は更さらに通信事情が悪化しているのだ。


　予備の中継機が壊こわれたのか。あるいはもっと能動的な通信の妨ぼう害がいか。いずれにせよ電話回線の大半が使用不能となっている。辛かろうじて機能している電話回線にも通話が集中する事で破は綻たん寸前となっており──順序立てて連絡を取り合う事が出来ない。


　しかも……


　それでも届いた数少ない市民からの通報は、全く要領を得なかった。


　確実な状じよう況きよう把は握あくの為ためにと市警本部は市街全域に警官達を送り出したが──その大半が連絡を絶った。勿もち論ろん、警官達は専用の帯域を使用する無線通信機を車に積んでいる。電話回線の破綻と彼等の通信途と絶ぜつとは関係が無い筈だった。


　一体何が起こっているのか。


　確実に分かる『異常』は窓の外に見える巨大な『柱』のみだった。


〈鉄巨人事件〉でワーウィック通りに在る市警本部は破は壊かいされ、現在、その機能の大半は第一分署に移行している。


　そしてその第一分署の建物から問題の『柱』はよく見えた。


　第一分署から目視出来る『柱』はとりあえず一本のみだが──市民からの通報で同様のものがトリスタン市内各所で発見されているという事は分かっていた。通報者達が何やら興奮し混乱しているらしく正確な数字は分からないが、少なくとも十本以上の『柱』がトリスタン市内に存在しているのは間違いない。


　どうやらそれらは〈鉄巨人事件〉の後に、トリスタン各所で生じた建築工事に紛まぎれて設置されたものであるらしい。建築途中の真新しいビルや、あるいは取り壊し間際で人の出入りが殆ほとんど無い廃はい屋おくの中に隠されていた鋼鉄製の『柱』は、一いつ斉せいに偽ぎ装そうである建物を崩ほう壊かいさせ……その巨体をさらけ出したのだった。


　一体誰が──何の目的でこんなものを設置したのか。


　それ以前にこれは何の役割を果たすものなのか。


　手に入る情報が断片的な通報のみでは推論すら難しい。


　最初の通報が第一分署に入ってから──既すでに一時間が経過していた。


　ろくに状況が把握出来ないまま、再度、警官達を現場各所へ送り込もうとしていた第一分署に……目もく撃げき者しや達が直接駆かけ込んできたのはその頃ころである。電話が繫がらない事に業ごうを煮にやした彼等は、最も確実な連絡方法を採ったのだ。


　だが……


　目撃者達の証言は市警上層部を困こん惑わくさせただけだった。


　彼等は警官達が殺されるのを見たのだという。


　魔法攻撃で──しかもモールドを着けていない人間によって。


　もし目撃者が一人であったならば幻げん覚かくや錯さつ覚かくを疑われた事だろう。その場で麻ま薬やく中毒の検査が行われていたかもしれない。だが目撃者は複数で──しかも別々の場所で彼等はその光景を見たのだと主張した。つまり、目撃者達がわざわざ口裏を合わせて偽ぎ証しようしているのでもない限り、複数の場所で同じ様な事件が幾つも生じているのだ。


『柱』に近付こうとした警官を何者かが魔法によって殺す様な事件が。


　犯人はモールドを着けていなかったと目撃者達は口を揃そろえて言った。


　かといって魔族の様な異形という訳でもなかった。


　見た目にはごくごく普ふ通つうの人間の姿形をしていた。


　……在り得ない話だ。


　魔法士にとってモールドは必ひつ需じゆ品ひんである。


　それが無ければ──拘こう束そく装そう甲こうで肉体的にも魔法的にも己を拘束しておかなければ、一度魔法を使うだけで魔族になってしまう。呪素に冒おかされ、理性の無い狂きよう気きの虐ぎやく殺さつ者しやへと堕だしてしまう。自殺志願者でもない限りそんな馬鹿な真ま似ねをする人間は居ない。


　ただ──


「…………一体どうなってるんだ」


　第一分署の廊ろう下かを歩きながら、ブライアンは吐はき捨すてる様に言った。


　厳いかつい髭ひげ面づらには焦しよう燥そうと困惑の色が濃こい。情報が錯綜するのは規模の大きな事件ではよくある事だが──今回はそもそも何が起こっているのかすら分からない。『柱』の調査に向かった警官達が、何人も殺害されたのは間違いない様だが、それ以外は何も分からない。


　犯人の立場や素性も。


　犯行の目的や理由も。


　犯罪の規模や影えい響きようも。


　これでは警察といえども動きようが無い。


　だが……その一方で死傷者が出ている以上は、座して状況を見守っている訳にもいかないのが警察という組織だ。特に市警上層部の面々は、この期に及およんでも状じよう況きよう終しゆう了りよう後の事を──『適切な処置をとらなかった』と世論に非難される事を何よりも恐れている。とりあえず現状で出来る限りの努力をしたという記録を残しておかねば、出世に響ひびくと考えているのだ。


　だが……


「もし目撃者の証言が本当なら……」


　立場がどうの、出世がどうの、などという事を気にしている場合では無い。


　モールドを着けずに魔法を使う存在。


　それについて──彼の記き憶おくには引っかかるものが一つ在った。


　ネリン・シモンズとの会話に出てきた『人間の姿と理性を保ったままの魔族』。


　数時間前に彼女から話を聞いた時には全く信じなかった。


　だが今は──ブライアンも笑い飛ばせる自信は無い。


　ネリンと目撃者達が一いつ緒しよになって警察を騙だまそうとしている訳でもあるまい。別々の場所から別々の経路で入ってきた情報が同じ内容であるならば──それは事実である可能性が限りなく高い。


「もし──本当にそんな魔族が居るとして」


　考えをまとめる為にブライアンは呟く。


「そんな連中を相手にするとなると……」


　ブライアンは現在──地下の駐ちゆう車しや場じように向かって歩いている。


　彼の指揮する特装スペシヤル・狙撃スナイピング・部隊スカツドに先程、出動命令が下ったからである。


　市警上層部はどうやら理解出来る範はん囲い内で強引に状況を結論づける事にしたらしい。


　つまり──武装した警官達が次々と連絡を絶ったのは、魔族に襲おそわれたからだと。


　以前にも複数の魔法士のモールドに細工をして彼等を魔族化させるという同時多発型の魔族事件は起こっている。今回も同様の事件であると彼等は考えたのだろう。警官殺しの犯人が普通の人間の姿をしていた事については──単に見み間ま違ちがいで片付ける積もりなのだ。


　多少の無理は在るが妥だ当とうな判断だ。


　同じ立場ならブライアンもそう考えた事だろう。


　しかし……


「それでは『柱』の事も──その側でのみ魔族が発生した事も、『柱』に近付こうとして殺された警官以外に、被害が出ていない事も、説明がつかない」


　全て偶ぐう然ぜんと断じて思考停止をするのは簡単だ。


　だがその代だい償しように支し払はらうのは、下へ手たをすると自分の命どころか、この街の命運そのものであるかもしれない。


「──警視」


　声を掛かけられてブライアンは振ふり返かえる。


　小走りに彼に追いついてきたのは──そばかす顔の小こ柄がらな女性だった。警察職員だが彼女が着ているのは制服ではなく白衣で、拳けん銃じゆうやら何やらの代わりに、各種採集・分ぶん析せきの為の器具が詰つまった鞄かばんを携たずさえている。


　女性鑑かん識しき課員のシェリル・アリアだ。


「現場に行かれるんですよね。私も命令が出ました」


「君が？　何な故ぜ？」


　眉まゆを顰ひそめてブライアンは言った。


　一言で現場と言ってもブライアンが出張るのは基本的に『戦場』である。怪かい物ぶつが現に存在してそこで暴れ回っている場所だ。戦せん闘とう行こう為いに直接参加しなくても命の危険は常について回る危険な領域だ。一方──鑑識の彼女が行くべきはゴタゴタが始まる前か終わった後、少なくともその最中ではない。少なくともＳＳＳスリーエスの人間と鑑識課の人間が一緒に出動するなどという事は無い、本来ならば。


　だが──


「問題の『柱』を調べてこいと。少し私は魔法工学も齧かじってますので」


　とシェリルは言った。


「どうもあの『柱』が何らかの魔法機器ではないかと上層部は考えているみたいです」


　確かに魔族事件、あるいは魔法士による事件が増えてきた昨今、鑑識には魔法関連の知識も要求される事が多い。上層部は現地に知識の在る者を派は遣けんして状況を詳くわしく把握したいと考えているのだろう。


「しかし……魔族がうろついている様な現場だぞ」


「大だい丈じよう夫ぶ、警視の足手まといにはなりませんよ」


　言いながらシェリルはブライアンの隣となりに並ぶ。


「とりあえず警視達が魔族を斃すまで、後ろで大人しくしてますよ」


「…………その事なんだが」


　ブライアンは眉み間けんに皺しわを寄せて言った。


「もし──仮に、の話で聞いてくれ」


「はい」


　シェリルは頷うなずく。


　唐とう突とつな話題の振り方に怪け訝げんな表情一つ浮うかべないのは、彼女の頭の回転が並外れて速い証しよう拠こだろう。真しん剣けんな表情を浮かべる女性鑑識課員にブライアンは言葉を選びながら言った。


「もし、理性が在って、姿形も人間そっくりの魔族が居るとしたら──」


「……え？」


「バケモノの姿にならず、理性というか知性もというか、そういうものも残っている様な魔族が居たとして、だ。そういうものを相手にした場合、我々は勝てるか？　そして勝てるとすればどんな戦術をとるべきだ？」


「つまりモールドを着ける必要も無く、拘束度デユラビツトによる回数制限も無く、更さらには脳の半分を破壊されねば死なない、不死身の魔法士が居るとして──という考えで良いですか？」


「そうとも言えるな」


　ブライアンは頷く。


「…………そうですね」


　考え込む様に口元に手を当ててシェリルは言った。


「まず状じよう況きようにもよると思いますが、勝つ事は可能でしょう」


「そうか」


「通常の対魔族戦と同じく、先手必勝、奇き襲しゆうは絶対条件ですけど」


「…………」


　ブライアンは言葉に詰まる。


　彼の内心を知ってか、知らずにか──シェリルは人差し指を立てて、まるで教師が生徒に向けて講義する様な口調で続けた。


「〈サンダー・ボルト〉はその弾速によって魔力圏ドメインの反応前に相手を射殺します。ですがこれはつまり、魔力圏の自動防ぼう御ぎよが追いつかないというだけで、単なる銃じゆう弾だんであるという意味では、幾いくらでも防ぐ方法は在るでしょう。極きよく端たんな話──厚めの鉄板一枚掲かかげて盾たてにすればそれで済みます」


「……それは……成る程、その通りだな」


　そう。通常──魔族は武装しない。


　武器も持たなければ防具も帯びない。その必要が無いからだ。無限に自己修復を繰くり返す肉体と、望み通りの現象をそこに引き起こす魔法の力が彼等には備わっている。


　武器や防具は、人間の様に、攻こう撃げき力りよくも防御力も中ちゆう途と半はん端ぱで、ただ生きていく為ためにすらそういうものを必要とする脆ぜい弱じやくな生物の為のものだ。


　だが……だからこそ魔族に対して人間はつけ込める。


　身を護るという概がい念ねんの無い魔族だからこそ、さして工夫せずとも奇襲を仕し掛かけられるし、狙撃という一方的な攻撃方法も採れるのだ。


　だが……もし魔族が人間と同じく道具を使ったら？


　あるいは人間と同等の知能で戦術を練ってきたら？


　ネリンの言葉通りに、人間の姿形と理性を備えた魔族が居るとすれば、当然、市警にＳＳＳが存在する事は知っている筈はずだ。ならばＳＳＳの攻撃に備えて何らかの手段をとるのは当然だろう。


　確かに〈サンダー・ボルト〉の銃弾を防ぐだけなら厚めの鉄板一枚で事は足りるし、そもそも狙撃されると分かっていれば、魔法で防ぐ方法は幾らでも在るだろう。実際、〈デフィレイド〉系の魔法ならば、超ちよう音おん速そくだろうが大口径だろうが問題無く銃弾の類を防いでしまう。あくまで魔力圏による自動反応で対応出来ないだけで──狙撃される瞬しゆん間かんさえ分かっていれば魔法でこれを食い止める事は充じゆう分ぶんに可能なのだ。


　これは魔族ではないが〈鉄巨人〉との戦せん闘とうで分かっていた事だ。


　となると──


「例えば相手のその魔族が定点防御をしている場合は？　そしてこちら側の戦力についてある程度理解している場合は？」


「難しいですね」


　シェリルは言った。


「つまりは、ほぼ奇襲が不可能という事ですよね？　少なくともこちらが襲しゆう撃げきを行うという可能性を、相手が考こう慮りよして警けい戒かいしている場合は、難しいでしょう」


「そうなる……か」


「あ……でも。その場合はむしろ簡単になったりする？」


　首を傾かしげて呟つぶやく様に言うシェリル。


「なんだと？」


「つまり──」


　シェリルは人差し指を立てて言った。


「普ふ通つうの銀行強ごう盗とうが人質をとって立たて籠こもっているのと同じ、と考えれば良い訳で」


「…………銀行強盗と魔族が同じとはとても思えないが」


「魔族だって四六時中防御している訳ではないでしょう？　つまり相手の隙すきを狙ねらい、物理的に障害の無い角度から、一いち撃げき必殺。この点においては同じじゃないですかね。対魔族戦と考えるから難しく思えるだけで」


「…………なるほど」


　確かにそれならば斃たおせる可能性は在るかもしれない。


　だが──


「現場への接近は慎しん重ちようにしよう」


「警視。今の話って──」


　シェリルがさすがに表情を強こわ張ばらせて尋たずねてくる。


「まさか──本当に？」


「その可能性が在る」


　二人はそんな言葉を交かわしながら、地下の駐車場に繫つながる階段を降りてゆく。


　第一分署には戸外の駐車場も在るが、ＳＳＳの車や装備は全て地下に在る。ＳＳＳの装備は特とく殊しゆなものが多い為、駐車場そのものを封ふう鎖さして丸ごと管理出来る地下の方が、何かと安全という判断である。


　地下ではブライアンの部下達が既すでに出動準備を終えて待機中──


「隊長！」


　──の筈だったが。


　大おお柄がらな隊員がブライアンの姿を見るや否や駆かけ寄よってくる。


　狙そ撃げき手しゆのダリル・ローエングリーンである。彼が大声を張り上げるのも珍めずらしければ、表情を強張らせているのも珍しい。木ぼく訥とつな容姿に相応ふさわしい、冷静かつ穏おん和わな性格がこの警官の特とく徴ちようだ。少なくともブライアンはこの男が声を荒あららげる場面を見た事が無い。


　しかし……


「どうした？」


　ブライアンは眉を顰めて問うた。


「今！　ラジオで──」


「ラジオ？　ラジオがどうした」


「『柱』に、動きが」


　ダリルがそう言って車を振り返る。


　運転席に座っている別の部下がラジオの音量を上げる。


　すると──


『繰り返します、これは番組ではありません！』


　雑音混じりに切せつ迫ぱくした様子の声が飛び出してきた。


『信じられません、あの、『柱』から、トリスタン市内で幾つも発見されているあの金属製の『柱』です、巨きよ大だいな、あれが、あれから』


　かなり混乱しているのだろう。明らかに喋しやべる速さと考える速さが嚙かみ合っていない。お陰かげで台詞せりふは途と切ぎれ途切れで、内容が分かりにくい。


　しかし──


『黒い、ああ、何だあれ、黒い、凄すごい、早い、ああ、何か出てきます！　噴ふき出て！　あの『柱』からです！　影かげの様な──何だあれ!?　蜂はちの巣すみたいな、幾き何か学がく模様で、駄だ目めだ、言葉では伝えきれない！』


「……!?」


　顔を見合わせるブライアンとシェリル。


『近付いてきます！』


『やばいぞ、何かやばいぞ!?』


『逃にげろ！』


　恐おそらくはマイクが付近に居る他の者の声も拾っているのだろう。緊きん迫ぱくした声が飛び交っている中──硝子ガラスの割れる音や硬かたいものがぶつかる音が響ひびく。音だけでも現場の混乱ぶりは充分に予想出来た。


　そして……


『人が──逃げ、ああ!?』


　悲鳴じみた声を最後にぶつりとラジオの音声は途と絶だえた。


　後に聞こえてくるのは、無意味な空電雑音ノイズのみである。


「……何だ？　何が起こってる？　今の放送は？」


　ブライアンが部下達に問う。


『黒い』『影の様な』『蜂の巣みたいな』『幾何学模様』……それらの単語から具体的な情景が想像できない。何か尋じん常じようでない状況なのは声の調子から分かったが。


「幾つかの、ラジオ局が、中ちゆう継けい機と、関係者を、『柱』の近くに、派は遣けんした、みたいなんですが」


　眉まゆを顰ひそめてダリルが答えてきた。


「実は、これで三局目、です」


「何だと？」


「どれもこれも、放送が途切れる前に、同じ様な、事を」


「同じ──今言っていた、幾何学模様がどうとか、か？」


「はい」


　ダリルが頷うなずく。


　もし魔族が襲おそってきたというのならば『魔族』や『化け物』といった単語が飛び出してもおかしくない──というか当然の筈なのだが。どの放送もそれは無かったという。あくまで『柱』から出てきた、黒い幾何学模様の連なりが、こちらに近付いてくる……という状況報告を最後に連れん絡らくが途切れたらしい。


「どういう事だ？」


「それに──」


　運転席の部下が無線機を操作しながら言ってきた。


「第二、第四分署との連絡も取れません」


「……どういう事だ？」


　第二分署や第四分署は、規模こそ第一分署より小さいが、何百人という警官が詰つめていた筈だ。無線機材は勿もち論ろん、武器弾だん薬やくも豊富で、建物も頑がん強きようである。無法者の類が大挙して押し寄せても充分に持ちこたえられる、いわば『要よう塞さい』だ。


　そんな警察施し設せつが唐とう突とつに連絡を絶った。


　既に臨時中継局が破は綻たん気味の電話回線はともかく、無線さえもが全く繫がらないとなると──これもまた尋常な事態ではない。


「ひょっとして第二、第四分署の近くには『柱』が在ったのか？」


「ええ。目視出来る距きよ離りに在ったとの事で──」


　巨大と言っても『柱』の高さは、トリスタン市街に在る建物の平均より少し上といった程度だ。通りを二つ三つ挟はさめばもう見えなくなってしまう。逆に言えば『柱』が目視出来るという事は、それなりに近きん距きよ離りに在るか──同じ通りや広場に面していて間に何も無いという証しよう拠こだ。


　この──第一分署と同じく。


「まさか……」


「警視！」


　シェリルが悲鳴じみた声を上げた。


　彼女の指差す方向──今し方、自分達が降りてきたばかりの階段を振ふり返かえり、そしてブライアンは驚おどろきに硬こう直ちよくした。


　階段から黒いものが溢あふれ出てくる。


　いや……正確には、地下駐ちゆう車しや場じようと階段とを繫ぐ四角い出入り口、そこに繫がる床ゆかと壁かべに、黒い線で描えがかれた細かな幾何学模様が広がっていくのだ。


　そう。確かにそれは、蜂の巣を想わせる模様──小さな同じ図形を延々と繫いで出来上がった平面だ。模様の密度が高い為ためにそれは一見黒く見えるが、実際には黒い『線』で描かれた幾何学模様がじわりじわりと増えているのだ。





「……乗れ！」


　ブライアンはシェリルを車の中に押し込んだ。


「ここから出るぞ！」


　部下達にそう命じながらブライアンは腰こしに吊つっていた大口径のマグナム拳けん銃じゆう──タウロスＭ６４８〈ハウリング・ベア〉カスタムを引き抜いた。


　可能な限りに大きな破は壊かい力りよくを拳銃に与えるという設計方針コンセプトで作られたそれは、大きすぎる機関部と回転弾だん倉そうのせいで非常に不格好だが、拳銃という意味では間ま違ちがいなく最強の部類に入る。


　ブライアンは銃じゆう口こうをその黒い幾何学模様に向けた。


　それはまるで古城の壁に這はう蔦つたの如ごとく、壁を、床を侵しん食しよくし、そして天てん井じようにまでも達し、音も無く広がって近付いてくる。その増ぞう殖しよく速度は決して速くはないが──人間が歩く程度だ──四方八方に広がっている為に、うかうかしていると周りを囲まれて逃げ道を断たれてしまう。


「これがラジオで言っていたモノか……！」


　ブライアンは〈ハウリング・ベア〉を発はつ砲ぽうした。


　地下駐車場のコンクリートに反はん響きようする轟ごう音おん。顔面をそのまま引っぱたかれたかの様な強きよう烈れつな音に彼は表情を歪ゆがめながら──しかしはっきりと見た。


　大口径のマグナム弾だんが、その六角形の幾何学模様に命中し──これを砕くだく様を。


　幾何学模様が弾はじけて崩くずれる。


　壁や床と言った平面の上にしか広がって行かない為、それは一見、影の様にも見えるが……拳銃の弾で破壊出来るという事は、何らかの実体を備えているらしい。


　しかし……


「──！」


　銃じゆう弾だんとその衝しよう撃げきによって分断された幾何学模様は──しかし次の瞬しゆん間かんには、まるでフィルムの逆回しを見ているかの様に、するすると音も無く、復元されていった。


「魔族!?　いやしかし……」


　詳くわしく見て判断している暇ひまは無い。


　具体的にその幾何学模様が、どんな影えい響きようを人間に及およぼすのかは分からない。だがブライアンは半ば本能的に『触ふれるのはまずい』と理解していた。確かにこれは『黒い』『影の様な』『幾何学模様』に見える。ラジオ局の職員や第二、第四分署を襲ったのは間違いなくこれだ。


「出せ！」


　ブライアンは自分も車に飛び乗りながら命じた。


「何処でもいい──此こ処こから出るんだ！」


「りょ……了りよう解かい！」


　五台の装そう甲こう車両が派手にタイヤの音を響かせながら走り出す。


　今や地下駐車場全体を埋うめ尽つくそうとしている幾何学模様の隙すき間まを縫ぬって、装甲車両は地上へと続く傾けい斜しや路ろへと強引に滑すべり込んでいく。


「何ですかあれ!?　魔族ですか!?」


　シェリルが面めん喰くらった様子で尋たずねてくる。


　だがブライアンには肯こう定ていも否定も出来なかった。


　尋常の現象でも物質でもない。それは確かだ。


　だが──何度も現場で魔族を観てきたブライアンの経験と勘かんが『あれは魔族そのものではない』と告げている。魔族と言い切れる様な何か──禍まが々まがしさが無い。魔族ならば当然の様に身に纏まとっている狂きよう気きというか、条理や常識を超ちよう越えつした理り不ふ尽じんさが感じられないのだ。


　むしろブライアンが感じたのは、規則正しく稼か働どうする機械の様な、あるいは一定の法則に正しく従う物理現象の様な……そんな非人間的な程に、理路整然とした何かだ。


「──ッ！」


　運転席の部下が悲鳴じみた声を上げる。


「どうした!?」


　大おお柄がらなダリルの身体からだを押し退けて運転席の方へと身を乗り出すブライアン。彼は部下の肩かた越ごしにフロント・ガラスの向こう側を覗のぞき込んだ。


「…………！」


　思わずブライアンの口からも呻うめき声ごえが漏もれた。


　街が──幾何学模様に汚お染せんされていく。


　見慣れた第一分署周辺の風景が、まるで黒いインクを飛び散らせたかの様に、斑まだらに染まっていた。


「これは…………」


　路面に。壁へき面めんに。消しよう火か栓せんや道路標識にも。駐ちゆう車しや中の自動車にも。


　ありとあらゆる場所にあの幾何学模様が貼はり付いている。貼り付いて増殖し、その領域を静かに広げていく。


　そして──


「あれ……！」


　ブライアンと同じく身を乗り出し、運転手の肩越しに外を見ていたシェリルが──ある方向を指差して叫さけんだ。


　最初はそれが何か分からなかった。


　消火栓にしては大きすぎる。


　道路標識にしては小さすぎる。


　看板や街路樹の類でもない。


　幾いく重えにも幾重にも執しつ拗ような程に幾何学模様で包まれたそれは──


「人間か……！」


　幾何学模様のせいで輪りん郭かくを捉とらえづらいが、一度気付けばそれは人間以外の何物にも見えなかった。それも一人や二人ではない。よく見ればあちこちに居る。走る車の中からざっと見み渡わたしただけでも数十人……明らかに子供や女性と思おぼしき輪郭も見えた。恐おそらく老若男女手当たり次第にあの幾何学模様は人間を捕つかまえているのだ。


　未だ、それはあの『柱』の周辺のみにしか広がっていない。


　だが縁ふちの迫せまってくる速度は──境界線の移動速度はそう速く無くとも『面積』としての増殖速度は相当なものだ。


　恐らく明日あしたの夜にはトリスタン全てがこの幾何学模様に覆おおい尽くされているだろう。


　既すでにトリスタン市全域で何人の人間が捕まっているのか分からないが──この様子では百や二百といった規模ではあるまい。魔族の様に一見して分かる危険性が無い分、逃にげ遅おくれて包囲され、捕まった人間は少なくない筈はずだ。


「隊長……」


　運転席の隊員がブライアンを振り返る。


　指示を仰あおぎたいのだろう。


　だが銃じゆうで撃うっても数秒で復元してしまう以上──通常の物理攻こう撃げきは時じ間かん稼かせぎ以上の意味を持つまい。ましてブライアン達には『面』の破壊力を持った武器が無い。既に幾何学模様の真ん中に取り込まれてしまった人達を解放する術が無いのだ。


　もし攻撃して意味が在るとすれば、その発生源たる『柱』のみだろう。


　だが既にその周囲は幾何学模様で埋め尽くされている。狙そ撃げきするにしても目標が巨きよ大だいな金属製の構造体となれば、闇やみ雲くもに銃弾を送り込んでも意味は無い。機械だというのならばその機構の要所を知ってそこを狙ねらわねばなるまいし、それが駄だ目めなら建物一つを吹ふき飛とばせる位の破壊力を投入せねばなるまい。


　そして今のブライアン達にはどちらも不可能だ。


「行け」


　ブライアンは強い口調で命じた。


「振り返るな。走れ」


「でも──」


「走れッ!!」


　逡しゆん巡じゆんする部下に向けてブライアンは声を荒あららげて怒ど鳴なった。


「今ここで我々が立ち止まっても何もできん！」


　手持ちの武器を全部使い果たしても誰だれか一人救えるかどうか。救えたところで、もたもたしていれば結局はあの幾何学模様に全員取り囲まれて終わりだ。その後に待っているのが『死』なのか、それとももっとおぞましい何かなのかは分からないが──


「俺達が今すべきは、この異常事態の解決法を探る事だ！」


「……りょ……了解」


　呻く様に部下が応じる。


「警視──」


　シェリルが気き遣づかわしげにブライアンに声を掛かけてくる。


　ブライアンの決断を非難するというより、ブライアン自身を心配している様に見えた。


　同じ第一分署で働いて五年──『第一分署の騎き士し』と綽あだ名なされる彼の性格を彼女はよく知っている。部下に現場離り脱だつを指示しながら──臓ぞう腑ふがねじ切れる様な苦く渋じゆうを彼が味わっている事に、気付いているのだろう。


「必ず助けに戻もどる。だがその為にはまず態勢を整えて反はん撃げきの方法を探らねば」


「反撃……ですか？」


　予想外の言葉を耳にしたかの如くシェリルが目を瞬しばたたかせる。


　ブライアンは唸うなる獣けものの様に低く沸ふつ騰とうした声で言った。


「こんなものが事故や自然現象である筈がない。これは──攻撃だ」


「攻撃って──誰の？」


「…………」


　ブライアンは答えない。


　代わりに彼は部下に命じた。


「魔法管理局の仮庁舎に向かえ」


「了解です」


　激しくタイヤを鳴らしながら、ブライアン達の乗った装甲車両の列は、十字路を右折し──増ぞう殖しよくする幾何学模様を引ひき離はなして走り続けた。





　　　　●　　●　　●





「──ジャック!?」


　驚きよう愕がくをたっぷり含ふくんだ声が後頭部を打つ。


　悪戯いたずらが見つかった子供の様にジャックは身を竦すくませて背後を──声の飛び込んできた部屋の出入り口を振ふり返かえった。


　ローランド工こう房ぼうの──二階。


　ここには幾いくつかの事務室と、そして資料室が在る。


　アルマデウス帝てい国こくでも屈くつ指しのモールド技術者と名高いルイーゼ・ローランドが率いるエンジニア達は、日々大量の仕事をこなしており、単に事務書類だけでも相当な量になる。これに魔法工学関係の書しよ籍せき類を加えればその量は膨ぼう大だいだ。薄うすっぺらい紙の束とはいえその厚みは零ゼロではない。まして魔法工学関係の書籍は図版入りの上製本ハードカバーが多く猶なお更さらに場所をとる。


　この為ため……ローランド工房の資料室はちょっとした図書館の様な内観になっていた。あるいは魔法工学関係の書籍に限って言えば、大学図書館にも匹ひつ敵てきするかもしれない。書籍は光を嫌きらう為、窓を一切持たないその部屋に、書しよ架かが何列も並び、そこにはびっしりと隙間無く本が詰つまっていた。


　ジャックが──そして彼に同行しているカペルテータとノーラが居るのはそんな書架の狭はざ間まだ。


　そして……


「何やってるのこんな所で!?」


　そんな彼等を見み咎とがめるのは眼鏡めがねを掛け、上品なスーツに身を包んだ若い女性だった。


　エヴァ・イーミュン。


　ジャックの姉あね弟で子しとも言うべき存在であり──現在は実質的にローランド工房を執とり仕切っている才さい媛えんだ。画期的とも言うべき量産型モールド〈アセンブラ〉を設計したのも彼女である。


「やあエヴァ姉」


『何もしてません』と言わんばかりに両手を掲かかげてジャックは曖あい昧まいな笑顔を浮うかべる。もっとも彼の右手の指には一冊の本が挟はさまったままであったが。


「ちょっと資料を見たくてさ」


「資料って──そういう場合じゃないでしょう!?」


　エヴァは目を丸くして言った。


「外の在り様、見てないの？」


　ゆっくりと回転しながら黒い幾何学模様を吐はき出す巨大な『柱』。


　幾何学模様が街中に広がりながら人間を搦からめ捕とっているという話は既にあちこちで広がっていた。市民の多くが迫り来る幾何学模様から逃げ回っている。このローランド工房の在る街区にも幾何学模様が迫りつつあった。


　市外に逃げようとした市民達は透とう明めいの『壁かべ』に阻はばまれて街から出る事が出来ず……彼等の恐きよう慌こうが他の市民達にも伝わって益ます々ますトリスタン市は激しい混乱に震ふるえている。


「見てるよ。見てるから、借りに来たんだ」


　とジャックは手にした本を振って見せる。


　──『大規模魔法機器の限界に関する可能性と考察』


　上製本の分厚い表紙にはそんな題名が記されていた。


「エヴァ姉こそどうしてこんな時間に？」


　既に他の関係者は帰宅していてローランド工房は無人の状態だった。


　だからこそ創始者の孫とはいえ、部外者のジャックが勝手に資料室まで入る事が出来た訳だが。元々この工房に幼い頃ころから出入りしていたジャックは、裏口の鍵かぎを持っている。


「わ──私は」


　エヴァは言葉に詰まる。


「その……ちょっと……工房が心配で……」


「人の事言えないだろ」


　呆あきれた表情でジャックが言った。


　恐らくエヴァも稀き少しような資料や工房の事務記録を心配して戻ってきたのだろう。


「そ──そんな事より、その本」


　エヴァはジャックの手にした本を指差す。


「そんな本どうするの？」


　──『大規模魔法機器の限界に関する可能性と考察』


　それは実用性という意味では、あまり価値の無い書籍だった。


　魔法工学の研究者が書いたもので──技術者の書いたものではない。つまりは多分に机上の空論を含む代物だ。あくまで理論上の可能性や限界を探るという視点で書かれており、実際にはおよそ実現不可能だったり、現実的でない魔法の装置や術式についての記述が多い。言うなれば思考実験の本だった。


　例えばもし人間に拘束度デユラビツト数が百在ればどんな魔法機器が設計可能か。


　例えばもし素材や経済的限界を無視すればどんな魔法機器が設計可能か。


　例えばもし増幅率を下げる事でどこまで拘束度数を増やす事が出来るか。


　例えばもし…………


　常識に囚とらわれていては進歩は望めない。


　だからこそ可能性を探る意味で実現可能か不可能かを度外視し、敢あえて極きよく端たんな理論値で設計された魔法機器について書かれている。普ふ段だんはジャックもエヴァも用が在る本ではなかったが……何かに行ゆき詰づまったりした場合には、意外と有効な内容なのである。


「エヴァ姉も見ただろ？」


　ジャックは改めて本を開きながら言った。


「あの『柱』」


「勿もち論ろん──」


　と言いかけて。


「ええ。見たわ」


　エヴァはジャックの言わんとする所を理解した様だった。


「なるほど。そういう事ね」


「あれが魔法機器なのは分かるんだ。だけど何の為のものか分からない」


　ジャックは眉まゆを顰ひそめてもどかしげに言った。


「見た事もない回路パターンが幾つも在るし、あまりにもでかすぎて全体の構成が摑つかみにくい。だから何か類例が無いかと思って」


「…………」


　エヴァは眉を顰めて思案の表情を示す。


　彼女もあの『柱』の表面に見られる魔法回路の構成には引っかかるものを感じたらしい。


「──強いて類例を挙げるなら」


　彼女は自分の記き憶おくを探る様に顔をしかめながら言った。


　エヴァはジャックの様な天才的な閃ひらめきこそ持ち合わせていないが、典型的な努力型の秀しゆう才さいであるせいか、とにかく知識量が多い。記憶力も優秀な為、彼女自身が生きた資料集と言う事も出来るのである。


「〈生いけ贄にえ機関〉」


「──え？」


　思いもよらぬ言葉にジャックは目を瞬しばたたかせる。


　エヴァはジャックにというよりむしろ、自分に言い聞かせる様に何度も小さく頷うなずきながら続けた。


「そうよ。例の〈鉄巨人〉や〈黒騎士〉に積まれていた、他人の拘束度を使う魔法回路。あれに似ているわね。以前、市警や魔法管理局から魔法回路検証の専門家が必要って事で呼ばれて──現物を見た事が在るの。壊こわれた後のだから、絶対アレと同じだとは言えないけれど……」


「…………」


　ジャックは呻うめく様な声を漏もらす。


　もしあの『柱』が〈生贄機関〉の魔法回路を持っているとしたら。


　当然──拘束度の供給元である人間を『柱』に繫つながねばならない。


「あの幾何学模様か……！」


　ローランド工房に来る途と中ちゆうで、ジャック達も人間を取り込む幾何学模様を何度か目もく撃げきしている。人間に対してまるで蜘く蛛もの巣すの如ごとく幾いく重えにも絡み付く幾何学模様は、恐おそらく準物質化する程に密度を高められた力場で──それ自体が増殖する魔力回路なのだろう。


「でもそうなると」


　エヴァは改めて自分の頭の中に図面を引こうとするかの如く、額を人差し指で叩たたきながら言葉を続けた。


「あの巨きよ大だいさは何な故ぜ……？」


〈鉄巨人〉はさておき──それ以前の試作型である〈黒騎士〉にも〈生贄機関〉は搭とう載さいされていた筈はずだ。〈生贄機関〉の回路構成はそう大きなものではない筈である。機能に差が無いなら、改良型がそれ以前のものよりも大型化するという事はまず無い。


　ではどうしてあの『柱』はあんなにも巨大なのか。


　出力増強？　容量増加？


　あるいは──


「──エヴァ姉」


　ジャックは手元の本を見下ろしながら呟つぶやく様に言った。


「なに？」


「もし。もしだよ。このトリスタン市を一つ、丸ごと、その〈生贄機関〉の『弾たま』として使うとなったら、どれだけの規模の魔法を行使できるかな。理論値で」


「…………！」


　エヴァが眼を丸くして呻く。


　ジャックの発想は突とつ飛ぴだが……しかし、そう考えると現状に納得のいく部分も多い。


　街を覆おおう巨大な『壁』。あれは市民を外に逃にがさない為ためのもの。


『柱』が巨大なのは何万人分の『弾』を一気に消費する〈生贄機関〉であるから。


　幾何学模様が人間を捕ほ縛ばくしていくのは〈生贄機関〉との接続の為の仮想回路。


　つまり──


「銃じゆう器きで言えば」


　ジャックは本を棚たなに戻もどして言った。


「これは弾だん倉そうを本体に装そう塡てんした状態──いや、初しよ弾だんを薬室に装塡しようとしている状態なんじゃないか？」


　トリスタン市は巨大な弾倉。


　市民は詰め込まれた弾だん薬やく。


　黒い幾何学模様は装塡機構で。


「もしそうなら……」


　後は引き金を引くだけだ。


　そうすれば必殺の弾だん丸がんが標的を貫つらぬく。


「でも……何を？　誰だれが？」


　そんな大量の人間を使ってどんな魔法を起動しようというのか。


　そんな大規模な魔法で一体何をしようとしているのか。


　それ以前に──こんな事をする連中は何者なのか。


「単純に……ごく単純にエネルギー量に換かん算さんして、導き出すなら」


　エヴァは眉を顰める。


　その口調が揺ゆれているのは自分で自分の試算を信じ切れていないからだろう。計算そのものというよりも前提条件が荒こう唐とう無む稽けい過ぎて現実味が湧わかないのだ。


「燃料気化爆ばく弾だんどころじゃない……国を一つ丸ごと滅ほろぼせる可能性が」


　例えば隣りん国ごくのマノン共和国。


　あの国に向けて何らかの攻こう撃げき的てきな魔法を使ったとする。


　人間数万人分の拘束度を一度に消費するだけの魔法が、実際に発揮可能な破は壊かい力りよくは──それこそ街一つどころか、小国ならば国土を丸ごとこの地上から消し去る事だって可能だろう。マノン共和国は決して小国ではないが、それでも国土の何分の一かを削けずり取られれば……間ま違ちがいなく、経済的にも政治的にも破は綻たんをきたす。


「勿論……実際には到とう達たつ距きよ離りの問題も在るから、使える魔力総量の全てを破壊力に回す訳でもないんでしょうけど」


　本来、魔法はあまり遠い場所に効果を発揮させる事が出来ない。


　魔法はその作用領域──魔族で言う所の魔力圏の内側においてのみ効果を発揮し得る。これを変形・拡大して、その到達距離を延のばす事は可能だが、当然ながらそれには限界が在る。


　つまり通常は他国の領土にまで魔法の効果を届けるのは不可能に近い。


　それでも何とかして何百、何千キロメルトルといった長ちよう距きよ離りに在る対象物を魔法で破壊しようとした場合、通常物理的な破壊力を到とう達たつさせる様にするか──例えば巨大な岩を電磁加速して撃うちだすとか──さもなくば、増ぞう幅ふく系の魔法を、元々の魔法に重ね掛けする事で、強制的に到達距離を延ばすという方法が在る。


　だが前者はともかく後者は現実的ではないと考えられていた。


　もしそれを実行しようとすれば、試算でも一万人分を超こえる拘束度数が、射しや程てい距きよ離りの延長の為だけに使われる事になる。理論値では可能でもそれだけの魔法士を用意して一いつ斉せいに同じ術式を使わせるのは不可能に近い。


　ただ……


「隣国は魔法兵器の開発に積極的な連中が居るという噂うわさだ」


　ジャックは言った。


「彼等は自分達が魔法兵器で攻撃されたら──どう思うか」


　勿論……アルマデウス帝てい国こくが開発した魔法兵器によって攻撃を受けたと思うだろう。


　軍事国家マノン共和国は当然にアルマデウス帝国に対し報復行動を採る。そして両国は戦争状態となり、戦火は間違いなく世界中を巻き込む。


　あるいはその魔法兵器の威い力りよくを危き惧ぐして世界各国がアルマデウス帝国へ軍隊を送り込んでくる可能性も在る。エヴァの試算が正しければ、それは文字通りに最終兵器だ。中小の国家ならば一いち撃げきで国土ごと滅ぼせる程の威力である。それが一国に独どく占せんされている様な状じよう況きようを他の国家が許すとも思えない。


「冗じよう談だんじゃない。世界規模の戦争になる」


「いえ……それどころか」


　エヴァは言った。


「もしこの大規模な〈生贄機関〉の準備が、帝てい都とや他の都市でも行われていたら？」


「…………」


　仮にアルマデウス帝国の総人口を一億として。


　そしてまた仮に一度の魔法で十万人分の拘束度数を消費するとして。


　十万人の国民を使って撃つ超大規模攻撃魔法を、単純計算でも千回撃てる事になる。


　世界大戦どころの話ではない。


　この世に存在する全ての国家を、人類社会を丸ごと滅ぼせる。


　だが──そんな真ま似ねをしたがる連中とは一体何者なのか？


　単なる破は滅めつ主義者か。


　それとも……


「まずい。止めないと」


　ジャックは拳こぶしで壁かべを叩いて言った。


「勿もち論ろん、起動される術式が攻撃魔法と限ったものではないけど……」


　あくまでジャック達が外見から判断出来たのは、あれが〈生贄機関〉と類似の回路構造を持っているというだけの事である。中にどんな呪文書式が搭載されているのかは分からない。魔法には医療用魔法Ｍ・Ｓや産業用魔法も存在する。


　だが……〈生贄機関〉などという代物を使う連中が、平和利用目的で魔法を使うとも思えなかった。


　それに──


「あれは攻撃の為のものです」


　ノーラが断言する。


「他者を害する悪意の『形』──害意の『器』です。間違い在りません」


「……この子は？」


　エヴァが不思議そうにノーラを見る。


　そういえばエヴァはノーラと会うのは初めてだ。彼女の特とく殊しゆな力を秘めた『眼』についても知らない。もっともジャックも実際にノーラの『眼』の力を体感した訳ではなく、あくまでレイオットやカペルテータに教えられただけの事なのだが。


「ああ。何というか、彼女はちょっとややこしいんだよ。後で説明する」


　そうエヴァに言うと──ジャックは腕うでを組んで更さらに考える。


「もしこのトリスタンの『柱』が実用試験的なものを兼かねているなら……」


　是ぜが非ひでもその魔法の発動を阻そ止しせねばならない。


　しかし……先の彼自身の言葉を用いるならば、既すでに『弾丸は薬室に装塡された』状態である。実際の魔法の発動までにどれだけの時間が残されているのか、ジャックにもエヴァにもまるで見当もつかない。


「──検討は移動しながらの方が良いと思います」


　ふと静かな声がそう告げてくる。


　カペルテータだ。


「窓の外を」


　と資料室の入り口に立って彼女が指し示す方向を見て──ジャックとエヴァは凍こおり付いた。資料室は前述の通り窓が無いが、そこに隣りん接せつする廊ろう下かには当然、窓が在る。


　入り口越ごしに、廊下の窓の、更に外へと視線を向けると……黒い幾き何か学がく模様が、隣となりのビルからゆっくりと流れ落ちてきている様子が見えた。


　まるで白い布に黒い染料が染しみ渡わたっていくかの様である。


「まずい……！」


　中ちゆう途と半はん端ぱに緩ゆるい増ぞう殖しよく速度であるせいか、つい油断してしまいがちだが……幾何学模様は確実に増殖して包囲を狭せばめてきている。一つの所にあまり長々と立ち止まっていては、間違いなく逃げ場を失うだろう。


「急ごうエヴァ姉。カペちゃんとヤナギサワさんも」


　ジャックは女性達を促うながすと一階の裏口に停めたトラックへと急いだ。





　　　　●　　●　　●





　残りの拘束度デユラビツト数は──二。


　それは何をするにもあまりに少ない数であった。


　たった二度の魔法であのオッフェルトリウムを斃さねばならない。『魔ま剣けん』で威力が上がっているとはいえ、あの〈結社〉の長はちょっとやそっとの戦力増強で殺せる様な存在ではない。消火器が二本に増えたからといって油田火災の前にはどうにもならない様なものだ。


　勿論、一度モールドを除装して予備の拘束度端たん子しを補ほ充じゆうし、再装着するという手も使えないではない。いつもは口くち煩うるさい監かん督とく官かんが側に居る為に使えない『裏技』だが、この状況では強制待機期間も何も在ったものではなかった。


　しかし……移送用架台が無い状態では除装と再装着はかなり手間取る。もしその間に見つかって、攻撃を受ければレイオット達は為なす術すべも無く殺されるしか無かろう。


「……くそ」


　崩くずれ残った廃はい墟きよの陰かげに潜ひそみながらレイオットは打つ手無しの閉へい塞そく感かんを嚙かみ締しめていた。


　ヘレナ・オッフェルトリウム。


　正しよう真しん正しよう銘めいの化け物だ。既に魔族と呼んで良いのかどうかすら疑わしい。


　単に大きな力を持っているというだけではない。対魔族戦せん闘とうの基本──脳容量の半分以上を破壊──すら通用しない相手だ。肉片の一つでも残せばそこから全て再生してしまうのだ。それも在り得ない程の速度で。


　殺す方法がまるで思いつかない。


　どうしてもオッフェルトリウムを殺したければ、肉片の一つも残さない程に──つまりは全身を同時に破壊せねばならない。迅じん速そくに。均等に。単に焼く、あるいは磨すり潰つぶすという程度では肉片が残る可能性が在る。いや──それどころか中途半端な威力では破壊速度と復元速度が拮きつ抗こうしてしまう可能性すら在った。


　あの〈ヴォルテックス〉ですら殺しきれなかったのだ。


〈マグナ・ブラスト〉の様な魔法──大威力だがムラの在る破壊力は試すだけ無む駄だだろう。


　しかも……


「──フィリシス」


「大だい丈じよう夫ぶだよ。大丈夫」


　フィリシスはむしろレイオットを宥なだめる様な口調で言った。


　彼女は今──自身の〈ホイール・マニア[image: ]〉のフレームに寄りかかっている様な状態である。左脚を失ったフィリシスには身体からだを支えるものが必要だ。だからこそレイオットは危険を覚かく悟ごで彼女を廃墟の陰に残し、一度放ほう棄きされた〈ホイール・マニア[image: ]〉を回収してきたのである。


　オッフェルトリウムの姿は近くに見当たらない。


　レイオット達を探して何ど処こかに行ってしまったのか──それとも他の生き残りを殺しに行ったのか。どちらも在りそうな話だ。何を考えているのかさっぱり分からない。〈資格者クオリフアイア〉が全部そうという訳でもないだろうから──少なくともルチエラは違ちがった──あの気け怠だるげで熱の無い物もの腰ごしは、オッフェルトリウムの個性なのだろう。


　ともあれ……


「大丈夫って事は無いだろ」


　レイオットはフィリシスの左脚を見ながら言った。


　傷口は応急処置が済んでいる。とはいえ医術に関しては素人しろうとのやる事だ──出来るだけ早めに正規の医者に診みせねばなるまい。長く放置していては、傷口から破傷風菌きんやそれに類する危険な病びよう原げん菌に感染しないとも限らない。


　洒落しやれにならない位に重傷だ。


　だが──


「脚あしの一本や二本くらいね。死ぬ事に比べたら軽い軽い」


「…………」


　大量出血のせいか声にはさすがに力が無いが──その口調には相変わらず余よ裕ゆう含ぶくみの軽さが在る。とても左脚の膝ひざから下を失った人間とは思えなかった。痛みは別にしても普ふ通つうの人間なら泣なき喚わめいてもおかしくはない。


「剛ごう胆たんなもんだな」


「違うよ」


　フィリシスは肩かたを竦すくめた。


「なんて言うか──実はさ」


　フィリシスはほんの少し声をひそめて──友達に内ない緒しよ話ばなしでもするかの様に言った。


「ちょっとほっとしてんの」


「なんだって？」


　レイオットは仮面の下で眉まゆを顰ひそめる。


　精神力で苦痛や恐きよう怖ふを抑おさえ込んでいるというのなら未だ分かるが、むしろフィリシスの口調には、言葉通り安あん堵どする様な響ひびきが在った。


　事実上、脚一本を失ったこの状態で、一体彼女は何に対して安堵を覚えるのか。


　錯さく乱らんしている訳でもない様だが──


「これで……還かえれるなあって」


　珍めずらしくしみじみとした物言いだった。


　いや。珍しいどころかフィリシスのそんな口調と台詞せりふは初めて耳にする。


　レイオットは尋たずねずにはおれなかった。


「…………何処に？」


「普通の世界」


　フィリシスが言う。


　仮面の向こう側で彼女が微笑したのが見えた様な気がした。


「ただの女に戻もどれる──なれるなって」


「…………」


　レイオットは返すべき言葉が出てこなかった。


　意味が分からないからではない。むしろ色々と思い当たる節が在るからこそレイオットはこの天才戦術魔法士に掛かけるべき言葉を見いだせなかったのだ。


「何な故ぜかは自分でもよく分からないんだけどさ。こう……いつもね、自分の限界を探してた様に思うんだよね、私。気が付いたらもう本当に、世界がつまんないものに見えてさ」


　肩を竦めるフィリシス。


「ほら、私ってやれば大たい抵ていの事は出来たでしょ」


　天才ならではの物言いだが、しかし不思議と傲ごう慢まんな響きは無い。それは恐おそらくフィリシスの口調にある種の自じ嘲ちようが含ふくまれていたからだろう。


「だから夢中になれるものが無かった。必死になれるものが無かった。他人が、趣しゆ味みであれ仕事であれ、必死になってるのを見ると、なんだかすごく羨うらやましくてさ。そうなれない自分が何だか出来損ないみたいに思えて」


「……お前が出来損ないだったら、俺なんてどうなるんだよ」


　レイオットはようやくそんな冗じよう談だんめかした台詞を差さし挟はさむ事が出来た。


　しかし──


「他人と比べてってのは意味無いの」


　フィリシスは言った。


「矛む盾じゆんしてるかもしれないけどね。私は私に──私と私を取り巻く世界との関係に絶望しちゃったっていうか。所しよ詮せん、こんなものか、みたいな悟さとりっていうか、諦あきらめっていうか、そういうものがずっとついて回ってた」


「…………そうか」


　レイオットはただ頷うなずくしかなかった。


　正直──何年かは一いつ緒しよに住んで、一緒に仕事をして、時には恋こい人びとの真ま似ね事ごとまでして。


　なのに自分は、この女の抱かかえる根本的な問題になんら気付いてやれて居なかったらしい。


　かつてフィリシスの父親が『あれは二は十た歳ちまで生きられないと思っていた』などと言っていたのも道理……それは肉体ではなく精神の問題だったのだ。


　父親は、自分と世界の在り方に絶望したフィリシスが──自ら命を絶つのではないかと懸け念ねんしていたのだろう。


　結局、フィリシスは自殺を選ぶ様な性格では無かったが、だからこそ彼女は自分を常に生と死の境界線に置きたがったのだろう。最も過か酷こくな戦場で──最も恐るべき敵と戦う事を自らに課し続けた。それはある意味でレイオットと同じ選せん択たくだが、そこに至るまでの道程はまるで正反対だった。


「だからね。今はなんていうか──本当に、ほっとしてる」


　フィリシスは言った。


「自分の限界が見えたって言うか、力及およばずに負けた事が、なんていうか、許して貰もらったみたいな──そんな感じ。自分で言っててもよく分からないんだけどね」


「…………」


「レイはさ」


　フィリシスはむしろ無傷のレイオットを労いたわる様に言った。


「変わったよね」


「……そうか？」


「前は私にちょっと近かったけど──今は違う。普通に、怒おこったり、泣いたり、哀かなしんだり、そういう事が出来る人間になれた。戻れたって言うべきかな。レイのそれは、元々じゃないからね。何にしても多分それは……カペちゃんのお陰かげなんだろうけどさ」


「…………」


「だからまあ、ね」


　フィリシスは手を伸のばして〈ホイール・マニア[image: ]〉の操縦桿を握にぎる。


「折角だから生きて還る努力をしよう。お互たがい、絶望なんて脇わきにおいといてさ」


　そうだ。


　今まで絶望は充じゆう分ぶんにしてきた。


　だから今は──


「レイはカペちゃんの所に還る為ために。私は──まあ、そうね、普通の女としての人生を満まん喫きつする為に」


「…………」


　レイオットはふと自分の胸に書かれたプレッジ・レターを意識する。


　還る。人間として──生きた人間として。


　その誓ちかいは確かに今も此こ処こに在る。


　ただ……


「しかし現実問題として、俺達にはアレを滅ほろぼす手段が無いぞ」


「そうだね。それが問題」


　あっさりとフィリシスも認めた。


　もしレイオットもフィリシスも万全の態勢であったなら、未だ何か打つ手は在ったかもしれない。


　自分達よりも巨きよ大だいな相手、あるいは単純に力に優まさる相手と戦ったのは初めてではない。カペルテータの父親から、アルフレッドの〈鉄巨人〉まで、そういう経験はむしろレイオットもフィリシスも多い方だ。時間を掛けて罠わなを作り、そこに誘さそい込んで一気に殲せん滅めつ……そういう方法が採れれば、やり様は在る。


　だが……現状では無理だ。


　相手は人間並みの知性・理性を持った魔族である上、圧あつ倒とう的てきな力を持っており──正せい攻こう法ほうは勿もち論ろん、誘い込みや不意をつくといった方法が殆ほとんど通用しない。レイオットもフィリシスも、残り拘束度数は少なく、更さらにフィリシスは重傷だ。


　これ以上は無いという位に最悪の状じよう況きようである。


　形勢を逆転するには、未だ考こう慮りよされていない切り札を足す必要が在る。


「そこで──」


　ひどく緊きん張ちよう感かんに欠けた声が言う。


　レイオットでもフィリシスでもない第三者の声。


　それは──


「提案なんだけどね？」


「…………」


　同時にフィリシスの右手が動いていた。


　重傷者とは思えない素早さで彼女は腰こしの後ろのホルスターから拳けん銃じゆうを抜ぬいて声の方へと突つき付ける。〈コンパクト・ボックス〉と呼ばれる小型多銃身の拳銃だ。複雑な機構は無い代わりに、掌てのひらに載のる様な大きさで四発の大口径マグナム弾を扱あつかえる。


「…………」


　声の主ぬしはきょとんとした表情で──臆おくする様子も無く自分に向けられた四つの銃じゆう口こうを眺ながめている。


「今日はよくよく銃じゆうを突き付けられる日ね」


「…………何者？」


　突き付けた〈コンパクト・ボックス〉はそのままにフィリシスが尋ねる。


「神様なんだそうだ」


「リマ・メイヴィス」


　答えたのはほぼ同時であった。


　声の主は──リマは朗らかに笑って会え釈しやくする。


　女だ。それは一見して分かる。若い娘むすめだろうというのも分かる。


　だが具体的な年ねん齢れいがさっぱり分からない。


　容姿に衰おとろえは無いが、その一方で、まるで老人の如ごとく奇き妙みように悟りきって安定した様な、何ど処こか捉とらえ所どころの無い雰ふん囲い気きが在る。少女と言えば少女に見えるし、実は若作りした老女だと言われても信じてしまうかもしれない。


　そんな──女性だった。


　何処か余よ裕ゆうを含んだその物もの腰ごしは、フィリシスと少し似ている。


　だが……


「名前を訊きいてるんじゃないの」


「肩かた書がきは彼が説明してくれたよ？」


「生あい憎にくと無神論者なの──私」


「普ふ通つうの言葉で説明するのは面めん倒どうなのよ」


　とリマは肩を竦すくめて見せた。


　次いで彼女は助けを乞こう様にレイオットの方を観る。


「──大だい丈じよう夫ぶだ」


　レイオットは溜ため息いきをつきながら言った。


「味方……と言い切って良いのかどうかは分からないが。少なくとも俺達の敵じゃない」


「…………」


　今の説明でどれだけ納得したかは謎なぞだったが──とりあえずフィリシスは〈コンパクト・ボックス〉を降ろした。もっとも向けられたままでもリマは全く気にしなかったであろうが。彼女の話が本当なら、オッフェルトリウムと同等かそれ以上の力を持っている筈はずで──恐らく不死身だ。


「提案と言ったか？」


「ええ」


　リマは微笑ほほえんで言った。


「オッフェルトリウムを──ヘレナを殺す方法が見つからないのでしょう？　最初は君達の攻こう撃げき魔法でも殺せるかなって思っていたのだけれど、どうも私の予想以上に彼女は不死身になっちゃってるみたいでね。だから」


　ひょいと気易い動作で彼女は懐ふところから一枚の板を取り出した。


　薄うすく細長い──鋼の板。


　その上には複雑な紋もん様ようがびっしりと刻み込まれていた。


　その内容までは勿論レイオットやフィリシスには分からないが、大きさや形状から、それがスタッフに装備する呪ス文ペ書ル式タ板グの一種である事は分かった。


「数多あまたの神話よろしく、強大な怪かい物ぶつに立ち向かう勇者に、神様が必殺の武器を授けましょうって訳よ」


「……それは、何だ？　何の術式だ？」


「病気」


　とリマは言った。


「なんだって？」


「病びよう原げん菌きんよ。少なくともオッフェルトリウムにとってはね」


「…………」


　渡わたされた呪文書式板をレイオットは改めて眺める。


　病気。病原菌。その言葉から連想するのは、もっと湿しめった不衛生な何かだが──実際にはそれは、呪文の回路パターンが複雑かつ細かいだけで、普通の呪文書式板と同様の、鋼の板である事には変わりない。


「恐おそらく君達はヘレナを一いち撃げきで殺せる力をぶつける、位に考えていたでしょうけど、むしろどんなに頑がん張ばっても君達の使える魔法の力じゃ、潰つぶしムラが出来ちゃうの」


　例えば高熱で焼く場合でも、全身が均等に、しかも瞬しゆん時じに加熱される訳ではない。


　たとえ炎ほのおで焼こうが、焦こげるのは表面の皮ばかりで、その奥の肉や骨に破は壊かい的てきな熱量が到とう達たつするには相応の時間が要る。だがその間にオッフェルトリウムは他の部分を再生し、魔法を使って炎を消してしまうだろう。


　だからこそ一撃必殺、圧倒的、いや絶対的な破壊力を用意せねば勝てない──とレイオットは判断していた訳だが。


「これは言ってみればね、感染したヘレナの細さい胞ぼうを別のものに書かき換かえる。そして書き換えながら隣りん接せつする細胞を次々と汚お染せんしていく。汚染された細胞は正しく魔法を循じゆん環かんさせる事が出来ず、自じ壊かいするしかない──そういう術式。君達の使う魔法の中では、そうだね、〈ジャミング〉ってのが近いかも。魔法を媒ばい介かいして感染する魔族専用の病」


「……〈ジャミング〉」


　確かに自身を維い持じするのに魔法を使う魔族に対たい抗こうする際、〈ジャミング〉は有効な手段だ。だが通常──それだけでは魔族を殺しきる事は出来ない。それは単に機能障害を誘ゆう発はつする魔法であって、攻こう撃げき力りよくの無い魔法だからだ。


　ちなみに〈ジャミング〉はその効果時間内はありとあらゆる魔法を妨ぼう害がいする。この為に純然たる魔法は効果範はん囲い内に届かない。敢あえて〈ジャミング〉発動中に魔法攻撃を仕し掛かけたければ、効果範囲の外側から、一度、物理的な形に変へん換かんした破壊力を叩たたき付けてやる必要が出てくる。


　しかし……


「──魔法術式で病気を作れるのか？」


　病原菌は──微び小しよう生物である。


　いくら魔法といえど生物を創造する事は出来ない筈だが。


「ウイルスに近いわね。術式は情報を打ち込むためのバクテリオファージ」


「何を言ってるのかわからん」


「病気になった状態に細胞の情報を書き換えるのよ。ウイルスっていうのは自分では増ぞう殖しよく能力を持たないから、遺伝情報だけを細さい菌きんに打ち込んで細菌の増殖能力を利用して増えるの。つまりはウイルスは遺伝子情報そのものが本体ともいえるわけで」


「……」


　レイオットは肩を竦めた。


　専門外の話をきちんと理解しようと思う方が間ま違ちがいである様だ。


「これが本当に効くって保証は？」


「無いわね」


　レイオットの問いにあっさりとリマは言った。


「……あんたに対して使うって方法もあるな？」


「効果を検証する？」


　レイオットの挑ちよう発はつ的てきな物言いに……しかしリマはさして気分を害した様子も無く、首を傾かしげた。


「まあいいけど。私がやられた様に振ふる舞まったら、君、区別付く？」


「…………」


　レイオットは口を噤つぐんだ。


　確かに具体的な効果を目視した事も無い呪文書式──リマがとりあえず『感染して死んだふり』をしたとしても、それが本当かどうかレイオットには確かめる術が無い。


「ついでに言うとそれは、ヘレナ・オッフェルトリウム専用っていうか、彼女に最も効果を発揮する様に調整してあるから。私じゃ、完全に効果は出ないよ。勿もち論ろん、他の魔族にもね。ちなみに相手が普通の人間だったら全く作用しないし」


「…………」


　レイオットは改めて呪文書式板を眺める。


　確かにレイオットが今まで見た呪文書式板よりもそれは細かく、複雑な術式が記録されているらしい事は分かるのだが。


「選せん択たくの余地は無いってか？」


　指先で摘つまんだ呪文書式板を振って見せながらレイオットは問うた。


「そこまで追おい詰つめている積もりは無いのだけれどね。これでも責任を感じているのよ」


「責任？」


「ヘレナ・オッフェルトリウムは私の妹だから。腹はら違ちがいだけどね」


「…………」


「…………」


　レイオットとフィリシスは顔を見合わせた。


　──『妹』


　あの怪物に、そんな平へい凡ぼんな単語が添そえられる事そのものに違い和わ感かんが在った。


　半ば無意識に、まるでオッフェルトリウムは、生まれた時からあの様な怪物であったかの様に思っていた。両親や家族など最初から居ない、それ独自に発生した超ちよう存そん在ざいなのだと。


　だが考えてみれば魔族は人間のなれの果てだ。


　オッフェルトリウムもその点においては例外ではなかったという事か。


「私さ。実は結構、几き帳ちよう面めんな性格でね──ああ、人間だった頃ころの話ね。口伝の筈の〈源流魔法使ルート・ソーサリアン〉の教えを、全部、独自の検証と考証も付け加えて、ノートに書き残しちゃっててさ。それを妹に見られちゃったのよ」


　まるで家族に日記を盗ぬすみ見みられたかの様な軽い口調である。


　だが──


「多分、妹は私と同じ位に──場合によってはそれ以上の、魔法使いとしての才能が在ったんでしょうね。身近にお手本が在ったとはいえ、独学であそこまで『究きわめ』ちゃったんだから。でも」


　リマは首を振った。


「何事も最初が肝かん心じん。覚かく悟ごも何も無いままにただ技術だけを身に付けちゃったあの子は、色々と間違った方向に進んで中ちゆう途と半はん端ぱな神様になっちゃった。途と中ちゆうでロン・コルグ師に紹しよう介かいして何とか矯きよう正せいしようとしたんだけれど──間に合わなかったみたい」


　才能はしばしば原石に喩たとえられる。


　適切な方法で切せつ削さくし研けん磨ますれば宝石になり得るが、取とり扱あつかいを誤れば、単なる石ころのままだと。だが実際にはその価値は零ゼロどころか負の方向に転がる事さえ在る。場合によっては無害な路ろ傍ぼうの石どころか、他を害する凶きよう器きにもなりかねない。


「それで──か」


「ええ」


　レイオットの言葉にリマは頷うなずく。


「あの子は不完全な神。世界のなり損ない。既すでに人間的な喜き怒ど哀あい楽らくなんて殆ほとんど残っていない癖くせに、中途半端に人間である部分を残していて──この世界にしがみついている。親おや離ばなれできない子供と一いつ緒しよ。そしてもっともっと、なり損なった連中にけしかけられて、いいように使われて、この世界を壊こわしかけている」


　やはりリマの口調には感かん慨がいの響ひびきは無い。


　明るい性格を装ってはいるが、これはあくまでレイオット達と意い思し疎そ通つうをする為ための仮面に過ぎず……やはり根本的に普通の人間とは違ちがう境地に達してしまっているのだろう。




[image: ]


「…………それが分かっていて、殺せと？」


「他に方法は無いでしょ？　それこそ私には選択の余地なんて無いよ」


　とリマは言って首を振る。


「あの子はもう戻もどれない。きちんと最初に、生なま半はん可かな覚悟でこっち側に来ちゃ駄だ目めって、言ってやらなかった私の責任。だから駄目なのは分かっていても、こっちに戻ってきたのよ。こんな筋の通し方も、結局、人間だった頃の癖でしかないのだけれどね」


「…………」


　レイオットは改めてリマを見つめた。


　神を名乗る超存在も、元々はやはり人間……という事か。


　リマの言う様に『基き礎そ』は後々にまで影えい響きようを及およぼす。情だの何だのを超ちよう越えつしてしまった筈はずの存在ですら、人間であった時の思考の癖の様なものは残るのではないだろうか。


　神は神でそれなりに色々と事情が在るらしい。人間が思うよりも遥はるかに、彼等もまた、ままならぬ存在なのかもしれなかった。


「分かった。使わせて貰もらう」


「……単純な疑問なのだけど」


　とフィリシスが口を挟はさんでくる。


「貴女あなた自身がオッフェルトリウムを殺すという選せん択たく肢しは無いの？　察するに、同じ位に強いのでしょう？」


「細かい理り屈くつはさておいて……私があまり大きな力を使うと、結局、ヘレナが暴れてるのと同じで、この世界を壊しかねないのよ。小さな部屋で象が二頭、暴れている様なもの」


　確かリマは言っていた──既にリマは一つの『世界』であり、別の世界の中に入り込む事そのものに無理が在るのだと。同様にオッフェルトリウムの危険性とは、単に凶きよう暴ぼうだからとか、残ざん酷こくだからとか、そんな性格や行動に由来するものではなく……ただそこに存在する事そのものが、この世界に崩ほう壊かいをもたらしかねないのだという。


「だから君達に頼たのんでる。あくまでも君達はこの世界の一部で──君達に殺してもらえれば、彼女の存在もまたこの世界の一部として呑のみ込まれる」


「……なるほど？」


　むしろ面白そうにフィリシスは応じた。


　とりあえずリマを信用する事にしたらしい。もっとも元々絶望的な状じよう況きよう下か──判断を誤ってもこれ以上事態が悪化するとも思えない、と考えただけかもしれないが。


「私達は貴女の尻しり拭ぬぐいをさせられているのだと？」


「うん。そう言われると弱いね」


　と頰ほおを指先で搔かきながらリマはあっさりと認めた。


「まあ、その代わり、お礼といってはなんだけど──影響があまり出ない程度には手助けしてあげられるよ」


「具体的には？」


　やや挑発的な声で尋たずねるフィリシス。


　その気になれば自分を跡あと形かたも無く消し飛ばせる様な存在を相手に、自分は重傷を負った状態で真正面から渡わたり合える剛ごう胆たんさは、やはり天才と呼ばれた彼女ならではだろう。


　リマはフィリシスに近付くと彼女の前でしゃがみ込んだ。


「もうこの世界での因果がほぼ確定しちゃってるから、元通りという訳にもいかないけれどね」


　そう言ってリマはフィリシスの膝ひざに触ふれる。


　失われた彼女の左脚の傷口に。


　それはただ、本当に、掌てのひらをあてている──それだけの行こう為いに見えたのだが。


「……これは」


　それは魔族の自己修復にも似ていた。


　骨が覗のぞいていたフィリシスの傷口に白い泡あわの様なものが幾いくつも生じる。それはやがて相そう互ごに繫つながり合って別の形を成しながら、更さらに白い泡を生んで成長していく。


　時間にしておよそ三十秒余り。


　肉片と骨片にまで粉ふん砕さいされた筈のフィリシスの脚あしが──そこに再現されていた。


　いや。それだけではない。


　肉体の修復が終しゆう了りようすると同時にモールドの修復も開始されていた。


　フィリシスの脚と同様、〈フォルテシス〉の左ひだり膝ひざ関節部が──モールドを構成する鋼が、樹じゆ脂しが、布が、自ら成長する様にして復元してゆく。


　こちらも三十秒余りで全て終了した。


　フィリシスの左脚は──見た目に限って言えばモールドごと元通りになっていた。そもそも脚が一度吹ふっ飛とばされた事さえ、夢であったかの様に傷一つ無い。恐おそらく中の彼女の脚も同じだろう。


　これは既に治ち療りようなどという次元の代しろ物ものではない。


　奇き跡せきそのものだ。


　ただ──


「自力で歩くのは無理だろうけれど」


　そう告げて、リマは立ち上がった。


「君の左脚は喪うしなわれた。これはもうこの世界においては確定した事実。だから覆くつがえせない。覆すと色々他の部分に問題が出ちゃうからね。私がしたのは──まあ言うなれば改めて義足を付けた様なものよ。ちゃんと血は通っているけれど感覚は殆ど無いでしょ？　とりあえず壊え死しや感染症の心配は無いよ」


「──どうも」


　何ど処こか苦笑を含ふくんだ声で礼を言うフィリシス。


「ついでに拘束度数も戻しておいた。二人共ね」


「……なに？」


　言ってレイオットは己の胸元を探る。


　残り二つしか無かった筈の拘束度端たん子しが十三に戻っている。


「別に拘束度端子だけ突つっ込こんだ訳じゃないから安心して。一度除装して着直したのと同じよ。その過程を省略しただけ」


「…………」


　正直言ってレイオットはもうリマのやる事について理屈を考えるのは放ほう棄きしていた。神の業わざを人間の身で推し量るのは無む謀ぼうというものだろう。


「じゃあ頼んだよ」


　リマの口調はやはり軽い。


「ヘレナがこっちを見つけたみたい。私はとりあえず一度退散するわ」


「分かった」


　レイオットが頷くとリマの姿はゆっくりと水に溶とけるかの様に薄うすれて──消えた。


　相変わらずの神しん出しゆつ鬼き没ぼつぶりである。


　無責任とも見える行動だが、これも仕方のない事なのだろう。


　単にオッフェルトリウムと戦えないというだけではない。確かリマは一つの世界の中に別の世界が居座ると不都合が生じると言っていた。それは免めん疫えき反応の様なもので──つまり既に彼女はこの世界にとっては異物でしかないのだそうだ。長時間の滞たい在ざいや過か剰じような干かん渉しようは、この世界の自己完結性を崩くずす。


　一度生まれてしまった子供はもう母体とは別の存在──という事だろう。


　だからこそ彼女の干渉は時間的にも内容的にも限定的にならざるを得ないのだ。


　いずれにせよ彼女の力はあてに出来ない。


　レイオット達に切り札を授けてくれただけでも御おんの字じと言うべきだ。


「さて──」


　レイオットは自分のスタッフの呪ス文ペ書ル式セ選レ択ク器タを開く。既に六枚のスリットは全て埋うまっていた為、フィリシスに対して使った治療用の書式板を抜ぬいて、そこに新たな『病』の呪文書式板を滑すべり込ませた。


「来たか」


　彼は呟つぶやく様に言って横手を振ふり返かえる。


　フィリシスも〈ホイール・マニア[image: ]〉のエンジンを入れてそちらを見み遣やった。


　そこに見えるのは──巨きよ大だいな球体状の歪ゆがみ。


　巨大で強力な魔力圏が悠ゆう然ぜんと近付いてくる。


　その中央付近で神のなり損ないが悠然と佇たたずんでいた。


　ヘレナ・オッフェルトリウム──そこに在るだけで世界を滅ほろぼす亜神。


　これに挑いどむは……矮わい小しような人間二人。


「死に損ないはそこで寝ねてろ」


「半人前こそ物もの陰かげで震ふるえてたら？」


　仮面越ごしに苦笑を交わし合うと、レイオットとフィリシスは、同時に〈ホイール・マニア[image: ]〉を発進させた。





　　　　●　　●　　●





　轟ごう音おんも無い。閃せん光こうも無い。


　そんな派手なだけで無む駄だな力を振りまくまでもない。


　ただ彼女が滅びを願えば対象は滅びる──それだけの事である。魔力圏ドメインの中に取り込んでしまえば『殺す』という過程すら必要が無い。一切合切の道理や過程をすっ飛ばして『死』という結果だけがそこに現出する。


　ただ──一方的に滅びをもたらすもの。


　それがオッフェルトリウムだった。


「……無駄な事と理解する知ち恵えも無いか」


　悠然と滅んだイゾルデの街を徘はい徊かいしながら彼女は呟いた。


　数分前にも兵士を二人ばかり片付けた所だ。


　彼等は愚おろかにも銃じゆうを振りかざして攻こう撃げきを仕し掛かけてきた。


　魔族に対して銃じゆう火か器きなど何の役にも立たない。


　オッフェルトリウムに対してならば猶なお更さらの事だ。


　それなりに知恵を絞しぼった武器を用意した様だが、それは、元々些さ細さいに過ぎる。たかが鉛なまり玉だまの一発や二発で、オッフェルトリウムを殺せる筈が無いのだ。


　全ての細さい胞ぼうを破は壊かいせねば、肉片の一つからでも彼女は蘇よみがえる。


　たとえ命中したとしても、小さな鉛玉では彼女を殺す事は出来ない道理だ。


　既すでにオッフェルトリウムの物質的な肉体は、彼女が存在する上で必ひつ須すのものではない。


　世界の萌ほう芽がたるオッフェルトリウムは、半ば空間そのものと化しており……事実上、彼女が扱あつかう魔力圏が彼女の本体と言っても過言ではない。肉体とはただ、彼女が彼女としてこの世界に存在する為ための碇いかりに過ぎず、それは定点を示すものとして存在していれば、肉片の一つ、細胞の一つからでも彼女は周囲の物質を自分の魔力圏内で組くみ替かえて再び復活する事が出来る。


「つまらん」


　オッフェルトリウムは触しよく手しゆで引ひき裂さいた兵士達の感かん触しよくを想い出しながら呟いた。


　何もかもがくだらない。


　何もかもがつまらない。


　神とは……全能の存在とは退たい屈くつなものだ。


　何か感じるものが在るかと思い、魔力圏で直接殺さずに触手を使い、恐きよう怖ふや苦痛、断だん末まつ魔まといったものを直接感じられる様な殺し方をしている訳だが……結局は同じ事だった。


　虫を踏ふみ潰つぶすのと大差無い。


　オッフェルトリウムは退屈を持て余していた。


　そんな彼女の隣となりに──


「──盟主オッフェルトリウム」


　呼よび掛かけながら一体の鉄巨人が並んだ。


　ロミリオ・ポロ・プロフェット男だん爵しやくが集めてきた人間の一人だ。


　鉄巨人の中から聞こえてくる魔法士の声は畏い怖ふに満ちていた。恐らく先程、彼女が兵士達を引き裂いて殺す様を何処からか見ていたのだろう。


「さすがは我われ等らが〈結社〉の盟主。凄すさまじいお力です。感服いたしました」


「…………」


　媚こびを含んだ賞賛の言葉が投げ掛けられる。


　しかしオッフェルトリウムの表情は物もの憂うげなまま……動かない。彼女にしてみれば言葉など百万連ねても何の意味もないただの音だった。ましてや人間の吐はくそれは何の裏付けも無い空くう疎そな雑音でしかない。


「我々の出番など最初から無かったのかも──」


「そうだな」


　オッフェルトリウムは言った。


　そして彼女は──


「そういえば、もう一つロミリオには頼たのまれていたのだった」


　硝子ガラス玉の様な黒い双そう眸ぼうが鉄巨人を見み据すえた。


「……え？」


「後始末だ」


　面めん倒どう臭くさそうに言ったその瞬しゆん間かん、するりと黒い触手が鉄巨人の装そう甲こうの隙すき間まに入り込んでいく。それはまるで岩の裂け目を探して根を張る植物の様に、鉄巨人の装甲、筐きよう体たいの隙間に入り込んで伸のびていき、そして──


「盟主!?」


　次の瞬間……鉄巨人の頭部が、紅あかい霧きりを吐いた。


　入り込んだ触手が中の魔法士を絞しめ殺ころし──いや、潰し殺したのだ。


　しかも次の瞬間、爆ばく発はつ的てきに増ぞう殖しよくした黒い触手は、鉄巨人の装甲の隙間という隙間から、いや、装甲を突き破やぶって生じた亀き裂れつからも放射状に飛び出し、鋼鉄の巨きよ体たいをウニかイガグリの様な在り様に変えてしまっていた。


　がらがらと音を立てながら、バラバラに引き裂かれた鉄巨人が落下し、その場に堆たい積せきする。小さく山を成す鋼鉄の瓦が礫れきの下から、するすると侵しん入にゆうしたのと同じ様に音も無く触手が戻もどってきたのは次の瞬間だった。


「〈資格者クオリフアイア〉の世界に在っては、それは無用の代物……だそうだ」


　つまらなさそうにオッフェルトリウムは言う。


〈資格者〉支配が完かん了りようした暁あかつきには、むしろ人間の魔法士が〈資格者〉と同等かそれ以上に戦える兵器など、存在していては、むしろまずい。


　それは人間達の〈資格者〉に対する反はん抗こう心しんの苗なえ床どこになりかねない。


　そういうロミリオの理り屈くつはオッフェルトリウムにも理解出来る。だがそれは理解出来るだけで、まったく興味も湧わかない話題だった。


　既に自分自身が世界そのものである彼女にとって、支配だの、統治だのといった話はさして意味がない。既に彼女はこの世界のありとあらゆる事に興味を失っていた。行動は欲よつ求きゆうからではなく要よう請せいによるもので──それすらも、実は惰だ性せいに過ぎない。


「未だ何人か残ってはいる様だが……確かに私一人でも充じゆう分ぶんだ。先にその無用の代物を始末しておくのも悪くはあるまい」


　後先など関係が無い。


　とりあえず近くに来たから始末した。


　ただそれだけの──論理。


「…………」


　オッフェルトリウムはふと立ち止まって首を傾かしげる。


　自分がこんなに無ぶ聊りようを持て余す様になったのはいつ頃ごろからだろうか。


　恐おそらくは〈資格者〉──いや、魔法使いになってからだろう。


　かつての自分は、もっと喜き怒ど哀あい楽らくが激しかった様に想う。実感は忘れて久しいが、単なる事実の記き憶おくとしては今も意識の片かた隅すみに残っている。喚わめいたり。笑ったり。泣いたり。政治に。恋れん愛あいに。勉学に。家族に。友人に。社会に。犯罪に。慈じ善ぜんに。本当に自分は様々なものに対して激しい感情を示していた。


　特に腹はら違ちがいの姉に対してはかなりの強い感情を持っていた様に想う。


　憎ぞう悪お。嫉しつ妬と。憤ふん怒ぬ。羨せん望ぼう。


　それらが混じり合って個々の区別がつかない様な──そんな感情。


　リマ・メイヴィス。


　彼女は色々な意味で優ゆう秀しゆうだった。


　学生としても。女性としても。


　完かん璧ぺきと言っても良かっただろう。およそ欠点らしい欠点が無く──多少変わり者ではあったが、それすらも魅み力りよくとみなされて、誰からも一目置かれる存在だった。


「……いっそ……」


　いっそ諸々の優ゆう劣れつに天地程の開きが在れば未だ気にせずにいられたかもしれない。


　あるいは全くの他人であるならば、無視する事だって出来たかもしれない。


　容姿、頭脳、運動神経、性格、その他、何から何までヘレナ・オッフェルトリウムはリマ・メイヴィスには敵かなわなかった。


　それもほんのわずかな差で──だ。


　なのに事在る毎ごとに腹違いの姉と比ひ較かくされてきた。


　姉に劣おとるという事実を何度も何度も突つき付けられてきたのだ。


　リマが居なければヘレナとて恐らく周囲の人々に一目置かれる存在であったろう。ありとあらゆる面で彼女もまた優秀だった。ただ──それでもなお、ありとあらゆる面で、リマに及およばなかった、というだけだ。


　だから……


　リマの秘密を握にぎった時、ヘレナは驚きよう喜きした。


　彼女が周囲に秘密にしながら行っている──怪あやしげな『修行』。


　それは魔法使いとしての修行だった。


　当時、〈聖シューマンの実験〉が行われる以前の世界では、魔法とは未だ神話と伝説と御伽噺おとぎばなしの中にのみ存在するものだった。そんなものを修得しようとリマが血道を上げている……彼女の隠かくしていたノートを見つけた時、ヘレナはこれでリマに勝てると思った。


　街でも評判の優等生がオカルトに傾けい倒とうしているなど、周囲に知られれば物笑いの種だ。


　そう──思った。


　だが。


　その直後、ヘレナはリマが魔法を使う場面を、偶ぐう然ぜんに目もく撃げきしてしまう。


　それは人知れず彼女が使った、それも効果としては些細なものであったが──だからこそトリックやペテンの入り込む余地など在る筈はずが無かった。目撃者の居ないペテンなどそもそも成立しない。リマが身に付けようとしているそれは間ま違ちがいなく本物であると──ヘレナは思い知らされたのだ。


　これまでは些細な差だった。


　いつかは逆転出来るのではないかと夢想出来る様な──運が良ければ埋うまってしまうのではないかと思える様な、小さな差だ。何かの拍ひよう子しに追い抜く事が出来るかも知れない。そんな淡あわい期待を抱いだいていたからこそ、未だヘレナはリマの存在を容認できた。


　だが。


　魔法という絶対的な力を──そして他には無い超ちよう常じようの力をリマが得てしまえば、もう、自分は彼女の前に這はい蹲つくばるしかない。


　それだけは──断じて許せなかった。


　そしてヘレナはリマの後を追う様にして独学で魔法の修行を始めた。度たび々たびリマの覚え書きを元に、自分も魔法についての知識を溜ため込み、時に実じつ践せんして『修行』を繰くり返かえしていったのだ。


　意外な事に……ヘレナの魔法の才はリマのそれを上回っていたらしい。


　ほぼ独学でありながら、そして師も仲間も側に居ない状態でありながら、ヘレナは三年を待たずしてリマに追いついてしまった。ヘレナの覚え書きに在る全てを吸収してしまったのである。


　後から知った事だが、リマもまた魔法使い達の間で『天才』と呼ばれる程の恵めぐまれた存在であった。だが──ヘレナはそれすら上回る存在だったのである。


　ヘレナは狂きよう喜きした。


　勝てる。あのリマに勝てる。


　あのリマを──いつも澄すましている憎にくたらしい姉を、追い抜ける。


　リマが地じ団だん駄だを踏んで悔くやしがる事を期待し、ヘレナは姉の前で魔法を使って見せた。


　だが……





『うわ。ヘレナ──あんたいつの間に？　凄すごい凄い』





　リマは意外な事に喜んだ。


　そして自分が師事していたロン・コルグを紹しよう介かいしてきた。


　どうやらリマはヘレナが自分の覚え書きを盗ぬすみ見みていた事も、ヘレナが自分以上の速度で魔法を学び、自分を追い抜いてしまった事も、全く気にしていない様だった。むしろヘレナに対し『こんな事ならもっと早くから一いつ緒しよに修行すれば良かったねぇ』などと笑顔で言ってきた。


　ヘレナは──拍ひよう子し抜ぬけした。


　だが考えてみれば、この時からもう既すでにヘレナの感情は摩ま耗もうしていたのだろう。


　姉を追い抜く為ために始めた魔法の修行であった筈なのだが……ヘレナは次第にリマに対する敵てき愾がい心しんや競争心といったものを、感じなくなりつつあった。


　そもそも……人は何の為に感情を持つ？


　動物に比べて複雑で多た岐きに亘わたるその精神作用は、何ど処こから生まれる？


　人は、その知性に比べてあまりにも肉体が脆ぜい弱じやくだ。


　その知性は一いつ瞬しゆんで山を抉えぐり、湖を干上がらせる様な力を生み出しながら、肉体は針の一ひと刺さしでも滅ほろびる。遥はるかな、何億、何兆キロメルトルの星の彼方かなたに想いを馳はせる事が出来ながら、現実には一日に数十キロメルトルを移動するだけで精せい一いつ杯ぱいだ。


　不ふ釣つり合あいだ。


　あまりにもその知性と肉体は。


　だからその軋あつ轢れきが感情という形で──知性に対する揺ゆらぎとなって生じる。嚙かみ合いきれない知性と肉体の発する齟そ齬ごの異音、不完全故に発せられる悲鳴。


　それが感情だ。


　ではもし……その知性に等しい無限の肉体を得る事が出来れば。


　その時には──


「…………」


　オッフェルトリウムはその虚うつろな目を瞬またたかせる。


　限りなく不死身に近い身体からだと──それを支える限りなく万能に近いその能力。


　知性に相応ふさわしい器。


　完璧だ。


　だが……それは同時に無限の倦けん怠たいをオッフェルトリウムの中に生んでいた。


　喰くう必要が無いから食しよく欲よくが無い。眠ねむる必要が無いから睡すい眠みん欲よくも無い。繁はん殖しよくの必要も無いから性せい欲よくも無い。生存の為に社会も必要無ければ、知識も必要無いので、名めい誉よ欲よくも知ち識しき欲よくも無い。


　欲よく望ぼうからの完全なる解放。


　ただ在るように在るだけ。


　だがそれは──路ろ傍ぼうの石と何が違ちがうのか。


　その疑問を抱いた時に、初めてオッフェルトリウムは躓つまずいた。


　勿もち論ろん、リマの様に……あるいは他の魔法使いの偉い大だいな先人達の様に、完全にこの世界と別べつ離りするという道が彼女の前には在った。在った筈だった。自らを神と成し、新たな世界を己の内に育はぐくみながら、ただ在るように在る事で満ち足りる存在になるという道が。


　だがそれは……『死』ではないのか。


　己を虚きよ無むと同化させるという事が──一切の欲望を滅めつし、ただひたすら自動的に、一つの世界を維い持じする為の制せい御ぎよ機構としてのみ存在するという事が、果たして『生きている』と言えるのか。それは神などではなくむしろ奴ど隷れいなのではないか。


　オッフェルトリウムはその道を拒こばんだ。


　少なくともかつての彼女が目指したものは違った筈なのだ。


　だから……オッフェルトリウムは探している。


　失ってしまった欲望を欲求している。


　乾ひ涸からびて固まった自分の精神を揺り動かせる様な潤うるおいを探し続けている。


　実の所、オッフェルトリウムは〈結社〉にも、〈結社〉が掲かかげる計画やロミリオの野望にもまるで興味が無い。何度も彼女自身が言っている様に──ただ頼たのまれたから手伝っているだけの事だ。彼等の様な、多分に未だ喜怒哀楽を残し、欲望を残した〈資格者〉達と行動をしている事によって、自分の中身にも何か共鳴するものでも残っているかも知れない、そんな風に想って。


　しかし──


「…………来たか」


　廃はい墟きよの陰かげから現れる人間が二人。


　身の程知らずにもオッフェルトリウムに刃は向むかう無ぶ粋すいな魔法使い達。


　不格好な鎧よろいと杖つえを帯びる事で、修行を経ずとも魔法を扱あつかう事が出来る様だが──そも究極にして絶対、世界の萌芽たるオッフェルトリウムにとって、人間の扱う魔法の力など微び々びたるものでしかない。


　どれだけ力を集中させようと、オッフェルトリウムを滅ぼしきるだけの力を出す事は出来まいし、仮にそれが可能だとしたら、当然に力を集めて方向性を与えるだけの手て間ま暇ひまを要する。強大な魔法であればあるだけ、呪文詠唱は長くなり、呪文書式は複雑化し、それを運用する魔法士の意識にも負担が掛かる。


　その間にオッフェルトリウムは幾いくらでも防衛手段を講じられる。


　先に魔法士を殺してもいい。


　これは能力と技術の差だ。


　生理機能として魔法を使う様に己を最適化してきた──『修行』によって己の在り方を改造してきた者と、あくまで後付けの機械に頼たより無理矢理魔法を使っている者との違いと言っても良いだろう。


　後者が前者に優まさる事は在り得ない。


　魚より速く泳げる人間など存在しない。意識して行使せねばならない分だけ、技術は能力よりも余計な手間を喰う。その分だけ遅おそく弱くなってしまうのは当然の事だった。


　だから……


「つまらん」


　勝敗の分かっている遊ゆう戯ぎ。


　だがそれでも無限の退たい屈くつよりはマシだ。


　あの二人の断だん末まつ魔まは……少しでも慰なぐさめになるだろうか。


　オッフェルトリウムは無む謀ぼうな戦術魔法士タクテイカル・ソーサリスト達に向けて接近を開始した。





　　　　●　　●　　●





　スタッフを操作して無音詠唱ダムキヤスト。


　悠ゆう然ぜんと近付いてくる〈結社〉の盟主を睨にらみ据すえながら……レイオットは仮面の下で緊きん張ちように乾かわいた唇くちびるを舐なめた。オッフェルトリウム本人は非常に存在感に乏とぼしいのだが、その一方で直径五十メルトルにも及およぶ彼女の『世界』は、百メルトル以上も離はなれていてさえ見る者を竦すくませる何かを備えていた。


　圧あつ倒とう的てきとはこの事だろう。


　細かな理り屈くつなど関係無く、相対する者を地に這い蹲らせる程の威い圧あつ感かん。こうして身構えているレイオットですら、全てを投げ出してひれ伏ふしたいという気持ちが心の片かた隅すみに沸わき上がってくる。


　それは絶対的に優れた存在を前にした生物の本能なのだろう。


　そう。レイオット達とオッフェルトリウムの優ゆう劣れつなど、わざわざ比べるのも愚おろかしい。


　確かに紛まがい物ものといえど『神』の一語を以もつて表現されるだけの事は在った。


　だが──


（……『病』の魔法）


　厳密に言えば──それは魔族の魔力を利用して増ぞう殖しよくする自じ壊かい命令情報だ。


　これに『感染』した魔族は、新しん陳ちん代たい謝しやと同時に自分の細さい胞ぼうを壊こわしてゆく。自らが崩ほう壊かいすると同時に隣りん接せつする細胞も同様にその情報で汚お染せんして、連れん鎖さ的てきに破は壊かいを広げてゆく。


　外からではなく内からの破壊。


　汚染された細胞では再生も効かない。


　確かにこれならばオッフェルトリウムも殺しきれるだろう。


　理論的には──だが。


（実際にはそう簡単にいかないだろうな）


　レイオットはそう踏ふんでいる。


　単にこの術式をオッフェルトリウムに向けて発動させれば良いというものでもあるまい。


　人間でも自然治ち癒ゆが望めない様な病に罹かかれば──悪性腫しゆ瘍ようの類であれば、他に転移せぬようにと患かん部ぶを切除する。毒の類でも同じだ。毒を撃うち込まれればその部分を切きり裂さいて血を吸い出す。場合によっては毒が回らぬ様にと手や足を切り落とす。


　恐おそらくオッフェルトリウムにも同じ事が可能だろう。


　しかもあの怪かい物ぶつは、たとえ頭に撃ち込まれても頭ごと患部を切り落とす事が出来る。触しよく手しゆの類に向けて魔法を撃ち込むのは比ひ較かく的てき簡単だろうが──魔力圏ドメインの外側に出ている部分など幾らでも切り離せるに違いない。


　ならば……


「無茶な仕事ハードワークだ」


　レイオットは苦笑を浮かべて言った。


「フィリシス」


　改めて隣の相棒に声を掛ける。


「なに？」


「いくぞ。遅れるな」


「現場でレイに仕切られるとはね」


　返ってくる声には苦笑の響ひびきが載のっていた。


「本当に引退時かも」


「是ぜ非ひそうしろ」


　それが合図。


　激げき励れいの言葉も別べつ離りの言葉も無く──二台の〈ホイール・マニア[image: ]〉は左右に分かれて走り出す。レイオットが左、フィリシスが右、迫せまり来るオッフェルトリウムを左右から挟はさんで迎むかえ撃つ形だ。


（……出来るだけ中心に撃ち込むのが正解だろう）


　後方に飛び去っていく風景の中でレイオットは考える。


『病』の魔法を最も効率良く──素早くオッフェルトリウムの全身に伝染させようと考えるのならば、やはり末まつ端たん部ではなく、その身体の中心部に撃ち込むべきだろう。触手の端はしならばそこだけを切り落とせば済むが、中央部となれば伝染を防ぐ為ためには自分で自分を八やつ裂ざきにするしかあるまい。


　ではその場合──例えばオッフェルトリウムが自らを本当に八つ裂きにした場合。


　オッフェルトリウムが八体に増えるのか？


　恐らくそうはなるまい。


　そんな事が可能なら〈結社〉がどうのという以前に、オッフェルトリウムは何百何千と増殖してこの世界を覆おおい尽つくしていた筈はずだ。


『魔族の本体は魔力圏そのものである』


　そんな学説をレイオットは以前見た覚えが在る。


　上級魔族になればなる程に、肉体は魔法の付属物としての側面を強めていく。公爵デユーク級や侯爵マークウイス級魔族ともなれば、肉体機能はもう通常の物理法則や化学変化ではなく、純然とした魔法によって維持されている為、常識では考えられない様な形態や生理機能を持つに至る事が多い。心臓の代わりに恒常魔力圏コンスタント・ドメインが、血液の代わりに魔力が循じゆん環かんする事で上級魔族は生きているのである。


　こうなっては最早、その本体は魔力圏であると考えた方が理に適かなう。


　では……オッフェルトリウムの場合はどうか。


　恐らくオッフェルトリウムが細胞の一片からでも復活可能な程の再生能力を発揮出来るのは、己の魔力圏の内側だけだ。既すでにオッフェルトリウムの本体は魔力圏そのものであって、あの気怠い女の姿や、その足下に広がる影かげはごく一部に過ぎない──そう考えれば辻つじ褄つまが合う。


（いずれにせよ魔力圏のど真ん中で魔法を撃ってやれば）


　全方位に『病』の汚染が広がる。


　それが最もオッフェルトリウムを斃たおせる可能性が高い。


（だがそれはつまり、奴の魔力圏の真ん中に飛び込むという事だ）


　幸い──というべきかどうかは疑問だが──オッフェルトリウムの魔力圏は大まかに視認出来る。透明だが微び妙みように屈くつ折せつ率りつが違うせいか、一いつ般ぱんの空間との際きわが歪ゆがんで見えるのだ。


　およそ直径五十メルトル。


　当然、外から撃ち込んでも真ん中までレイオット達の魔法は届かない。レイオット達の魔法の作用場は三十メルトルも無いのだ。単に破壊力を届けるだけでなく、今回はあくまで術式を相手の身体からだの中に撃ち込まねばならない以上、魔力圏の外から撃つ訳にはいかないし、外がい縁えんに撃ち込んだだけでは、『感染部』を切り離されてしまう可能性が高い。


　故に──


（頼むぞ……フィリシス）


　レイオットは〈ホイール・マニア[image: ]〉の操縦桿を僅わずかに倒す。


　二台の〈ホイール・マニア[image: ]〉は僅かに進路を変へん更こう──オッフェルトリウムを中心に置いて弧こを描きながら走る。オッフェルトリウムの魔力圏よりも一回り大きな円を設定してその線なぞる形だ。


　先のフィリシスの攻撃が失敗した事からも──オッフェルトリウムにはおよそ『死角』などというものは無いと考えた方が良かろう。


　無いならば強制的に作るしかない。


　基本的には……先と同じ作戦である。


　違うのは相手の隙すきを期待するのではなく、無理矢理に相手の防ぼう御ぎよをこじ開けて隙を作るという点のみだ。


（いかに魔族とはいえ意識は一つだ）


　恒こう常じよう的てきな魔力圏や自身を維い持じする為の魔法代謝の様な、無意識の魔法は別として──魔族といえども複数の魔法を同時に発動させる事は出来ない。先に使用した魔法の効果が次の魔法の発動まで残留する事は在っても、同時に二つの魔法を重複して発動させた例は今まで存在しない筈だ。


　魔法士も同じだ。二つ以上の魔法を並行して発動させる事は出来ない。


　これは意識が──自我が仮想魔法回路の重要な部品だからだ。


　魔法を完全に機械化出来ないのも同じ理由に因よる。


　ならばレイオットとフィリシス、どちらかがオッフェルトリウムの注意を引きつけたその瞬しゆん間かんは、もう一方への注意力は下がらざるを得ない。たとえ知覚していても意識がそちらに向いていなければ、つけ込む隙は生じる筈だった。


（…………いくぞ）


　モールドの上から腕うでに巻いた時計で時間を確認。


　そして──


「──イグジスト！」


　フィリシスの声が高々と響き渡わたる。


　同時に彼女の起動した〈アサルト〉の見えない砲ほう弾だんがオッフェルトリウムの魔力圏に突つき刺ささった。〈ブラスト〉系を使わなかったのは、むしろ爆ばく発はつの炎ほのおや煙けむりでフィリシスの姿が隠かくされてしまった場合、オッフェルトリウムの注意がレイオットの方に向いてしまう可能性が在ったからだ。


　轟ごう音おんと共に撒まき散ちらされる衝しよう撃げき波は。


　オッフェルトリウムの魔力圏が大きく歪むのが見えた。〈アサルト〉の放出した破壊力を自動的に中和しているのだ。


（──今だ）


　レイオットは操縦桿を操作。


　円を描えがくのを中断し全速力でオッフェルトリウムに向けて突とつ撃げきする。


　その魔力圏が──まるで水の塊かたまりの様な、透明で、しかし何ど処こか周囲の空間と異なる領域が目の前に迫ってくる。オッフェルトリウムの支配する世界。そこでは彼女の意志が全てに優先し物理法則すらねじ曲げられる。何の用意も無くその中に突っ込むのは開いた口に向けて飛び込むのも同じだ。


　しかし──


「イグジスト！」


　続けてフィリシスの次の魔法が発動した。


　選択呪文は〈ジャミング〉。


　魔力圏そのものを搔かき乱し、魔法の発動を抑おさえ込む魔法──勿もち論ろん、積極的な攻撃能力は無いが、等級の高い魔族ほど、その生理機能までもを魔法に頼たよっている事が多い為、無力化し易い。


　ただし今回はオッフェルトリウムの自じ壊かいを狙ねらったものではない。


　元より五十メルトルもの魔力圏を持つオッフェルトリウムの魔法は、たとえ追加呪文プラグインで増ぞう幅ふくしたとしても〈ジャミング〉一つで完全に相そう殺さい出来まい。何より細さい胞ぼう一ひと欠片かけらからでも復活するオッフェルトリウムに『自重で潰つぶれる』などという事も期待出来まい。


　あくまでこれはレイオットの突撃を支し援えんする為のものだ。


　つまり──


「──ッ！」


〈ホイール・マニア[image: ]〉のアクセルを最大限に開き、レイオットはオッフェルトリウムの魔力圏に突とつ入にゆうする。


　狙いは中央部に悠ゆう然ぜんと立つオッフェルトリウムの人型部分。


　これに直接スタッフを突き付けて『病』の術式を撃ち込むのだ。


〈ホイール・マニア[image: ]〉の速度ならば半径の二五メルトルの走破に二秒と掛かからない。


　だが──


「…………！」


　声にならない呻うめきがレイオットの口から漏もれる。


　全身が重い。


　まるで本当に水中に居るかの様に〈ホイール・マニア[image: ]〉の加速すらもが鈍にぶる。


　以前、アルフレッドの〈鉄巨人〉がまとう魔力圏に突入した時と同じだ。


　ここはオッフェルトリウムの意識が支配する空間である。異物としてのレイオットは当然に、その意志に基づいた行動を阻そ害がいされる──人間の肉体が、異物を抑え込んで排はい斥せきしようとする生理機能と基本的には同じである。


　だがフィリシスの〈ジャミング〉が効いている以上、オッフェルトリウムも魔力圏を自由自在に操る事は出来まい。


　その間に一メルトルでも中央部に肉にく薄はくする。


　それがレイオット達の作戦だった。


　だが──


「──！」


　衝しよう撃げきがレイオットを襲おそった。


〈ホイール・マニア[image: ]〉が──停まっている。


　空転する車輪の甲かん高だかい音で反射的に下へと目を向けるレイオット。〈ホイール・マニア[image: ]〉の車輪は地を嚙かんでいない。地面から盛り上がった黒く細い触しよく手しゆが〈ホイール・マニア[image: ]〉の車体にあちこちから絡からみつき、持ち上げているのだ。


「レイ！」


　フィリシスの叫びを聞きながらレイオットは素早くスタッフの呪文選択を切きり替かえる。


「…………イグジストッ！」


　装桿を引いて無音詠唱ダムキヤストの後、撃発音声トリガー・ヴオイス詠唱。


　発動──〈ジャミング〉。


　レイオットの〈ホイール・マニア[image: ]〉に絡み付いていた触手が力を失い、無意味に痙けい攣れんしながら跳はねる。地面に降ろされた〈ホイール・マニア[image: ]〉の車輪はそれらを跳ね飛ばしながら猛もう然ぜんと突とつ進しん──オッフェルトリウムに迫せまった。


　拘束度デユラビツト端子が地面で跳ねた。


　強化された〈ジャミング〉は──それも魔力圏の内側から発生したそれは、オッフェルトリウムの魔力圏を大きく搔き乱している。


「イグジスト！」


　更さらに〈ジャミング〉。


　水を搔いて進むかの様に緩かん慢まんな動きにレイオットは苛いら立だちを覚える。アクセル・ペダルは限界まで踏ふみ込んだままだ。これ以上の速度は望めまい。


　中央部まで残り十メルトル。


　レイオットは呪文を『病』に選せん択たくして無音詠唱。


　あと五メルトル。


　あと──


「……つまらん」


　オッフェルトリウムの呟つぶやき。


　次の瞬間、レイオットに掛かっていた一切の負荷が消えた。


「なに!?」


　魔力圏が消えたのだ。


　いや──違う。


　それは……


「──！」


　改めてオッフェルトリウムの廻まわりの光景が歪む。


　性状の異なる空間の境界面に生じる歪わい曲きよく現象。


（魔力圏を──）


　引いて見せたのだ。


　オッフェルトリウムの魔力圏は直径五十メルトル。


　それはつまりその範はん囲い内の空間を、物質を、自由自在に操れるという事であり──それだけの、魔法の処理容量が在るという事だ。


　ではもしこれを敢あえて五メルトルの規模に限ればどうなる？


　より高い作用密度に変化した魔力圏は、〈ジャミング〉の影えい響きようを外に排はい出しゆつし、外部からの干かん渉しようをはね除のける程のものに変化するのではないか？


（しまった……！）


　弾だん丸がんの様な速度で数十本の触手がレイオットに襲いかかる。


　それらは〈スフォルテンド〉と〈ホイール・マニア[image: ]〉に絡みつき──次の瞬間にはこれらを完全に捕ほ縛ばくしていた。咄とつ嗟さにレイオットは操縦桿を倒して離り脱だつを試みていたが、車輪は空回りするだけで〈ホイール・マニア[image: ]〉は全く動かない。


「ぐ……お……!?」


　いっそこのまま『病』の魔法を撃ち込む……そう考えたレイオットは、次の瞬間、全身に食い込む激痛に意識の大半を塗り潰されていた。


　痛みと──そして全身を虫が這はい回る悪お寒かん。


　拘こう束そく装そう甲こうの間から入り込んだ触手がレイオットの身体からだに巻き付いているのである。それらは彼の四し肢しから自由を奪うばい、更には口や耳の穴から侵しん入にゆうしてきた。


「お……ご……」


　魔法が撃てない。


　撃発音声が──唱えられない。


「本当につまらん」


　オッフェルトリウムが呟く。


「レイ！」


　フィリシスが叫んで無音詠唱する様子が見えるが──むしろそこで彼女も凍こおり付いて動けない。レイオットとオッフェルトリウムの距きよ離りが近すぎる。魔法を撃てば巻き込む可能性が高く、それ以外の攻こう撃げきはそもそもオッフェルトリウムには痛つう痒ようにすら足り得ない。


「がっ……！」


　触手がレイオットの全身を締しめ付つける。


　いや、その強さからすれば絞しめ殺ころすどころではなく、『握にぎり潰す』積もりなのだろう。


　みりみりと全身の骨と肉が軋きしむ音がレイオットの内側で反はん響きようする。


　そして──


（死……）


「うん。よく頑がん張ばった」


　唐とう突とつに声が響ひびく。


　場ば違ちがいな位に明るく──落ち着いたそれは。


「……………！」


　それまで物もの憂うげで、何事にも動じない様子を崩くずさなかったオッフェルトリウムが、わずかながらも目を剝むいて吐と息いきを漏らした。


　リマ・メイヴィス。


　もう一人の──本物の『世界』。


　オッフェルトリウムの姉は、両手をジャケットに突つっ込んだまま、まるで何処かの街角を歩いているかの様な気軽さで、レイオットのすぐ脇わきに浮うかんでいた。


「──リマ」


「ごめんよヘレナ」


　リマが呟いたその瞬しゆん間かん、オッフェルトリウムの身体に、黒い影かげの様なものがまとわりつく。それはオッフェルトリウムの触手に似て──しかし非なるものだった。


　リマの魔力圏である。


　いや──それはリマ自身と言った方が正しいかもしれない。


「ヘレナが魔力圏を小さく折おり畳たたんでくれる時を待ってた。私の中に取り込める大きさになれば、こっちの世界の影響は、あまり考えなくていいからね」


「…………！」


　レイオットを捕縛していた触手が分断されて消しよう滅めつする。元より魔力で支えられていた不安定な代物だ。主あるじからの制せい御ぎよが途と切ぎれれば塵じん芥かいに還かえる他無い。


　そして──


「があああああああッ！」


　全身に絡み付く痛みを怒ど声せいと共に振ふり払はらい、レイオットは半ば〈ホイール・マニア[image: ]〉から外れかかっていたスタッフを摑つかんで、前に突き出した。


　その尖せん端たんがオッフェルトリウムの顔面に激げき突とつする。


　そして──


「イグジスト！」


　発動する魔法。


　だがそれは光も音も無い。


　地面に落ちた拘束度端子が、涼すずやかな音を立てる。


「…………………………あ？」


　仰のけ反ぞったオッフェルトリウムの顔に表情が過よぎった。


　驚きよう愕がくと怪け訝げんが混ざり合ったかの様な揺ゆらぎ。


　そして──


「さがるよ」


　ひょいとレイオットの襟えり首くびを摑んでリマが言う。


　途と端たんにレイオットは彼女と共に水平移動して──次の瞬間には、フィリシスの側に着地していた。跳とぶのでも走るのでもない。ただ空中を真横に滑すべるかの様な奇き妙みような移動法であった。


「…………これは」


　仰け反った姿勢のままオッフェルトリウムは言った。


「なんだ？」


「病気」


　リマが答える。


「一度発動すればヘレナ、あんたでもそれを完全排はい除じよする事は出来ないよ。あんたを確実に殺す為ためだけに作った特別製。ヘレナ・オッフェルトリウムのみに作用する専用の『病』──出来れば使いたくなかったんだけどね」


「…………」


　オッフェルトリウムは──


「……そうか」


　呟く様に言ってぐらりとその姿勢を崩す。


　地に倒れ伏すオッフェルトリウムの姿は、まるで普通の人間の様だった。


　だがその表情はやはり物憂げで、焦しよう燥そうも憤ふん怒ぬも悔かい恨こんも見受けられない。


「私は死ぬか」


「違うね」


　リマは首を振った。


「あんたは、人間としてはとっくに死んでる。私もね。もう生きてるとはいえないんだよ。私達に適切なのは『滅ほろびる』もしくは『無くなる』だ」


「……言葉遊びだ」


「そうだね」


　あっさりとリマは認める。


「ごめんね。もっと早めに──あんたが私のノートを盗ぬすみ見みていた時に、決めておくべきだった。その時ならまだ、あんたを人間として死なせてあげられたのに。完全に」


「…………」


　オッフェルトリウムの周囲の空間が──濁にごる。


　まるで清水に血を垂らしているかの様に朱あかく朱く濁っていく。


　恐おそらくはこれが『病』の効果なのだろう。濁っているのはつまりオッフェルトリウムの魔力圏だ。これが動作不良を起こしている証あかしだ。


「駄だ目めなんだよ、ヘレナ。人間を止やめるって事の自覚の無いままに、人間を止めちゃったら。あんたはその才能故に、そんな自覚も無いまま、人間を止めちゃった。人間を引きずっているものが人間以上の力を持ってたら、そりゃ狂くるうよ」


「……私が、狂っていると？」


「うん」


　リマの顔に浮かぶ微笑は微み塵じんも揺らがない。


　腹はら違ちがいとはいえ自分の妹の最期を前にしても。


　人間を止めるとは──そういう事なのか。


　それとも……


「ままならないのが人間。ままならないから先に進める。ままならないから手を取り合える。ままならないから工夫する。ままならないから、悩なやみ、喜び、怒いかり、憎にくしみ、千々に乱れるその心を手にする事が出来る」


「…………」


　人間を止めるという事は。


　神に成るという事は。


　つまりそうした諸々を理解した上で尚なお──それを棄すてる事だ。


　場合によってはそれは死よりも辛つらく寂さびしい。


　それでもなお究極を目指さんとする者のみが神への長い道を辿たどる資格を持つ。


「私達は究極だけれど。だからそれは限界でもある。そういう事」


「……そう……か」


　オッフェルトリウムは頷うなずく。


　そして──


「…………姉さん」


「なに？」


「ありがとう。ようやく想い出した」


「…………」


　リマは不思議そうに瞬まばたきをする。


　この期に及およんでオッフェルトリウムは人間らしい感情を取り戻したのか。


　それとも──


「人間的な、気持ちを」


　オッフェルトリウムの口くちの端はしがきゅっと吊つり上がる。


「貴様が憎いと思うこの気持ちを、だ」


　朱く濁った魔力圏が大きく歪ゆがみ──無数の触しよく手しゆが起き上がる。


　レイオットは反射的に〈ホイール・マニア[image: ]〉の操縦桿を操作して後退するが、リマはその場に留とどまったままだった。触手が震ふるえながら彼女に向かって伸のびてゆくが、しかし彼女は微び動どうだにしない。


「死ぬなら貴様も道連れだ。貴様に負けたままなど──我が慢まんならない」


　オッフェルトリウムの顔に笑顔が浮かび上がる。


　恐ろしく暗く、いびつで、醜みにくく──しかしどこまでも人間らしい表情。


　そして……


「貴様を──」


「イグジスト！」


　叫さけびがオッフェルトリウムの台詞せりふを押おし潰つぶす。


　強きよう烈れつな爆ばく音おんと閃せん光こうが朱い球体と化した魔力圏に炸さく裂れつする。


〈マグナ・ブラスト〉の破は壊かい力りよくは止とどめとばかりにオッフェルトリウムを吹ふき飛とばしていた。


　既すでに『病』に汚お染せんされた魔力圏はまともに機能する事も無く、破は砕さいされた触手は空中で飛散、オッフェルトリウムの身体からだ──女性の姿をしていた部分もまた、瞬間的に超高熱で焼やき払われ、骨まで灰となって空中に撒まかれていた。


「…………フィリシス」


　傍かたわらを振ふり返かえるレイオット。


〈マグナ・ブラスト〉を放った体勢のまま──フィリシスは長々と溜ため息いきをついた。


「死に損なったね」


「お互たがいにな」


　レイオットはモールドの仮面の下で苦笑を浮かべた。





　　　　●　　●　　●





　アルマデウス空軍東部方面軍団第八飛行大隊所属──第二輸送ヘリコプター部隊。


　今回の彼等の任務は、作戦地域に投入された兵力の回収だった。


　ただし詳しよう細さいは不明。


　指定された場所に指定時刻に到とう着ちやく、そこから一定時間待機し──そこにやってきた者達を収容して空軍基地に戻る。ただそれだけの任務である。回収するべき兵力の人数や所属部隊も一切知らされていない。機密保持を要する任務であろう事は隊員達にも想像がついたが、それにしても、異様な程に何も知らされていない仕事だった。


「こんな廃はい墟きよの街に何が在るんだか」


　操縦士が呟つぶやいて見み据すえるのは、〈イエルネフェルト事変〉以降、放ほう棄きされたままの死街であった。外がい縁えん部から一キロメルトル近く離はなれたこの位置からでも、街の荒こう廃はいぶりはよく分かる。大量の魔族が暴れ回り、これを制圧する為に燃料気化爆ばく弾だんを投下した結果だ。むしろ建物が未だ残っている事の方が不思議と言えば不思議だった。


　ともあれ──


「残り時間は？」


「あと──十分ちょいか」


　既に一時間近く前から、操縦士と副操縦士は欠伸あくびを嚙かみ殺ころしながらそんな会話を続けている。時間内に誰も来なければそのまま基地に戻る。それだけだ。もう一機、隣に待機している同型ヘリもそれは同じだった。


　だが──


「──うん？」


　通信機の非常呼び出しランプが点てん滅めつしている事に気付き、副操縦士が通信機のスイッチを入れる。途端──慌あわてた様子で空軍基地からの声が飛び込んできた。


『〈ホーク・ネスト〉より〈ペリカン３〉及び〈ペリカン４〉。緊きん急きゆう事態だ。すぐに帰投しろ』


「緊急事態？」


『トリスタン市に謎の現象が発生している。詳細は分からないが前代未聞の事態だ。帝てい国こく議会が緊急招集されている。トリスタン付近の三軍は全て万全の態勢で事態の解決に臨むよう要よう請せいが来た』


「…………」


　操縦士と副操縦士は顔を見合わせる。


　詳細は分からないが前代未聞とは──一体どういう事か。


「だがこちらの任務はどうする？」


『兵力回収の任務だったな。未だ回収対象は来ないのか？』


「ああ。どうせあと十分程で帰き還かんする予定な訳だが」


『予定を繰くり上あげろ。即そく時じ帰還しろ。命令だ』


「…………」


　操縦士は逡しゆん巡じゆんし──そして『命令』の一語に了解、と答えようとした、その時。


「いや、ちょっと待て」


　副操縦士が声を上げる。


「来たぞ、あれ──そうじゃないか!?」


　廃墟の街から、二筋の土つち煙けむりが見える。


　操縦席の脇わきに置いてあった双眼鏡を構えると、何か小型の車両らしきものが二台、こちらに向かって走ってくるのが視認出来た。この速度だとあと、数分でこちらに辿り着くだろう。


「〈ペリカン３〉より〈ホーク・ネスト〉、お客さんがようやく辿り着いた様だ。彼等を回収してから、最大速度で帰投する」


『了解』


　基地との通信を終えると、操縦士はエンジンを始動。停まっていた二枚の反転ローターがゆっくりと回転数を上げながら空気を切きり裂さいて行く。


「しかし一体、何が起こってるんだ？」


　機密任務に──前代未聞の非常事態。


　一兵士には知り得ない様な何か大きな動きが生じているのだろうか。


「余計な事は考えても仕方ない。とりあえず、とっととお客さんを乗っけて帰ろうぜ」


「ああ」


　副操縦士の言葉に操縦士は頷いた。




[image: ]


　およそ現実味を欠いた光景が足下には広がっていた。


　まるで出来の悪い映画の一場面の様にも見える。


　耳を聾ろうする様なローターの轟ごう音おんも影えい響きようしているだろう。普ふ段だん見慣れぬ上からの視点という事も無関係ではあるまい。あるいは激しい戦いの後の疲ひ労ろうが感覚を鈍にぶらせているという事も考えられる。


　だが……最大の原因は、明らかに別に在った。


　街そのものを覆おおう巨きよ大だいな半球状の──『天蓋ドーム』。


　泡あわの様な。硝子ガラス球の様な。ほぼ透とう明めいの何か。


　それがトリスタン市をすっぽりと覆っている。


　在り得ない追加物が、アルマデウス帝てい国こく屈くつ指しの大都市をまるで机上に作られた縮小模型ミニチユアの様に見せているのだ。無論──泡にしても、硝子にしても、そんな規模のものを作り出せる筈はずが無い。自重で潰れてしまうのがオチだ。たとえ魔法であったとしても、この規模のものは前例が無い。理論的に可能か否いなかはさておき、拘束度デユラビツト数や魔力圏ドメインの展開規模の問題で、およそ現実的ではなかった。


　では一体これは何なのか。


「…………」


　輸送ヘリの操縦士達は、先程から無言を貫つらぬいている。


　迂う闊かつな事を言えば正気を疑われるとでも思っているのかもしれない。ひょっとしたら自分は何か幻げん覚かくを見ているのではないか──そんな風に考える方が、未まだ説得力が在るのだろう。


　だが…………


「……魔力圏？」


　レイオットがそう呟いたのは──一時間前に同様のものを目まの当たりにしていたからだ。


　オッフェルトリウムの巨大な魔力圏。


　透明の球面は確かにあの〈結社〉の盟主が纏まとっていた領域を思わせる。


　だがこちらは規模がまるで違う。五十メルトルという直径すら破格であったが──こちらは更さらに桁けたが二つばかり上なのだ。どう考えても個体が纏える様な規模ではない。


　それともオッフェルトリウムすら凌りよう駕がする様な怪かい物ぶつが居るのか。


　あるいは──


「いや……違うと思う」


　隣で同じくトリスタン市を見下ろしていたフィリシスが首を振った。


　彼女は改めてポケットから小型の双眼鏡オペラグラスを取り出すとトリスタン市を覆うその何かを仔し細さいに観察する。


「魔力圏の方が透明度が高い。むしろあれは〈デフィレイド〉に近いんじゃないかな」


「あの規模でか？」


「理論上は可能でしょ？」


「…………」


　フィリシスに言われてレイオットは改めて目を細めてその『天蓋』を眺ながめる。


　上から──そしてある程度の距きよ離りから見ているからこそ、全体の形状を把は握あく出来るが、恐おそらく市内から見ればそれはあまりに巨大過ぎて、曲面と認識する事も難しいだろう。近くで見れば単なる『壁かべ』にしか見えまい。


　元々レイオット達が使う遮しや蔽へい用力場──〈デフィレイド〉は、平面として展開する事が多いが、調整次第では半球状に使う事も出来るし、多少なら大きさを変化させる事も出来る。単純だがそれ故ゆえに自由度が高い為ため、戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストならばよく使う術式の一つだ。


　だが個人であんな規模の〈デフィレイド〉を展開出来るとは思えない。


　もしそんなものを発動させるとすれば、尋じん常じようでない大きさのスタッフと、個人では賄まかないきれない程の──人間が十人や二十人集まっても足りない程の拘束度が必要である筈だ。


「理論上はな。だが現実的じゃないだろう」


「あれ──何だと思う？」


　双眼鏡をレイオットに手て渡わたしながらフィリシスが尋たずねてくる。


「時計塔とうの右──三百メルトル程の所。分かる？」


「…………」


　中央区に位置する時計塔はトリスタン市における陸標ランドマークである。トリスタン市の地形が大まかにでも分かっていれば上空からでも見つけるのは容易たやすい。レイオットは双眼鏡の視界に時計塔をまず捉とらえ──そこからフィリシスの言う通り視界を右横へと滑すべらせてみる。


「あれは──」


　細い塔の様なものが見える。


　時計塔や周囲の建物と比べる限り、そう巨大には見えないが……それでもやたらに目立つ存在だ。何しろ明らかに鋼鉄製と思おぼしきそれは、通常の家屋ではなく、そして通常の電波塔や物見塔の様にも見えない。勿もち論ろん──形状としては近いが煙えん突とつの類たぐいでもない。この手の大きな建築物にはつきものの梯はし子ごや非常階段の類が何一つ見当たらないのだ。人間の手で維い持じされる事を前提にしていないという事が、その一点からでも分かった。


　それは柱の様な形をしているが、明らかに何かの機械だった。


　つまり巨大な──機械構造の物体が地面に突つき刺ささる様にしてそびえているのだ。


　表面には導管パイプや放熱器の様な部品が幾いくつも取り付けられており、しかもよく見ていると、それらはゆっくりとだが、揃そろって同じ方向に動いている。


　柱が回転しているのだ。


　一体どんな機能を備えているのかは分からないが──既すでにあれは稼か働どうしているのだろう。


「…………まさか」


　レイオットは呻うめく様に呟つぶやく。


　傍かたわらのフィリシスを振り返る。どうやら彼女も同じ結論に達したらしく呆あきれ混じりの表情で頷うなずいてきた。


　あれは……恐らくスタッフの一種だ。


　魔法の増ぞう幅ふく及および集束装置。


　勿論あれだけの規模のものは前例が無い。


　だが元々……スタッフの増幅率は基本的にその大きさに比例する。勿論……術式の効果範はん囲い、拘束度単位あたりの魔法の規模といった要素も絡からんでくる為に、大きければ大きい程、魔法が強力になるという訳ではない。だが同じ技術で作られたスタッフで同じ魔法を撃うった場合、平均よりも短く作られたものよりも、平均より長く作られたものの方がより高い増幅率を示すのは魔法士達にとって常識的な知識だ。


　では単純に、あくまで理論上の増幅率のみを追求してスタッフを作った場合。


　例えばレイオットやフィリシス達が使っているスタッフの数万──あるいは数十万倍の増幅率を求めて設計されたスタッフが、もし存在するとしたら。


　あの『柱』の様な規模の代しろ物ものになるのではないか。


「なるほど……」


　レイオットは改めて双眼鏡を覗のぞき込む。


　スタッフだ──と意識して見れば、確かにその表面構造には見慣れたものが幾つも在る様に思える。勿論レイオットもフィリシスもジャックやエヴァの様な魔法工学の専門家ではないのではっきりと断言は出来ないのだが。


「〈資格者クオリフアイア〉達が動かしている──か」


　当たり前だが魔族メレヴエレントはモールドやスタッフを使わない。


　だからこそ〈資格者〉も同じ──とレイオット達は思い込んでいた。だがモールドはさておきスタッフはあくまで魔法を増幅しあるいは集束する為の機材だ。魔族が使ってもその効果は発揮出来る。通常の魔族はそれを認識して使うだけの知ち恵えも理性も無かっただけの事である。


　拘束度数に制限の無い〈資格者〉達ならば、あの様に巨大なスタッフを動かす事も可能だろう。巨大スタッフが現実的でないというのは、あくまで人間の常識に則のつとった場合だ。そもそも非常識な『理性在る魔族』などという存在ならば巨大スタッフを使ってくるという可能性も充じゆう分ぶんに在り得る。


「連中が盟主をダシにしてまで、わざわざ私達をあの廃はい墟きよの街に誘さそい出した以上、トリスタンかロンバーグで何か仕し掛かけてるとは思ったけれど……」


　まるで頭痛を堪こらえる様に額に人差し指を当ててフィリシスは言った。


「こんなに無茶苦茶な真ま似ねに出てるとはね」


「……一本や二本じゃない様だな」


　レイオットは双眼鏡で他の街区を眺めながら言う。


　問題の『柱』はレイオット達の位置から視認するだけでも十本以上在る。街の反対側は見えないが──『天蓋』を維持する為に、一定間かん隔かくで『柱』が建てられているのだとすれば、恐らく二十本前後がトリスタン市内に存在するだろう。


　だが──


「一体、連中はトリスタンで何をする気だ？」


　いくら〈資格者〉とはいえ、あんな巨大な魔法機器を一朝一夕に用意も出来まいし、出来たとしても人知れずトリスタン市内に持ち込むのは無理だろう。恐らく既に存在する建物を買い取って、その中で部品段階から組み立てていったに違いない。


　途と方ほうも無い手間だ。


　伊だ達てや酔すい狂きようでやれる事でもあるまい。


　となると……


「街を一つ人質にする──とか？」


「勿論それも可能だろうが……」


　双眼鏡をフィリシスに返しながらレイオットは眉まゆを顰ひそめた。


　必ずしも、人質は多ければ多い程に良いというものでもない。


　例えば政府に何らかの要求を突き付ける場合──トリスタン市まるごとと言わず、百人も人質が居れば、充分に交こう渉しようは可能だ。そして〈資格者〉達ならばそれはそう難しい事でもあるまい。少なくともこんな大おお掛がかりな仕掛けを用意する必要も無い筈だ。


　むしろ何十万という市民を街ごと人質に取る為にこの巨大な『天蓋』を──それを生み出す為の巨大スタッフを作ったのだとすれば、それはもう魔法の無む駄だ遣づかいと言う他無い。


「…………」


　レイオットは視線を転じてトリスタン市の周囲を見み渡わたす。


　他よ所そから異常事態を聞きつけてやってきた報道関係者のヘリや車両があちこちに散見される。レイオット達が操縦士から聞いた話では、軍の方でも非常事態と認識して対応しようとする動きが在る様だが──未だ正確な状じよう況きよう把は握あくが出来ていないらしく、上層部が対応方針を決めかねている様だった。


　何しろ言葉通り前代未聞だ。


　レイオット達とて〈資格者〉の存在を知っているからこそ、おおよその想像がつくだけである。最高機密である〈資格者〉や〈結社〉について知っている人間は軍や警察でも少数だ。たとえ魔法関連の知識が在っても──いや生半可な知識を持ち合わせていれば猶なお更さらに、常識が邪じや魔まをして、この『天蓋』の正体を見み抜ぬく事が出来ないだろう。


「──レイ」


　フィリシスが身を乗り出して言った。


「急ごう。多分──政府や軍の動きを待っていたら取り返しがつかない事になる」


「……だろうな」


〈資格者〉達は少数勢力だ。


　いくら彼等が『理性を持つ魔族』であるとはいえ──それは無限の力を持っているという意味では無い。真正面からの単純な潰つぶし合いになった場合、人類と〈資格者〉ならば先に滅ほろびるのは後者だろう。虎とら一いつ匹ぴきと鼠ねずみ百万匹を戦わせる様なものだ。虎がどれだけ強くとも、津つ波なみの様に押し寄せる鼠の群れには敵かなうまい。殺しても殺しても終わらず、小さな傷が繫つながり大きな傷となり、血は流れ続け、いつか力ちから尽つきて鼠の群れの前に骨と化す。


　物量とはそういうものだ。


　故に古来より戦いの基本は、如い何かにして敵よりも多くの兵力を用意出来るかに在る。


　少数精せい鋭えいで多数を破るのは劇的ではあるが──特定の条件下でしか成立し得ない稀き少しよう事例である。


　それでも尚なお、少数勢力が圧あつ倒とう的てきな多数に戦いを挑いどむとすれば、それは多数勢力がその規模故に少数勢力に劣おとる部分──素早さを焦しよう点てんとする他無い。勢力が大きくなればなるだけ全体の動きは緩かん慢まんにならざるを得ないからだ。


　つまり〈資格者〉達の作戦は速度に頼たよった電でん撃げき戦せんである可能性が高い。


　まして……


　軍や政府関係者の多くは、そもそも相手が魔族である事を知らない。


　たとえトリスタン市を覆おおう『壁』が魔法によるものだと分かっても、彼かれ等らはそもそも理性在る魔族の存在を知らない以上──むしろ未知の魔法技術を使ったテロ、あるいは隣りん国ごくの仕掛けた戦争行こう為い、そういったものだと結論づける可能性が高い。


　だがそれでは駄だ目めだ。まるで見当外れの対策を立てかねない。


　事実に気付いた時には、恐おそらく手て遅おくれになっているだろう。


「何とか中に入れないかな」


　改めて双眼鏡を覗き込みながらフィリシスが言う。


「〈デフィレイド〉の類だったとしたら、あの遮しや蔽へい力場を力押しで突とつ破ぱするのは無理だろう。〈ジャミング〉を仕掛けるのも手だが──」


　果たして魔族がスタッフまで使って展開している〈デフィレイド〉をレイオット達の使う〈ジャミング〉で無効化しきれるかどうか。


〈ジャミング〉は相手の魔力回路に組み入ってその中に妨ぼう害がい信号を打ち込む事によって相手の魔法を無効化する。だが相手の魔力圏の魔法処理能力が充分に高ければ──逆に〈ジャミング〉を無理矢理抑おさえ込む事も出来るのだ。


　実際〈鉄巨人〉やオッフェルトリウムが相手だった時には、レイオット一人の〈ジャミング〉では相手の魔力圏や随意領域を、完全に抑え込む事は出来なかった。


「あるいは何ど処こか『穴』を探すかだね」


「そうそう都合良くそんなものが在るとも思えないけどな」


〈デフィレイド〉にせよ他の力場系の魔法にせよ……展開する力場の形状が単純であればあるだけその効果は高くなる。逆に言えば、形状を複雑にすればするだけ、魔法の処理容量が喰われて本来の遮蔽効果が低くなってしまう。


　問題の『天蓋』が大おお雑ざつ把ぱな半球状をしているのもその為ためだろう。


　ならば……実際には細かな地形に対応しきれずに、何処かで隙すき間まの様なものが存在する可能性が在った。


「とにかく降りてみないと何とも言えないね」


　フィリシスが呟く様に言い──そして怪け訝げんそうに眉を顰めた。


「──うん？」


　窓の外の風景が大きく変化している。


　今までは接近する事によって大きくなる一方だったトリスタン市の姿が、左へ左へと流れていく。レイオット達を乗せた輸送ヘリは──トリスタン市をかすめる様にして飛び去ろうとしているのだ。


「待て！　──何をしてる!?」


　レイオットは操縦席に向けて叫さけぶ。


　だがローターの轟ごう音おんのせいか操縦士達はこちらに反応する様子が無い。レイオットは機内通話用のヘッドセットを摑つかんでもう一度怒ど鳴なった。


「何をしてる!?」


「何って？」


　副操縦士がこちらを振ふり返かえって言う。


「トリスタンから離はなれてるぞ！」


「そりゃ離れてるさ」


　当然と言わんばかりの口調で、副操縦士は言ってきた。


「マクダウェル空軍基地はトリスタンの北の──」


「俺達はトリスタンに行く。今すぐここで降ろしてくれ」


　レイオットは操縦席の方に身を乗り出して言う。


　だが──


「ふざけんなよ。これはタクシーじゃねえぞ？」


　操縦士が呆あきれた口調で言った。


「俺達の仕事は最初から、あんたらをイゾルデで回収してマクダウェルまで運ぶ事だ。あんたらをお好みの場所に送ってやる事じゃない」


「…………」


　レイオットは唇くちびるを嚙かんだ。


　一度トリスタンの北部に在るマクダウェル空軍基地に戻もどってから改めて戻ってくるとなれば……どんなに急いでも一時間は掛かかるだろう。ましてや軍の基地は何かと出入りが面めん倒どうだ。非常事態ならば猶なお更さらである。現実的には三時間──いや下手をすると機密保持の名目で基地内に拘こう束そくされて、何日も出られない可能性も在る。


　そうなってはもう完全に手遅れだ。


「じゃあ今からタクシーに転職して」


　レイオットの肩かたを押さえる様にして操縦席へと身を乗り出しながらフィリシスが言った。


　彼女の手には──〈コンパクト・ボックス〉が握にぎられている。


　お世辞にも精度が良いとは言えない小型拳けん銃じゆうだが、一メルトルと離れていない距きよ離りでは外しようが無い。装そう弾だん数は四。操縦士と副操縦士を射殺しても二発余る計算だ。


　だが──


「……冗じよう談だんはよせ」


　操縦士が言った。


「俺達を撃うったら、あんたらもそのまま仲良く墜つい落らくだぞ？」


「そう？」


　フィリシスは笑いながら言った。


「ヘリの操縦免めん許きよは持ってるよ。飛行時間はそう長くないけれど、重力降下オートローテーシヨンは何とか出来ると思う。この際だから試してみるのもいいね」


「…………」


　操縦士達は黙だまり込む。


　改めて自分達が運んでいるのが戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストである事を──一いつ般ぱん人じんとはかなり違ちがう存在である事を、彼等は思い出したらしい。


　魔族を相手に、限られた手数の魔法で正面から相対し戦う者。


　尋じん常じようの神経ではやっていられない職業だ。


　この五十年余り実戦経験の無い軍人達と、何年も不利な条件で殺し合いを続けて来た熟練の戦術魔法士と……自分の生命というものに対する感覚が全く違う。


「…………分かった。転職するさ」


「ありがとう」


　肩を竦すくめて言う操縦士にフィリシスは微笑ほほえんで見せた。





　　　　●　　●　　●





「大だい丈じよう夫ぶだ。ちょっと外を見てくるだけだ」


　不安げな表情でこちらを見上げてくる妹にそう言い、エリック・サリヴァンは以前、『護身』の名目で用意した散さん弾だん銃じゆうを手に外に出た。


　街が大おお騒さわぎになっているのは分かっている。


　ラジオを付けてみると、どこの局も混乱状態で、まとまった情報を一つの局から得るのは難しい様だが──どうやら、あの『柱』みたいなものはトリスタン全体に沢たく山さん在って、そこから人間を蜘く蛛もの巣すの様に捕つかまえてしまう幾き何か学がく模様が溢あふれ出てきているのだという。


「逃にげた方が良くないか？」


　隣となりに並びながらそう言ってくるのは、友人のフレッドである。


　街が騒そう然ぜんとなったのは、同じく友人のナレア共々、エリックの家に遊びに来ていた、その矢先の事だった。


「無理だよ。車が無いし──妹の様子は見たろ？」


「…………」


　フレッドが溜ため息いきをついた。


　まあこの人の善い少年にしてみれば、怪かい物ぶつでも見るかの様な目でエリックの妹に見られたのは相当、傷つく経験だったろう。


　ここしばらく妹の様子を見ていて、少しはマシになったかと思ってフレッドやナレアを家に連れてきたのだが、やはり妹の対たい人じん恐きよう怖ふ症しよう──特に男性に対するそれは、根深く彼女の胸に刻み込まれているらしい。


　エリックの父親は、かつて魔族化してしまった医療魔法士Ｍ・Ｓだった。


　極きよく致ち災害扱あつかいで、無条件に抹まつ殺さつされる魔族。


　それは世間的には『誰だれ憚はばかる事無く悪者扱いしても構わない相手』と認識されてしまう。確かに魔族は人間の天敵で、だからこそ法的な人権を全て取り上げられた末に、逮たい捕ほも裁判も無く殺されてしまう訳だが──問題は、その家族までもを『大手を振って殴なぐり蹴けっても良い』と言ってしまう連中が居るという事だ。


　彼等にしてみれば、『魔法士は儲もうけている。それは危険を覚かく悟ごして得られた大金だ。ならばその稼かせぎによって養われている家族もまた、その危険は覚悟すべきだ。大金を得て良い目を見たのだろう？　だったら、魔族化して被ひ害がい者しやが出たら、責任は家族にも生じて当然だ』という理り屈くつであるらしい。


　牽けん強きよう付ふ会かいもいいところの無茶苦茶な理屈だが……その手の主張をする多くの人間はつまり、誰だれかを非難して罵ば詈り雑ぞう言ごんを投げつける事、それが先に在って、それをする自分を正当化する為の理屈をこねているだけなので、話し合いはするだけ無む駄だだ。


　そしてそういう人間の主張の尻しり馬うまに乗って、自分の下品な欲よつ求きゆうを満たす言い訳に使う連中も少なくない。


　同級生に散々虐いじめられ、相談に行った学校の先生には性的な悪戯いたずらを受けそうになり──家族以外の男性というものに対して、妹は徹てつ底てい的てきな恐きよう怖ふ感かんを刻み込まれてしまったのだ。


「男に対しては誰にでもそうなんだよ。例外は俺だけ」


「エリックは男じゃなくてお兄ちゃんだからって？」


　と肩かた越ごしに妹の部屋を振り返って言うのは、ナレア・シモンズ──エリックの友人であり、尊敬する魔法監かん督とく官かんネリン・シモンズの妹──である。


「そういう事」


　エリックはそう言って肩を竦める。


　シェリング邸ていからの帰り……エリックはふと思いついてナレアを家に誘さそった。


　女性ならばまだ妹の拒きよ否ひ感かんも小さいかも、と思ったからだ。自分だけは例外と信じてくれるのは嬉うれしいが、家族と、それに心セ理ラ療ピ法ス士ト以外とは、口もきかない、目も合わせない、というのはさすがに不健全だろう。


　ナレアは性格的にあっけらかんとしているし、何より、あのＣＳＡであるカペルテータの事を『友達』と言って憚はばからない。彼女ならばつまらない偏へん見けんなど無しに妹と接してくれるだろうし、その明るさに少しでも妹が良い影えい響きようを受ければ、と思ったのだ。


　ちなみにフレッドに関してはついでと──彼がナレアに気がある事にはエリックも気付いていたので、余計な誤解を生まない為に、同行させたのである。


「無理矢理連れ出したらどうなるか。母さんの事もあるし」


　実をいえばサリヴァン家の対人恐怖症患者は妹だけではない。


　エリックの母親も程度差は在るが同じなのだ。


　近きん隣りん住民の陰いん湿しつな嫌いやがらせに耐たえかねてサリヴァン家は──元々名乗っていたトムスン姓せいを棄すて、引ひっ越こさざるを得なかった。だが、良く無い噂うわさというものはすぐに広がるもので、引っ越し先でも近隣住民の眼は冷たく、母親もまた、彼等にいつ嫌がらせを受けるか分からない、という理由で家に引きこもってしまった。


　お陰かげで、サリヴァン家における買い物の類は、エリックの担当である。


　炊すい事じ洗せん濯たくは未だ家の中で完結出来るので、母や妹にも可能だが──さすがに不特定多数の人間の前に出なければならない買い物だけはどうにもならない様だった。


「でも……」


　フレッドが玄げん関かんからエリックと外に出つつ、それを見上げる。


「かなりやばいんじゃないのか？」


　風景の真ん中に、いきなり超ちよう然ぜんとそびえる巨きよ大だいな──『柱』。


　機械の塊かたまりで、エリックに言わせれば明らかに魔法機器であるところのそれは、悠ゆう然ぜんと回転しながら黒い幾き何か学がく模様を吐はき出し続けている。サリヴァン邸から見てもそう遠い距離ではなく、じわりじわりと幾何学模様が広がっていく様は、玄関を出た時点でも視認できた。


　そして──


「……おい、エリック」


　フレッドが緊張の滲にじむ声で言う。


　彼が指差す方向を振り返ったエリックは──そしてナレアは、愕がく然ぜんと凍こおり付いた。


　黒い幾何学模様が、人間を捕とらえている。


　そう遠くない道みち端ばた、そこでまるで蜘蛛の巣の様に、幾いく重えにも地面から這はい上がった幾何学模様が絡からみ付き、恐きよう怖ふの表情を浮うかべる中年女性を捕ほ縛ばくしているのである。


「助け──」


　エリック達に気付いた女性が、声を上げようとして──しかしその顔も黒い幾何学模様に覆おおわれていき、声は途と中ちゆうで途と絶だえてしまった。


「エリック、貸せ」


　フレッドはエリックから散弾銃を半なかばもぎ取る様にして借りると、数メルトルばかり前に出て──幾何学模様に汚お染せんされている地面と、そうでない地面との境目に立って、その中年女性の足下に銃じゆう口こうを向ける。


「今、助けますから！」


　そう言ってフレッドは散弾銃を発はつ砲ぽう。


　中年女性からわずかに離はなれた地面に数発の散さん弾だんが食い込み、黒い幾何学模様が弾はじけ飛とぶ。まるで影かげの様に実体が無いものにも見えたが、銃じゆう弾だんで破は砕さいする事が出来るという事は、何らかの物質か、それに類するものであるのだろう。


　だが──


「……駄だ目めだ、フレッド、戻れ！」


　エリックが叫さけび、フレッドも散弾銃を構えながら後退する。


　幾何学模様は──数秒後には元通りに修復されていたからだ。


　勿もち論ろん、中年女性を救出するどころの話ではない。そのまま境界線付近に留とどまっていれば、フレッドも同じく囚とらわれていただろう。


「なんなんだ、これ!?」


「ラジオでもこれが何かまでは言ってなかったけど──」


　じりじりと広がっていく幾何学模様を睨にらみ据すえながらナレアが言う。


「あれから──『柱』から出てるのよね？」


「みたいだな」


　頷うなずくエリック。


「って事はこれって魔法の何か？」


「その可能性は在るな」


「…………」


　エリック達の脳のう裏りには同時に同じ光景が描えがき出されていた。


　ビルの上で──モールドも用いずに魔法を使って一人の建築現場関係者を消してしまった怪人。


　魔法という単語。巨大な建築物。そして人を捕らえる幾何学模様。


　それらが連想として繫つながるのは至極簡単だった。


「やっぱりやばいよ」


　フレッドは散弾銃を幾何学模様に向けたまま言った。


「対人恐怖症がどうとか言ってる場合じゃない。皆で避ひ難なんした方が絶対にいい」


「でも何ど処こへ？」


　と問うのはナレアだ。


「ラジオで言ってたわよ。トリスタン市が丸ごと、何か壁かべみたいなので他の土地と隔かく離りされちゃったって──」


「…………」


　フレッドは言葉に詰つまる。


　トリスタン市の外には逃げられない。


　かといって市内にはじわじわと広がる幾何学模様と──最終的に何を始めるかすら分からない巨大な『柱』が幾いくつも。幾何学模様がどれだけ広がるかは分からないが、それが魔法によって生み出されているものなのだとしたら、トリスタン市内を隈くま無なく埋うめ尽つくしてしまう可能性が在る──というより、その為の『壁』なのだろう。


「くそっ……」


　フレッドは己の無力さを嚙かみ締しめる。


　戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストを目指しているとはいえ、今の彼はただの学生に過ぎない。銃を撃ったり格かく闘とう技ぎを覚えたりする事は出来ても、魔法関連には手も足も出ないのが現状だ。


「家の中に立たて籠こもるか？」


「それしかないだろうけど──」


　幾何学模様は、建物の壁や屋根をも覆い尽くしている。恐おそらくはその中も。


　立て籠もっても逃にげ場ばを失うだけで、アレに捕つかまるのは間ま違ちがいない。


「いや、待てよ」


　フレッドの言葉にふとエリックは考え込む。


「フレッド、ナレア、手伝ってくれ」


「なにを？」


「銃で撃って破は壊かい出来るなら物理的な実体が在るって事だ。ならば気密を保てる位にきっちり目張りした部屋に立て籠もれば──少しは保もつんじゃないか？」


「……なるほど」


　頷くナレアとフレッド。


　彼等と連れ立って、エリックは自分達の家に駆かけ込んだ。
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　トリスタン市が『壁』によって外部から封ふう鎖さされて──およそ三時間余り。


　十数本の『柱』から吐き出される黒い幾何学模様は着実にその領域を広げ、市民を己の内側に取り込み続けていた。一体どれだけの面積が幾何学模様に汚染され、どれだけの人数がそこに囚われているのか……正確に把は握あく出来ている者は居ない。


　電話回線はほぼ使用不能。しかも憶おく測そく交じりに交かわされる言葉は無用の混乱を招く。むしろ事情が分からないまま、真っ先に幾何学模様に汚染されたトリスタン市警の第二、第四分署に助けを求めに向かった者も少なくなかった。


　また──


「畜ちく生しよう、なんだよあれ、なんだよあれ!?」


　リゴレット通りの片かた隅すみ。


　そこで男達は喚わめきながら手にした銃を『柱』に向けて発砲していた。


　中には工具やら煉れん瓦がやらを手で投げつける者も居る。無論──素手での投とう擲てき物ぶつが数百メルトル以上もの距離を超こえて届く筈はずも無く、幾何学模様に汚染された道路に落下するだけなのだが。


　いや──銃弾ですら、殆ほとんど意味は無い。


　元より拳けん銃じゆうではまともに命中させられる距離でもないし、たとえ小銃ライフルを使って命中させたとしても、巨大な鋼鉄製の『柱』を破壊するだけの威い力りよくは無い。破壊したいならば大たい砲ほうの類を持ち出さねばならないが……そんなものを一般市民や警察が持っている筈も無かった。


「くそっ!!」


『柱』に向けて銃を乱射する男達。


　彼等の側そばでは玉たま突つき事故を起こしたらしい車が数台、そして幾つかの店てん舗ぽが激しく炎えん上じようしており……幸か不幸かこれが幾何学模様の侵しん攻こう速度を鈍にぶらせている様だった。


　もっとも動きがとれないのは男達も同じだ。既すでに彼等の周りは殆ど幾何学模様に汚染されており、逃げるべき道はどの方向を向いても見つからなかったからだ。


　そんな彼等の所に──


「……無む駄だだよ。おじさん達」


　ふと気付くと──彼等の側に一人の少年が立っていた。


　年齢は十歳かそこらといった感じだろうか。小こ柄がらで、ジャケットに半ズボンを着た、愛らしい──本当に抱き締めたくなる位に可愛らしい、典てん雅がな容姿の少年である。


　この混乱しきった状況下、路上を平然と歩いているのが不自然な位に。


　いや。そもそも男達がどの方向にも逃げる事も出来ないこの状況で、この少年はどうやって彼等の側までやってくる事が出来たのか。少しでも冷静に考える事が出来れば男達は少年の存在にもっと違い和わ感かんを──そして警けい戒かい心しんを抱いだいていた筈だった。


　だが男達は気付かない。


　彼等はただひたすら『柱』への攻撃に熱中する事で恐怖を忘れようとしていたからだ。


　既に冷静な判断力など彼等には残っていなかった。


「そんなのは全くの無駄。大人しくしていたら？」


　散策する様な歩調でゆっくりと男達に近付きながら少年は微び苦く笑しようを浮かべた。


「何言ってんだこのガキ──」


　一人が吐き捨てる様に言って近付いてきた少年を左手で押おし退のけようとする。


　少年はふと立ち止まるとわずかに身を反そらして男の手を避よけた。


「汚きたない手で触さわらないでくれる？」


　その言葉と同時に男の左手が──手首から先が消えた。


「……え？」


　男が呆ぼう然ぜんと空から振ぶりした自分の左手を見る。


　痛みは無い。ただ──唐とう突とつにその手首から先が無い。存在しない。


　思わず手元に引いてその断面を見ると、生々しく赤い肉と、骨と、皮と、それらが織り成す切り株の様な切断面がそこに在った。


　そして──


「あああああああ!?」


　悲鳴と共に男は銃を投げ出して尻しり餅もちをつき、己の左手を無意味に高々と掲かかげる。少しでも出血を抑おさえようとでも思ったのだろうか。だが咄とつ嗟さの行こう為いも虚むなしく切断面から大量の血が噴ふき出たのは次の瞬しゆん間かんであった。


　ぼとり……と一いつ瞬しゆん遅おくれて、切断された手首から先が、男から数十メルトル離れた場所に落下する。それはその場を占せん領りようしていた幾き何か学がく模様によって瞬またたく間まに取り込まれて、見えなくなった。


「ああ、あ、あ、あああ！」


　男はばたばたと両りよう脚あしを動かしながら悲鳴を上げる。左手は右手を添そえて高く上げたままだ。まるで何かに祈いのっているかの様な格好で男は泣なき叫ぶ。周囲の男達もただ呆然としていて──何が起こったのかまるで分かっていない様だった。


　代わりに……男達のものとも少年のものとも異なる涼すずやかな声が言った。


「スレイ。程々にしておきなさいな」


　それは白いドレスを着た少女だった。


　年齢は少年と同じく十代前半といった所だろう。典雅で愛らしいその顔立ちも少年と同じだ。一見した限りでは、その姿は人間以外の何物でもなかった。


　しかし……少女は、幾何学模様の上を歩いている。


　人間が触ふれれば地面から、あるいは壁へき面めんから幾いく重えにも起き上がり、絡からみ付いて己の内に取り込んでしまう筈の、奇き妙みような黒い模様。だが少女にはまるで反応する様子が無い。


　それは少女が何か幾何学模様に対して特別な対たい抗こう策さくを持っているからか。


　それとも──見た目に反して少女が人間ではないからか。


「あまり殺しちゃ駄だ目めよ」


　やんちゃな弟を窘たしなめる様な口調で少女は言った。


「大事な『弾たま』なんだから」


「分かってるよ」


　と少年は頷うなずく。


　そして左手を切り飛ばされた男に近付くと小さく右手を振ふる。


　触れた訳でもないのに男の左手から出血が止まったのは次の瞬間だった。


「…………」


　左手を切り飛ばされた男は白目を剝むいてその場に昏こん倒とうする。


　何かが焦こげる匂においが男の左手から漂ただよっていた。


　切断面は──まるで焼きごてを当てて潰つぶされたかの様な様相を呈ていしている。およそ常識では考えられない程に乱暴な方法で止血されたらしい。確かにこれで男が失血死する事は無かろうが、体力の無い子供や老人であれば、その止血行為の痛みで心臓発作を起こしていたかもしれない。


「なんだ……なんだお前等!?」


　他の男達が銃を少年と少女に向ける。


　だが彼等は未だ相手が人の形をした別の存在だという事に気付いていなかった。そもそも何が起こったのかすら彼等は分かっていない。あくまでも可か憐れんな少年と少女の姿に向けて引き金を引くのを躊躇ためらったのだ。


　無論──発はつ砲ぽうしていたとしても結果は同じであったろうが。


「正直、鬱うつ陶とうしいんだよね」


　忌いま々いましげに言う少年。


「それは同感だけれど」


　少女は苦笑して頷く。


「死ななければいんでしょ？」


　男達を振り返りながら少年は言った。


「そうね」


　そして少年と少女は平然と男達に向かって──銃じゆう口こうに向かって近付いてくる。その両手には何の武器も無かった。どうやって少年が先の男の左手を切り落としたのか、男達には全く分からない。勿もち論ろんその少年は異い形ぎようの魔族でもモールドを着た戦術魔法士でもない。だから魔法という答えは男達の頭には全く思おもい浮うかばなかった。


　ひょっとしたら何かの見間違いか。


　そんな疑念すら男達の脳裏を過ぎて──


「なんだ、なんなんだお前等!?」


　叫ぶ男の姿勢が乱れた。


　ぐらりと傾かたむく世界に男は違和感を覚える。


　地面に落下したが、痛みを感じない。むしろ両りよう肩かたと太ふと股ももに痺しびれた様な感じが強くて他の感覚を感じている余裕が──


「え？　あ？」


　目の前にわだかまるもの。


　それが切断された自分の四し肢しだと気付くのに男は数秒を要した。


「な……なん、なんで、え？　あ!?」


　血は──出ない。


　自分の両肩や腰こしの断面を見る事は出来ないが、腕うでや脚あしの断面は見る事が出来た。それは、先の男の左手と同様に、灼やき潰されたかの様に、焦げていた。


「どうせ切り落とすならプラズマ溶よう断だんとかにしなさいな」


「うん。そうだね。止血する手間が省けるかな？」


　世間話をするかの様な二人の会話。


　それに伴ともない──じわりじわりと痛みが男の全身に食い込んでくる。


「ああああああああ──!?」


　絶ぜつ叫きようする男。


　それは数秒後には悲鳴の大合唱となって辺あたりに響ひびき渡わたった。少年と少女が残りの男達もその四肢を切断し、芋いも虫むしの様にその残った胴どう体たいを地面に転がしたからである。


「他の『柱』も見て回りましょうか」


「そうだね」


　四肢をもがれて地面に転がる男達には、既に興味も無いといった様子で少年と少女は手を繫つないで歩き出した。


「ま……まて……！」


　男達の間から声が漏もれる。


「なんなんだ、貴様等、なんなんだ!?」


「あああああああああ」


「痛ぇ痛ぇ痛ぇ痛ぇ痛ぇ痛ぇ痛ぇ痛ぇ痛ぇ痛ぇ痛ぇ痛ぇ痛ぇ痛ぇ痛ぇ痛ぇ」


「なんなんだよてめーらあ!?」


「ひあ……あ……あ……ああ…………ああああ！」


「ああ、くそ、くそ、ああ、俺の、手が、脚が──」


「畜ちく生しよう、畜生、いっそ……いっそ殺せえええええええ！」


　悲鳴と。怒ど号ごうと。嗚お咽えつと。怨えん嗟さと。


　その他──諸々の声が汚お泥でいの様に入り混じって辺りに響く。


　だがいずれもこの少年と少女の興味を引くものではない様だった。男達の胴体と、手足とが散乱するその惨さん状じようを背に、彼等は平然とその場から歩み去っていった。
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　モールドは基本的に一度装着して魔法を撃うてば、その後、除装しても三日間はこれを着用しないという義務が法的に課せられる。


　だがこれは、実をいえば、はっきりした根こん拠きよの在る制限ではない。


　未だ魔法に関して──そして人間の魔族化に関しては、経験則によって積み上げられた部分が多く、学問としては遅ち々ちとして進んでいないのが現状だ。故に三日間の強制待機期間というものも、実の所、魔法士の仕事を一定数以上に増やさない──結果として魔族化の機会が減る──という以上の意味は無い。


　故にレイオットの様な無資格の戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストは勿論、正規の救命魔法士、あるいは産業魔法士や医療魔法士の中にも、この強制待機期間を無視してモールドを装着する人間が居たりする。


　また、あくまでモールド装着用の移送用架台キヤリア・フレームは、素早くモールドを装着する為ためのものであって、これが無くても手作業で除装、及および再装着は可能だ。


　故に、予備の拘束度デユラビツト端たん子しさえ在れば戦術魔法士は再出しゆつ撃げきする事が可能である。


　つまり──


「…………」


　薄うす暗ぐらく湿しめった横穴に機械の咆ほう哮こうが跳はね回る。


　嗅きゆう覚かくを冒おかす様な濃い悪あく臭しゆうを切り裂く様にして簡易投光器の光が走り──その後を追う様にして二台の走行機械が汚お水すいを跳ね飛ばしながら高速走行していた。


　停まらず。曲がらず。ただひたすらに突っ走る。


　その姿は、銃身内で加速され今まさに標的に向けて飛び出さんとする銃弾を想わせた。


　トリスタン市の──地下。


　一度除装したモールドを再装備してレイオット達は都市の真下に広がる下水道網もうを走っていた。


　以前ある魔族を追ってレイオットとフィリシスはこの下水道に入った経験が在る。その際にフィリシスはトリスタン市東部から海に向けて流れる河川に──そのコンクリートで固められた護岸部から下水道に入っている。今回もそこから侵しん入にゆうできるのではないかと提案してきたのは彼女だった。


　トリスタン市を覆おおっている『天蓋ドーム』──『壁かべ』が魔法の遮しや蔽へい力場である事は既すでに見当がついていた。そしてこの種の遮蔽力場が複雑な形状に対応しにくい事も。


　ならば地上部はともかく地下までは力場が及んでいないのではないか……とレイオット達は考えたのである。


「とりあえずジャックに大感謝だね」


　レイオットのすぐ横を並走しながらフィリシスは言った。


「これが無ければ戦線離り脱だつしてる所だったよ」


「そうしてくれた方が俺は安心なんだが」


　言うまでもなくフィリシスが言っているのは〈ホイール・マニア[image: ]〉の事である。


　外見上は修復されたとはいえ、今の彼女は左脚が使えない。立って歩く事すら出来ない状態なのだ。もし〈ホイール・マニア[image: ]〉が無かったならば、とても戦せん闘とうに出られる状態ではなかっただろう。


　実をいえばレイオットはヘリを降りた際、『外』に残る様にと彼女を説得している。


　だがフィリシスは頑がんとして受け入れなかった。


『レイがカペちゃんやシモンズ監かん督とく官かんやジャックや……色々大事な人達をあの中に残してきている様にね。私も放ってはおけない人達があの中に沢たく山さんいるからね』


　フィリシスはそう言った。


（俺もフィリシスも……今までは自分の都合だけで殺し合いをしてきた）


　走りながらレイオットは思う。


　フィリシスは自分の絶望と折り合いを付ける為。


　レイオットは自分の犯してしまった罪を償つぐなう為。


　確かに二人共戦術魔法士として戦ってきたのは突き詰めれば単に自分の為だ。


　だが……今の二人を動かしているのは別の動機だ。


　人によってはそれを安易な人道主義ヒユーマニズムや英雄願望ヒロイズムだと笑うかもしれない。まさしくそれはその通りだ。もしそうやって誰だれかに嘲あざけられてもレイオットは反論しなかっただろう。


　今の自分やフィリシスは実に人間らしいとレイオットは思う。


（カペル…………）


　誰が死のうが。自分が死のうが。


　別にどうでも良かった。


　早く自分は終わりたかった。


　最も相応ふさわしい形で──罪人としての罰ばつをその背に受けて。


　興味はただそれだけで。


　しかし──





　──私が……許します。





　許すと言ってくれた。


　こんな自分を許してくれるのだと。


　だが彼女がレイオットを許す事が出来たのは、多分、彼女だけの力ではない。人間としての感情をまともに育はぐくむ事すら出来なかった筈はずの彼女が、レイオットを見続けて、そして一つの判断を下すことが出来たのは──レイオットを『許す』と、『好きだ』と言えたのは、彼女の廻まわりに居た多くの者達のお陰かげだ。


（俺は──俺達は）


　生かされている。


　数多くの人々との関係が織り成す世界の中で。


　思い通りにならない。辛つらい事も多々在る。争いや諍いさかいも絶えない。本当に人間の身ではままならない──この世界。リマやオッフェルトリウムが得た世界に比べれば、それはひどく猥わい雑ざつで、下げ劣れつで、汚お穢わいで、煩はん雑ざつで、しかし──


　だからこそ。


（俺は──）


　過去の傷や天てん与よの才の為に、人間らしく生きる事さえ満足に出来なかった彼等が、今ようやく、普ふ通つうの人間と同じ望みから戦いに向かうのだ。大事な誰かを護まもるとか。大事な誰かを救うとか。そんな──当たり前の理由で。


　その事実は不思議とレイオットに高こう揚よう感かんを与あたえていた。


「──しかし」


　レイオットは簡易投光器の光が照らし出す下水道の風景に目を細める。


　今の所……レイオット達は誰にも出会っていない。


　敵にも。そして市民にもだ。


　そして遮蔽力場も無い。


「地上が駄だ目めなら地下から……普通に思いつきそうなもんだがな」


〈資格者クオリフアイア〉達はわざわざ『天蓋』を作って市民を全てトリスタン市内に閉じ込めた。その事にどういう意味があるのかはさておき──市民が市外に逃にげる事を〈資格者〉達は望むまい。ならば遮蔽力場の届かない地下にも何らかの手を打っているのではないかと考えていたのだが──


「──レイ」


　フィリシスの声が注意を促うながす。


　レイオットは仮面の下で目を細めた。


　投光器の光の先で何かが動いたのだ。


「…………」


　レイオットは〈ホイール・マニア[image: ]〉の火器用制せい御ぎよ桿かんを握にぎり締しめる。


　普段は〈リバース・ペット〉や〈ライトニング・ボルト〉といった対魔族用高速弾を使用する自動小しよう銃じゆうを接続しているのだが──今は操縦士達に銃を突き付けてヘリから外し強制拝借してきた連装銃身型機関銃ガトリングガンが取り付けられている。フィリシスの〈ホイール・マニア[image: ]〉にも同じものが装備済みだ。


　元々これは輸送ヘリが兵員を回収する際に、辺り一帯を薙なぎ払はらい、ヘリの着陸する区域の安全を確保する為に取り付けられている制圧兵器だ。大量の弾だん薬やくを以もつて一定領域内の一切合切を滅ほろぼす。勿もち論ろん──使用弾薬では初速が足りない為、魔族に対して有効打を浴びせる事は出来ないが、連射する事によってその動きを封ふうじる役には立つ。


「──そういう事か」


　レイオットは呟つぶやいた。


　レイオット達の前方およそ五十メルトル──下水道の壁へき面めんを覆い尽くす黒い幾き何か学がく模様が見えた。


　勿論それは単なる模様ではない。およそ実体めいた厚みなど無い様に見えるが、まるである種の生物の様にぞわぞわと蠢うごめきながら広がっていくのだ。


　オッフェルトリウムの触しよく手しゆにも似ているが──こちらがどんな能力を持っているのかは分からない。触ふれれば焼かれるのか。引き裂かれるのか。溶とかされるのか。あるいは──


「こんなのに関わってる場合じゃないのよね」


　フィリシスもまた制御桿を握り締めて言う。


「血路開いて振り切るよ。準備いい？」


「ああ。そっちこそ遅おくれるな」


　レイオットとフィリシスはそんな言葉と同時に──加速。


「俺達は急いでるんだ」


　安全装置を解除。


　引き金を引く。


「道を空けてもらうぞ」


　轟ごう音おんが弾はじけた。


　モールド越ごしにさえ耳を聾ろうする程の音量が下水道の中を跳ね回る。それは銃じゆう声せいというよりも既に巨きよ獣じゆうの咆吼に等しく──モールドを着けて居てさえ衝しよう撃げきに頰ほおを叩たたかれるかの様な感かん触しよくを覚える。


　五発に一発の割合で曳光弾トレーサーを混ぜられた銃弾の群れが秒間五十発を超こえる勢いで幾何学模様に殺さつ到とうした。閃ひらめく着ちやく弾だんの火花と曳光弾が空間に描えがき込む光の弾だん道どうの狭はざ間まで、幾何学模様が弾け飛び、弾だん幕まくによって抉えぐり取られていく。


　更さらにレイオット達は加速。


　幾何学模様が抉られた跡あとを〈ホイール・マニア[image: ]〉が走破していく。


　どうやら幾何学模様には復元能力が在る様で、数秒後には元通りに修復されてしまう様だったが──時速六十キロメルトルを超えて高速走行する〈ホイール・マニア[image: ]〉にとってはそれで充じゆう分ぶんだった。復元しつつある幾何学模様を更に、鋼鉄の車輪に取り付けられた突起スパイクが引き裂いて散らし、砂さ塵じんの様に粉ふん砕さいされた幾何学模様の断片を後方に舞まい上げながらレイオット達は疾しつ走そうする。


（──待ってろ）


　胸の上に書かれた『誓いの言葉プレツジ・レター』を意識する。


　カペルテータ。


　必ず還かえる──彼女の所に。


　それがたとえ地じ獄ごくの底であろうともだ。それだけが、何年もの時間を費やして親の仇かたきであるレイオットを赦ゆるしてくれた彼女に報いる唯ゆい一いつの方法だ。


（必ず俺は──）


　幾何学模様の断片と大量の空から薬やつ莢きようを航こう跡せきの様に背後にばらまきながらレイオットは更に〈ホイール・マニア[image: ]〉を加速させた。





　　　　●　　●　　●





　トリスタン市警第一分署の中は狂きよう気きの美術館と化していた。


　黒い幾何学模様にありとあらゆる平面を塗ぬり潰つぶされた室内は──ただ見ているだけで立体感や遠近感さえ狂くるうかの様な内観を呈ていしているのだ。多くの物体の輪りん郭かくが幾何学模様の中に埋うもれてしまい、騙し絵トリツクアートの様に境界線が分からなくなってしまっているのだ。例えば目の前に見えている四角く黒い塊かたまりが、机の影かげなのか、それとも幾何学模様なのか──それすら曖あい昧まい模も糊ことして区別がつかない。


　警察官達の城は、今や普通の感覚の人間には一歩も踏ふみ出せない──いやそれどころか立っている事すら困難な場所と化していた。


　そして……


「…………」


　ゼマティスは悠ゆう然ぜんとその署内を歩き回っていた。


　万が一にも幾何学模様に侵しん食しよくされていない部分が無いかを確認しているのだ。


　そう簡単に破は壊かいされる『柱』ではないし、それぞれに一人ずつの〈資格者クオリフアイア〉が魔力供給と警護についている為ため、滅めつ多たな事は生じない筈だが──それでもゼマティスは警けい戒かいを怠おこたったりはしなかった。


　圧あつ倒とう的てき優位に立ちながら、慢まん心しんや油断によって足下をすくわれた愚おろか者ものは歴史上枚まい挙きよに遑いとまが無い。警察署内には特装戦術隊のＳＥＳが強行突とつ入にゆうの際に使う壁かべ抜ぬき用の爆ばく薬やくや、犯罪者から押収した爆ばく弾だんの類が保管されている可能性も在る。万が一にも幾何学模様に囚とらわれるのを免まぬかれた人間達がこれを手にして『柱』に仕し掛かければ、完全破壊は無理としても機能不全を引き起こす程度の事は可能だろう。


「…………」


　勿論、人間のみを捕とらえる様に設定されている幾何学模様は〈資格者〉たるゼマティスには一切反応を示さない。


　ゼマティスは廊ろう下かに並んだ幾いくつもの黒い彫ちよう像ぞうに目を向けた。


　いや。それは勿論──彫像などではない。


　そんなものが警察署内に陳ちん列れつされている筈も無い。


　それは全て黒い幾何学模様に幾いく重えにも巻き付かれて囚われた、人間達だった。


　一いつ瞬しゆんという枠わくの中に封じ込められた人の形。


　恐おそらくは逃げようとしていたのだろう──走っている最中の姿も在れば、腰こしの拳けん銃じゆうを引き抜こうとしている姿や、絶望したのか壁かべ際ぎわに座り込んでいる姿も在る。幾何学模様に塗り潰されている為に詳しよう細さいは分からないが、警官だけでなく、警察署にやってきた一いつ般ぱん市民や、連行中の犯罪者の姿もそこには混じっているのだろう。


　幾何学模様に囚われた人々は死んではいない。


　死んでしまっては意味が無い。人間達にはあくまで生きていて貰もらわねば困るのだ。単にトリスタン市一つを滅ぼすのならば、こんな回りくどい事をしなくても良いのだから。


　幾何学模様と静せい寂じやくに覆おおわれた署内をゼマティスは悠然と歩いていく。


　動くのは〈資格者〉たるゼマティスのみ。


　既すでにこの警察署は人間の立ち入れる領域ではなくなっていた。


　しかし──


「…………は……魔族…………………区域は……」


　切れ切れに何ど処こからか、くぐもった印象の声が聞こえてくる。


　ゼマティスは眉まゆを顰ひそめて立ち止まった。


「……『柱』は…………魔法…………」


　声は途と絶だえる事無く続いている。


　ゼマティスは歩みの向きを変え、扉とびらが半ば開いたままになっている小部屋に踏み込んだ。


　恐らくは何かの事務手続きをする為の部屋なのだろう。机や事務用品がそのまま放置されている。勿論それらもまた黒い幾何学模様に覆われていて一見しただけでは何が何やら分からない状態であったが。


　そんな部屋の片かた隅すみで──


「繰くり返かえします……現在トリスタン市に確認されているあの『柱』は、ある種の魔法機器であり、これに近付くのは危険です！　また、『柱』から発生している黒い幾何学模様は人間を捕つかまえて意識不明の状態にしてしまいます！　この放送を聞いている皆みなさんは、あの黒い幾何学模様に捕まらない様に、逃げてください！　黒い幾何学模様による汚お染せん率が未だ低いと考えられる区域は、以下の通り──」


「…………」


　ゼマティスは眼を細めてその壁際の棚たなに置かれたラジオを見た。


　部屋の主がスイッチを入れたまま逃げ出したのだろう。


「なるほど」


　ゼマティスは頷うなずくとラジオに歩み寄りこれを摑つかむ。


　軽く引くと──幾何学模様が引き剝はがされ、ラジオは彼の手の上に移った。


　どうやら声がややくぐもって聞こえたのは幾何学模様に覆われていたからであるらしい。途と端たんに明めい瞭りようさを増すその女性の声を聞きながら、ゼマティスはラジオを改めて握った。


　太くごつい彼の指の間で、ラジオの四角い輪郭が崩くずれる。


　樹じゆ脂しと金属の塊が……本来なら腐くさる事も無い筈はずのそれらが、泥どろ状じように変化して手の上からこぼれ落ちていったのは次の瞬しゆん間かんであった。


「今一つ接続数が伸のび悩なやんでいると思っていたが──こういう事か」


　接続数──つまり黒い幾何学模様による人間の捕ほ縛ばく数は当初ゼマティス達が予想していたものよりも二割ばかり少ない。元よりそう厳密な数字でもない以上、誤差の範はん囲い内ではあるが、いずれにせよ計画の遅れはあまり好ましいものではあるまい。


「どうやら目め端はしの利く人間が居るらしい」


　そう呟くとゼマティスは右手を振って手に付着していたラジオの残ざん骸がいを振り捨すてる。


「今の内に処分しておくか」


　慎しん重ちよう派はの〈資格者〉はそう呟くと──黒い彫像の並ぶ廊下を静かに歩き始めた。





　　　　●　　●　　●





「繰り返します……現在トリスタン市に確認されているあの『柱』は、ある種の魔法機器であり、これに近付くのは危険です！　また、『柱』から発生している黒い幾何学模様は人間を捕まえて意識不明の状態にしてしまいます！　この放送を聞いている皆さんは、あの黒い幾何学模様に捕まらない様に、逃にげてください！　黒い幾何学模様による汚染率が未だ低いと考えられる区域は、以下の通──げほっ……！」


　咽のどが嗄れかかっている。


　何度も繰り返し放送機材の前で叫さけび続けたせいだろう。


「充分です監かん督とく官かん──こっちで録音しました。しばらくはこれを使いましょう」


　二重硝子ガラスの向こうで機材を操作していた放送局の職員が通話回線越しに労ねぎらってくれる。


　顔を上げてそちらを見ると、機械室の中で職員達が忙せわしげに動き回っている姿が見えた。


　労務省魔法管理局二級監督官ネリン・シモンズは、分厚く重い防音扉を身体からだ全体で押し開く様にして収録室から出る。廊下では制服を着た警官や、現場作業着を着た工員など、雑多な人々が忙しげに行き来していた。


　今現在──放送局内に漂ただよう空気は最前線基地のそれだ。


「新しい情報は？」


　ネリンは放送局職員の一人を捕まえてそう尋たずねる。


　だが職員は申し訳無さそうに首を振ふった。


「今の所は。電話も殆ほとんど使えない状態ですし……」


「分かりました。新しい情報が入れば教えてください」


　ネリンはそう告げて壁際に置かれたソファに腰を下ろした。


　わずかにだが緊きん張ちようが緩ゆるみ、長々と溜ため息いきが漏もれる。このままソファの上で寝入ってしまいたい気分だったが──とてもそれが許される状況ではなかった。


　現在判明しているだけでも十数本の『柱』が出現し、トリスタン市が例の『壁かべ』に閉ざされ、更には黒い幾何学模様が人間を捕らえ始めて──既に三時間半。


　未だ市内には状況がつかめずに右往左往している市民達も多い。電話回線は既にまともに機能しない状態で、情報収集はラジオを聞いて集まってきた市民達からの、口頭での報告が頼たよりだ。移動用の放送機材を車に積んで現場取材に出で掛かけた放送局職員達は一人も戻らず、局内は著しい人手不足──その結果、素人しろうとのネリンがマイクの前に立って延々と喋しやべり続ける羽目になっていた。


　これで疲ひ労ろうを覚えない筈も無い。


　周りを見ていれば、ネリンだけでなく職員達も疲つかれてきているのが分かる。そもそもこのラジオ放送も、状況を打開出来るだけの力は無い。幾何学模様は変わらず増ぞう殖しよくを続けて版図を広げており──トリスタン全域が覆い尽くされるのも時間の問題だ。


「…………」


　ネリンはふと側に在った窓から外を眺ながめる。


　本来ならばそこにはごく平へい凡ぼんなトリスタンの夜景が見える筈なのだが──星空の様に幾つも灯ともっている筈の生活の光は殆ど消えており、深い深い、底知れない様な闇やみが遥はるか彼方かなたにまで広がっている。


　代わりに──放送局の周りだけはやけに明るくなっていた。


　炎ほのおがぐるりと建物の周りを囲んでいるからである。


　これは勿もち論ろん、火事の類ではない。敢あえて放送局や、此こ処こに集まってきた市民や警官達が造り上げているバリケードだ。


　市民達の経験から、どうやら黒い幾何学模様は、火や銃じゆう弾だんといった通常の物理的手段で破壊できると分かった。更さらには何かの表面を伝って広がる事しか出来ないのだが──どうやら『空気』や『水』といった流体の上は不可能であるらしい。


　だが炎のバリケードとて、無限に続けられるものではない。


　また幾何学模様は自己修復が可能であるらしく、焼こうが砕くだこうが裂さこうが、数秒後から数分後には元通りになってしまう。炎で焼こうが銃弾で砕こうが、それらは精々が時じ間かん稼かせぎにしかならなかった。


　状況は明らかに絶望的だ。


　しかも、ただひたすらに悪化する一方である。


　睡すい魔まが常にネリンの頭の片隅に陣じん取どっていて眠ねむりの誘ゆう惑わくを仕掛けてきているが──これを強引に押し殺して彼女は思考を回転させる。魔法士達や警官達と違ちがって戦せん闘とう能力を持たず、体力も腕わん力りよくも人並み以下、迂う闊かつに力仕事を手伝えば他の者の足を引っ張り兼かねない彼女にしてみれば……『考える』事こそが現状、唯ゆい一いつ許された戦い方であった。


（何とかしないと。これって絶対──Ｇ・Ｇが言っていた『理性在る魔族』の陰いん謀ぼうよ）


　死んだと思っていた魔法士からの助言。


　妹とその友達の目もく撃げきした魔法機器。


　同じく妹とその友達の目撃した『人の姿をした魔族』。


　これらと──現在、トリスタン市を襲おそっているこの状況とが無関係とは思えない。


　そう考えたからこそ、ネリンは『柱』が出現した時点で、『理性在る魔族』の陰謀としてこの状況を捉とらえ、対たい抗こう出来る戦力を集める事を考えた。


　理性の有る無しはさておき、相手は魔族だ。


　普ふ通つうの戦力では役に立たない。


　恐おそらく戦術魔法士達と、市警のＳスペシヤル・Ｓスナイピング・Ｓスカツドしか対抗戦力には成り得ないだろう。


　だが突とつ如じよとしてトリスタン市を襲ったこの異常事態に対し、多くの人間は現状把は握あくすら出来ていない。ネリンとて状況をきちんと理解している訳ではなく、あくまで仮定の下もとに動いている状態だ。だからこそ情報と戦力を一いつ箇か所しよに集めて対応せねばならない。具体的にはこの状況を分ぶん析せき出来る専門知識を持った人間と、そしてその分析に基づいて適切な打開策を実行出来る能力を持った人間をだ。


　だが前述の通り電話は早々に使えなくなった。


　無線通信機については誰もが所有している訳ではない。また──ネリンの乗っていた魔法管理局の車には無線機が積んであったので連絡を試みたのだが、魔法管理局も、市警の各分署も、勿論市役所も、早々に連絡が取れなくなっていた。


　だからこそネリンはラジオを選んだ。


　こちらから無理に探し回るよりも人々に自ら集まって貰った方が効率が良い。


『柱』が『理性在る魔族』達の用意した橋きよう頭とう堡ほであるならば……出来るだけそこから離はなれた場所の方が態勢を整える時間が稼かせげる。当初は幾何学模様の事は未だ知らなかったネリンだが、そう判断して地図を調べ──彼女は『柱』から出来るだけ離れた位置に存在するラジオ放送局へと駆かけ込んだのである。


　職員の半数が『柱』の取材に出で払はらっていた放送局では突とつ然ぜん押しかけてきた魔法監かん督とく官かんに困こん惑わくした様だったが、ネリンは魔法管理局監督官に許された非常時権限を掲かかげて、半ば強制的に放送局の施し設せつを押さえ、分かっている限りの情報を流し始めたのだ。


　大たい抵ていの車にはラジオが積まれているし、魔法士達はモールドを運ぶ関係で車での移動が多い筈だ。ならば現状と放送局の位置を報しらせ、彼等に自ら集まって貰もらう事も可能である筈だった。


　また……未だ状況が把握出来ていない人々には、あの黒い幾何学模様に囚とらわれない様にと、汚染されていない区域を告知し、誘ゆう導どうする。そうする事で市民が幾何学模様の中に取り込まれるのを少しでも遅おくらせる事が出来る筈だった。


　魔族達が何を考えているのかは分からない。


　だが単に市民を殺すというのならば、彼等は『柱』にせよ幾何学模様にせよ、こんな回りくどい事をする必要は無いのだ。ならば幾何学模様で人間を捕縛していくという行こう為いは、これは彼等の計画の上で何か必要な『作業』である筈で──それを少しでも遅らせるのは、こちらの有利に繫つながる。


「シモンズ監督官」


　呼ばれて顔を上げると、ラジオ局の職員が一人歩いてくる所だった。


「貴女あなたに会わせろと言う人が何人か。戦術魔法士と──それから」


「シモンズの嬢じようちゃん」


　職員を押し退ける様にして足早に近付いてくる人物が一人。


　それは見覚えの在る老婦人だった。


　いや……単に『老婦人』という言葉で表現しただけでは多分に誤解を生じるだろう。着ているものは鋲びよう打うちの革ジャンと革ズボン、長く伸ばした白髪しらがを後頭部でくくり、背筋も真まっ直すぐ伸びており、年ねん齢れいに似合わぬきびきびした物もの腰ごしである。『老婦人』という言葉から来る弱々しい印象や物静かな雰ふん囲い気きが、微み塵じんも無い。


　ルイーゼ・ローランドというのがこの女性の名前である。


　アルマデウスの魔法工学を語る上では無視し得ぬ女じよ傑けつ、ジャック・ローランドの祖母、ローランド工こう房ぼうを興おこして三十年、老いて尚なお、現役のモールド・エンジニアとして活かつ躍やく中ちゆうの人物だった。


「ローランドさん……！」


　ネリンも何度か面識が在る。


　というより労務省魔法管理局の人間で彼女の事を知らない者は居ないだろう。良くも悪くも一度会えば忘れようが無い老人であった。


「あんたの声の放送を聞いてさ。少しでも手助け出来るかと思ってね」


「助かります！」


　言ってネリンは腰こしを浮うかすが──それを片手で押さえてルイーゼは近くに在ったパイプ椅い子すを引き寄せ、自分はそれの上に腰を下ろした。


　実の所……ルイーゼはネリンの脳裏に在った『協力を要よう請せいすべき相手一覧』の筆頭に並んでいた人物である。勿論、状況打開の為には戦術魔法士達や警官達の協力は不可欠だが、そもそもあの魔法機器らしい『柱』に対して、専門知識を以て攻こう略りやく法ほうを示し唆さする人間が居なければ、どれだけ戦力が充実しても動き様が無い。


　そんなネリンの内心を見み透すかしたかの様に──


「あの『柱』の事を聞きたいんだろ？」


　ルイーゼはにやりと笑って言った。


　この大多数の市民が不安と恐きよう怖ふで混乱している最中に在って──しかし彼女は未だ落ち着きを失っていない。〈イエルネフェルト事変〉を……魔族の大量発生という地じ獄ごくの如ごとき状況を経験してきた者にとっては、今のトリスタンの状況など、まだ慌あわてるに値しないのかもしれない。


「まああんたも大体は察してる様だけど、ありゃ、魔法機器さ。誤解を覚かく悟ごで簡単にいってしまえば、巨きよ大だいなスタッフだ」


「スタッフ……あれがですか!?」


　ネリンは呻うめく様に言った。


　彼女の常識で言えばスタッフ──いわゆる『魔法の杖つえ』は精々が二メルトル余りで、何とか個人が持ち歩きできる程度の大きさのものだった。勿論、使う現場が著しく限られる様な、産業用、医い療りよう用のスタッフはそれより大きなものが在るが、それにしたところであんな巨大なものではない。


「普通のスタッフの数十倍──いや、百倍以上の体積はあるだろうけどね。正直、私もあまり見た事の無い構造が見えるけど……」


　言ってルイーゼは肩かたを竦すくめる。


「それでも周囲の状況と併あわせて考えれば、大まかにはその機能が把握出来る。恐らくあれは、二つの術式を並行起動させる為のものさ。一つはこのトリスタンを囲んでる壁を維い持じする為の術式。もう一つはあの黒い幾き何か学がく模様を発生させている術式。ただしこっちは未だ全部起動しきってない印象だね」


「起動しきってない……ですか？」


「二つめの機能だけどさ。細かい所は違うけどね、見覚えがある」


　ルイーゼは顔をしかめて言った。


「〈黒騎士〉や〈鉄巨人〉の生いけ贄にえ機関」


「…………！」


　息を呑のむネリン。


　生贄機関──他人を『燃料』に魔法を撃うつ為の極悪非道な魔法装置。


「じゃああの中にまた〈鉄巨人〉みたいな……」


「いや。これも半分近くは勘かんだけどさ」


　ルイーゼは言った。


「あれは内蔵式じゃない。むしろ構造としては〈黒騎士〉の方に近い筈はずさ。あの黒い幾何学模様が、人間を捕つかまえてるのは何な故ぜだと思う？」


「…………まさか」


「私の想像が間ま違ちがってないなら」


　ルイーゼはここで小さく溜ため息いきを漏もらす。


　ネリンのみならず、この剛ごう胆たんとも言うべき女傑ですらも呆あきれ──あるいは怯おびえざるを得ない様な推測。だが状況から鑑かんがみるにそれが事実である可能性は高かった。


「あれはこのトリスタンの市民を『弾たま』として使う巨大な生贄機関だよ」


「…………で……でも」


　喘あえぐ様にネリンは言う。


　ルイーゼの推測は恐らく間違いない。


　少なくとも否定する要素は今の所、何も無い。


　単に街を滅ほろぼすだけならば、他に幾いくらでも手っ取り早く威い力りよくの高い方法が在る筈なのに──わざわざトリスタンを『壁かべ』で囲って市民を閉じ込め、幾何学模様でじわじわと追い込んできているのは、生きたままの市民を利用したいが為だろう。


　しかし──


「そんな途と方ほうも無い……一体、何を？」


「さあね。ただ、大おお雑ざつ把ぱに計算するなら」


　ルイーゼは額に人差し指を当てて言った。


「例えば〈ブラスト〉系の術式を理論値の限界まで拡大して使うとして……そうだね、隣となりのマノン共和国。あの国の国土の半分を、抉えぐり取る位の破は壊かい力りよくは出せるだろうね。マキシ・ブラスト系の制せい御ぎよを掛かけて破壊力を偏へん向こうさせれば、山や街を一いち撃げきで吹ふき飛とばせる大たい砲ほうとして使う事だって出来るだろうさ」


「…………」


　ネリンは──絶句していた。


　もしそんな事になったら。


　先まず間違いなくアルマデウス帝てい国こくとマノン共和国は──いや、周辺諸国も含ふくめて戦争状態に陥おちいる。いや、それどころか、都市一つで国の半分を滅ぼせるなら、アルマデウス帝国そのものを使い潰つぶすつもりで同じ事を繰くり返かえせば、近きん隣りん諸国は残らずこの地上から消し飛ばせてしまうだろう。


「それは……そ、阻そ止ししないと」


「ああ。恐らくトリスタンをあの幾何学模様が完全に覆おおい尽つくせば、いつでも魔法は撃てる。勿もち論ろん、使うのが攻こう撃げきの魔法と限った訳ではないけれど──それとは別に市民の魔族化の問題が生じてくる」


　生贄機関は強制的に個人の拘束度デユラビツトを奪うばい魔族化させる。


　あの『柱』はそれをトリスタン市全体で行うのだ。


　現在のトリスタンの人口はおよそ三百万人。その全員が大規模魔法を撃つ為に消費されて魔族化すれば……それはそのまま第二の〈イエルネフェルト事変〉となる。いや。魔族の発生数から言えば〈イエルネフェルト事変〉と比べても桁けた違ちがいの多さだ。


　今度こそアルマデウス帝国は消しよう滅めつする。


　場合によっては──人類社会そのものが。


　早々に事態を把は握あくしたアルマデウス帝国軍や、他国の軍隊が大量の燃料気化爆ばく弾だんで魔族を殲せん滅めつに掛かったとしても……果たして三百万の魔族を全て殺しきれるだけの爆弾を保有しているかどうか。


　また……もしそれだけの数の大規模殲滅兵器が存在したとして、実際にそれらを使えば地形や気候にも影えい響きようが出かねない。


　世界が終わる。


　少なくとも現在の人間達が知っているこの世界は──


「…………理性在る魔族……」


　彼等にとって既き存そんの社会体制や価値観など何の意味も持たないのだろう。


　これはもう経済や政治や宗教によって引き起こされる様な──普ふ通つうの戦いではない。既存のものは全て滅びる。文化も。文明も。何もかも。勿論、和平交こう渉しようも戦争裁判も無い。後に残るのは動物と変わらぬ立場に堕だした少数の人間達と……魔族だけだ。


　むしろこれは進化の様な──自然の原理と原理が争う様な『現象』に近い。


「ビーチャムの坊ぼう主ずや、何人か、魔法士が集まってきてる。ムーグのお嬢と、スタインバーグの坊主はどうも居ないみたいだけど」


　外を見み遣やりながら言うルイーゼ。


「とにかく可能な限りの戦力を結集してあの『柱』を一本でも多く破壊する。それが最善だろうさ。上う手まくいけば『壁』にほころびが出来るかもしれない」


「ええ……」


　ネリンは膝ひざの上で両の拳こぶしを握にぎり締しめて頷うなずいた。





　　　　●　　●　　●





「この放送を聞いている皆みなさんは、あの黒い幾何学模様に捕まらない様に、逃にげてください！　黒い幾何学模様による汚お染せん率が未だ低いと考えられる区域は──」


　ラジオからはひたすらネリン・シモンズの声が聞こえてくる。


　情報の合間にはこの電波を流している放送局の名前と住所が繰り返されていた。もし非汚染地域を伝って辿たどり着つけるならば集まる様に──という示唆である。黒い幾何学模様が物理的に破壊出来るという事も放送は伝えていたが、個人で対たい抗こうするにはやはり無理が在る。自分達の居るその場を護るだけにしても、幾何学模様が何ど処こから這はい出てくるかも分からない以上、正面と背後を護る者が最低二人必要になる。集まって守りを固める事が出来るなら、それに越こした事は無かった。


　そもそも他に向かうべき場所のあてなど無い。


　故に──ジャック達もまた放送を聞いた他の市民達と同様に、問題の放送局へと向かっている途と中ちゆうだった。


「──正気？」


　助手席でエヴァが呆れた様に言う。


　彼女は後方──つまりカペルテータやノーラが乗っている貨物室の方を振ふり返って言い足してきた。勿論、貨物室に積せき載さいされているのは彼女等だけではない。ＪＲ総合機器研究所やローランド工こう房ぼうから有用と思われる物資や部品を積み込んできた。


　そして──今エヴァが問題にしている品も。


　元々はそれを輸送する為にこのトラックをジャックはエヴァから借りたのだ。


　だが……


「違い法ほうよ。二重三重に……もうこれ以上は無いって位に」


　実を言えばエヴァが問題の品について詳くわしく知るのは今が初めてなのだ。


　彼女にしてみれば自分の設計・開発した〈アセンブラ〉にジャックが興味を示したという事が嬉うれしかった様で、特に細かい事を問わずに部品を回してくれたらしいが──


「先に分かってれば部品もトラックも回さなかったのに」


「そうは言っても……元々俺は無資格だしね」


　とジャックは苦笑する。


　勿論これはモールド・エンジニアとして……という意味である。


「法律違い反はんは今に始まった事じゃないさ」


「そういう問題じゃないでしょう」


「技術的にも問題点は見当たらない」


「だからそういう問題じゃないの！」


　苛いら立だたしげにエヴァは言う。


　勿論、彼女はジャックの事を心配しているのだ。ジャックが資格も無いままにモールドを取とり扱あつかっているという事については、レイオットの無資格を問わないついでに見み逃のがされている様なものである。その気になれば警察はいつでも彼を逮たい捕ほできるのだ。


　つまり、害よりも益の方が優っているから放置している、というだけの事で──ジャックが今以上に問題の在る違い法ほう行こう為いに手を染めれば、間違いなく彼は罪に問われる。そうなれば彼がモールド・エンジニアとしての正規資格を取るのは恐おそらく一生不可能になる。


　それは惜おしい──とエヴァは考えている。


　彼女のその気持ちは有あり難がたいとジャックも思う。


　また彼女の『いつか一いつ緒しよにルイーゼの後を継ついでローランド工房を二人でもり立てて行かないか』という提案にも、少し魅み力りよくを感じている。


　ルイーゼの孫という事を理由に色いろ眼鏡めがねを掛けた評価をされるのが嫌いやだったジャックは、この数年間、敢あえて資格も取らず、ローランド工房にも寄りつかなかった訳だが……エヴァとの和解を切っ掛けに、少しずつ考え方を改めている。


　しかし……


「今は非常時だよ。使えるものは使わないと」


「それはそうだけど……」


　エヴァはやはり納得しきれない様だ。


　まあ無理も無い話である。


　彼女に限らず良識の在る人間なら誰だれでも猛もう反はん対たいするだろう。むしろ客観的に見ればジャックのやっている事は明らかに無茶だ。彼自身……提案されるまではこれっぽっちも考えてもみなかった位に。


「エヴァ姉──俺はさ」


　ジャックはふと表情を静かなものにして言った。


「カペちゃんにもレイにも……恩が在るんだ」


「……恩？」


「具体的に何って問われると答えにくいんだけどね。なんて言うか……仕事の上でも気持ちの上でも随ずい分ぶんと二人には助けて貰もらった様な気がする。彼等が居たから少しずつ変われたっていうか……多分エヴァ姉の言う通り、あのままだったら俺はジリ貧だったと思う」


　特に将来への展望も無く。


　ただ──いつまでも周囲への反発心だけを抱いだいて廃はい墟きよの片かた隅すみに構えた工房に独ひとりこもっていただろう。その事そのものに後こう悔かいは無いが、ずっとあの状態を続けていたら、採り得る未来の可能性は著しく狭せばまっていたに違ちがいない。


「だからね。彼等の望みは出来るだけ聞いてやりたいし……彼等の助けになる事なんだったら、やっぱり違法だとか何だとかさておいても、俺自身がやりたいんだよ」


「…………」


　エヴァはジャックの──まるで少女の様な横顔をしばらく見つめていたが。


「……ジャック」


　彼女は長々と溜ため息いきをついて言った。


「仕様書見せて」


「エヴァ姉？」


「今すぐ。いくら何でも覚え書き程度には作ってるんでしょ？」


「それは──そうだけど。でも……エヴァ姉？」


「いいから！」


　エヴァは強い口調で言った。


「ジャック。貴方あなた──たまに、すっごくつまらない所で大ポカする癖くせが在ったでしょう？　この土ど壇たん場ばでそんな事されたら、私の〈アセンブラ〉の評判にも関わるのよ！」


「え……？　いや……その……検分チエツクして貰えるのは有り難いけど……」


　ジャックは途と惑まどいの表情を浮うかべて言った。


「手伝いなんかしたら……エヴァ姉も違法行為をした事になって……資格剝はく奪だつされかねない訳で……その」


「非常事態なんでしょ？」


　ジャックの反論を更さらに強い口調で抑おさえ込むエヴァ。


「それに──貴方風に言えば、違法だとか何だとかはさておいても、これは私がやりたいのよ。貴方にとやかく言われる筋合いじゃないわ」


「エヴァ姉……」


　しかめ面つらで頑かたくなに前を──ジャックの方ではなく──を見つめているエヴァの横顔を見つめる。彼女の顔が紅潮しているのは怒いかりのせいか。それとも……


「ありがとう。エヴァ姉」


　微笑して言うジャック。


　そんな彼に──エヴァが怒ど鳴なる。


「いいから前見て運転して！」


「──うおっ!?」


　歩道に乗り上げ掛けていたトラックのハンドルをジャックは慌あわててきった。
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　黒い幾き何か学がく模様の上に金属製の小さな果実が転がる。


　当然……自我も意志も知性も無い幾何学模様は自動的にその物体の上に這い上がってこれを覆おおい尽つくした。『人間を認識すればこれを捕とらえる』『〈資格者クオリフアイア〉を認識すれば一切これに干かん渉しようしない』『先の二則に反しない限り増ぞう殖しよくしてありとあらゆる物体の表面を覆う』──この三つの行動原則のみを与あたえられている幾何学模様にとって、それはごく自然な反応であった。


　爆ばく音おんが轟とどろいたのは、きっかり三秒後の事である。


　直径十メルトルに亘わたって白い光が黒い幾何学模様を吹ふき飛とばし──更に噴ふき付ける高熱が破断面を焼き続けてその再生を阻そ害がいする。まるで界面活性剤を落とされた油ゆ膜まくの様に、黒い幾何学模様は円を描えがいて大きく後退していた。


　エレクトロン焼しよう夷い手しゆ榴りゆう弾だん──テルミットを主原料とし水中ですら発火し得るそれは、二千度を超こえる燃焼温度で周囲の物体を焼やき払はらう上、一般的な手榴弾と異なり、その効果を数十秒間、持続させる。しかも燃焼に酸素を要しない為、たとえ水中だろうが地中だろうが燃焼を続け、事実上──消火出来ない。


　魔族の足止めに効果的と判断され、〈結社〉本ほん拠きよ地ちを攻撃する部隊の人間に与えられていた兵器の一つだ。燃料気化爆ばく弾だんすら押し留めた〈鉄巨人〉相手では意味がないと、使う機会が無かった代物だが──


「意外に使えるな」


　呟つぶやきをその場に残し焼かれた幾何学模様の上を走り抜けるのは、レイオットの〈ホイール・マニア[image: ]〉である。そのすぐ後ろにフィリシスの〈ホイール・マニア[image: ]〉も続く。


　下水道を通り抜けたレイオット達は、トリスタン市内を流れる川の護岸壁に穿うがたれた孔あなから飛び出していた。元々は大雨等の増水時に川の氾はん濫らんを防ぐ為、水を逃にがす経路として太い下水路に直結している施し設せつだ。


　現在──川は深さにすれば二十センチメルトル程度。


　固体の表面でなければ幾何学模様は広がる事が出来ないらしく、流水の表面は汚お染せんされていない様だった。これは下水道内部でも同じだった。


「……鼻が駄だ目めになるかと思った」


　苦笑じみた声でそう言ってくるのはフィリシスである。


　レイオットと彼女は、〈ホイール・マニア[image: ]〉の火器制御桿を操作、弾たまの尽きた連装銃身型機関銃とその弾体を納めていた弾だん薬やく箱を切り離はなす。重い制圧兵器を投とう棄きした二台の〈ホイール・マニア[image: ]〉は、更に加速しながら水位の下がった川を遡そ上じようした。


「とりあえず中には入れたね。で──どうする？」


「十中八九、あの『柱』が遮しや蔽へい力場を維い持じする為の『芯しん』だろう。ならばアレを破は壊かいしていくのが一番確実なんだろうが……」


「沢たく山さん在るよ」


　とフィリシス。


　確かに上空から双眼鏡オペラグラスでレイオット達が確認しただけでも『柱』は数本在った。それらが何らかの法則に従い均等な間かん隔かくで配置されているとすれば……恐らく十本以上がこのトリスタン市の各所に存在している筈はずだ。


　ではどの『柱』から破壊してゆくべきか。


　手近に在るものからというのも一つの選せん択たく肢しだが。


「……レイ」


　フィリシスはコツコツとモールドの指で同じくモールドの頭部を叩たたいて見せた。


　現在……レイオット達のモールドには頭部に無線機が組み込まれている。正確には無線機本体は〈ホイール・マニア[image: ]〉に積まれているのだが、そのヘッドセットがモールドの内側に取り付けられていて、有線で繫つながっているのである。


　本来は通信用のものだが──受信電波の周波数を自由に調整出で来きる為、警察無線やラジオ放送を傍ぼう受じゆする事も出来る様になっている。


「ひょっとしたら災害時の避ひ難なん放送が出てるかも」


「……成る程」


　レイオットも頷うなずいて無線機のスイッチを入れた。


　今までは地下だった為に電波は届かなかったが──今なら確かに何らかの電波を受け取る事が出来るかもしれない。


　地じ震しんや大規模火災といった災害時、あるいは魔族事件ケースＳＡの発生等……局地災害に際して市民に注意と避難を促うながすラジオ放送は、トリスタンでも日常的に行われている。もし放送施設が生きていれば、市民に対する避難誘ゆう導どうの放送が行われている可能性が在った。


　当然──もし魔法士や警官達が生き残っていれば、誘導に従ってそちらに集結している可能性が高い。ばらばらに逃げ回っているだけでは、埒らちが明かないのは誰にでも分かる事だった。


　レイオットは無線通信機の周波数調整ダイアルを回す。


　耳みみ障ざわりなだけで意味を持たない空電雑音がしばらく続いていたが──


『…………繰くり返かえ………あの…………あり……』


「ビンゴ」


　レイオットは呟いて更に微び調ちよう整せい。


　途と端たんに明めい瞭りよう性を増した声が耳に飛び込んできた。


「ＦＭだ、80・２Ｍｈｚ」


　レイオットはフィリシスに周波数を告げる。


『また、『柱』から発生している黒い幾き何か学がく模様は人間を捕つかまえて意識不明の状態にしてしまいます！　この放送を聞いている皆みなさんは、あの黒い幾何学模様に捕まらない様に、逃げてください！　黒い幾何学模様による汚染率が未だ低いと考えられる区域は──』


「この声……？」


　レイオットはそのラジオ放送の声に聞き覚えが在った。


「……あれ？」


　フィリシスも気付いたらしい。


「シモンズ女史じゃないの、これ？」


「相変わらず元気なお嬢じようさんだ」


　言いながらレイオットは脳裏にトリスタン市内の地図を思い浮かべる。


　川伝いに放送局近くの街区へ移動──そこから先程と同様に焼しよう夷い手しゆ榴りゆう弾だんと魔法を使って幾何学模様を押し退け、〈ホイール・マニア[image: ]〉の速度でその包囲をくぐり抜けながら移動すれば、辿たどり着つくのは不可能ではなかろう。


　川伝いという事で通常の道路を使うよりは多少は遠回りになるが──


「行くぞ」


「了りよう解かい」


　言ってフィリシスは拳こぶしから親指を立てて見せる。


　エンジンが更に唸うなりを上げ、激しい水みず飛沫しぶきを撒まき散ちらしながら二台の〈ホイール・マニア[image: ]〉は上流に向かって疾しつ走そうする。


　放送局までは、川沿いにおおよそ一時間の道のりだった。
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　放送は録音テープに任せてネリン達は放送局の建物脇わきに在る駐ちゆう車しや場じようへと降りていた。


　集まってきた者達と今後の対策を──『柱』攻こう略りやくの為の作戦を練る為である。


　幸いな事に、ラジオ放送は功を奏したらしく、トーマス・パラ・ビーチャムや、アイザック・ハモンド、ヴィクトルフ・ヤークトルーフといったネリンにもお馴な染じみの戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストの他、医療魔法士や産業魔法士も数名、放送局に駆かけ付けてきていた。


　彼等も貴重な戦力である。


　一時期、増加する魔族事件ケースＳＡに対応すべく、戦術魔法士以外にも戦せん闘とう用の魔法の術式を配布する事を魔法管理局は検討していた為、簡単な戦闘用の術式の取とり扱あつかいに関しては、彼等も教育を受けていた。


　戦術魔法士が三名。救命魔法士が二名。医療魔法士が五名。産業魔法士が八名。


　総計十八名の魔法士が放送局に集まった事になる。


　そして──


「あの『柱』についての、ローランドさんの推測は以上の通りです」


　ざわめく一同を見回してネリンは言った。


　駐車場の周囲では轟ごう々ごうと火が燃え盛り空気が唸りを上げている。とりあえず炎ほのおで壁かべを作っておけば幾何学模様の侵しん食しよくを遅おくらせる事が出来るからだ。ただし既すでに油の類は使い果たし、今は放送局内に在る紙や、家具を壊こわして作った木材を火にくべている状態である。恐おそらくもう半日と保つまい。


　その炎を背にして魔法士達や警官達がネリンとルイーゼを中心に輪を描いている。


「多分に推測が混じっていますが、状じよう況きようと照らし合わせて考えるに、恐らく間ま違ちがってはいないでしょう。魔族達は私達を〈生いけ贄にえ機関〉の燃料として使う積もりです」


「──ちょっといいか」


　大きくなろうとするざわめきを抑える様にして戦術魔法士の一人が言った。


　片手を挙げて割り込んできたのは革ジャンに装身具をじゃらじゃらと山盛りにくっつけた派手な格好の男だ。髪かみの毛けにも一部メッシュが入っていてやたらに目立つ。戦術魔法士というより何ど処こかのロック・バンドの構成員と自己紹しよう介かいされた方が受け入れやすいだろう。


　ヴィクトルフ・ヤークトルーフである。


　彼はネリンに向かって一歩前にでながら言った。


「結構、聞き捨てならない話が幾いくつか混じってたが。それ、本当なのか？」


「確かに」


　頷いたのは別の戦術魔法士──アイザック・ハモンドである。


　ある意味でヴィクトルフとは対極に位置する様な人物だ。


　今はモールドを帯びておらず、彼の所属する〈ブラック・ドッグ〉の紋章エンブレムが入った都市迷めい彩さい服を着ているのだが……まるで背広スーツを着ているかの様な雰ふん囲い気きである。全体的に折り目正しい格好で、着き崩くずした感じが全く無いからだろう。


　生き真ま面じ目めという意味ではネリンよりも上で、ひどく頑がん固こな印象が在る。


　彼はチンピラの様な風体をする戦術魔法士を嫌っており……その意味ではレイオットは勿もち論ろん、ヴィクトルフも毛け嫌ぎらいしていた筈だ。


　その彼がヴィクトルフの意見に異を唱えず同意しているというのは……それだけ事が無視出来ない、深刻な内容である証あかしだった。


「『人の姿をした、理性的な魔族』──いきなり言われても信じられない」


　アイザックはネリンを見み据すえてそう言った。


　もっともな意見である。


　だが──


「それに関しちゃ俺も同意見だったんだがな」


　人々の輪を割って、一人の男が前に進み出る。


「モデラート警視！　ご無事だったんですか？」


　ネリンが表情を輝かがやかせて言った。


　黒い戦闘服に身を包んだ髭ひげ面づらの厳いかつい警官──ブライアン・メノ・モデラート警視である。彼は背後を振ふり返かえって顎あごをしゃくる。恐らくはネリン達が作戦会議を始めた直後、炎の壁を強引に越こえて入ってきたのだろう──そこには三台の装そう甲こう車両が停車していた。横腹に書かれた文字を見れば判わかる。ＳＳＳの車だ。


「シモンズ女史の話を信じなかった昨日きのうの俺を、ぶん殴なぐりたい気分だよ、今はな」


　ブライアンはネリンに苦笑混じりに頷いて見せてから──アイザックの方を向いてそう続けた。


「……というと？」


「『柱』が出現した直後、様子を見に行った警官が、全ぜん滅めつしてる。で、その際に集まった情報の中に『モールド無しに魔法を使う連中が〈柱〉を護ってる』ってものが在った」


「…………」


　人々の間に再びざわめきが走る。


　アイザックとヴィクトルフは言葉に詰つまっている様だった。


「放送の中でその事に言げん及きゆうしなかったのは、市民の間に無用の混乱を生みたく無かったからです。それこそいつかの〈憂ゆう国こく騎き士し団だん〉事件の二にの舞まいになりかねない。この状況でお互たがいを信用出来なくなったら、それこそ、おしまいです」


　ネリンは言った。


　実を言えば……今この集団の中にすら魔族が混じっている可能性も零ゼロではないのだ。


　だが、まさか一人ずつ銃じゆうで撃うって死ぬかどうか確かめる訳にもいくまい。


「…………」


　魔法士達が、警官達が、互いに顔を見合わせる。


　そんな中──


「いずれにせよ」


　まとめる様に言ったのは三人目の戦術魔法士である。


　トーマス・パラ・ビーチャム。


　時代錯さく誤ごとも言える様な、言動から容姿、衣装、そして戦い方までが何処か貴族的な印象の人物である。今も上品で少し古風な仕立ての黒いスーツを着て、襟えり元もとにはアスコット・タイを巻き、胸元には懐かい中ちゆう時計の鎖くさりが揺ゆれている──という洒落しやれ者ものぶりだ。そのまま何処かの夜会にも繰り出せそうな格好である。




[image: ]


「魔族か否かはさておき、人の姿をした敵性存在が居る、と。その前提で話を進めよう。時間はもうあまり無いのだろう？」


「は──はい」


　救われた様な気持ちで頷うなずくネリン。


　トーマスが強引に話を進めてくれなければ、人々の間に膨ふくらむ疑ぎ心しん暗あん鬼きでややこしい事態になっていたかもしれなかった。この状況で味方を疑い始めればもう収拾がつかない。


　ともあれ──


「とりあえず、あの黒い幾何学模様が生贄機関の接続用の回路だとしたら、実際にその生贄機関や魔法術式を起動させるまでは、市民は生かされている事になります」


「……だろうな。死体からは拘束度デユラビツトをぶんどれまい」


　トーマスが頷く。


「市民の数が多ければ多い程良い訳ですから、その魔族達も、殊こと更さらに市民を殺したりはしないでしょう。だから彼等の救出は、とりあえず後回しにします」


「……ちょっと待ってくれ、それは」


「黙だまって聞いてな」


　口を挟はさもうとした医療魔法士にそう告げたのはネリンの脇に座っていたルイーゼである。


「このお嬢ちゃんだって、好きで『一般人の救出は後回し』なんて言ってる訳じゃないんだよ。それ位、察してやりな」


　ルイーゼは、ジャックやエヴァ経由で、ネリンの妹がこのトリスタンの何処かに居るという事を知っている。二人が仲の良い姉妹だという事も──そして本当は今すぐにでも妹を捜さがして安否を確認したいという気持ちを、ネリンが抑おさえ込んでいるという事も、恐らく察してくれているのだろう。


「……すいません。よろしいですか」


「ああ。すまない」


　ネリンの言葉に医療魔法士は頷いた。


「御ご存ぞん知じの通り──あの黒い幾き何か学がく模様は物理的な手段で破は壊かい出来ます。すぐに復元されてしまいますが、高熱や衝しよう撃げきで一時的に『除よける』事は可能なんです。また、水の表面には広がれないみたいですから、流れている川の中に居れば、とりあえず取り込まれてしまう事は防げる様です」


　改めてネリンは一同を見回した。


「つまり──出来るだけ川沿いに移動、魔法や銃じゆう器き、あるいは火か炎えん瓶びんを使いながら幾何学模様を蹴け散ちらして進めば、あの『柱』には近づける筈はずです。攻こう撃げき魔法の射しや程てい距きよ離りにまで近付いてあの『柱』を破壊出来れば……恐らく幾何学模様と、『壁』は消しよう滅めつします。一本で消滅するのか複数破壊しなければならないのかは分かりませんが……」


「なるほど」


　アイザックが頷いて自分の背後を振り返る。


　そこにはＳＳＳの装甲車両よりも更さらに一回り大きなトラックが二台停車していた。一台は彼のモールドやその移送用架台キヤリア・フレームと装備品を積んだもの。もう一台は支し援えん役の隊員達の装備品を積んだものだ。民間軍事会社である〈ブラック・ドッグ〉は、基本的に対魔族戦闘を想定している為ため、その装備は警察よりも軍隊のそれに近い。


「うちのトラックには弾だん薬やくも豊富に積んである。何とかなるか？」


「ああ。とりあえずやるべき事は見えたな」


　トーマスや他の魔法士達も表情を引ひき締しめて頷き合う。


　元より戦術魔法士達は不利な戦いに慣れている。これまでも自分の技能と経験と知ち恵えで強引に生き残ってきた者達だ。いざ目標が定まれば彼等は強い。


　しかし…………


「何ともならんよ」


　誰だれかがぼそりと言った。


　それは殊更に大声ではなかったのだが──居並ぶ全員の耳に達して、一いつ瞬しゆんだがその動きを凍こおり付かせた。威い圧あつする声ではない。恫どう喝かつする声でもない。ただ淡たん々たんとして抑よく揚ようにすら乏とぼしいその声の何が、戦術魔法士達や警官達を竦すくませたのか分からない。


　しかし──


「貴方あなたは……？」


　ネリンが緊きん張ちように掠かすれた声で問う。


　それで呪じゆ縛ばくが解けたか──一同は揃そろって駐ちゆう車しや場じようの片かた隅すみを振り返った。


　そこに一人の大おお柄がらな男が立っている。


　岩から直接削けずりだしたかの様な荒あら々あらしい造作の顔立ちと、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうたるその体たい軀くは、特に武装をしている訳でもないのに……ネリン達に対して静かな威い圧あつ感かんを与あたえていた。


　恐らく誰もが本能的に気付いただろう。


　これは人間ではない。


　こんな殺気を──ただそこに佇たたずむだけで周囲の温度を下げかねない様な、物理的な効果を持つ程にまで濃のう密みつな殺気を放散する存在が、人間である筈も無い。


「まさか……」


　アイザックが腰こしの拳けん銃じゆうに手を掛かけながら言った。


　彼の──そして多くの者達の想像を肯こう定ていするかの様に男は頷いた。


「我は〈資格者〉ゼマティス」


　悠ゆう然ぜんとネリン達の輪に向けて歩み寄りながら男は言った。


「お前達が──『理性在る魔族』と呼んでいる存在だ」


「……!!」


　最も最初に反応したのはやはりアイザックと──そして彼の同どう僚りよう達だった。


　ほぼ同時に構えられた拳銃一いつ挺ちようと、六挺の自動小しよう銃じゆう、総計七つの銃じゆう口こうがゼマティスと名乗った男を照準する。更に一いつ瞬しゆん遅おくれてブライアン達が抜ぬいた拳銃がそこに加わる。


「……愚おろかだな」


　嘲あざけるというよりは憐あわれむ口調でゼマティスは言った。


「魔族だと名乗ってやったというのに」


「なに……？」


　眉まゆを顰ひそめるアイザック。


「抜いたのならば躊ちゆう躇ちよ無く撃つべきだった」


「……くっ」


　ブライアンが低い声で呻うめいた。


　そう。魔法士達も警官達も、問答無用で発はつ砲ぽうすべきだった。ゼマティスが認識するよりも早く至し近きん距きよ離りから銃じゆう弾だんを送り込む──それが恐おそらくは千せん載ざい一いち遇ぐうのゼマティスを斃たおし得る機会だった筈である。


　だが彼等は撃たなかった。相手が人の姿をしている事が、彼等の殺意を鈍にぶらせたのだ。


　勿もち論ろん、恒常魔力圏コンスタント・ドメインが既すでにゼマティスの周りに存在していれば、そもそも拳けん銃じゆう弾だんは届きもしなかっただろうが。


「…………」


　焦しよう燥そう感かんと絶望感に、ネリンは唇くちびるを嚙かんだ。


　言うまでもなく──既に現状のネリン達に勝機は無い。


　戦術魔法士達も未だモールドを装着してはおらず、ブライアン達も未だ長大な対魔族狙そ撃げき銃じゆう〈サンダー・ボルト〉を車から降ろしていない。まさかこちらの用意が整うまでゼマティスが待っていてはくれまいし……何よりブライアン達の乗ってきた装甲車両は、ゼマティスの後ろだ。


　ここで改めて全員が発砲しても無む駄だだろう。拳銃弾では大口径マグナム弾を使おうが、千発撃ち込もうが、この大柄な〈資格者〉は斃せまい。


　誰もが緊張に言葉を失い──動く事すら出来ないでいる。


　無駄と分かって銃を撃つ意味は無い。では他にどうすれば良いのかと問われても──打つ手が全く無いのだ。誰もが途と方ほうに暮れていたと言っても良いだろう。


　しかし……


「……一つ、教えて貰もらっていいですか」


　静かにゼマティスに語り掛けたのはネリンだった。


　本当はのしかかる絶望を紛まぎらわす為に、大声で意味も無く喚わめき散らしたい気分だったが──本当にそんな事をしても何の役にも立たない。


　今は一秒でも時間を稼かせぐしかなかった。時間を稼いでもその先の目め途どは全く立っていないのだが……戦術魔法士達や警官達が、何か打開策を考えついてくれるかも知れない。あるいは時間を稼いでいる内に自分が何かを思いつくかもしれない。


　死の瞬しゆん間かんにも絶望は出来る。


　絶望を理由に思考放ほう棄きをしてはならない。それは単に怠たい慢まんだ。みっともなかろうが浅ましかろうが最後の最後まで降参しない。それは──幾いく度ども幾度もレイオットを叱しつ咤たしてきたネリンならではの矜きよう恃じでもあった。


「貴方達は、結局、何がしたいのですか？」


「…………」


　ゼマティスがネリンを振ふり返かえる。


　厳つい顔には何の表情も無い。まるで路ろ傍ぼうの石を見るかの様なその視線に、ネリンは背筋が寒くなるのを感じた。この男は恐らく、呼吸するかの様に当然に、殆ほとんど意識すらする事も無いままに人間を殺せるだろう。人間が歩いている際に蟻ありを踏ふみ潰つぶしても気にしないのと同じく。


「我々は我々が頂点に立てる世界を創つくるのだ」


　ゼマティスはふと思いついたかの様な口調で言う。


　この魔族にとってネリンの問いに答える事で生じる利は無い。だからこれは単なる気き紛まぐれなのだろう。絶対に覆くつがえし得ないこの状じよう況きようだからこその戯たわむれだ。


「人類は我々の苗なえ床どこだが──いかんせん数が多すぎる。だから減らす。それだけの事だ。数が多ければ徒党を組んで我々に刃は向むかう可能性が高い。現に、お前達がこうして集まり、我々の計画を邪じや魔ましようと企たくらんでいた様にな」


「……数が多すぎるって……具体的にはどれ位減らす積もりなのですか？」


「そうだな。途と中ちゆうで様子を見ながら調整する予定だが、最終的には今の二割も居れば充じゆう分ぶんだ。このトリスタン市の人間を『弾』として使う生いけ贄にえ機関で、まずロンバーグを破壊、首都機能を麻ま痺ひさせた上で我々がこの国を支配する」


「ま……魔族が大量発生しますよ。貴方達とは異なる……理性も知恵も無い怪かい物ぶつが。それはどうするんですか？　下手をすれば貴方達まで攻こう撃げきされますよ？」


「それはない」


　ゼマティスは平然と言った。


「既に確認済みだ。普ふ通つうの魔族は我々〈資格者〉に従う。我々が上位の存在だと──本来の支配者なのだと魔族になった者達は自動的に理解する。そもそも魔族が積極的に襲おそうのは人間だけだ」


「…………」


　ネリンは言葉に詰つまる。


　勿論、彼女は知らない事であるが──もしこの場にレイオットかカペルテータが居れば、あるいはアルフレッドが生きて居合わせれば、ルチエラ・サイモンと、そして彼女が始末してきた不完全な『失敗作』達の事を想い出したかもしれない。


「この国を完全支配すれば、次は他の国だ。他の都市を同様に『弾だん倉そう』として使い近きん隣りん諸国を攻撃する。基本的には同じ方法だ。世界を制するのに一週間と要いるまいよ」


「そ……そんな馬ば鹿かな事が本気で可能だと……」


「思っている。人間の数の多さは確かに我々にとって脅きよう威い足り得るが、その分、人間社会は動きが鈍にぶい。他国が事態を把は握あくして行動を決定し、我々に対する対応を練り始めるまで数日がかかる。我々には充分過ぎる時間だ。少数故の強みだな」


「つまり」


　ネリンは言った。


「貴方達は、数は、そう多くないと？」


「…………」


　ゼマティスは眼を瞬しばたたかせて、言った。


「誘ゆう導どう尋じん問もんの積もりか？」


「…………」


　ネリンは口を噤つぐむ。


　特に怒おこる様子も見せずゼマティスは言った。


「まあいい。お喋しやべりの時間はここまでだ。お前達は今すぐ──」


　銃じゆう声せい。


　鼓こ膜まくを直接殴なぐる様な大音量が響ひびき渡わたる。


　がくん──とゼマティスの上半身が傾かたむいた。ネリンが注意を引いている間にゆっくりとゼマティスの背後に回っていたトーマスが、懐ふところから抜いた銃じゆうを発砲したのである。


　拳銃ではない。銃じゆう身しんを極限まで切きり詰めた水平二連散弾銃ダブルバレルシヨツトガンである。


　それをトーマスはゼマティスの真後ろから、斜ななめ上を向けて──反対側の人間に流れ弾が当たらない様にとの配はい慮りよだろう──撃うち込んだ。弾種は一発弾スラツグ。射程は短く初速も低いが、その弾だん頭とう重量が対象物を粉ふん砕さいする。


　実際──ゼマティスの頭部は、熟うれすぎたトマトの様に真っ赤な粘ねん液えきを撒まき散ちらして、弾はじけ飛とんでいた。


「やった！」


　ヴィクトルフが歓かん声せいを上げる。


　だが──次の瞬間。


「…………」


　在り得ない事が起こった。


　傾いていたゼマティスの上半身が直立状態に戻もどったのである。


「な……なに!?」


　咄とつ嗟さに跳とび下がるトーマス。だが着地したその瞬間──彼は左右に、ずれた。


「が…………？」


　何が起こったのか分からない──そんな表情を浮うかべたまま、彼は頭頂から股こ間かんまで、左右に真っ二つに引ひき裂さかれて地面に転がっていた。


「ビーチャムさん!?」


　ネリンが悲鳴を上げる。


　他の者達も想わず呻き声を漏もらしていた。


　そして──


「残念だったな」


　何ど処こで喋っているのかも分からない──頭部を失ったゼマティスが言った。


　いや。その頭部は急速に復元されていく。顎あごから鼻、鼻から目、目から額、数秒後には何事も無かったかの様にゼマティスの顔面はそこに在った。


「我の脳は股間に移してある」


「…………」


　全員が言葉を失っていた。


　頭部が在るからそこに脳が在る──そんな常識を嘲あざ笑わらうかの様な化け物である。ゼマティスの、そして恐らくは他の〈資格者〉の人間としての姿は、機能という面では殆ど意味など無いのだ。その肉体はもう通常の生理現象ではなく魔法によって維い持じされている。脳を股間に移そうが心臓を二つ作ろうが自由自在だ。


「畜ちく生しようッ！」


　喚くと──ヴィクトルフが拳けん銃じゆうを抜ぬいて発砲した。


　間かん髪はつ入れず、他の者達も全員が発砲。勿論、狙ねらいはゼマティスが吐と露ろした脳の在処、即すなわち偉い丈じよう夫ふの股間である。


　立て続けに空を叩たたく轟ごう音おんに両耳を押さえてその場にしゃがみ込むネリン。だが他の者は耳を刺す強きよう烈れつな音に顔をしかめつつも、弾倉が空になるまで引き金を引き続けた。


　そして──


「…………くっそ」


　ヴィクトルフが吐はき捨すてた。


　総計二十挺ちようもの拳銃が吐き出した、百五十発余りの大口径マグナム弾は、全て空中で静止している。次の瞬間、それらはただの小さな鉛なまりの塊かたまりとなってばらばらと床ゆかに落ち、虚むなしく跳はねた。


　やはり拳銃では魔族は倒せない。


「満足したか？」


　言って両手を掲かかげるゼマティス。


　みしりと何かが軋きしむ様な音を立てて……その身体からだが一回り大きくなった。


　より戦せん闘とうに適した肉体に自分自身を変えようというのだろう。その背に幾いくつもの瘤こぶが盛り上がったかと思うと、それが弾けて腕うでが飛び出る。同時に顔の左右が泡あわ立だつ様に歪ゆがむと、そこに新たな目鼻立ちを備えた顔がそれぞれ一つずつ生じていた。


　三さん面めん六ろつ臂ぴ──まるで三人の人間を無理矢理融ゆう合ごうさせて更さらに拡大させたかの様な、見るも恐おそろしい異形がそこに生まれる。


　三メルトル近い高さから無力な人間達を睥へい睨げいしつつ、ゼマティスは宣言した。


「安心しろ──皆みな殺ごろしにはしない。術式発動までは生きていて貰わないと困る。精せい々ぜい──手足をもいで目を潰す程度だ。魔族化すればそれも全て治る」


「だから……感謝しろとでも？」


　歯は軋ぎしりしながら言うのはアイザックだ。


　ゼマティスは三つの顔で歯を剝むいて──笑う。


「その通──……!?」


　ゼマティスが三つの顔に怪け訝げんの表情を浮かべて上半身を僅わずかに捻ひねった。


　恐らくは背後を振り返ったのだろう。右側面に在った顔が目を細め──


「……！」


　猛もう烈れつな勢いで炎ほのおの壁かべを突つき破やぶり、一台のトラックが駐ちゆう車しや場じように飛び込んできたのは次の瞬しゆん間かんだった。炎の燃える音に紛まぎれてしまい、エンジン音が駐車場の中にまで届かなかったのだろう。さすがのゼマティスもこれは予想外だったのか、まともにその身体はトラックと衝しよう突とつ──数メルトルを吹ふっ飛ばされて地面に転がった。


　慌あわててその付近に居たヴィクトルフや警官達が飛び退く。


　勿もち論ろん、この程度で魔族は死なない。骨折しようと、内臓破は裂れつしようと、脳の半分が無傷ならば彼等は無限に再生し続ける。


　故に──


「──イグジスト」


　至極冷静に唱えられる撃発音声トリガー・ヴオイス。


　次の瞬間──ゼマティスに向けて炸さく裂れつした攻撃魔法が、彼の身体を上下に引き裂いた。


「むっ……!?」


　大量の血と肉と骨を撒き散らしつつ、上半身と下半身が別々の場所に転がり、跳ねる。


　だがこの状態すら魔族にとっては致ち命めい傷しようではない。


　脳が在るという下半身から、恐ろしい程の勢いで骨が生え、肉が盛り上がり、皮ひ膚ふが広がって失われた部分を再構成し始める。下半身は、まるで発ば条ね仕じ掛かけの人形の如ごとく自ら跳ねて、立ち上がる。


　すぐに弾たまを再装そう塡てんしたブライアン達が拳銃を撃つが、これはまた魔力圏によって防がれ、虚しく地面に跳ねる。


　そこに──


「イグジスト」


　容よう赦しやなく炸裂する二撃目。


　恐らくは〈アサルト〉の魔法であったのだろう。


　叩き込まれた破は壊かい力りよくは今度こそゼマティスの下半身を粉こな微み塵じんに粉砕し、その残ざん骸がいを辺りにぶちまけていた。


　そして──


「だ…………」


　数秒後、一部始終をただ呆ぼう然ぜんと見ていたネリンはようやく喘あえぐ様な声を出した。


「…………誰だれ？」


　飛び込んできたトラックの貨物室の上。


　そこにモールドを着けた魔法士の姿が在った。


　赤しやく銅どう色いろのそのモールドの主が手にしているのは、やたらに長大なスタッフだ。少なくともネリンには一いつ瞬しゆんそう見えた。


　しかし──


「え？　あ……〈アセンブラ〉？」


　それは以前彼女も見たローランド工こう房ぼうの新型モールドと共通点が多々在った。


　改めてそう気付いていれば、スタッフが長大というのも錯さつ覚かくだと分かる。スタッフが大きいのではない。モールドの方が──魔法士の方が小こ柄がらなのだ。


　まるで子供の様に……


「シモンズ監かん督とく官かん、大だい丈じよう夫ぶ？」


「社長、ご無事ですか!?」


　それぞれ大声で知己の安否を問いながらトラックから降りてきたのは、ジャックとエヴァである。どうもトラックを見た時点で中に乗っているのが誰なのか気付いていたらしく……ルイーゼはさして驚おどろいた様子も無く、苦笑を浮かべて言った。


「いきなり出てきて、美お味いしいところをもっていくじゃないか」


　そしてルイーゼは眉まゆを顰ひそめてトラックの上のモールドを見み遣やる。


「しかしその子は──」


「申し訳ありません！」


　とエヴァが叫さけぶ様に言った。


「ですが緊きん急きゆう事態ですので──その」


「…………あの、だ、誰なんです？」


　ネリンはエヴァとルイーゼの間に割って入りながら問うた。


　職務上、ネリンはトリスタン市内に居る正規の戦術魔法士についてはその名前と顔、更に使用するモールドを全て知っている。だが〈アセンブラ〉を基ベースにした赤銅色のモールドを使っている者など一人もいなかった筈はずだ。


「よく御ご存ぞん知じの相手だよ」


　そう答えたのはジャックだった。


　そして彼の言葉を証するかの様に──トラックの上にもう一つ、小さな影かげが湧わいた。


「……みぁ」


　それは黒い──しかし足の先だけが靴くつ下したをはいたように白い猫ねこ。


　カペルテータの飼かい猫のシャロンだ。シャロンは赤銅色のモールドの足に己の頭を擦こすり付つけている。まるで飼い主に甘えている様な仕草だ。


　しかも──


「…………無事ですか。シモンズ監督官」


　問うてくる魔法士の声。


　聞き覚えの在る淡たん々たんとした喋しやべり方──これが駄だ目め押おしだった。


「え…………？」


　思わず啞あ然ぜんと開いた口から驚きの声が漏れる。


　まさか──まさか。


　だがしかし。


「カペ……ちゃん？」


「はい」


　モールドを着けたＣＳＡの少女は頷うなずいて見せた。


　恐らく仮面の下はいつも通りに静せい謐ひつな無表情が凝こごっているのだろう。そんな想像をさせる仕草であり声こわ音ねであった。


「で──でも、ど、どうやって？」


　ネリンの問いには色々な意味が含ふくまれていたが、問われたカペルテータは、『どうやって戦術魔法士の様な戦い方をしたのか』という意味に受け取ったらしかった。


「見て覚えました」


　と事も無げにカペルテータは言った。
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「見て覚えたって……」


「呪ス文ペ書ル式タ板グもＪＲ総合機器研究所や、ローランド工房に在ったものをお借りしました」


「あ、いや、そうじゃなくて」


「実戦は初めてでしたので」


　カペルテータは既すでに肉片と血の飛沫しぶきと化したゼマティスを見下ろして言った。


　念ねんの為ためにとアイザックとその同どう僚りよう達が肉片の密集している辺りや、最初に分断された上半身部分に銃じゆうを向けているが、再生が始まる様子は無い。完全に〈資格者〉ゼマティスは死んでいた。


「初撃を外してしまいましたが」


「…………」


　もうネリンは言葉も出ない。


　恐らくは他の者達もそうだろう。ブライアンやヴィクトルフ、ルイーゼもカペルテータと面識が在る筈だが、いずれも啞然とした様子で黙だまり込んでいる。


　だが成る程──考えて見ればゼマティスを斃たおせたのも道理である。


　カペルテータは魔力の流れや質を読める。


　だからこそ駐車場に入る前からゼマティスの存在を感知出来たのであろうし──分断されたゼマティスの身体も、その見た目に惑まどわされる事無く、脳の在る下半身を攻こう撃げきして止とどめを刺さす事が出来たのだ。


「でも……」


　ネリンは呟つぶやく様に言った。


「本当に、どうして」


　今まで、ずっとただレイオットの側で見つめるだけだった少女。


　戦いの現場に臨みはしても、決して介かい入にゆうしなかった筈の少女。


　何が彼女を──変えたのか。


「私はもう観察者ではありません」


　カペルテータはそう告げてきた。


「誰かに生きて還かえれと望むならば、自らも生きて迎むかえる義務を帯びると理解します。ならば全力を以て生き延びるのみです──如い何かなる手段を以てしても」


「…………それって」


　彼女が生きて還れと望んだ相手はレイオット・スタインバーグなのだろう。


　それはネリンも初めて耳にする、カペルテータの、レイオットに対する明確な思し慕ぼの言葉だった。どうやら自分の知らぬ間に二人の間で何か立場や感情の変化が在ったらしい。


　そして──


「…………は」


　誰かが溜ため息いきの様な声を漏もらす。


　それは数秒後には弾はじける様な笑い声へと変化していた。


「は……はは、はははは！　ははははは、傑けつ作さくだ！　いや、すげえわ！」


　笑っているのはヴィクトルフだった。


　まるでそれまでの緊きん張ちよう感かんを洗い流すかの様な勢いで彼は笑い──言った。


「すげえガキだわ。さすが、あのレイオット・スタインバーグの女だけはあるわな！」


「…………」


　呆あきれ顔がおで一同は顔を見合わせた。
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　放送局からおよそ二百メルトルばかり離はなれた位置に在る雑居ビルの屋上。


　そこに二つの人ひと影かげが並んで駐ちゆう車しや場じようでの戦せん闘とうを見下ろしていた。


　折しも炎の壁を突き破ってトラックが突とつ入にゆう──その上のカペルテータが魔法を使い、ゼマティスを上下に分断した時点での事である。


「あれ？」


　右側の少年が不思議そうに声を上げる。


　その間にカペルテータが二撃目を発動──今度こそ脳を内包したゼマティスの下半身は粉々に破は砕さいされて駐車場の地面にぶちまけられていた。


「あれれれ？」


　少年が目を丸くして言う。


「うわぁ。殺やられちゃったよ──ゼマティス。びっくりだ」


　表情こそ驚きの形を浮うかべているが、その口調には驚きの響ひびきも無ければ、焦あせりや悼いたみの響きも無い。むしろ知り合いのちょっとした失敗を、苦笑を浮かべて眺ながめるかの様な、呑のん気きな風ふ情ぜいが在った。


「馬ば鹿かだねえ。〈資格者クオリフアイア〉の株を下げる様な事しないで欲しいんだけどな」


「あれは仕方ないと思うわ」


　と隣となりに立つ少女が言った。


　ただしこちらにも仲間の死に衝しよう撃げきを受けた様子は無い。殊こと更さらに無表情という訳でも怜れい悧りという訳でもなく──ごく自然な物もの腰ごしである。一度不老不死になってしまえば他者の生死などさして意味のある事ではなくなるのかもしれない。


　スレイとコロナ。


　少年少女の姿をした二人組の〈資格者〉である。


「いくら〈資格者〉でも不意をつかれれば殺される。当たり前の事ね」


「そうだね。その通りだ」


　スレイは頷いた。


「だからこそ人間の数は減らしておかないとね」


「大事な生いけ贄にえよ。出来るだけ殺さない方向でって決めたでしょう？」


　純真無む垢くな愛らしい顔から漏れるのは、恐おそろしく無む慈じ悲ひで殺さつ伐ばつとした会話である。


　勿もち論ろん──自分の意志に従い自由自在にその容姿を変えられる〈資格者〉にとって、容姿と中身は殆ほとんど関連性が無い。強しいて言えばそれは各おの々おのの趣しゆ味みや嗜し好こうを示す程度のものでしかなかった。


「あの連中はちょっと面めん倒どうじゃないかな。最終的には百万人以上確保出来る筈だし──五十人や百人ぽっちは殺しても、術式の起動には問題無いでしょ？」


「それもそうね」


　コロナは首を傾かしげながら言った。


「放置して『柱』を壊こわされるよりは……ここで片付けておいた方がいいかもね」


「ロミリオには後で説明すればいいよね」


「そうね」


　少年と少女の姿をした怪かい物ぶつ達はにこやかな笑顔で頷き合った。


「じゃあ手っ取り早く建物ごと潰つぶしましょうか」


「そうしよう」


　コロナは右手を。スレイは左手を。


　それぞれ手を取り合って緩ゆるやかに掲かかげる。


　呪文詠唱も無ければ殊更に気合いを込めるでもない。


　二人はただ、そのままゆっくりと指を絡からめた手を下ろした。


　まるで──それが哀あわれな虫を押おし潰す巨きよ大だいな掌てのひらであるかの様に。


「…………」


　先ず最初に空気が鳴動した。


　限定空間内の急激な質量の変化に空気と空気が擦こすれ合っているのだ。放送局の周囲を取り囲む炎ほのおが大きく揺ゆれて、更さらにその外側に散乱していた小さな瓦が礫れきが小刻みに跳はねる。


　そして──


「ぐしゃり」


　愉たのしげに言うスレイ。


　次の瞬しゆん間かん、圧力に耐たえかねた放送局のビルは──いや、その周囲の建物も含めてだ──崩ほう壊かいし、大量の瓦礫が豪ごう雨うの如ごとく駐車場に向けて降り注いでいた。




[image: ]


　黒い幾き何か学がく模様は瓦礫の上を音も無く覆おおいつつあった。


　密に建ち並ぶ建築物の林の中で──その辺あたり一帯だけが、髑どく髏ろの眼がん窩かの如く落おち窪くぼんでいる。直径およそ五十メルトルの、都会の真ん中に造り出された小さな盆ぼん地ち。ほんの数メルトル横にはごく当たり前にビルが建ち並んでいるというのに、その場所だけが唐とう突とつに平たくなっていた。


　勿論この在り様は、地じ震しんが原因でもなければ爆ばく弾だんが原因でもない。


　爆弾で砕くだかれたのであれば、周囲にも瓦礫が飛び散り、擂すり鉢ばち状の跡あとを残すが、そこに在るのはただの平たい地面だった。地震で崩くずれたのであれば大小様々な瓦礫が積もって小山を成す筈はずだが──それも無い。ただ粉々に砕かれた建物が地面の上に平たく、整地されたかの様に均ならされている。


　恐らく途と方ほうも無い圧力が掛かけられた結果だろう。


　ビル数棟分の瓦礫が──しかし一メルトルの高さにすらなっていないのだ。


　わずかな隙すき間まも許さぬ程に徹てつ底てい的てきな力を加えて砕き潰したのだ。もし中に人間が居たとすれば、一人の例外も無く押し潰されているだろう。たとえ奇き跡せき的てきに圧死を免まぬかれたとしても──分厚い砂利じやりの層の下に埋うめられた様なものだ。たちまち酸欠で死ぬ。


　そこにはもう生者の存在する余地は微み塵じんも無かった。


　黒い幾何学模様に覆われている為ために、詳しよう細さいは分からないが……地番からすれば、そこに放送局の建物が在った事は間ま違ちがいが無い。


「…………」


　周波数ＦＭ80・２Ｍｈｚ。


　無線機は、ただ空電雑音を垂れ流しているだけだ。


　ここに辿たどり着つく直前に放送が途と絶だえたのである。


「くそっ……」


　レイオットが呆ぼう然ぜんとその様子を眺めていたのは──実は五秒にも満たない時間だ。


　彼は吐はき捨すてる様に言って焼しよう夷い手しゆ榴りゆう弾だんを投げた。


　閃せん光こうと共に一定範はん囲いの幾何学模様が焼やき払はらわれていく。強制的に造り出した幾何学模様の隙間へと〈ホイール・マニア[image: ]〉を滑すべり込ませながら、更にレイオットはスタッフを操作して無音詠唱ダムキヤスト──選せん択たく呪じゆ文もんは〈ブラスト〉。


「イグジスト！」


　強化版の一いち撃げきで大きく縦長に幾何学模様は抉えぐり取られ、レイオット達が上がってきた川までの数十メルトルに『道』が出来た。


　その上を後退するレイオット達。


　一いつ箇か所しよに留とどまっている余よ裕ゆうなど無い。押し寄せる幾何学模様は感傷に浸ひたる時間すら許してくれなかった。


「シモンズ監かん督とく官かん──」


　呟つぶやきには慚ざん愧きの念がこもっていた。


　あとレイオット達の到とう着ちやくが数分早ければ……あるいは違ちがう結果が待っていたかもしれないのだ。勿論ただ単にレイオット達もビルの崩壊に巻き込まれていただけかもしれないが。


　当然と言えば当然だ。


　相手は〈資格者クオリフアイア〉である。


　レイオット達が放送を聞いて集結しようとやってきたのと同じく──敵もラジオを聞いてここにやってくる可能性は在ったのだ。むしろ残った人間側の戦力を一いち網もう打だ尽じんに出来ると考えれば……ネリンの放送はむしろ〈資格者〉達に罠わなを提供してやったのに等しい。


　レイオット達がやってくる前にどれだけの人々が集まってきていたのか。


　今となってはもう全て瓦礫の下だ。


　遠ざかる放送局の跡あと地ちを振ふり返かえり──レイオットは短く息を吐いた。


「レイ。大だい丈じよう夫ぶ？」


「大丈夫だ」


　並走しながらそう尋たずねてくるフィリシスにレイオットは頷うなずいて見せた。


「いちいち取り乱す程……青くはない積もりだ」


「そう？」


「死体を見た訳でもないしな」


　己に言い聞かせる様にレイオットは言った。


　ネリンの声はある時を境に、同じ内容しか放送しなくなっていた。恐らく録音を繰くり返していたのだろう。ネリンがとっくにこの場から離はなれている可能性も在った。


　ならばカペルテータや……居場所の分からない他の者達と同じだ。


　行方ゆくえ不明は死亡と同義ではない。


「俺達だけになったが……やるべき事は変わらないだろう」


「そうだね」


　あの『柱』を破は壊かいする。


　可能な限り数多く──あるいはもし要所とも呼ぶべき特別な『柱』が在るのならばそれを破壊する。それで『壁かべ』を取り払うなり、幾何学模様の増ぞう殖しよくを止めるなり出来れば、状じよう況きようは変わる筈だった。


「急ぐぞ。まずはアレからだ」


「手近な所からコツコツと──ね」


　二人は川の側そばにそびえている『柱』に向けて〈ホイール・マニア[image: ]〉を走らせた。
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　トリスタン市内に用意された『柱』は十五本。


　基本的にその外見は同じだが──実をいえばその配置によって重要性は異なる。


　主従が在るのだ。


　十五本の内の十二本はあくまで術式の増ぞう幅ふくと効果範囲安定の為に存在し、六本ずつ二重円を描えがく様にしてトリスタン市内の外がい縁えん部に置かれている。対して中央部、時計塔とうの周囲に正三角形を描く様にして建てられた三本は『要柱』だ。


　それらは他の十二本の『柱』の機能を統合し、魔力を循じゆん環かんさせる為の『芯しん』として機能する。勿もち論ろんこれらはあくまで予備を含ふくむ数字であり──外周の十二本の内の半分、『要柱』の内の二本までは失っても術式は起動出来る。さすがに一本失われる度たびに微び調ちよう整せいは必要になるが、それは『要柱』から全すべて操作出来る様になっていた。


「思った以上に抵てい抗こうが激しい様ですね」


　三本の『要柱』に囲まれた時計塔。


　その最上階──展望台に四名の〈資格者クオリフアイア〉達が集まっていた。


〈資格者〉は全部で二十名弱。


　それぞれの『柱』には最低一名の〈資格者〉を配置し、残り数名が各所を回って状じよう況きよう把は握あくに努めていた。展望台に居るのは担当する『柱』を持たないロミリオ・ポロ・プロフェット男だん爵しやくと──『要柱』を護まもる三名であった。


　愛あい嬌きようのある丸顔に黒くろ縁ぶちの眼鏡めがねを掛けた小太りの男性と。


　顔が隠かくれる程に長い黒くろ髪かみを垂らした長身瘦そう軀くの女性と。


　禿とく頭とうを含め、全身が色素を忘れたかの様に白い青年と。


　無論……ロミリオを含め彼等の姿形にさしたる意味は無い。


　人間だった頃ころの容姿を引きずる者も少なくはないが、基本的に魔族にとって自分の肉体はいくらでも作つくり替かえが利くものでしかない。性別すら自由に変へん更こうが利く。あくまで彼等の姿は個体識別の為の記号でしかなかった。


「ゼマティスが殺されたという話も聞いているが」


　禿頭の青年が言った。


　ゼマティスはロミリオと同じく担当の『柱』を持たず遊ゆう撃げき的てきに市内を移動して作戦の進行状況を調べていた。〈資格者〉の中では比ひ較かく的てき古株であり、あくまで魔法の能力としてはロミリオと同等と目されていたのだが──


「作戦に影響は出ないのか？」


　勿論その口調に仲間の死を悼いたむ様な響ひびきは無い。


　基本的に〈資格者〉達は何ど処こか感情や感覚が普通の人間とは異なる。異なっているからこそ〈資格者〉になれたと言って良いだろう。まともに感性が機能していないからこそ彼等はぶれない。ぶれないからこそ通常の魔族の様に理性も知性も壊こわれた怪かい物ぶつにはならなかった。元より動かない機械が改めて壊れる筈も無いのだった。


「そちらについては既に対処済みです」


　ロミリオは言った。


「コロナとスレイがゼマティスを殺した連中をまとめて殲せん滅めつしました。むしろ戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストや警察のＳＳＳスリーエスといった連中を一度にまとめて始末出来たのですから、不安要素は当初の予定よりも早々と取り除かれたと考えて良いでしょう」


「ならば作戦に変更は無いのかい？」


　小太りの男性が尋ねてくる。


「基本的には。ただ先も申し上げた様に──接続索さくへの対処法をラジオで流されてしまいましたからね。あちこちで市民が抵抗している様です」


　接続索とは市街を覆い尽つくさんと広がる黒い幾何学模様の事である。


　ルイーゼ・ローランドが看破した様に──それは巨きよ大だいなスタッフである『柱』に人間を接続し大規模術式の『弾たま』として使う為のものだ。形としては一つの術式にまとめられているが、『柱』を担当する〈資格者〉は遮しや蔽へい力場と、そしてこの接続索、実質的に二つの術式を、自らの魔力を使って稼か働どうさせている。


「現状──我々が捕とらえた人間の数はおよそ六十万人」


　黒髪の女が陰いん気きに呟く。


　見えるのは長い髪を左右に割る鼻から下だけで──その眼は何処を視みているのか分からない。闇やみの中に半ば埋もれる様な顔で女は続けた。


「この国を滅ほろぼすだけなら充じゆう分ぶんよ」


　六十万人。


　それは実にトリスタン市の二割に相当する人数だ。


「破壊力だけならね。それでは射程が伸のびない」


　小太りの男が眼鏡の弦つるを弄いじりながら言った。


　単に帝てい都とを機能停止させる様な──例えば燃料気化爆ばく弾だん数発分の破壊力を引き出すだけであるならばそも百万単位もの人間を生いけ贄にえ機関に繫つなぐ必要は無い。むしろ百人も居れば充分である。


　だが魔法という現象は魔力圏ドメインの領域内でのみ展開される。


　そして魔力圏を大きく拡大する場合──その直径を無理矢理に増幅して広げるという場合は、等比級数的に必要な拘束度デユラビツト数が上がる。帝都ロンバーグを丸ごと消してしまえる様な魔法術式を叩たたき付ける為には、最低でも百万を超こえる人間の拘束度数が必要だ。


「六十万の魔族を送り出せばいい」


　黒髪の女は言った。


　確かにアルマデウス帝てい国こくを滅ぼすというだけならばそれでも充分だろう。


　しかも──


「我々が指揮して」


　通常の魔族は〈資格者〉に従う。


　それはつまり魔族の軍団を〈資格者〉達は運営できるという事である。


　それこそ人間の軍隊が一千万居ても勝てまい。


「待って。待ってください」


　ロミリオが『要柱』を担当する者達の会話に割って入る。


「アルマデウス帝国を滅ぼして終わりという訳じゃないんですよ。陸続きのマノン共和国やラベル連れん邦ぽうはともかく、ヤマガや海の向こうの国を滅ぼすには絶対に長ちよう距きよ離り攻こう撃げき用の魔法が必要です。その為ための実験を兼かねているんです。ここで中ちゆう途と半はん端ぱに焦あせってはいけない」


「…………」


『要柱』担当の三名が顔を見合わせる。


「これまでの調子ペースから判断すれば、後一時間もすれば接続数は百万に達します。理想は全市民三百万ですが、これは諦あきらめましょう。その後は打ち合わせ通りに」


　ロミリオが念を押す様に告げる。


『要柱』の三名はしばしロミリオの意見を斟しん酌しやくする様に沈ちん黙もくを維い持じしていたが──


「分かった」


　揃そろって頷いて見せた。
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　トリスタン市に異常が発生してから──五時間半。


　当然ながら……既にアルマデウス帝国軍は対応を開始していた。


　陸軍の拠きよ点てんの中でも比較的トリスタンに近い、キャンピオン陸軍基地及およびジェンキンズ駐ちゆう屯とん地ちからそれぞれ二個中隊、総計八百名弱の先せん遣けん部隊がトリスタン市を取り囲む『壁』の間際まで接近して陣じんを張り、状況を調査中。


　マクダウェル空軍基地からも改めて偵てい察さつ用のヘリが三機派は遣けんされ上空から都市の様子を調査中である。


　この現象が魔法によるものであるらしい──という事は既に指し摘てきされている。


　またヘリによる上空からの偵察でトリスタン市内に奇き妙みような構造体が十五確認されている。


　軍には魔法士は居ないが……〈イエルネフェルト事変〉の教訓から、非常時における対魔法士戦せん闘とう、及び魔族戦闘の可能性は考こう慮りよされており、魔法に関する知識を持った士官は一定数存在する。彼等はこの『柱』状の構造体が、トリスタン市の異常の根源であると主張し……下水道等を介かいした地下からの侵しん入にゆうを上層部に提案していた。


　一時間以上も前にだ。


　しかし……


「──どういう事だ？」


　報告を受けた士官は眉まゆを顰ひそめて言った。


「何な故ぜ、上からの指示が来ない？」


「それが──」


　部下の表情にも困こん惑わくの色が濃こい。


「何度問い合わせても『現状を維持』としか」


「……馬ば鹿かな」


　士官は喘あえぐ様に言った。


　トリスタン市内には推定三百万人の市民が閉じ込められている。


　そしてその封ふう鎖さを実行しているのは──過去に例を見ない代しろ物ものではあるが──明らかに魔法だ。少なくとも他の技術でこんな大規模な遮蔽力場を展開出来る技術は人類には存在しない。


　魔法を使っているのが魔族なのか魔法士なのかは分からないが……後者であるならば、これは重大な犯罪行こう為いであり、内乱罪や反逆罪にも問える行為だ。


　軍隊としては可能な限りに状じよう況きようを把は握あく、対処する作戦を練らねばならない。


　既すでに遅おそい位なのだ。


　過去に例を見ない事態であったからこそ、対応が遅おくれたのは分かる。


　だがこれ以上──事態を静観している理由が見つからない。


　しかし……


「どうも上層部でも情報が錯さく綜そうしている様で」


　部下は書類を留めたクリップボードを脇わきに降ろして言った。


　ここから先は彼の非公式な見解という事だろう。


「錯綜？　どういう事だ」


「議会の方から横よこ槍やりが。マノン共和国の魔法兵器の実験ではないかと疑う一派が居るらしく。外交官経由で状況を確認してからしか動くなと。帝てい室しつ調査部が、この半年余り、マノン共和国の諜ちよう報ほう部に動きが在ったとも報告していて──」


　原因が隣りん国ごくに在るのならば確かに迂う闊かつな対応は即そく戦争行為に繫がる。


　しかし──


「もしそうだとしても仕し掛かけてきたのは向こうだぞ？」


「宣戦布告が無い以上は、政治で未だ駆かけ引ひきが出来ると考えているのでしょう」


「いや……しかし……」


　確かにマノン共和国はここ数年、国際条約違い反はんの魔法の軍事利用を行っているのではないかという噂うわさが流れ続けている。〈鉄巨人事件〉の際にもマノン共和国の実験ではないかという意見は在った。軍人上がりの政治家が多いマノン共和国では、タカ派が多く、決して在り得ない事ではない。


　だがもし違ちがったら？


　そもそもトリスタン市は、マノン共和国が占せん領りようするにしては位置的に不都合が多い。


　もし占領できたとしてもマノン共和国との国境からは随ずい分ぶんと離はなれており、アルマデウス帝国内で孤こ立りつしてしまうのは明らかだった。単なる一過性の実験ならばさておき、わざわざ設備機器を設置して都市一つを丸ごと封鎖してしまう様な真ま似ねをしておいて、その後の事を──占領地の維持を考えていないとも思えない。


　戦略的に見れば、トリスタンを手始めに押さえる意味がないのだ。


　上層部は敵を間ま違ちがっている可能性が在る。


　ならば対処法も間違っているという事だ。


　こうしている間にも『壁かべ』越ごしに確認された奇妙な現象──黒い幾き何か学がく模様の増ぞう殖しよくは続いている。後、三時間か四時間でトリスタン市全土を覆おおい尽くしそうな勢いだ。


　もしそうなった時……何が起こるのか。


　阻そ止しするなら今が限界点かも知れない。


　なのに──


「政治屋ポリテイシヤン共め……」


　士官は傍かたわらに停まっている装そう甲こう車しやの車体を拳こぶしで叩いた。


　彼の友人知人──それに両親がトリスタン市内に住んでいる。同様の立場で苛いら立だちを禁じ得ない者は他にも多い筈はずだった。トリスタンはアルマデウス帝国東部では屈くつ指しの大都会だからである。


「何度でも問い合わせろ。突とつ入にゆう許可が下りるまで」


「了りよう解かいです」


　部下は敬礼すると大出力の無線中継機を載せた車両に向けて走っていった。





　　　　●　　●　　●





「イグジスト！」


　撃発音声トリガー・ヴオイスと共に閃せん光こうが走る。


　膨ぼう大だいな熱量が虚こ空くうを抉えぐり抜ぬき、衝しよう撃げきによって直線上に生じた真空に轟ごう々ごうと音を立てながら周囲の空気が流れ込む。巨きよ艦かんの砲ほう撃げきにも似た──しかしより純じゆん粋すいな破は壊かい力りよくの奔ほん流りゆうである。それは衝撃波で周囲の建物の表面に亀き裂れつを刻み、真まっ直すぐに目標に向けて突つき進すすんだ。


　追加呪文プラグインを詠えい唱しようしての──〈マキシ・ブラスト〉。


　この攻撃呪文は、力場による偏へん向こうを加える事で、増ぞう幅ふくし、方向性を与あたえた〈マグナ・ブラスト〉の破壊力を相手に叩き付ける。


　本来、魔法の射しや程てい距きよ離りは極めて短いのだが、〈マキシ・ブラスト〉はあくまでその破壊力の創出と方向性を与える事に特化している為、放たれた熱波や衝撃は純然たる物理現象として伝でん播ぱする。圧あつ倒とう的てきなその威い力りよくを前にしては、大たい抵ていの魔族メレヴエレントがこれをさばききれず、瞬しゆん間かん的てきな魔力圏ドメインの容量超ちよう過かで身動きが取れなくなった所を直ちよく撃げきされ、滅ぼされてしまうのだ。


　問答無用の一いち撃げき必殺。


　およそ戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストが使う攻撃魔法の中では最強の術式の一つと言って良かった。


　ましてや今のレイオットが使うスタッフは『魔ま剣けん』を組み込んだ強化型だ。その異様な増幅率から今のレイオットは、〈マグナ・ブラスト〉と同様の拘束度デユラビツト消費二で〈マキシ・ブラスト〉を実行出来る。


　路面や建物の壁へき面めんと共に抉られた幾何学模様が弾はじけ飛とび、その先に在った『柱』へと〈マキシ・ブラスト〉の火線が命中する──


「…………!?」


　──筈だった。


　命中の瞬間、『柱』の根ね本もとに転がっていた大量の瓦が礫れきが舞まい上がり、まるでそれぞれが意志在るものの様により集まって遮しや蔽へい物ぶつをそこに作っていた。


　それも幾いく重えにも。


　勿もち論ろん、〈マキシ・ブラスト〉の破壊力はビルの一つや二つを根ね刮こそぎ吹ふき飛ばす。当然に瓦礫の盾たてなど数枚分まとめて破壊されたが──しかしその事で〈マキシ・ブラスト〉の威力は拡散していた。


　食い止めたのではない。


　敢あえて先に物体を〈マキシ・ブラスト〉の火線に叩たたき付ける事で、集束されたその力をばらばらにしたのである。


　勿論……そんな咄とつ嗟さの芸当が人間に出来る筈も無い。


　拡散した〈マキシ・ブラスト〉は周囲の建物に穴を開け、あるいは路面を大きく抉ったが、威力の大半が逸そらされ、『柱』の表面をわずかに焼く程度に留まった。元々金属製の『柱』は燃え上がる事も無く、一いつ瞬しゆんだけ赤熱化したが──それすらもすぐに収まり、元の鋼はがねの色を取とり戻もどしている。


　しかも……


「……出てきたか」


　レイオットは呟つぶやく。


　ゆらゆらと熱に揺ゆらめく陽炎かげろうの向こう側。


　ゆっくりと回転を続けている『柱』の脇に、一人の人間の姿が在った。


　少し瘦やせぎすの──しかし全体的には平へい凡ぼんな中年女性の格好をしたその人ひと影かげ。着ているものもごく平凡なシャツにスカートだ。買かい物もの籠かごでも手に提さげて街中の風景に溶とけ込んでいれば、普ふ通つうの主婦と見分けが付かなかったかもしれない。


　だがこの中年女性は違う。


　主婦どころか人間ですらない。


「〈資格者クオリフアイア〉──」


「…………」


　中年女性の姿をした〈資格者〉が両手を掲かかげる。


　次の瞬間──彼女の周囲で青白い電光が幾重にも跳はねたかと思うと、それらが空中に伸のび上がり、寄り集まって、まるで神話や伝承に出てくる竜りゆうの様に、うねりながらレイオットの方へと襲おそいかかってきた。


　レイオットは〈ホイール・マニア[image: ]〉の操縦桿スタツフを操作。


　激しく小刻みな方向転てん換かんとアクセル・ワークで電光を避よけると、無音詠唱ダムキヤスト。咄嗟に選んだ呪文は──〈フリーズ〉。


「──かあッ！」


〈資格者〉が苛立たしげに叫さけびながら改めて電光を縒より上げる。


　レイオットは構わず突とつ撃げき──〈フリーズ〉を撃うつ。


「イグジスト！」


「……ッ！」


　危険を察したか〈資格者〉は横に跳とんでこれを回かい避ひ。レイオットの放った〈フリーズ〉は直撃せず──『柱』やその周囲の瓦礫を凍こおり付かせるに留まった。


　先程と同様、急激な温度変化により空気が吼ほえる。


　そして──


「があああああッ！」


　吼えながら〈資格者〉は改めて電光の鞭むちをレイオットに向けて振ふるった。


　しかし──


「……!?」


〈資格者〉の表情が歪ゆがむ。


　恐おそらく気付いたのだろう──電光が思う様に操れない事に。魔力圏ドメインを出た電光が〈資格者〉の意志に反してレイオットではなく、傍らの道路標識に引っかかる様にして、大きく曲がって──


「な──」


「イグジスト！」


　恐らく〈資格者〉は『何な故ぜ？』と問いたかったのだろう。


　だがその言葉を口にする前に、レイオットの背後で予あらかじめ準備していたフィリシスの魔法が撃発音声トリガ・ーヴオイスにより発動。一瞬とはいえ混乱していた〈資格者〉に、これを防ぐ余よ裕ゆうは無く──真正面から喰くらった〈アサルト〉で女性の姿をした魔族は吹き飛び、空中でばらばらに四散した。


　魔族は生理機能として魔法を使う。


　故ゆえにその扱あつかいは理論ではなく──多分に感覚的な所に依よっている。そしてそれは〈資格者〉でも変わらない。だからこそ彼等は呪文詠唱を必要としないが、逆に言えば無知なままでも力を使えてしまうという事だ。


　恐らく今の〈資格者〉は超ちよう伝でん導どうなど知らなかったのだろう。


　冷れい却きやくされた周囲の金属が急激に電気抵てい抗こう値を下げ──つまりは普ふ段だんにも増して何倍も電気が流れやすくなっていたのだ。そして雷かみなりに限らず電気というものは流れやすい所を選んで流れようとする性質が在る。


　レイオットの〈フリーズ〉で急速冷れい凍とうされた道路標識が避ひ雷らい針しんの様な役目を果たしたのだ。それに気付かなかった〈資格者〉は自分の放った電でん撃げきが思う通りの動きを示さない事に途と惑まどい、その隙すきをついたフィリシスの攻こう撃げきを防ぐ事もかわす事も出来なかったのである。


　人間は──魔法士は技術として魔法を使う。


　それ故に彼等は常に己の使う魔法の性質と効果を知ち悉しつしている。


　例えば〈フリーズ〉を撃てば、単に対象物が急速冷凍されて凍り付く以外に、どんな効果が周囲に発するかという事も。


　これが人間が、魔族に対して持つ、唯ゆい一いつの凌駕点アドバンテージと言っても過言ではない。


「レイ！　気付いた？」


「──ああ」


　フィリシスの言葉に頷うなずくレイオット。


『柱』周辺の幾何学模様の動きが──魔族の死と同時に止まっていた。


　どうやらあの幾何学模様は〈資格者〉が魔法で造り出して制せい御ぎよしていたものであるらしい。魔法の行使主体である〈資格者〉が死んで、一時的にその機能が停止してしまったのだろう。


　これは好機だ。


「まずは一本！」


　レイオットは更さらに『柱』に向けて走行しながら無音詠唱。


　今度は充じゆう分ぶんに距きよ離りが近い──追加呪文は必要無い。


「イグジスト！」


　レイオットの撃発音声と共に炸さく裂れつする〈ブラスト〉──いや〈マグナ・ブラスト〉。


　それは『柱』の根本、柱の回転している部分と、基部との境目に命中し、構造上どうしても脆ぜい弱じやく化かを避け得ない可動部に、大きな亀裂を走らせた。


　金属同士の擦こすれ合う耳みみ障ざわりな異音と共に、『柱』の回転が停止。


　更に『柱』がわずかながらも横に傾かたむき、歪みに耐えきれなかったのか、細かな部品が幾いくつか落下してくる。明らかに精密機械である以上──もうこれで動作はしていまい。完全破壊は出来なくともこれで充分だ。


「──次だ！」


　フィリシスと共に『柱』の横を通り抜けながらレイオットは叫ぶ。


　ヘリで上から見た時の記き憶おくが正しければ、大まかな『柱』の位置は分かる。レイオットとフィリシスの〈ホイール・マニア[image: ]〉は瓦礫と、そして動きの止まった幾き何か学がく模様を鋼鉄の車輪で砕き散らしながら、次の『柱』へと向かう。


　直線距離で見れば一番近いのは──中央区の時計塔の周囲に建ち並んでいる、三本であろうか。この三本は他に比べて密集している分だけ、襲しゆう撃げきするのに手っ取り早い。


　無論それだけ〈資格者〉の防備も厚いのだろうが。


　現に──


「──あらあら」


「誰だれかと思ったら」


　レイオットとフィリシスの前に──ふらりと小こ柄がらな人影が二人分出現する。


　半ズボンの男の子と。


　白ドレスの女の子と。


「攻撃部隊参加者一覧に載のっていた戦術魔法士ね」


「生き残りが居たんだね」


　言うまでもなく……コロナとスレイである。


　無論、レイオットもフィリシスも彼等の名など知りはしないが、この状じよう況きようで立たち塞ふさがる様に出てくる子供、それもレイオット達を見み据すえて笑顔を浮うかべたままの二人が、やはり人間である筈はずも無かった。


「という事は盟主から逃にげ延のびて来た訳ね」


「盟主も適当な性格だからねえ……」


　と──まるで場の空気も読まない様子で、のんびりと頷き合う二人。


　マックス達は慎しん重ちように慎重を重ねて行動していた様だが、どうやら情報漏もれは防げなかったらしい。『攻撃部隊参加者一覧』というのはイゾルデに出しゆつ撃げきした者達の事だろう。


　不死身。制限の無い魔法の力。


〈資格者〉それ自体を餌えさにすれば食いつく人間は多かろう。


　どうやらコロナもスレイも、ヘレナ・オッフェルトリウムがレイオット達に斃たおされたという可能性は微み塵じんも考えていないらしいが。


「どけっ!!」


「そういう訳にはいかないな」


　叫び突つっ込こんでくるレイオットに向けて、スレイが右手を掲げた。
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　銃じゆう声せいが弾はじける。


　愕がく然ぜんと身を強こわ張ばらせる議員達の間に──戦闘服フアテイーグ姿の兵士達が踏ふみ込んでいく。最初の一発はあくまで威い嚇かく、むしろ下手な恐きよう慌こう状態を防ぐ為ためのものであるが、既すでに現在、兵士達の銃じゆうは天てん井じようではなく水平方向を向いている。


「な……なんだ、なんだ君達は……!?」


「軍事反乱クーデターか!?」


　議員達は口々に叫ぶものの、その度に銃じゆう口こうが向けられ、彼等は口をつぐまざるを得なかった。明らかに兵士達の表情は訓練のそれではない。殺気走ったその視線は『迂う闊かつに騒さわげば撃たれる』と確信するに足るだけの鋭するどさを秘めていた。


　そして……


「お静かに」


　およそ五十名……一個小隊程の兵士達の後から、一人だけ外套コートを羽織り、小しよう銃じゆうの類たぐいを携たずさえていない男が悠ゆう然ぜんと議事堂の中に入ってくる。明らかにこの男が指揮官だ。議員達は物問いたげな視線を彼に向けた。


「我々は現在皇こう帝てい陛下からの勅ちよく命めいを受けて行動しております。本日午後九時三十六分を以もつてアルマデウス帝てい国こくは戒かい厳げん令れい下におかれ、有事対策法第十条七項こう及および九項に基づき、議会の機能を一時凍とう結けつ致いたします」


「な……なに？」


　議員の一人が喘あえぐ様に言った。


「この、非常時、君は何を……」


　トリスタン市で前代未聞、未み曾ぞ有うの事態が生じている最中──軍は本来ならば議会の要よう請せいに従って事態解決の為の努力をしているべきなのだ。少なくとも議員達に銃を向けている場合ではない筈だった。


　しかし……


「この非常時だからです」


　指揮官は言った。


「ジョン・メゾ・パーセル議員。及びリチャード・フェル・クロフト議員。ご同行願います」


「な……？」


　議員達の視線が指名された二人に集中する。


　どちらも既に古参の──年ねん齢れいは七十を越こえる老人である。彼等は五十もの銃口を向けられて渋しぶ々しぶといった様子で立ち上がる。僅わずかに震ふるえるその四し肢しは衰おとろえから来るものか──それとも恐きよう怖ふから来るものなのか。


「お二人に内乱幇ほう助じよ罪の嫌けん疑ぎが掛かかっております」


　指揮官は告げた。


　パーセル議員は唇くちびるを戦せん慄りつさせて無言。対してクロフト議員は──顔色を変えて叫さけんだ。


「ち、違ちがう、そんな事は！」


「お話は後でゆっくりとお聞かせ願います。ああ──念ねんの為。貴方あなた達の私兵は既に制圧済みです。秘書や事務所の人間も拘こう束そく済み。此こ処こから逃げても貴方の味方は何処にも居ませんよ」


「わ、私は脅おどされて、騙だまされて、そう、仕方なく」


「…………黙だまれ」


　指揮官は歯を剝むいて言った。


　それまでとは打って変わった──恫どう喝かつの響ひびきに満ちた低い声である。


　クロフト議員は息を詰つまらせて黙り込む。


「きちんと調べさせて貰もらった。問題のトリスタン市における用地買収。現在あの巨きよ大だいな魔法機器が建っている土地の三分の一が、貴方の秘書の名義で購こう入にゆうされたものだ。それもかなり強引にな」


「…………」


「親しん戚せき経由で建築相やトリスタン市議に献けん金きんした記録も残っているそうだ。貴方は上う手まくやった積もりかもしれないが、我わが国の公安も軍諜ちよう報ほう部ぶも馬ば鹿か揃ぞろいではない。どれだけ黒に近い灰色でも、世論を納得させるには手て間ま暇ひまが掛かるだろうが、非公開の軍事法ほう廷ていならばその限りではない。何しろ非常事態だからな」


「あ……ああ…………」


　クロフト議員は激しく震え始めた。


　まるで痙けい攣れんするかの様な、その姿が──何より指揮官の言葉の正しさを物語っている。


　土地を買収し、強引な建築計画をトリスタン市の市議会に承認させ、『柱』の建築に手を貸してきた以上、無関係を主張しても通るまい。


「議員の収しゆう監かん生活は辛つらいぞ。覚かく悟ごしておけよ」


　指揮官がクロフト議員に告げる。


　そして──


「──は！　ははっ！」


　発作の様な笑い声を発したのは──それまで黙っていたパーセル議員だった。


「何を今いま更さら……無む駄だだ、無駄だ！」


　眼を血走らせてパーセル議員は叫んだ。


「既に計画は始まっている！　もう誰にも止められない！　軍隊なんぞ何個師団を投入しても無駄だ！　人の姿をしていても相手は魔族だぞ!?　人間なぞ、脆弱な人間なぞ、勝てる筈が無いだろう！」


「…………」


　兵士達の表情が強張る。


　だが──


「だから」


　指揮官は言った。


「貴方は彼等におもねった訳ですか。同じ人間の肉体と精神を留めた魔族──〈資格者クオリフアイア〉にして貰う事を条件に。確かに魅み力りよく的てきな提案でしょうな。老いも病やまいも無い身体からだ。肺はい癌がんを宣告されていれば猶なお更さらだ」


「…………!?」


　他の議員達が驚おどろきの表情でパーセル議員を振ふり返かえったところを見ると──誰も彼の身体を冒おかしつつある病びよう魔まについては知らなかったらしい。


　だが──


「我々の勝ちだ！　後二時間もしない内に全てが終わる！」


　指揮官の言葉には構わずパーセル議員は喚わめく。


「私は死ぬ訳にはいかないのだ！　この世界が是ぜ正せいされるのを見届けねばならない！　選ばれた者の選ばれた世界、正統な能力による階級制、貴族とそうでない愚ぐ民みんを正しく分ける、正しい世の中が来るまで！　私は生きねばならない！　それが私の義務だ！」


　パーセル議員の眼は血走っていた。


　追い詰められた事によるものか。それとも元々そうした性格を隠かくしてきただけか。あるいは病魔の影響によるものか。いずれにせよ既にこの老議員は常じよう軌きを逸いつしていた。


「君達も旧ふるい体制や価値観にしがみついている場合ではないぞ！　銃を下げろ、下郎！　私に従えば〈資格者〉になれる様に取りなしてもやれ──」





　──銃声。





　反射的に頭を抱かかえ身を竦すくませる議員達。


　一いつ瞬しゆん遅おくれて──議事堂の床ゆかを排はい出しゆつされた空から薬やつ莢きようが転がっていく音が響いていた。


「…………」


　指揮官は抜ぬき撃うちした自動拳けん銃じゆうを腰こしのホルスターに戻もどす。


　眼を細めてクロフト議員を振り返り──


「貴方も同じ意見ですか？」


「…………」


　クロフト議員は激しく首を振る。


　最終的にどんな未来が待ち受けていようと──今此こ処こで射殺される事は是ぜが非ひでも回かい避ひしたいのだろう。殆ほとんど言葉にならない様な調子で、切れ切れに命いのち乞ごいをするクロフト議員を一いち瞥べつしてから指揮官は兵士達に『連れて行け』と告げる。


　その足下には額を撃ち抜かれ、驚きよう愕がくの表情を浮かべたままのパーセル議員が転がっている。どうやら未まだ裏切りの報ほう酬しゆうは支し払はらわれてはいない様だった。


「不老不死。魔法の力。魅力的なのは分かりますが」


　指揮官は溜ため息いきをつき──そして凍こおり付いている残りの議員達を見回して言った。


「貴方達も我々と同じ公僕である事をお忘れなく。最大多数の最大幸福が我われ等らの目標であり義務だ。それを個人の欲よつ求きゆうと引ひき替かえにしては本ほん末まつ転てん倒とうです」


「…………」


　議員達は言葉も無い。


〈資格者〉の事は本当にごく少数の人間しか知らない機密事じ項こうだ。さすがに議員達も今の短いやり取りから全ての事情を理解している訳ではないだろうが、もし自分がパーセル議員やクロフト議員の立場であったなら……と考えているのかもしれない。


「──少しよう尉い」


　兵士の一人が背中に背負った、野戦用大出力通信機の受話器を差し出してくる。


　指揮官はそれを受け取り、しばし、何ど処こかの通信先と言葉少なげに会話をしていたが。


「これでおよそ三十人。恐おそらく未だ増える」


　受話器を兵士に返してそう呟つぶやいたのは、〈結社〉に協力していた政治家や官かん僚りよう、軍人、警官、その他、公務員達の数であろう。民間人を入れればさらにその倍、いや、何倍にも逮たい捕ほ者しやは膨ふくれ上がるかもしれない。あるいは現時点で分かっていないだけで……この貴族院議員の中にも未だ人類の裏切り者は混じっているかもしれないのだ。


　この非常事態と戒厳令下での情報封ふう鎖さを逆手にとり、〈資格者〉について知っていた軍や警察、諜報部のごく一部は、〈結社〉協力者の一いつ斉せい逮捕に踏ふみ切った。むしろ……トリスタンの状じよう況きよう解決に向けて動こうとする官憲の動きに横よこ槍やりを入れてくる者達の行動は、最後の一線ではっきりしなかった疑いを自ら補強する結果となっていた。


　しかし……


「だがこれでも遅おそきに失した感が否いなめんな」


　憂ゆう鬱うつそうな表情で──しかし兵士達に不安が伝でん播ぱせぬ様にと、小声で指揮官は呟いた。





　　　　●　　●　　●





　轟ごう音おんと共に建物が倒とう壊かいする。


　レイオットとフィリシスに殺さつ到とうする瓦が礫れきの群れ。一つ一つは然さしたる脅きよう威いでもないが、それが大量となると躱かわす事も食い止める事も不可能な必殺の攻こう撃げきとなる。押おし潰つぶし埋うめ殺す──それは下手に撃ったり斬きったりするよりも遥はるかに確実な殺傷方法と言えた。


　しかし……


「イグジスト！」


「イグジスト！」


　レイオットとフィリシスの撃発音声トリガ・ーヴオイスが同時に響く。


　改めて打ち合わせる要すら無い。何年も前とはいえ何度も組んで対魔族戦を生き抜いてきた。この状況でお互たがいの考えそうな事は分かっている。


　共に選せん択たく呪じゆ文もんは〈デフィレイド〉。


　だが単に遮しや蔽へい力場を展開しただけでは、レイオット達は押し寄せる瓦礫流の勢いに対たい抗こう出来ない。〈デフィレイド〉ごと押し流されていつかは何処かに激げき突とつして死ぬか、〈デフィレイド〉の効果時間が終われば生いき埋うめだ。


　だからコロナとスレイは笑った。


　無駄な足あ搔がきだと。


　その笑顔に怪け訝げんの色が混じったのは、瓦礫流が左右に割れたその瞬しゆん間かんだった。


　まるで川の流れが割れて中州を生み出す様に、瓦礫の奔ほん流りゆうはレイオットとフィリシスを避よける様にして左右を通り過ぎてゆく。


「本当に──魔族ってのは」


　フィリシスの声は苦笑の響きを含ふくんでいた。


「大おお雑ざつ把ぱだね。〈資格者クオリフアイア〉とやらも一いつ緒しよ」


　勿もち論ろんこれは奇き跡せきでも無ければ偶ぐう然ぜんでも無い。


　子供ですら分かる理り屈くつだ──真正面から受け止められないなら、受け流せば良いなどという事は。


　フィリシスとレイオットが展開した遮蔽力場平面は、それぞれ瓦礫流に対しておよそ四十五度の角度を示していた。確かにそれでもレイオット達は横に押し流されてはいるものの、〈ホイール・マニア[image: ]〉は二台共にしっかりと路面を嚙かんで、前進を続けていた。いや──むしろ殊こと更さらに踏ん張らず、走っているからこそ、より瓦礫群の圧力は彼等の左右に流れていく。


　能力として感性で魔法を使う魔族メレヴエレント。


　技術として理屈で魔法を扱あつかう人間。


　先の中年女性の姿をした魔族と同じく──〈資格者〉は概がいしてその能力の使い方が大雑把で集中も散さん漫まんだ。それはつまり、感覚として魔法を使う事に加え……世間の眼から隠れ住み、自分よりも与くみしやすい相手を、奇き襲しゆう同然にしか斃してこなかった彼等の、慢まん心しんに由来するものだった。


　対して戦術魔法士タクテイカル・ソーサリスト達は逆だ。


　限られた魔法の行使回数。


　呪文詠唱やモールド装着という手間。


　そうした束そく縛ばくが在ったからこそ彼等は考える。考えて考えて如い何かなる状況でも相手の隙すきをこじ開け、最適化した攻撃を最短距きよ離りで撃ち込む事に特化する。


　およそ、十秒、瓦礫の群れは流れきり、そしてレイオットもフィリシスも共に無傷。


　二台の〈ホイール・マニア[image: ]〉は瓦礫を踏み越え、何度も跳はねながらも、コロナとスレイに向かってくる。


「……生意気な」


　スレイが呟き、その両手を突つき出だす。


　発生した火か炎えんの渦うずが螺ら旋せんを描えがいてレイオット達に襲おそいかかる。


　だがレイオット達は左右に分かれてこれを回避。スレイとコロナの側を通り抜けながら、交差の瞬間に──


「イグジスト！」


　左右から撃発音声が飛ぶ。


　咄とつ嗟さにスレイとコロナは遮蔽力場を展開してこれを防ぼう御ぎよ──しかし。


「──!?」


　攻撃が来ない。


「叫さけんだ──だけ!?」


　そう。レイオットもフィリシスもそもそも無音詠唱ダムキヤストをしていなかった。


　これは完全にハッタリブラフだ。


「ふざけた真ま似ねを──」


　表情を歪ゆがめて叫ぶスレイの足に何かがぶつかった。


　小さな、銀色の円えん筒とう。


　それは──


「──！」


　エレクトロン焼しよう夷い手しゆ榴りゆう弾だん。


　それは咄嗟に〈ブラスト〉や〈アサルト〉を警けい戒かいして展開された遮蔽力場と、地面とのわずかな隙すき間まを抜けてスレイとコロナの足下に転がり込んできたのだ。


　次の瞬間、猛もう烈れつな火炎が二人の〈資格者〉を襲う。


「ぐ……が……！」


　燃え上がる少年と少女。


　二千度を超こえた超ちよう高熱は鉄やチタンですら溶よう解かいさせる。溶よう鉱こう炉ろ内部にも等しい熱量に曝さらされては、生身の細さい胞ぼうなど耐たえられる筈はずも無い。服が燃え上がり、皮ひ膚ふが、毛もう髪はつが燃え上がり、更さらには眼球内部の体液が沸ふつ騰とうして──破は裂れつ。


　しかし……


「ああががががああああああ！」


　スレイとコロナが揃そろって吼ほえた。


　焼夷手榴弾の白い火炎が急速に消しよう滅めつする。


　魔力圏ドメインで強引に燃焼を止めたのだろう。本来、燃焼に酸素供給を必要としないテルミット系の焼夷弾は、水中であろうと地中であろうと発火を続けるが──化学反応である以上、熱量そのものを相そう殺さいするだけの低温を直接にぶつけられれば、抑よく制せいされざるを得ない。


　スレイもコロナも全身は黒くろ焦こげの状態だった。


　人間ならば即そく死ししているであろう重傷だが──やはり魔族、息の根を止めるには至っていないらしい。足下からの噴ふきあがる高熱故、頭部まで達するのが若干遅おくれたという事もあるかもしれない。


「おのれ──」


　スレイが怨えん嗟さの声を漏もらしながら魔力圏を展開して自己再生。


　一方コロナは自分達の周りに大量の電でん撃げきを乱射する。自分の再生を後回しにしたのは、再生中の隙をついてレイオット達が攻撃してくるのを防ぐ為ためだろう。


　焼けた眼球が復元される。


　その網もう膜まくに映ったのは──


「──！」


　突き付けられたスタッフの尖せん端たんだった。


　レイオットが展開する〈デフィレイド〉──コロナの電撃を遮しや断だんした防御の向こうで、フィリシスの発動させた術式が紅あかい魔法陣エイリアスを描き出す。


「貴様ッ……！」


「まずは一人」


〈デフィレイド〉が解除された次の瞬間、叩たたき込まれた〈フリーズ〉によってコロナの身体からだは瞬間的に凍とう結けつ。炭化状態にあって黒く焦こげていたその身体は、全体に白い霜しもを帯びて奇き妙みような斑まだら模様の彫ちよう像ぞうと化していた。


　レイオットが腰こしから抜ぬいた〈ハードフレア〉を発はつ砲ぽうする。


　凍結により柔じゆう軟なん性せいを失っていたコロナの身体は、まるで硝子ガラス人形の如ごとく、粉こな微み塵じんに粉ふん砕さいされて辺りに飛散した。


「……！」


　スレイが怒いかりに表情を歪めながら跳ちよう躍やく。


　人間には在り得ない距離──十メルトルを移動して着地すると、少年の姿をした〈資格者〉は右手を振ふる。空中に生まれた衝しよう撃げき波はが地面を抉えぐり、建物の壁かべを抉りながら殺到するが──これもまた左右に展開したレイオットとフィリシスは難なく回かい避ひ。


　それぞれ建物を遮蔽物として大きく迂う回かいしながらスレイの背後を目指す。


「人間が──人間の分際でッ！」


　スレイの吼える声が聞こえる。


「そのなれの果てが威い張ばるな！」


〈ホイール・マニア[image: ]〉で疾しつ走そうしながら叫び返すレイオット。


　彼は既すでに視界の隅すみでフィリシスが無音詠唱するのを確認していた。恐おそらく選択呪文は先程と同じ〈フリーズ〉だろう。結果は地味だが〈ブラスト〉と異なり斃した後の確認が容易だ。この何ど処こに敵が居るかも分からない状じよう況きよう下か、一いつ瞬しゆんとはいえ視界が遮さえぎられる様な派手な魔法を使うのは、自分の死角を増やすという問題点も在る。


　レイオットの選択呪文は〈ジャミング〉。


　出来れば〈ドメイン・キャンセラ〉を使った方が確実だろうが──何かと制限の多い魔法を身軽な〈資格者〉に使うのは得策ではない。


　無音詠唱しつつスレイの右後背に出るレイオット。


　左後背にフィリシスが、やはり建物を回り込んで出てきたのは次の瞬間だった。


　レイオットは〈ジャミング〉を──


「──!?」


　咄嗟に切きり替かえて〈ブラスト〉を無音詠唱ダムキヤスト──撃発音声詠唱。


「イグジスト！」


「レイ!?」


　予想外のレイオットの行動に愕がく然ぜんとするフィリシスに爆炎が襲いかかり、そしてその白と紫むらさきの拘こう束そく装そう甲こうをかすめる様にして、背後に抜ける。


　フィリシスの側から見れば、突とつ如じよとしてレイオットが裏切った様にすら見えたかもしれない。


　だが──


「…………ふふ」


　火炎はフィリシスの左横から襲いかかろうとしていた人ひと影かげをもかすめていた。


　本来、レイオットが狙ねらったのはこちらだ。


　白いドレスを着た少女──コロナ。


　確かに粉砕して殺した筈の〈資格者〉は、子供らしからぬ艶えん然ぜんとした笑みを浮うかべてレイオットの攻こう撃げきをかわすと、地を蹴けり、ビルの壁を蹴ってスレイの側に降り立つ。


　その身体にも、勿もち論ろん、身に帯びるドレスにも、焦げ跡あと一つ、亀き裂れつ一つ、見当たらない。完全再生した状態だ。


　だが──どうやって？


「ただいま」


「おかえり」


　笑顔を交わし合うスレイとコロナ。




[image: ]


「どういう事だ!?」


　確かに全身を脳ごと粉砕した筈だ。


　脳の五割どころの話ではない。殺せた筈なのだ。囮おとり──身代わりの人形か何かを使って逃にげたという可能性も在ったが、レイオット達は間近でコロナが魔法を使っているのを見ている。間ま違ちがいなくコロナは本体だった。


　では何な故ぜ!?


　オッフェルトリウムの様に──既に魔族ですらなくなりつつあるのか、この少女の姿をした〈資格者〉は!?


「くそっ──」


　レイオットは操縦桿スタツフを倒たおし軌き道どう修正。〈ホイール・マニア[image: ]〉は大きく弧こを描いて一いつ旦たん、二人の少年少女から距離をとる。フィリシスも同様の対処をしているのが見えた。相手の不死身性の正体が分からないまま戦せん闘とうを続けるのは自殺行こう為いだ。


　だが──


「逃がさない」


「うん。逃がさないよ」


　コロナとスレイはそう言ってレイオットを追ってくる。


　どうやらレイオットを先まず先に片付ける積もりであるらしい。迂う闊かつに戦力を割さかずに確実に斃せる相手から潰つぶしていく。理に適かなった行動だが──


（いや。オッフェルトリウムの様な状態になっているのなら、リマが黙だまって見ていた筈は無い。こいつらも殺せと言ってきた筈だ。つまりこいつらは『世界の萌ほう芽が』の様な無茶苦茶な──肉片一つからでも復活する様な、再生能力は無い筈だ）


　では──コロナが復活してきたのは何故か。


　レイオットは後方へと流れ飛んでいく傍かたわらの建物を……その隙間を見み遣やる。


　高速走行する〈ホイール・マニア[image: ]〉の横を──通りを一つ隔へだてた向こう側の道を、コロナとスレイは、岩山を跳ねる鹿しかの如く跳躍して移動している。その動きは実に息が合っていて、まるで一つの生き物であるかの様に──


（──まさか）


　何故この〈資格者〉は二人一組で襲おそってくる？


　当初はレイオットとフィリシス、こちらの人数に合わせたのかとも思ったが。


（〈資格者〉達は基本的に知性は──知識は俺達と同じだ）


　つまりはレイオット達の知識の裏、思い込みを突つくような真似をしてくる事も在り得る筈なのだ。魔族を殺す際にレイオット達が疑う事も無く信じている基本。魔族戦闘の基本。脳の五割を破は壊かいする事。


　脳の──神経系の半分を破壊すれば殺せる。


　破壊出来なければどれだけ肉体を壊こわしても再生してくる。


　魔族達は自由自在に自分の肉体を扱あつかえる。


　魔族は──


「…………」


　脳が頭に在ると思うのは人間の思い込みだ。


　魔族の肉体ならば脳の場所は自由自在──その気になれば股こ間かんや腹部、胸部に格納する事も出来る。


　では……あの〈資格者〉の脳は何処に在る？


「……フィリシス」


　レイオットは無線機を操作してフィリシスを喚よび出す。


　彼女の姿は現在、ビルや他の建物の陰かげに入っていて見えないが──〈ホイール・マニア[image: ]〉のエンジン音から、こちらを追走しているのは分かっていた。


「確かめてみたい事が──試してみたい事が在る」


『何でもどうぞ。こっちはレイの隣の通りを五十メルトル程遅れて走ってる』


「よし──」


　レイオットはフィリシスに簡単な作戦を伝える。


　彼女の了りよう承しようの言葉を聞くと同時に、レイオットは〈ホイール・マニア[image: ]〉を急ブレーキ。更さらに操縦桿を倒して横を向き──慣性を利用して横よこ滑すべりをする。丁ちよう度ど、通りの向こうを走るコロナとスレイの方へスタッフが向いている状態だ。


　建物の並びが途と切ぎれ、通りの向こうを駆かけるコロナとスレイが目視出来る状態に。


　そして──


「イグジスト！」


　選せん択たく呪じゆ文もんは敢あえて〈ブラスト〉──いや事実上の〈マグナ・ブラスト〉。


　炸さく裂れつした強力な爆炎が〈資格者〉二人に炸裂する。


　殆ほとんど反射的に二人は左右に跳とんでこれを回避。勿論、衝撃波と熱波はその程度でやり過ごす事は出来ず、辺りの土砂や瓦が礫れきを巻き上げながら二人に襲いかかる。〈フリーズ〉と異なり大量の火か炎えんと衝撃波を伴ともなう〈ブラスト〉は、必殺圏けん内ないから多少外れても敵に損傷を与あたえる事が可能だ。散さん弾だんと火炎放射を一度に喰くらう様なもので──人間なら即そく死しどころか人としての形も残るまい。


　だが相手も〈資格者〉である。


　魔力圏の自動防ぼう御ぎよに加え、彼等は咄とつ嗟さに遮しや蔽へい力場を展開してこの殆どをやり過ごした。斜ななめに展開してその威い力りよくの大半を受け流したのは先程のレイオット達を倣ならっての事だろう。


　そこに改めて──


「イグジスト！」


　背後から迫せまったフィリシスの一いち撃げきが炸裂する。


　今度は〈アサルト〉である。なおかつ至し近きん距きよ離りで放たれたそれは、スレイの小こ柄がらな身体を直ちよく撃げきし──全身を数十の肉片に引ひき裂さいて四散させた。使った魔法は違ちがえど先程のコロナと同じ状態だ。普ふ通つうの魔族ならこれで復活してくる事は無い──筈はずだが。


「…………ふ。ふふ」


　飛び散った肉片が寄り集まっていく。


　まるで意志の在るものの様に、それらは自ら宙を飛んで──まるで時間が巻き戻るかの様に一いつ箇か所しよに集まり、互たがいに癒ゆ着ちやくして自らを再構築していく。脚あしが出来上がり、腰こしが出来上がり、腕うでが出来上がり、胸が──


　だがそちらには構わずレイオットはコロナに向けて改めて〈ブラスト〉を撃うつ。


「──！」


　コロナは──何故か一瞬、動きが遅おくれた。


　先程と異なり、咄嗟の防御も間に合わず、その左ひだり脚あしから脇わき腹ばらまでが抉られる様に焼かれて崩くずれ、衝撃波で吹ふき飛とばされる。


　同時に──爆ばく発はつの余波を喰らって、再構築されかけていたスレイの肉体が吹っ飛んで、再び肉片に戻っていた。


　そして……


「やはりそういう事か」


　レイオットは〈ホイール・マニア[image: ]〉を停めて呟つぶやいた。


　数メルトルを吹っ飛ばされ、路面に落ちたコロナは、半ば抉られた己の腹部をかばいながら悲鳴じみた声を上げた。


「スレイッ!!」


　魔族が──脳を破壊されなければ不死である筈の怪かい物ぶつが、まるで普通の人間の様に、己の傷口を庇かばっている。焼け崩れた肉体からこぼれ落ちるのは、血と、肉と、骨と、そして──


「お互いが『身代わり』を積んでる訳か」


　血や肉や骨に混じって、コロナの腹部からこぼれ落ちるのは脳のう漿しようだった。


　それも恐おそらくは──スレイの。


　吹き飛ばされたスレイの肉体は、もう再生を始める様子が無い。


　つまり……


「貴様…………！」


　コロナが怒いかりに狂くるった形ぎよう相そうでレイオットを睨にらみ付ける。


　彼等は単に二人一組というだけではないのだ。


　元々が双ふた子ごだったのか姉きよう弟だいだったのかは分からないが、彼等はお互いの腹部に相手の脳の『予備』を積んでいるのである。普ふ段だんは恐らく仮死に近い状態で思考も停止しているのだろうが──どちらかが殺されれば瞬しゆん間かん的てきにその予備脳が覚かく醒せいし、肉体を再構築し、最終的に魔力圏を介かいして事前保存バツクアツプしておいた自分の記き憶おくと人格を送り込むのだろう。


　脳がたった一つであるとは限らない。


　そして脳が身体からだの中に在るとも限らない。


　予備脳を身体の他の箇か所しよに作っていた魔族はかつてレイオットも見た事が在るが、自分の体外にそれを置いていた魔族は初めて出会った。


　二人一組の魔族ならではの『保険』の掛かけ方と言えるだろう。


　先程の手しゆ榴りゆう弾だんの際に、コロナとスレイの対応が違ったのも道理──どちらも慌あわてて自己再生に走る必要は無い。どちらか一人が生き残ればもう一人も復活できるからだ。


　しかし……


「スレイ、スレイが、スレイがっ……貴様…………！」


「人間を『弾たま』扱いする魔族も、身内が殺されれば腹が立つか？」


　レイオットは装塡桿スタツフを操作して無音詠唱しながら言った。


　選択呪文は同じく〈ブラスト〉。


「人間め……！」


　左下半身を再生しコロナが起き上がる。


「お前達なんか、お前達なんか、人間の癖くせにッ！」


　薄うす紅あかい半はん透とう明めいの球体がコロナを包み込む様にして浮うかび上がる。恐らくは超ちよう効率稼か働どうする魔力圏が通常空間との軋あつ轢れきを生じて眼に見える形になっているのだろう。レイオット達の魔法の魔法陣が時折、視認出来るのと原理的には同じだ。


「死ねッ!!」


　コロナの叫さけびと同時に魔力圏全体から四方八方に衝しよう撃げき波はが走る。


　既すでにレイオットの〈ブラスト〉やフィリシスの〈アサルト〉の余波で亀き裂れつの入っていた周囲の建築物が崩れ、コロナを中心として放射状に路面が陥かん没ぼつする。


　だが──


「イグジスト！」


　フィリシスの放った〈アサルト〉がコロナの衝撃波に激げき突とつ。


　同種の魔法は互いを相殺し合って──正確には事象界面マテリアル・サイドへの影えい響きよう力りよくを競い合い、その結果として互いの魔法が相殺され──コロナの攻こう撃げきに大きな穴が穿うがたれていた。


　そこに──


「──ッ！」


〈ホイール・マニア[image: ]〉でレイオットが突っ込んでゆく。


「人間めがッ！」


　既に愛らしい顔立ちは大きく崩れ、吊つり上がった眼と耳まで裂けた口で吼ほえるコロナに、レイオットはスタッフを向けて魔法を撃った。


「イグジスト！」


　コロナの身体の中央、鳩みぞ尾おちを基点として発動した〈ブラスト〉は、今度こそ完全に〈資格者〉の少女を爆散させていた。瞬間的な破壊力という意味ではエレクトロン焼しよう夷い手しゆ榴りゆう弾だんにも優る熱量と衝しよう撃げきに引き裂かれたその身体は、空中で更に燃え上がり、そして文字通りの灰かい燼じんに帰きして──空中に消える。


　轟ごう々ごうと熱せられた空気が吼え、レイオット達の周りで渦うずを巻いた。


「──やったか」


「多分ね」


　改めて魔力計を見て確認しながらフィリシスが言う。


「ちょっと苦戦したね」


「種が割れればつまらん手品だったけどな」


　とレイオット。


「──次だ」


　彼は言い──改めて時計塔とうの方へと〈ホイール・マニア[image: ]〉を向ける。


　同じく〈ホイール・マニア[image: ]〉を方向転てん換かんさせながら──


「人使いが荒あらいね」


「寝ねてたいなら止めないぞ」


「美お味いしい所をレイに持ってかれたらたまんないよ」


「……そう言うと思ったよ」


　短く乾かわいた笑いを交かわして二人の戦術魔法士は再び疾しつ走そうを開始した。


　だが……


　レイオットの残り拘束度デユラビツト数──四。


　フィリシスの残り拘束度数──八。


　それは絶望的とも言うべき数字であった。
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「──何という事を」


　時計塔の上から街を見下ろしながら──ロミリオは顔をしかめて言った。


　展望台というだけあって時計塔の上からはトリスタン市の街が一望にできる。


　無論──既にトリスタンの都市機能はほぼ停止しており、時計塔の展望台から見下ろす夜景は夜の海にも似て、ひどく暗い。空から降り注ぐ月光が無ければ、ほぼ完全な闇やみに閉ざされていた事だろう。


　無論──自分自身で肉体構造を調整出来る〈資格者クオリフアイア〉にとっては、この程度の暗さは問題にならない。猫ねこの様に夜目が効く様に自分自身の眼球を作つくり替かえれば良いだけの事である。視野や視認距きよ離りの問題も同じだ。


　故に──レイオット達とスレイ、コロナの戦いも、おおよそながら彼はその結末を見届ける事が出来ていた。


「ドーベルン・スタインバーグの養い子。こうまで絡からんできますか」


　ロミリオは溜ため息いき混じりに言った。


　レイオット・スタインバーグ。


　この無資格の戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストが何な故ぜか事在る毎ごとにロミリオの行動に絡んでくる。


　恐らく本人にはその積もりは無いのだろうし、ロミリオも殊こと更さらにレイオットを邪じや魔ま者ものと考えていた訳ではない。所しよ詮せんは人間だ。然したる問題にはならないと──当初、ロミリオはたかをくくっていた。


　だが……


　幾いくつもの現場でレイオット・スタインバーグを見かけるにつれ、ロミリオはこのドーベルン・スタインバーグの養子が、何か、筆ひつ舌ぜつに尽つくし難がたい不ふ愉ゆ快かいさを彼にもたらしてくるのだという事に、気付いていた。


　それを運命と呼ぶのか。あるいは神の御み心こころと呼ぶのか。


　それは分からない。


　何かあのレイオット・スタインバーグを中心として因果の流れが奇き妙みように束ねられている様に思う。要所要所であの男とすれ違ちがうのもそのせいではないか。それはロン・コルグやドーベルンの時にも感じた事ではあったが……レイオットに至って益ます々ますその傾けい向こうが強くなってきている様に思う。


　ロミリオはドーベルンを上手く始末出来た事で少し安心が過ぎたのかもしれない。


　気が付けばその鬱うつ陶とうしい『役目ポジシヨン』はレイオットに受うけ継つがれていたらしい。


（……あるいは）


　この世界ですらも、別の世界で魔法の力を究きわめ、到とう達たつしきった何者かが、己の内側に描えがき出し観ている夢に過ぎないのだとすれば、その神が、あるいは世界そのものが、ロン・コルグを、あるいはドーベルンを、そしてレイオット・スタインバーグを何らかの形で特別な位置に置いているのかもしれない。


　例えば──ロミリオ達の様な存在と均きん衡こうをとる為ための、対たい抗こう存在として。


　言ってみれば、それは世界の摂せつ理りとして定められた『敵』だ。


　在り得ない程の偶ぐう然ぜんがレイオット・スタインバーグに利する。


　だからこそロミリオは今回のトリスタン占せん領りよう作戦を展開するにあたって、邪魔なレイオットその他を引きつけておく為に、オッフェルトリウムや〈鉄巨人〉の連中を利用した。特に自身も世界の萌ほう芽がとなりつつあるオッフェルトリウムと戦うのなら、『摂理』の埒らち外がいになるのではないかと期待したのである。


　だが……レイオット・スタインバーグはイゾルデから戻もどってきた。


　オッフェルトリウムを斃たおしたのか。それとも単に逃にげ帰かえってきたのか。


　いずれにせよ今またレイオット・スタインバーグはロミリオの視界の端はしで目障りな行動を続けている。いや──もう目障りなどという段階ではない。はっきりと邪魔だ。


　やはり先に始末しておくべきだった。


　今いま更さら悔くいても遅おそいが──遅すぎるという事もあるまい。


「ファロル。カレン。ガリアス。貴方あなた達は術式の調整と起動をお願いします」


　同じ展望台に集つどっている三名の〈資格者〉──時計塔を囲む様にして建てられた『要柱』の担当者達を振ふり返かえってロミリオは言った。


「他の者の内、外周の十二人をこちらに増ぞう援えんとして呼び寄せましょう。いや、既に一人斃されている様ですから、十一人ですかね。『壁かべ』の維い持じは接続索さくを延長する事で遠えん隔かく操作するとして」


　基本的に〈資格者〉達はその能力の一部を割いて『柱』を動かしている。〈資格者〉がそれぞれの『柱』に一人ずつ担当者がいるのはこの為だが──既に接続索が市内面積の六割近くを覆おおっている現在、これを介して『柱』を遠隔操作する事は充じゆう分ぶんに可能だ。


「『柱』が無防備になるが？」


　と言ったのは禿とく頭とうの青年──ガリアスである。


「市内の反はん抗こう勢力はもう壊かい滅めつ済みでしょう。後はあの二人だけです」


　とロミリオは近付いてくる二台の〈ホイール・マニア[image: ]〉を指差した。


「ゼマティスといい、スレイとコロナといい……どうにも予定以上の損そん耗もうが目立ってきました。ここらで不安要素を徹てつ底てい的てきに排はい除じよすると共に、計画を少々早めた方が良い様に思います」


「……異論はないが」


　ガリアスはわずかに首を傾かしげて言った。


「術式の起動は、規定通りの接続数に達してからと主張していたのは君だろう？」


　頭とう髪はつどころか眉まゆ毛げも剃そり落とした様に無い、つるりとしたその顔は、何ど処こか人形じみていて生々しさに欠ける。喋しやべっていても、何処かその抑よく揚ようは演技の様で、その姿の何もかもが現実味を欠いていた。


「正直──」


　ロミリオは肩かたを竦すくめる。


「スレイとコロナを斃した二人組ですが。彼等がここまで来るとは思っていなかったのですよ、私は。単に相性が悪いのかもしれませんが──こうも予想外の結果ばかりをもたらされると、私としても警けい戒かいしたくなります」


「曖あい昧まいな話だな」


「まあ自覚は在りますが」


　苦笑するロミリオ。


　同じ〈資格者〉といってもロミリオが抱いだいている危き惧ぐ感を他の者に共有させるのは難しいだろう。レイオットが、この世界の用意したロミリオ達に対する『対抗者』なのだとする考えも特に明確な根こん拠きよは無い。


「いずれにせよ、もう接続数は予定の九割には達しているのでしょう？　精々が十五分ばかり予定を繰くり上あげる程度の事です。誤差の範はん囲い内と考えましょう」


「異論はないよ」


　と言ったのは小太りで眼鏡めがねを掛かけた男──ファロルだ。


「私も」


　とカレンと呼ばれた長い髪かみの女も同意する。


「ではお任せしますよ」


　言ってロミリオは展望台の端に置いてある無線通信機に歩み寄った。
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　幾き何か学がく模様の動きがいつの間にか止まっていた。


　いや……それどころかじわじわとではあるがそれらは後退し、支配領域を狭せばめていく。


「なにがあった？」


〈ホイール・マニア[image: ]〉で疾走しながらレイオットは呟つぶやく。


　幾何学模様の後退は好都合だが、レイオットには理由が分からない。


「罠わなかもね」


　とさしてフィリシスは気にした風も無い。


「いずれにせよ魔法や武器の消費が抑えられるのは好都合だけれど」


「確かにな」


　幾何学模様を突破する為には魔法や手しゆ榴りゆう弾だんの類を使わざるを得ない。だがどちらももう残りは少なくなっている。もし〈資格者クオリフアイア〉がこの後、五人も十人も出てくるというのなら、それらは可能な限りに温存しておくべきだった。


　だが──


「……罠だったか」


　呟くレイオット。


　彼は〈ホイール・マニア[image: ]〉を停止させる。


　その横にフィリシスもまた並んで停まった。


　彼等の進む道の先──時計塔の数十メルトル手前の道に幾つかの人ひと影かげが現れたのだ。


　一見その姿は普ふ通つうの人間に見える。少なくとも魔族の様な狂きよう気きじみた異い形ぎようを示している者は見当たらない。だが……動きが止まったとはいえ、あの黒い幾何学模様に覆われた領域から平然と歩み出てきた連中が、普通の人間である筈はずも無い。


　念ねんの為にと確認した魔力計は、とんでもない数値を示していた。


　間ま違ちがいない。全員が〈資格者〉だ。


　だが──


「八……九、十…………十一人か」


　フィリシスが呟く。


「単純に割って一人五人か六人ね」


「怪け我が人にんが半分もっていくつもりか？」


「レイ──もう拘束度デユラビツト数四しかないんじゃないの？　私は八残ってるよ」


「…………」


　レイオットは言葉に詰つまる。


　フィリシスの言葉通りだ。


　レイオットの拘束度数は四。フィリシスのそれは八。


　単純に考えてもフィリシスの残りはレイオットの倍──レイオットの側には『魔ま剣けん』入りのスタッフが在るとはいえ、それは一発一発の魔法を大おお幅はばに増ぞう幅ふくしてくれるだけで、拘束度数を上げてくれる訳ではない。


　先の二度の──総計三人の〈資格者〉との戦いでレイオットは既すでに拘束度数を九消費し、フィリシスも八消費している。つまりは平均して一人を斃すのにつき五ないしは六の拘束度数を使ってきたという事だ。


　つまりレイオットにはもう一人分を斃すだけの拘束度数も残っていない。


「あそこに見えている『柱』三本を壊こわす為にも魔法を使うとすれば、もうレイは一発分の余よ裕ゆうしか無いでしょう？　ここは私に任せて先に行くっていうのが賢かしこい選せん択たくじゃないかな？」


　まるで簡単な作業の割り振りを提案するかの様な口調でフィリシスが言う。


　だが──


「連中が通してくれるならな」


　仮面の下で眼を細めながらレイオットは言った。


「連中を一いつ箇か所しよに集めて〈ヴォルテックス〉か〈マグナ・ブラスト〉辺りで斃すのが現実的なんだろうが……」


　勿もち論ろん、強力な魔法をレイオット達が撃うってくるのを見み越こしての事だろう、〈資格者〉達はそれぞれ互たがいに距きよ離りをとって近付いてくる。この辺りはやはり普通の魔族と違ってやりにくい。


「こちらの強みは──」


　魔法の他にはエレクトロン焼しよう夷い手しゆ榴りゆう弾だん──三発。


　それぞれ拳けん銃じゆうに弾たまが五発と四発。


　やはり心こころ許もとない数字だ。後は有利な点が在るとすれば〈ホイール・マニア[image: ]〉の速度位のものか。


　ならば──


「強引に連中の間に飛び込んで乱戦に持ち込む」


「了解」


　さして気負った様子も無くフィリシスは同意した。


　相手をひとまとめにして一気に殲せん滅めつするのではなく──逆に、個別撃げき破はを狙ねらうという事である。文字通りに一いち撃げき必殺以外は許されない戦術だ。失敗は許されない。まして相手側は拘束度の制限が無い上に、呪じゆ文もん詠えい唱しようやスタッフの操作といった手順も要さない。


　だが──


（無茶だ。相手もそう思ってくれる）


　レイオットはそう読んでいた。


　オッフェルトリウムしかり、先に斃した三名しかり──総じて〈資格者〉は隙すきや油断が大きい。自分達が圧あつ倒とう的てきに人間よりも優位であるという事をよく知っているが故に──そこに慢まん心しんが生まれるのだ。


　レイオット達が起死回生の為ために突つける隙が在るとすればそこだった。


「──精々馬ば鹿かにしているがいい」


　レイオットは仮面の下で獰どう猛もうに笑う。


「獲え物ものを前に舌なめずりする様なぬるい真ま似ねをしているとどうなるか──教えてやるさ」


　二台の〈ホイール・マニア[image: ]〉が〈資格者〉達の間に突っ込んでいく。


「イグジスト！」


　レイオットが効果範囲最大で〈デフィレイド〉を展開。


　自分とフィリシスを護りつつ〈資格者〉達の真ん中に向けて突とつ撃げきした。


　当然の如ごとく電でん撃げきや火か炎えんがレイオット達に向けて降り注ぐ。だがその全てをレイオットの〈デフィレイド〉で受け止めた。


　更さらに──


「イグジスト！」


〈デフィレイド〉の保護領域から出つつ──フィリシスの魔法が発動。


〈資格者〉達の間に爆ばく発はつが生じ、火炎と衝しよう撃げきが四方八方に撒まき散ちらされる。


　彼女が放ったのは通常の〈ブラスト〉──だがこれは必殺を意図したものではない。あくまで目め眩くらましだ。


　そして──


「おおおおおおおおおおおおおおおおッ！」


　レイオットは〈ホイール・マニア[image: ]〉の操縦桿を倒たおす。


　がりがりと路面を削けずり横よこ滑すべりしつつも〈ホイール・マニア[image: ]〉は急速に方向転てん換かん。更に再加速して、〈ホイール・マニア[image: ]〉の出力を使い、近くに居た〈資格者〉に対して遮しや蔽へい力場を──〈デフィレイド〉そのものを、叩たたき付けた。


「──!?」


　吹ふっ飛とびながら愕がく然ぜんとした表情を浮うかべる〈資格者〉。


　あくまでレイオットが防ぼう御ぎよ、フィリシスが攻こう撃げきを担当するものだとばかり思っていたのだろう。使った魔法を見ればそれは一いち目もく瞭りよう然ぜん──少なくともそう見える。


　だが物質や物理的現象の殆ほとんどを遮蔽する〈デフィレイド〉は使い方によっては相手に叩き付ける事も出来る。


　そのまま──


「貴様……!?」


「どれだけ不死身だっつっても！」


　レイオットはアクセルを踏ふみ込みながら叫さけんだ。


「ぺしゃんこにされて生きてはいられないよなッ！」


「……ッ!!」


　吹っ飛ばされて建物の壁かべに激げき突とつする〈資格者〉にレイオットの〈デフィレイド〉が迫せまる。慌あわてて〈資格者〉は同様の遮蔽力場を展開しようとするが、既にレイオットの〈デフィレイド〉が近くに在り過ぎた。事象界面マテリアル・サイドへの干かん渉しよう力りよくは先に起動していたレイオットの魔法が優り、これに矛む盾じゆんする魔法は、彼ひ我がの処理能力に大差が無ければまともに発動できない。


「ごげあっ!?」


　レイオットが自ら壁に激突するかの勢いで突っ込み──その〈デフィレイド〉の平面と建物の壁へき面めんが〈資格者〉を挟はさみ込む。衝撃で〈資格者〉の全身は破は壊かいされ、レイオットの叫び通りに平たく潰つぶされたその身体からだから、体液が壁に、四方八方に飛び散る。


　更に──


「駄だ目め押おしッ！」


「ぎいいいいおおおおおおおおおおおおおおお!?」


　レイオットはそのままアクセルを踏み込んだまま操縦桿を倒し──〈資格者〉を遮蔽力場と壁に挟んだまま移動。身の毛もよだつ様な音を立てながら、〈資格者〉の肉体は建物の壁面によって磨すり潰されていく。


　長々と引かれる紅い痕こん跡せき。


　不死身である筈の魔族の肉体は、横方向に巨きよ大だいな一枚の壁へき画がと化していた。


　さすがにここまでされてはいかな〈資格者〉といえど生きてはおれまい。


「まず一人！」


　まるで雑ぞう巾きんの様に、薄うすっぺらい皮と残った肉だけになった〈資格者〉が壁から剝はがれ落ちるのを見つつ──レイオットは更に方向転換。


　視界の隅すみにフィリシスが別の〈資格者〉とやり合っているのが見えた。


「次だ！」


〈デフィレイド〉は維い持じしたままフィリシスと〈資格者〉の間に無理矢理割り込んでいく。〈資格者〉が放った魔法はレイオットの〈デフィレイド〉に弾はじかれ、代わりにレイオットが通り過ぎたその瞬しゆん間かん、交差する様にフィリシスの放った〈アサルト〉が〈資格者〉を直ちよく撃げき、これを粉こな微み塵じんに粉ふん砕さいした。


「二人！」


　フィリシスが愉たのしげにそう宣言する。


　だが──


「調子に乗るな、人間」


「──！」


〈資格者〉の一人が叫びながら両りよう腕うでを振ふり下ろす。


　両手が触ふれた地面が白化──瞬間的に凍とう結けつ。


　摩ま擦さつ係数がいきなり低下した路面を〈ホイール・マニア[image: ]〉の車輪が嚙かみきれず、車体はレイオットの制せい御ぎよを離はなれて大きく横滑りを起こした。


「──くっ！」


　体勢を立て直せない。


　更にそこに別の〈資格者〉が跳ちよう躍やくし、空中から襲おそいかかる。


〈ホイール・マニア[image: ]〉の弱点を突かれた形だった。車体に固定されたスタッフは仰ぎよう角かくや俯ふ角かくをとるにも限度が在る。左右に振るのもだ。となれば背後頭上からの攻撃には当然、対処しきれない場合が出てくる。車体の制御を失った状態では、レイオットにこの〈資格者〉を迎げい撃げきする方法は無かった。


　咄とつ嗟さにレイオットは〈ハード・フレア〉を引ひき抜ぬいてこれを撃とうとするが──


「それで何をするつもりだ？」


〈ホイール・マニア[image: ]〉の馬ば蹄てい形けいのフレームの上で、まるで猛もう禽きん類るいの如くレイオットにのしかかりながらその〈資格者〉は笑った。


「…………」


　引き金が──引けない。


　いくら力を込めても撃鉄ハンマーが落ちてくれないのだ。これでは銃じゆうはただ重いだけの鉄の塊かたまりである。既すでに此こ処こは〈資格者〉の魔力圏ドメインの内側だ。ありとあらゆる事象はその意志に従わざるを得ない。銃の引き金を固定する事など造作もなかっただろう。


　いや。それどころか──


「死ね。お前の武器でな」


「──!?」


　レイオットの腕うでが無理矢理曲げられて、自身の顔面に銃じゆう口こうが向けられる。


　モールドの『眼』の部分──覗き穴として空けられたスリットに、ごつりと〈ハード・フレア〉の銃口が押し当てられた。〈資格者〉の魔力圏だ。レイオットの身体を無理矢理見えない手で摑つかんで押さえつけている様なものである。


「ばぁーん！」


　愉しげに〈資格者〉が叫ぶ。


　同時に──





　──ゅおんッ……！





　いや。銃じゆう声せいはむしろ一いつ瞬しゆん遅おくれて届いた。


　それも遥はるか彼方かなたから。


　右の眼がん窩かから大量の血をぶちまけつつ、路上に転がったのは──しかしその〈資格者〉の方であった。


「なに!?」


　先の路面を凍結させた〈資格者〉が愕然と叫ぶ。


　これは──全くの予想外であったらしい。


　だがそれはレイオットも同じだった。


　間ま違ちがいなく今の一撃は銃じゆう撃げきだ。


　だが──一定以上の位階に達した魔族に銃じゆう弾だんは効かない。恒常魔力圏コンスタント・ドメインの自動反応がこれを脅きよう威いとして自動的に排はい除じよするからだ。レイオットの〈ハード・フレア〉にしてもフィリシスの〈コンパクト・ボックス〉にしても魔力圏の外側から撃ったのではまるで効かず、魔力圏の内側から撃とうとすれば先程の通りだ。


　となると──


「誰が!?　何が──」


　路面を凍結させた〈資格者〉の額に、また同様に孔あなが穿うがたれたのは次の瞬間だった。


　更に──


「ぬおおっ!?」


　二発。三発。四発。五発。六発。七発。八発──


　続けざまに降り注ぐ銃弾。


　それが先に眼を撃ち抜かれた〈資格者〉の全身を穴だらけに破壊し、更に路面を凍結させた〈資格者〉の咽のどと胸と腹を正確に撃ち抜いていた。


「これは……！」


　間違いない。


　こんな真似が出来るのは──


「死ねッ！」


　更に別の〈資格者〉がレイオットに向けて右手を掲かかげるのが見えた。


　レイオットは咄嗟に無音詠唱ダムキヤストをしようとして──しかし右手の動きが鈍にぶい事に気付いた。痺しびれている。恐おそらく先程、〈資格者〉の魔力圏で無理矢理動かされた影えい響きようなのだろう。


〈資格者〉の右手に光が渦うずを巻く。


　超ちよう高熱か。高電圧か。


　いずれにせよ一いち撃げき必殺は間違いない。


　だが──


「──イグジスト」


　ただひたすらに怜れい悧りな口調で唱えられた撃発音声トリガ・ーヴオイスが──魔法を顕けん現げんさせる。


　唐とう突とつに発生した爆ばく炎えんに押し流される様にして〈資格者〉が姿勢を崩くずす。言うまでもなくレイオットの魔法ではない。フィリシスでも無い。彼女もまた少し離れた所で戦いつつ、愕がく然ぜんとこの様子を振り返って居た。


　では──誰が？


　軽快なエンジン音と共に〈資格者〉の横手の路地から、何かが飛び出してきたのは次の瞬間だった。それは猛もう然ぜんとした勢いで走りつつ、瓦が礫れきの上に乗り上げて──否、瓦礫を踏み台として、高々と跳はねた。


「──!?」


　愕然と振り返りつつも〈資格者〉が右手を向ける。


　そして空中で──


「イグジスト」


　再度の撃発音声が響ひびく。


〈資格者〉は閃せん光こうに包まれて絶ぜつ叫きようした。至し近きん距きよ離りからの〈ブラスト〉の一撃。頭上からまともにこれを喰くらい、地面に叩たたき付けられた魔族は、そのまま墜つい落らく死体の如ごとく、ばらばらに分解して四方八方に飛び散った。


「…………!?」


　レイオットは……ただ愕然としていた。


〈ブラスト〉を放ったその魔法士は、危なげも無く地面に着地──落下の勢いを相殺する様に一度跳ねてから、十数メルトルを半ば横よこ滑すべりしつつ走行し、そこで反転。小気味よい動きでレイオットに近付いてきた。


　小型の自動二輪に乗ったモールド装着の魔法士だ。


　モールドは全くの初見だが、その自動二輪に──その少し特とく徴ちよう的てきな姿に、レイオットは見覚えが在った。


　ヤマノハＢＰＲ。


　それは──


「手伝いに来ました」


　得意がるでもなく。感極まる様子も無く。


　ただ味も素そっ気けも無い淡たん々たんとした口調で告げながら──赤しやく銅どう色いろのモールドを着た小こ柄がらな魔法士はそう告げてきた。





　　　　●　　●　　●





　展望台の上からロミリオと他の三名の魔族は、レイオット・スタインバーグ達の戦いを見下ろしていた。


　他の『柱』から呼び寄せた十一名の〈資格者クオリフアイア〉。彼等にはもうゼマティスやコロナ、スレイの様な油断は無い。既に三名の仲間がレイオット達に殺されていると告げてある。彼等は持てる力の全てを使って不ふ遜そんな人間の魔法士を殺してくれるだろう。


　ロミリオはそう確信していた。


　だが──





　──ゅおッ……！





　聴きき慣れぬ鋭するどい音にロミリオは眼を瞬しばたたかせた。


「何です？」


「──カレン!?」


　ファロルが愕然と叫さけぶ。


　長い黒髪の女が、まるで人形の如く無造作に倒たおれたのは次の瞬しゆん間かんだった。


　髪がばさりと広がってまるで黒い花が開いたかの様に見える。


　そしてその下からゆるゆると広がっていく──紅。


「狙そ撃げきッ!?」


　次の瞬間、ロミリオ達はそれぞれに遮しや蔽へい力場を展開。


　ロミリオとガリアスの額で──正しくはその数センチメルトル手前で、力場に弾はじかれた銃弾が砕くだけ散ちり、ぱらぱらと床ゆかに落下した。


　だが──ファロルは間に合わなかったらしい。顔面に着ちやく弾だん、割れた眼鏡めがねが吹ふっ飛とび、彼は小太りの身体からだを震ふるわせてよろめいた。


　だがこれは致ち命めい傷しようではない。


　カレンは人間と同じく脳を頭部に納めていたが、ファロルの脳は心臓と位置を置おき換かえている。つまり彼は左胸を撃たれぬ限り死ぬ事は──


「──!?」


　その左胸にまとめて五発の超ちよう音おん速そく弾だんが叩き込まれたのは、次の瞬間だった。


「がはっ!?」


　喘あえぐ様な声を漏もらして回転し、ファロルはカレンの上に折り重なる様にして倒れる。


「ば──馬ば鹿かな!?」


　ロミリオは遮蔽力場を維い持じしたまま言った。


　ガリアスと共に展望台の縁へりから離はなれて時計塔とうの中央部へと後退する。最近でこそ高い建物が増えてはきたが、それでもトリスタン市の中央区で最も高いのはこの時計塔である。窓際や展望台の縁に立たなければ角度的に銃弾は届かない筈はずだった。


　だが──


「何者だ!?」


　吼ほえる様にロミリオは叫んだ。


　ファロルに対して放たれた二撃目。


　あれは明らかにファロルの急所を──脳の位置を知った上での狙撃だった。


　だが最初からファロルの脳の位置を知っていたなら、最初の一撃を心臓に送り込んでいただろう。つまり狙撃手は最初の一撃の時点では、ファロルの脳の位置を知らなかった事になる。


　一撃目から二撃目までの時間はわずかに三秒余り。


　という事はその短時間で狙撃手側はファロルの急所をどうやってか、知ったのだ。


　だが一体──どうやって？


　銃弾の射入角はレイオット達の方向とは異なる。またロミリオが見た限り、長ちよう距きよ離り狙撃用の〈サンダー・ボルト〉や同種の銃じゆうをレイオットは持ち合わせていない。撃ってきたのは少なくともレイオット達ではない。


　では──誰か。


「……生きていたのか!?」


　唸うなる様な声でロミリオは呟つぶやく。


　対魔族狙そ撃げき銃じゆう〈サンダー・ボルト〉。


　これを保有しているのは帝てい都と警察のＡＴＡＳＡか──さもなくばトリスタン市警のＳＳＳ。ＡＴＡＳＡが現在のトリスタン市内に居るとは考えにくい以上、ＳＳＳしか在り得ない。


　しかし──


「どうやって……!?」


　確かにスレイとコロナはＳＳＳや戦術魔法士タクテイカル・ソーサリスト達が集まった所を一いち網もう打だ尽じんに滅ほろぼしたと言った筈だ。周囲の建物を崩ほう壊かいさせて雪崩なだれの様にその上に落としたと。一人モールドを着けている者が居たそうだが、一人ではこれを防ぐ事などおよそ不可能──戦術魔法士達もモールドを着けていなかったので、咄とつ嗟さに協力して魔法で防ぼう御ぎよするという事も出来なかった筈だ。


　では──


「ガリアス！」


「なんだ」


　禿とく頭とうの青年が応じる。


「貴方あなたの担当する『要柱』だけでも起動させてください」


「調整が要いるぞ」


　とガリアスは言った。


「此こ処こからでは無理だ」


　現状──カレンとファロルが殺された為ために、それぞれの『要柱』の機能は停止している。ロミリオ達の位置からは見えないが、時計塔周囲の接続索さくも動きを止め、あるいは自じ壊かいを始めているかもしれない。


　勿もち論ろん、これらは互たがいに予備としての存在であるから、二本までは失われても最終的な術式の起動は可能だが──安定性を欠く為に、術式の再調整が必要だ。


「…………ああ、くそ」


　ロミリオは表情をくしゃりと歪ゆがめる。


　彼は苛いら立だたしげに己の髪を搔かきむしって身を反そらした。


「プリン共めッ！　プリンの癖くせに！　プリンの癖にぃ！　ちょっと叩けば潰つぶれてしまう様なプリン共の癖に、ボクの、ボクの邪じや魔まをするのかッ！」


　夜空に向けてロミリオは吼える。


「あああああああくそお、くそお、プリン共ぉッ！　お前等は黙だまって食べられていればいいんだよォオオオオオオオオオオッ！」


　そう叫ぶとロミリオは、今度は身を丸めて床に膝ひざをつき、両手で拳こぶしを握にぎり締しめてだんだんと何度も打つ。


　まるで癇かん癪しやくを起こした駄だ々だっ子この在り様だ。


　だが──それから数秒。


「…………さて」


　ふっと表情を元に戻もどしてロミリオは言った。


「充じゆう分ぶんに激げき怒どしましたので、ここは一つ、心機一転、気持ちを切きり替かえましょう」


　まるで数秒前までの激げつ昂こうが噓うその様に、落ち着いた様子でロミリオは言う。ガリアスもこの〈資格者〉の奇き行こうには慣れているのか、驚おどろいた様子も無くただ『それはなによりだ』と答えただけだった。


「ガリアス。『要柱』については貴方に任せます。私は当初の予定通りあのレイオット・スタインバーグを殺しておきます」


　もう事が此処に至っては、指揮者として高みの見物をしている場合でもあるまい。


　投入出来る力は確実に使って障害を排はい除じよせねばならなかった。


　だが──


「君も『要柱』の復旧に加わった方が良くないか？」


　ガリアスがわずかに首を傾かしげてそう問うてくる。


「どうにもね」


　ロミリオは苦笑を浮うかべた。


「先にも言いましたが。ロン・コルグといい、ドーベルン・スタインバーグといい、あのレイオット・スタインバーグといい……あの流れを汲くむ連中は目障りでして。理り屈くつでは説明しにくいのですがね」


「……分かった。では」


　ガリアスは頷うなずくと階段を降りてゆく。


　ロミリオはその姿を見送り──


「さて。私も参りましょうか」


　ポケットから一本の鍵かぎを取り出してロミリオは笑った。
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「──やった！」


　隊員達の間に歓かん声せいが上がる。


　時計塔からおよそ三百メルトル余り離れたビルの──屋上。


　端はしに設置された給水塔が一部、破は壊かいされ、そこから大量の水が流れ出て、屋上そのものが巨きよ大だいな水みず溜たまりと化している。勿論本来ならばそれは階段から下の階に流れ落ちていく筈だが、屋上への出入り口の扉とびらは堅かたく閉められ、そこには布や紙を挟はさみ込んで、水みず漏もれを最小限に食い止めていた。


　幾き何か学がく模様対策である。


　固体の上にしか幾何学模様は広がらない。


　川や下水道の流水の上には──流体の上にはあの黒い幾何学模様は自らを張はり巡めぐらせる事が出来ないらしいのだ。だからこそこうしてビルの給水塔を破壊して一時的に屋上をプールの様な状態にしてあるのだった。ほんのわずかずつでも水が流れ続ければ幾何学模様はこの屋上に侵しん入にゆうしてこない。


　そして──


「喜ぶのは後だ、各自、独自判断でスタインバーグ達への支し援えん狙そ撃げきを続行！」


「了解！」


　その屋上の縁──落下防止用の柵さくに二脚バイポツドを引っかける様にして〈サンダー・ボルト〉を構えていたＳＳＳの隊員達の姿が在った。


「しかし──正直言って半信半疑だったが」


　ブライアンは隣となりに立って双そう眼がん鏡きようを顔に当てている『助言者』を振り返った。


　都市迷めい彩さい服ふくに身を固めた屈くつ強きような特とく殊しゆ部隊員達の間に在っては、殊こと更さらに違い和わ感かんを放たざるを得ない様な──可か憐れんな容姿の少女である。やや肌はだの色が濃いのと目鼻立ちに素そ朴ぼくな印象が強いのは、異国の血が入っているからだろう。


　ノーラ・ヤナギサワである。


　この少女を連れて行くべきだとネリン・シモンズ、それにジャック・ローランドが主張した時には彼等の正気を疑ったものだが、現実にはその言い分通りの事をこの眼鏡の少女はしてのけた。


　即すなわち……透とう徹てつした観察眼による未来予測と詳しよう細さい分ぶん析せき。


　彼女は狙そ撃げき手しゆ達と同じく双眼鏡で狙撃対象である〈資格者クオリフアイア〉を見つめ──その姿や動きから対象の内面や次の動きを高い精度で知る事が出来る。二人射殺した〈資格者〉の内、後者、眼鏡を掛かけた小太りの男は、例のゼマティスという〈資格者〉と同様に脳を頭部から別の場所に移していた様だが──先の一いち撃げきに対する反応から、ノーラは、その〈資格者〉の脳の位置を見み抜ぬいてしまったのである。


　彼女に言わせると、先の一撃を喰くらったその〈資格者〉は、反射的に、自分の左胸を庇かばう様な仕草をしたのだという。つまりはそこが急所であり、魔族である以上はそこが脳の位置であるのだと分かったのだそうだ。


「大したものだ。我々だけでは、一人目はともかく、二人目は斃たおせなかっただろう」


「ありがとうございます」


　双眼鏡は覗のぞき込んだまま、少しはにかんだ様な笑みを浮かべるノーラ。


「こんな形で役に立つとは思ってもみませんでした」


「正直──君の様な『眼』が在れば、警察の仕事も随ずい分ぶんとはかどるだろうな」


　ネリン達の言葉が正しければ、ノーラは相手の内面までその『眼』で透すかし見る事が出来るという。下手な噓うそ発はつ見けん器きに掛けるより、この少女と相対させておいた方が、犯罪者の取り調べは進むかも知れなかった。


「……あの連中を庇ったのも」


　ブライアンは眼を細めて『千里眼』の少女を見つめた。


「その眼の動きとか、そういうのからの判断か？」


「あ──はい」


　こっくりとノーラは頷く。


「悪意や敵意を持った形は在りませんでしたから」


「…………」


　まるで当たり前の事を口にするかの様に言うノーラに──ブライアンは呆あきれた様子で肩かたを竦すくめて見せた。
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　形勢は一気に逆転していた。


　何ど処こからともなく飛来する対魔族狙撃ライフル〈サンダー・ボルト〉の極ごく超ちよう音速弾。


　それは不意をついたという事もあり、魔族四名を穴だらけにして射殺、レイオットが斃した一名、そして赤銅色のモールドを着た魔法士が斃した一名を含ふくめ、瞬またたく間まに〈資格者クオリフアイア〉達は半分にその数を減じていた。


　残る六名の〈資格者〉はこの時点で状じよう況きようを不利と判断したのだろう。揃そろって現場から引く動きを見せたが──それもまた阻はばまれていた。


　何処からともなく──恐おそらくは下水道を使って移動してきたのだろうが──現れた戦術魔法士タクテイカル・ソーサリスト達、そしてそれを支し援えんする医療魔法士達や産業魔法士達が、彼等の退路を絶ってしまったのである。


〈資格者〉達はそれぞれ街路を逃にげて移動しつつ散発的な反はん撃げきを行っている様だが……戦術魔法士達を斃すには至っていなかった。


　そして──


「──カペル、か？」


　半ば啞あ然ぜんとした口調でレイオットは、自動二輪に跨またがる魔法士に声を掛けた。


「はい」


「お前──」


「私は」


　カペルテータはいつも通りの静かな口調で言った。


「レイオットに還かえってきてくださいとお願いしました。レイオットも私の願いに応こたえて生きて戻ると誓ちかってくれました。ならば私も生きて出で迎むかえる為ための努力をすべきと考えます」


「それは……」


　確かに理屈ではあるが。


「まさかお前が、戦うなんてな」


　正直言って……カペルテータの性格と、戦せん闘とう行こう為いというものがまるでレイオットの中では嚙かみ合わないのだ。今こうしてモールドを着込み、実際に〈資格者〉の一人を斃してのけた彼女を見ていても、まるで実感が湧わかない。


　だが──


「私が一切、戦闘行為に加わらなかったのは傍ぼう観かん者しやである事、観察者である事を自分に課していた為です。今は違ちがいます」


　カペルテータはきっぱりとそう断言した。


　レイオットとしてはただ気け圧おされた様に『なるほど』と返すのが精せい一いつ杯ぱいだった。


　表情に乏とぼしいので大人しい印象が在るが、実はこの少女、とんでもなく気が強いのではないだろうか。それとも単に決断力が在るからか。


　いずれにせよ彼女の様子には微み塵じんの動どう揺ようも逡しゆん巡じゆんも無い。やるべき事を熟知した人間の落ち着きがそこには在った。


　更さらに──


「──レイ！」


　鈍にぶい駆く動どう音おんを響ひびかせながら一台のトラックが通りの向こう側から姿を顕あらわした。


　運転席には──ジャックとネリンの姿が在る。


「スタインバーグさん！」


「──シモンズ監かん督とく官かん。生きてたのか」


　呟つぶやくレイオット。


　自分の声に安あん堵どと喜き悦えつが含まれているのに気付いてレイオットは苦笑した。


　他人になど興味はないと思っていた。


　自分一人の事で手て一いつ杯ぱいで、他人の事などを考えている余よ裕ゆうは無い──と考えていた。ましてや自分は、幾いくつもの悩なやみ事ごとを棚たなの上に上げたり下げたりして仕切る様な器用さも持ち合わせてはいない。自分にとって他人とは単に『自分でない誰だれか』であって──それ以上でもそれ以下でも無いのだと、だから興味など持っても意味はないのだと思っていた。


　しかし……気が付けば自分はいつの間にか数多くのしがらみを抱かかえ込んでいる。


　カペルテータは言うに及およばず。


　ネリン。フィリシス。ジャック。ナレア。フレッド。エリック。ノーラ。エリナ。バリー。ブライアン。その他……多数の人間と関わって生きている。彼等との関わりをいつの間にか自分の意識の奥深くにまで引き込んでいる。


　自分がこんなにも他人を案じる様になっていたのだと知って、レイオットはむしろ何だか──ひどくおかしな気分だった。


　まるで今までの自分が、駄だ々だを捏こねている子供の様にすら思えて……


「レイ！」


　運転席からジャックが叫さけぶ。


　トラックはレイオットのそのすぐ目の前で停まり、慌あわただしい様子でネリンとジャックが降りてきた。


「アセンブラ用の移送用架台キヤリア・フレームを〈スフォルテンド〉用に調整してある！　今の内にモールドを再装着してくれ！」


「──いいのか？」


　苦笑を浮うかべてレイオットが見つめるのは、真っ先に反対しそうなネリンであったが……助手席に座る彼女は、少し疲つかれた表情で首を振った。


「今はあんまり法律違い反はんとか考えないようにしてます」


「……そうだろうな」


　レイオットはカペルテータの方を見て言った。


　言うまでもなくＣＳＡがモールドを着込んで魔法を撃つのは法律違反だ。強制待機期間を経ない再装着云うん々ぬんでレイオットを問題視するより、カペルテータをまず問題視すべきなのだろうが、この状況でそんな事を言っている場合でもあるまい。


「それは全部終わるまで棚たな上あげで」


「出来れば永久に棚上げしておいてくれると助かるんだがな」


　そう言ってレイオットはすぐ横に停車したトラックを見上げる。


　そして……


「レイオット」


　カペルテータが言いながら──いきなりスタッフを構える。


　まるで無む駄だの無い、熟練者かと見み紛まがう様な滑なめらかな動きで無音詠唱ダムキヤスト。


　そして──


「イグジスト」


〈デフィレイド〉が展開される。


　次の瞬しゆん間かん、レイオット達に向けて強きよう烈れつな熱ねつ衝しよう撃げき波はが押し寄せていた。


「なにッ!?」


　恐らく威い力りよくにすれば〈マグナ・ブラスト〉並みか。


　周囲の瓦が礫れきが舞まい上がり、建物の表面が抉えぐり取られ、焼やけ焦こげる。咄とつ嗟さにカペルテータの展開した遮しや蔽へい力場が無ければ、レイオットも、そしてジャック達も、即そく死しとはいかぬまでも相当な被ひ害がいを受けていたに違いない。


　轟ごう音おんと共に幾つかの建物が崩くずれていく。


　そして──


「……来ます」


　呟くカペルテータ。


　丁度──ジャック達のトラックと同じ様に、しかし反対の側、つまりは時計塔とうの方から一台の大型トレーラーが、塵じん煙えんと熱風を突つき破やぶる様にして突っ込んでくる。


「逃げろ！」


　レイオットの叫びに応じてジャックとネリンが慌てて走り出した。


　数秒後──トレーラーはトラックの横腹に激げき突とつ。


　鼓こ膜まくを引ひっ搔かく様な金属の悲鳴を上げながら、トラックは横よこ倒だおしとなり、それでも停まらず、二台の大型車両は縺もつれ合う様にして更に十数メルトルを滑すべって──そこでようやく停止した。


　トレーラーの運転席に人の姿は無い。


　だが──


「これは……！」


　身構えるレイオットの目の前でゆっくりとトレーラーのコンテナが開いていく。


　同時に全身がひどく重くなった様な──深い水底に居るかの様な圧あつ迫ぱく感かんが生じた。


　この感覚には嫌いやという程に覚えが在る。


　圧あつ倒とう的てきな程に巨きよ大だいな他者の魔力圏ドメインの内側に入った時の事だ。


　アルフレッドの〈鉄巨人〉。


　オッフェルトリウムの『世界グロウブ』。


　つまり──


「は！　はは！　は！　は！　まさかまさか──本当に使う事になるとは、思ってもみませんでしたよ!!」


　高らかな声が響く。


　愉しげに──しかし明らかな狂きよう気きを含んで。


「でも折角ですしね！　使わないとね！」


　何種類もの鈍い駆動音を全身から響かせながら立ち上がる──巨人。


　それはレイオットが散々イゾルデの廃街で見たあの、首無しの〈鉄巨人〉であった。


　ただし──


（……生いけ贄にえシステムは無しか）


　横から見る限りその背中に在る筈はずの『弾だん倉そう』が無い。


　代わりに背に折おり畳たたまれていた巨大な二本の円えん筒とうが展開し、ゆっくりと回転し始める。


　それはあの『柱』にも似て──


「そうくるか」


　レイオットは呟いた。


　魔族達は──〈資格者〉も含め、モールドを使用しない。使う意味が無いからだ。


　だがスタッフは違う。普段はそんなものは必要無いと彼等自身がたかをくくっているのだろうし、実際に必要無いのだろうが──実際に『柱』を作った事からも分かる様に、無意味という訳ではない。


　魔法は魔法だ。


　その集束と増ぞう幅ふくにスタッフを使う事には意味がある。


　つまり──この〈鉄巨人〉はそれが丸ごと、〈資格者〉のスタッフとして機能する事になる。それがどれだけの増幅率を持つのかは……レイオットには想像すら出来ないが。


「さあ。レイオット・スタインバーグ。目障りな小こ蠅ばえ。まずは貴方あなたから駆く除じよしましょう」


「御指名か。有り難いな」


　スタッフを無音詠唱しながらレイオットは呟く。


　残り拘束度デユラビツト数三。


　他の魔法士達はフィリシスを含ふくめて〈資格者〉との戦闘で手一杯の様子だ。しかも〈資格者〉達が逃げ回るせいか、次第に戦闘の現場が離はなれていく感すら在る。


　つまり今この場で〈鉄巨人〉と戦えるのは──


「シモンズ監督官！」


　レイオットは建物の陰かげに待避していたネリンに向けて叫んだ。


「あの狙そ撃げきは、モデラート警視と……ノーラだよな？」


「え？　あ──はい、そうですけど！」


「もし──」


　レイオットはちらりとカペルテータの方を一いち瞥べつしてから言った。


「もし俺の魔族化が始まったら、一発で頼たのむと伝えておいてくれ」


「レイオット──」


　何か言おうとしたカペルテータに、しかしレイオットは人差し指を突き付けて言った。


「お前はさがってろ」


「レイオット」


「先せん輩ぱいから忠告だ。魔法を撃つなら拘束度数は常に数えとけ」


「…………」


　黙だまり込むカペルテータ。


　彼女のモールドの胸には、もう拘束度端たん子しは残っていない。幾き何か学がく模様を蹴け散ちらすためか、それとも瓦礫を除のける為ためか──とにかく此こ処こに来るまでにも何度か、必要に迫せまられて魔法を使っていたのだろう。


「じゃあな。ちょっとあのデカブツを片付けてくる」


「え？　ちょ──スタインバーグさん!?」


　慌てた様なネリンの声と。


　そして知己やカペルテータへの様々な感情をその場に置き去りにして。


　レイオットは──〈ホイール・マニア[image: ]〉を発進させた。





　　　　●　　●　　●





　時計塔を囲む様にして建つ三本の『柱』が他の『柱』と違ちがう──恐おそらくは特別な役割を与あたえられているという事については見当がついていた。


『単純に見てこの三本は多分、〝要かなめ〟なんだろうさ』


　ルイーゼはそう分ぶん析せきしていた。


　外周部の六本、その内側の六本は、基本的に『壁かべ』と『幾何学模様』を構築し維い持じしているものであるとすれば──中央部の三本は一体何の役割を果たすのか。


　何な故ぜ三本だけが密集してトリスタン中央部に在るのか。


『もし私がこれを作った奴やつだとすれば。多分、これが最終目的の術式を積んだ巨大スタッフなんだろうね。〝壁〟を作って〝弾たま〟である人間を閉じ込めて。これが弾倉にあたる訳だ。で、次に〝幾何学模様〟は装そう塡てんシステムだわな。となると、撃発機構が要るだろ。魔法機関は銃じゆうに似てる部分が多い』


　ルイーゼはそう説明した。


　つまり──


『連中も私達が反はん撃げきを仕し掛かけるのは想定の内だろ。だから多分、この三本は互たがいが予備として機能していると思う。外周の〝柱〟は放っておいて、中央部のこの〝柱〟三本に戦力を集中すべきだあね』


　そして──


「──行くぞ」


〈ブラック・ドッグ〉の隊員達六名は頷うなずき合って地下を走る。


　主力であるアイザック・ハモンドは、他の戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストと共に地上で〈資格者クオリフアイア〉の掃そう討とうに参加している。魔法には基本、魔法で対たい抗こうするしかない。だから〈資格者〉と正面から向かい合って戦うのは基本的に魔法士のみだ。


　だが〈ブラック・ドッグ〉には元々アイザックを支し援えんする為の、非魔法士の隊員も数多い。彼等は銃じゆう器きや手しゆ榴りゆう弾だんといった、通常武器で魔族の動きを止めてアイザックが戦い易やすい様に状じよう況きようを整える役目だ。


　他にも封ふう鎖さ現場での避ひ難なん誘ゆう導どうや、現場の調査と危険物の撤てつ去きよといった作業──迂う闊かつに魔法を撃うって大だい爆ばく発はつや地じ盤ばん沈ちん下かを引き起こさないように、爆ばく発はつ物ぶつや可燃物の撤去、脆ぜい弱じやくな建築物や地盤の調査だ──もこなす。


　そんな自分達を彼等は『雑用係』と苦笑交じりに評するが、それはつまり、様々な作業に通じた万能型の兵士という考え方にも繫つながる。


　さすがに魔族と真正面から戦う事は彼等には無理だ。


　だが──逆に言えば、それ以外の部分では、現場への潜せん入にゆう、各種工作に長たけた彼等は十二分に活かつ躍やくできる。


　例えば……『柱』の真下に移動してその基部に爆ばく薬やくを仕掛け、これを破は壊かいするといった作戦の実行部隊として。


　問題の『柱』は巨大だが、巨大であるが故に、自らの重量が弱点となる。


　恐らくは緻ち密みつな計算の上に組み立てられ設置されているこれらの『柱』は、垂直に建てられているからこそ機能出来る。恐らくほんの数度分、斜ななめに傾かたむいただけで、全体の重量が不ふ均きん衡こうとなり、内部機構に不具合が出る筈だ。鋼鉄で造られていても──造られているからこそ過か剰じような力が掛かかれば歪ゆがむし、そうなれば精密機械はかならず作動不良を起こす。


　だが──


「この上か」


　隊員達は孔あなをくぐり抜ぬけて下水道の中に出た。


　彼等が今通ってきた孔は──同行する救命魔法士Ｒ・Ｓが穿うがったものだ。


　非常時、閉じ込められた人々を壁をぶち抜いて救出する場合も在る為、彼等は建築物や堅かたい岩がん盤ばんに孔を開ける為の魔法を装備している事が多い。最大出力で撃っても精々が十メルトル程度の距きよ離りを掘ほれる程度だが──この魔法は特定の地下施し設せつを急きゆう襲しゆうする場合にも役に立つ。


「あんたはそこに居てくれ」


　救命魔法士にそう告げて隊員達は頭上を見上げる。


　彼等の帽ぼう子しに取り付けられた小型電灯の光が、舐なめる様にして下水道の壁へき面めんから天てん井じようを照らし出していた。


「よくも……こんなものを、秘密裏に作れたもんだな」


　そこには……下水道にまで食い込む形で、『柱』の基部が露ろ出しゆつしていた。


　恐らく回転している『柱』の作動音だろう──下水道にも断続的な鈍にぶい音が繰くり返かえし繰り返し響ひびいている。露出した基部からと、そして下水道の天井に響いた震しん動どうが、この地下の空くう洞どうによって反はん響きようし、増幅しているのだ。


　まるで──巨大な獣けものの鼓こ動どうの様に。


「爆薬を。起き爆ばくは三分後に」


「了りよう解かい」


　下水道の天井の高さは二メルトル程しかない。隊員達は背中のバックパックから煉れん瓦がの様な大きさと形の樹脂状プラスチツク爆薬を取り出し、両手を伸ばしてこれを『柱』の基部に押しつけてテープで固定する。


　最後にペン状の信管を差し込んで起爆準備は完了だ。


　信管には簡易の時限装置が組み込まれており、十秒後から五分後まで、十秒刻みで爆ばく破は時間を設定出来る。


「よし、次の──」


　言いかけて。


「──ぐあっ!?」


　先頭の隊員が悲鳴を上げて汚お水すいに倒たおれ込む。


　派手な水みず飛沫しぶきが辺りに飛び散った。


「汚きたねぇなあ、おい」


「何やってんだお前──」


　作戦が上手く行っている事からの気の緩ゆるみだろう。残りの隊員達は仲間の失敗をつい笑って──だが次の瞬しゆん間かんには、笑い事ではないと気付いていた。


　汚水の表面に浮うかび上がってきた隊員が──ばらばらになっていたからだ。


　驚きよう愕がくの表情に固まったその顔は、右半分しか無く、手も、脚あしも、胴どうも、全てが別々の場所で、出来の悪いパズルの様に散らばって浮かんでいる。


「──！」


　隊員達が銃を構えるその先で、下水の中から悠ゆう然ぜんと浮かび上がってきたのは、禿とく頭とうの青年であった。


　下水に頭まで浸つかっていた筈なのに、その全身はまるで濡ぬれていない。人形じみた、生気を欠くその容姿は、この暗い地の底に在っては、殊こと更さらに相応ふさわしい印象だった。


「魔族メレヴエレント！」


　隊員達は後退しながら銃を撃つ。


　全フ自ル動オ射ー撃トに設定されていた五挺ちようの自動小銃は、一瞬で二十発を超える弾だん丸がんを吐き出していた。勿もち論ろん、狭せまい下水道内では避よける余よ裕ゆうは無い。そして実際、その禿頭の青年も殊更に避けようとはしなかった。


　空中で火花が散る。


　全ての銃じゆう弾だんは、空中でばらばらになって、更さらには青年の身体からだに到とう達たつする直前で停止。


　次の瞬間には下水の中に落下して小さな飛沫しぶきを飛び散らせていた。


　そして──


「…………」


　禿頭の青年は静かに片手を掲かかげると、握にぎり拳こぶしから人差し指を突つき出だして──振ふる。


　まるでそれが巨きよ大だいな剣けんであるかの様に。


「──!!」


　鋭するどい何かが、空気を切きり裂さき、そして隊員達を輪切りにせんと──


「…………ほう？」


　金属音が下水道に響いた。


　ばしゃんと一際大きな飛沫と音を撒まき散ちらして、切断されて剝はがれたモールドの一部が落下した。咄とつ嗟さに孔から飛び出てきた救命魔法士が、隊員達の前に飛び込んで盾たての役割を果たしたのだった。


「極ごく薄うすの遮しや蔽へい力場による切断。戦術魔法士の『ハック』と同じですね」


　その救命魔法士は静かに言った。


　どうやら今の一いち撃げきで相手の攻こう撃げきの質を見み抜ぬいたらしい。


　だが……


「貴方あなた達は先に行ってください。この人は私が引き受けます」


　救命魔法士は〈ブラック・ドッグ〉の隊員達に告げた。


「いや、しかし」


「大だい丈じよう夫ぶですよ」


　敵を前にしながら、しかし救命魔法士は大だい胆たんにも後方の隊員達を振り返って見せた。


「私はそう簡単には死にませんので」


　だがそれは一体何ど処こから来る自信か。


「いいから。はっきり言って貴方達が居ると邪じや魔まです」


「…………」


　隊員達は、一瞬、顔を見合わせ──


「すまん、恩に着る!!」


　叫さけんで彼等は走り出す。


　その姿を、平然と敵に背中を見せつつ数秒見送って──


「すみません。お待たせしました」


　改めて救命魔法士は〈資格者〉に向き直って言った。


「気にする程の事も無い」


　禿頭の青年──ガリアスは言った。


「お前を殺してから追えばいい」


「それは難しいと思いますよ？」


　のんびりとした呑のん気きな口調である。


　人の形をした魔族を相手と、真正面から相対しているとは思えない程の落ち着き振ぶりだ。


　だが──


「魔法が使えぬ人間が、魔族を相手に何をしようと？」


　既すでに先の一撃を喰らって、救命魔法士のモールドは、半分近くが魔法士の身体から剝がされ、既にまともに機能する状態ではない。今の救命魔法士はモールドを装着しているというより、その残ざん骸がいを身体にまとわりつかせている程度に過ぎない。


　たとえ何らかの攻こう撃げき魔法の術式をスタッフに仕込んでいたとしても、これでは──魔法を撃てばその瞬間に魔族化が始まってしまう。


　だが──


「…………ああ」


　救命魔法士は笑った。


　心底──嬉うれしそうに。


「良かった良かった」


「……なに？」


「わざわざ旧い予備を引っ張り出してきた甲か斐いがありましたねえ」


　そう言って。


　まるで無防備にガリアスに近付きながら──言った。


「イグジスト」


「──!?」


　ガリアスの頭上から大量の土砂が落下する。


　穴あな掘ほりの為ための魔法をガリアスの頭上に向けて、救命魔法士が撃ったのだ。当然、真上に向けたそれは、孔を空けた空間容積に匹ひつ敵てきする土砂をそのまま真下に落下させる。普通の人間ならばこれだけでも瞬間的に生いき埋うめにされてしまうだろう。


　だが──


「──ッ！」


　小山を成した土砂の中から、砂を跳はね飛ばして遮蔽力場が飛び出す。


　それは無防備に近付いていた救命魔法士の左の腹から肩かたにかけて、間に在る心臓も含ふくめてばっさりと切断し、背後に抜けていた。


　間違いなく即そく死しの致ち命めい傷しようだ。


「……その状態で魔法を撃つか。驚い……」


　砂を払はらい落としながら立ち上がるガリアス。


　だが……


「──!?」


　その額に散弾銃の銃口が押し当てられたのは次の瞬間だった。


「貴様──!?」


　刃状の遮蔽力場に身体を貫つらぬかれながらも、その救命魔法士は怯ひるむ事も無くそのまま前進してきたのだ。それどころか……今もその身体を貫かれているというのに、一切の苦痛を示す様子すら無く、何処かのんびりした表情のまま、背中に装備していた切ソりウ詰ドめオ型フ散弾銃を、ガリアスに向けてきたのである。


「…………」


　ガリアスは咄嗟に魔力圏ドメインによる干かん渉しようで散弾銃を無力化。


　銃など引き金とそこに繫つながる撃発機構を抑おさえてしまえばただの鉄──





　──轟ごう音おん。





　ガリアスの干渉は、次の瞬間、あっさりと無効化し返され、散弾銃は彼の頭部を吹ふき飛とばしていた。


「なに……まさか貴様」


　鼻から下の残った口が、愕がく然ぜんと呟つぶやく。


　ガリアスもまた、脳を腹部に移動させている為、額を吹っ飛ばされた程度では致命傷ではない。


　しかし──


「気付くのが遅おそいですよ」


　続けざまに放たれた散弾銃の攻撃が、ガリアスの身体を容よう赦しやなく穴だらけにしてゆく。




[image: ]


「……私達と同じ……」


「ええ」


　更に救命魔法士の身体から残骸と化したモールドが剝がれ落ちる。


　同時に、ガリアスの遮蔽力場が刻んだ傷口も、まるでフィルムの逆回しを見ているかの様に消えていった。


「貴方達は〈資格者〉と呼んでいるのでしたっけ」


　返事は無い。


　完全に相手が息絶えた事を確認すると、剝がれ残ったモールドの一部をつまみながらその救命魔法士は──昔の自分のモールドを持ち出してきて、救命魔法士のふりをしていたＧ・Ｇは、肩を竦すくめた。





　　　　●　　●　　●





　戦術魔法士タクテイカル・ソーサリスト達を支し援えんして狙そ撃げきを続けるＳＳＳスリーエスの隊員達を眺ながめながら──ルイーゼは溜ため息いきをつくかの様な口調で言った。


「どういう風かぜの吹き回しだい」


「…………」


　対するのは──同じく彼女と並んでＳＳＳの様子を眺めているインバネス・コートの老人である。何処か時代錯さく誤ごな印象の格好であるが、不思議と、違い和わ感かんは無い。それが当然の衣装であった時代から着慣れているせいであろうか。


　ロン・コルグ。


　源流魔法使ルート・ソーサリアンと呼ばれる一派の一人である。


「あんた達は俗ぞく世せに関わらない──そんな風に決めてたってドーベルンから聞いていたんだがね」


　あの放送局における〈資格者クオリフアイア〉達の攻撃。


　この必殺とも言うべき瓦が礫れきの雨を凌しのいだのは──ロンの魔法であった。


〈スタグナント〉。つまり物質停てい滞たいの魔法である。


　彼の魔法は大量の瓦礫を地面に激げき突とつする寸前で静止させ──具体的には地上一メルトル弱の高さで全てを受け止めた。瓦礫の層と地面との間にほんのわずかだけ作られた空間によって、駐ちゆう車しや場じように居た者達は命を取り留めたのである。


　更に同行していた救命魔法士Ｒ・Ｓが、咄嗟に幾いくつもの孔あなを地面に穿うがち、皆みんなを真下の下水道に移動させた。正しくは広こう範はん囲いに一時的な物質特性の変化を生じさせる魔法を展開……まるで粘ねん液えきの膜まくをくぐり抜ぬける様にしてルイーゼ達は、駐車場に在った装備諸もろ共とも、地下に避ひ難なんする事が出来たのである。


　ビル複数分の瓦礫を停止させる魔法。


　それがこの源流魔法使にどれだけの負担を強しいたのかは分からない。


　だが今、この老人は──人間を遥はるかに凌りよう駕がするだけの力を持っている筈はずの存在は、ただ、杖つえに縋すがって立っているのがやっとの状態だった。当初は彼自身の肉体形状を維い持じする事すらままならず、まるで溶とけかけた蠟ろう人にん形ぎようの様な状態になっていた位だ。


　咄嗟に彼を魔族と判断して撃とうとしたアイザックらの前に、『いけません』と叫んで立ちはだかったのは、同行していた救命魔法士と、そしてノーラだった。


　元々連れであるらしかった救命魔法士はさておき──ノーラが、小こ柄がらな少女が、両手を広げて異形の存在を庇かばったのには、居合わせた全員が驚おどろいたものだ。


　だが──


『この人は敵じゃありません！　分からないんですか!?』


　まるでそれが自明の事であるかの様に、強きよう硬こうに──そして必死に叫ぶノーラに、一同は毒気を抜かれた。同時に自分達が普通では在り得ない方法で助けられた事についても理解する者が、ルイーゼや魔法士達を中心に出てきて……その場は収まったのである。


　以後、ルイーゼ達は、ロンからの情報提供と、それまでの情報分ぶん析せきを足あし掛がかりとして、作戦を立て、地下を通って『要柱』に接近し、これを撃げき破はすると同時に、そこに集まってくるであろう〈資格者〉を殲せん滅めつする事となった。


　丁度──放送局の駐車場でルイーゼ達が仕し掛かけられた事の逆を仕掛け返す事になる。


　幸い、ルイーゼ達の中には、問題の『眼』を持った少女ノーラと、そして生きた魔力計とも言うべきカペルテータが居た。彼女等の能力を使って〈資格者〉達の裏をかき、〈要柱〉の近くにまで接近する事はそう難しい事ではなかった。


　なおかつ──


　あの人を捕とらえる幾き何か学がく模様。ロン達が『接続索』と呼ぶあれが、水の上に自らを広げられない事についても分かっていた。ならば下水道を辿たどっていけば、幾何学模様に囚とらわれる可能性も少ない。地上に出れば火を使ってこれを焼き払い、出来た隙すき間まを移動して、作戦の展開に必要な位置まで移動する──これを提案したのは、ネリンだ。


　こうして今、人間達は〈資格者〉達を逆に追い詰めつつある。


　だが──それもこれもロンの手助けがあったればこそである。


　彼が相棒の救命魔法士と共にあの駐車場に来なければ、その時点でルイーゼ達は全ぜん滅めつしていたに違ちがいない。


「私の弟子を知っているのか？」


「知ってるさ。モールドの理論については彼から教わった。ほんの触さわりだけどね」


　とルイーゼは言う。


「……そうか」


　ロンは改めてルイーゼを見て眼を細める。


「〈イエルネフェルト事変〉の後──ドーベルンが、言っていた馴な染じみのエンジニアというのは貴女あなたの事か」


「まあそうだろうね。多分」


　ルイーゼは頷うなずいた。


「私の事も？」


「魔法関係の師し匠しようが居て──それが源流魔法使ルート・ソーサリアンだって話はね。正直、話の全部を信じてた訳じゃなかったけども」


「……口の軽い奴やつだ」


　呟くロンの横顔には苦笑の色が滲にじんでいる。


　そんな彼を振ふり返かえり──


「源流魔法使は俗世には交わらない──まあ改めて会ってみて、理り屈くつは分かったさ。普通の人間から見れば、あんたらはあの人型の魔族と──〈資格者〉ってのと大差無い。あんたらみたいなのが存在すれば、人間社会は無茶苦茶になっちまう」


　頭が良いとか。運動神経に優れるとか。


　そんな次元の問題ですらない。


　源流魔法使にしろ〈資格者〉にしろ、その存在は人間社会を──社会を構成する上で人間達が依よって立つ大前提を破は壊かいしかねない。自分達は万ばん物ぶつの霊れい長ちようではなく、より強力で事実上の不老不死を体現した存在が自らの上に居るのだと認識すれば、人間はどうなるか。そんな次元の違う存在が当たり前の様に自分達に混じって暮らしていれば──どうなるか。


　恐おそらくその文化や文明は根ね刮こそぎ変革を余よ儀ぎなくされるだろう。


　同時にそれは、人種や文化の違いなどといった些さ細さいな物事とは比べものにならない程の、深い溝みぞを──差別をこの世界に生み出す事になる。いや。それは差別というより区別だろう。人間と猿さるを同列に扱あつかう人間は居ない。自分達が猿と同様に──より上位の存在にとって必要とあれば殺されても文句を言えない立場に置かれたという事を、人間は認識せざるを得なくなる。


「ぶっちゃけ、あの〈資格者〉達だってやってる事はアタシ達と大差ねえんだ」


　とルイーゼは言った。


「より自分達に快適な環かん境きようをもたらす為に、他の生物種を犠ぎ牲せいにする。ただそれだけだ。なまじ人間の姿形をしてて、人間の言葉を話すから、物もの凄すごい犯罪行こう為いに見えるけどね」


「その通りだ」


　ロンは頷く。


　病気を治す為に動物を生いけ贄にえに使って実験する。安定した食しよく糧りよう供給の為に森を焼き払い畑を作る。労働力を確保する為に恣し意い的てきな交配を繰り返して、特異な身体的特とく徴ちようを持った家か畜ちくを作り出す。


　全て人間がやっている事だ。


　人間を殺す事は罪だとしつつ──人間でないならば罪には問わない。問うたとしてもそれは人間を殺す罪とは別のものとして扱う事になり、少なくとも殺人よりは軽い扱いになってしまう。


　では……もし人間よりも上位の存在が出てきて同様の真ま似ねをすれば人間はこれに異論を唱えるだけの正当性を持っているのか。


　その場合には何を以て『殺せば罪になる生物』と、そうでない生物を分けるのか。


　知能か。


　ではその知能の定義はどうすれば良いのか。植物状態の人間ならば殺して良いのか。知能というものの水準をどうやって計るのか。例えば牛は人間に比べてどれだけ知能が低いのか。もし殺すのを許されざる知能水準が在るとすれば──それは単なる人間の思い込みではなく、客観的にそれを指し示せる基準をどうやって作り出すのか。


　そも正当性とは何か。


　それすらも結局は感情的な──保身の心が生み出す、幻げん影えいに過ぎないのではないか。


「確かに我等も〈資格者〉もその方法や過程に差は在れど、人類の進化種であるのだろう。能力的にはより上位で、魔法の力を行使できるという意味でも、万物の霊長の名には相応ふさわしいかもしれん」


　ロンは淡たん々たんとした口調で語った。


「だが……進化を巨きよ大だいな樹きに喩たとえるとすれば、我等は本当にその末まつ端たんだ」


「幹ではないと？」


　樹は無数に枝分かれして広がっていく。


　その中にはそのまま幹に、あるいは主流たる太い枝になるものも在れば、そこから派生して次第に先細りし、その向こうにはもう虚きよ無むしかないという梢こずえも存在する。


「我等は先が見えておる」


　ロンは断じた。


「行き着く先は新たな『世界』──それは即すなわち花はなを咲さかせ、実を結び、種を残すという事に等しい。母なる大樹から分ぶん離りして新たな大樹と成らん事を目指して。だが……本当に可能性とはそれだけのものか？」


「…………なるほどね」


　ルイーゼは微び苦く笑しようを浮うかべた。


「人間はままならぬ。人間は病で死に、戦いくさで死に、罪で死に、そして何もしなくとも老いて死ぬ。出来る事よりも出来ない事が多く、その事を嘆なげき続け、だからこそ不安や逡しゆん巡じゆんから逃のがれる事無く、過あやまちを繰り返し、繰り返し──」


　ロンは戦う戦術魔法士達を見下ろして言った。


「だがそれで良いのだと私は思う様になった」


「どうしてだい？」


「あの者達を見たからだ」


　とロンが指差すのは──折しも、ロミリオの〈鉄巨人〉に向かって突とつ撃げきするレイオットの姿であった。


「むしろ……ままならぬ事が人間の価値であろうよ。そうでなくなった者達が──我々であり、アレだ」


　ロンが次に指差したのは〈鉄巨人〉の方である。


「究極だ上位だと言ったところで、それが『限界』あるいは『選せん択たくすべき可能性の減少した結果』という事に気付かない。気付いても理解しない。容認できない。どちらが正しいとかどちらが有利であるとか……その主張自体が間ま違ちがいであると気付けもしない」


　何もかもが、ただ在る様に在る、という──ただそれだけの事を認められない。


　自分の認めるもの以外の存在を許さない。他を支配下に置いて自らをその上に君臨させないと安心出来ない。『ままならぬからこそ可能性という名の道はより多く残されている』という事を理解出来ず──自分が究極であると主張し、他の排はい除じよを試みる。


　世界は一枚の布だ。


　無数の糸が織り成して造り出すそれは、一本が欠けても他を道連れにして崩ほう壊かいしかねない。だから何かを絶対的に否定するとか、何かを絶対的に肯こう定ていするとか、その事自体が自らを含ふくんだ全てを滅ほろぼしかねない事なのだ。


「己以外の、他の枝を全て伐ばつ採さいしようとする枝なぞ──樹にとってはそんなもの、癌がん細さい胞ぼうに等しかろうさ」


「確かにね」


「我等は共に可能性だ。同じ樹から伸のびた枝だ。それは多様性という形で樹の存在を護る。それを思えば、あの〈資格者〉を名乗る者達の行動は──放置出来ない。俗ぞく世せも何もあるまい。彼等の行動は世界そのものを歪ゆがめる。この考え自体が、あるいは矛む盾じゆんを孕はらんでいるのかもしれんがな」


「そうかもね」


　ルイーゼは言い──そしてロンの肩かたを叩たたく。


「でもそれはとても人間的だと思うよ」


「…………」


　ロンは単眼鏡の奥で眼を瞬しばたたかせて、ルイーゼを振り返る。


「そうか。なるほど──そうかもな」


　呟つぶやくロンの口調は何ど処こか愉しげだった。





　　　　●　　●　　●





　何発もの銃じゆう弾だんが〈鉄巨人〉に向けて撃うち込まれる。


　ＳＳＳスリーエスの隊員達が放つ攻こう撃げきは──しかし装そう甲こう目標を前にしては殆ほとんど意味を成さなかった。


　元々〈サンダー・ボルト〉の銃弾は超ちよう高こう速そくではあるが、貫かん通つうしてしまってはその威い力りよくを十二分に発揮出来ない。目標体内で自ら潰つぶれて停止、その際に飛行エネルギーを全て衝しよう撃げきに換かえて相手に叩き付けるのが望ましく──それ故に金属の弾だん頭とうとしては、通常のものに比べて柔やわらかい。つまりは潰れやすく、そして割れやすい構造をしているのだ。


　これは装甲車等に対して使われる徹甲弾アーマ・ーピアシングとは逆の構造である。


　対魔族用の一いち撃げき必殺を目指して作られた〈サンダー・ボルト〉の銃弾は、故に〈鉄巨人〉の表面装甲に浅い傷を付けるばかりで、わざわざ魔力圏ドメインや魔法で防ぼう御ぎよする必要すら無い様だった。


　電光が雨の様に降り注ぐ。


　腕うでから、脚あしから、胴どうから、所構わず、まるで〈鉄巨人〉そのものが帯電しているかの如ごとく、青白い稲いな妻ずまを発してこれをレイオットに向けて投げつけてくる。地面に突つき刺ささる電光の間をすり抜ぬけながら、〈鉄巨人〉に向けて更さらに接近するレイオット。


「豪ごう勢せいな奴だ」


　拘束度デユラビツト数が存在しない為か、派手に魔法を撃ちまくってくる。


　だがこの〈鉄巨人〉もまた、他の〈資格者クオリフアイア〉と同様に攻撃が大おお雑ざつ把ぱだ。今まで恐らく油断しきった相手に後ろから魔法で一撃──そんなやり方しかしてこなかったのだろう。攻撃の精度がかなり甘い。


　とはいえ──


（まぐれ当たりでもまともに喰くらえば）


　間違いなくレイオットは血液を沸ふつ騰とうさせて即そく死しだろう。


　しかも……


（魔法の支し援えんは──殆ど期待出来ないか）


　未だ、フィリシスや他の魔法士達は残りの〈資格者〉達と戦っている。決して劣れつ勢せいという訳ではない様だが、立て続けに六名を殺された〈資格者〉達も慎しん重ちようになっており、そう簡単に斃されてくれるという訳ではない様だった。


　だが──


「さあ。レイオット・スタインバーグ。貴方あなたのその、鋳い型がたの中の柔らかな中身を、プリンの様な、卵の様なその身体からだを、潰しましょう」


〈鉄巨人〉が腕を伸ばしてくる。


　どうやら先の電でん撃げきは小手調べの様なものであったらしい。


　予想以上に滑なめらかで素早い機械の指先をかいくぐり、更にはその股こ間かんを通とおり抜け、レイオットは〈鉄巨人〉の背後に出る。


　操縦桿スタツフを倒し、クラッチを繫つなぎ直して、その場で急速旋せん回かい──勢いは勿もち論ろん殺せない為ため、後ろ向きに路面を滑りながら、レイオットはスタッフを〈鉄巨人〉の背中に──


「──!?」


　振ふり向むくまでもなく、後ろ向きに伸ばした〈鉄巨人〉の左ひだり腕うでから、光こう弾だんが放たれたのは次の瞬しゆん間かんであった。咄とつ嗟さにレイオットは〈ホイール・マニア[image: ]〉を操作、これを回かい避ひするが──間に合わない。


　それが一体如い何かなる効果を持つものであったか、光弾に触ふれた部分がごっそりと抉えぐり取られ、〈ホイール・マニア[image: ]〉はメインフレームの三分の一を失って分解する。レイオットはばらばらになった〈ホイール・マニア[image: ]〉から放り出され、路面を転がった。


「ぐっ──」


　反応が速い。


　それに──今の一撃。


　まるで急激に攻撃が精密になったかの様な……


「一つ良い事を教えてあげましょう」


〈鉄巨人〉が言った。


「〈資格者〉の多くが、実は〈イエルネフェルト事変〉以前からの存在です。というか、私とオッフェルトリウム以外の〈資格者〉は全員が、〈イエルネフェルト事変〉の際に発生したのですよ」


「……それがどうした」


　身を起こしながらレイオットは言う。


　殺そうと思うのならば今、レイオットが投げ出された時点で追つい撃げきをかけられたであろうに、相手はそうしてこない。レイオットを嬲なぶる積もりなのか、それとも他に理由が在るのかは分からないが──時間を稼かせがせてくれるというのならば、有り難い。


「つまりですね」


〈鉄巨人〉の中の〈資格者〉は言った。


「私以外はそもそもモールドとスタッフを使った経験が、無いのです」


「…………」


　確かに〈イエルネフェルト事変〉の際にならば──大量の魔族発生事件で混乱しているその時ならば、〈資格者〉が誕生しても目立つまい。そもそも拘束度数を超えて魔法を撃つと魔族化する、という常識はそれ以後のものだ。当時は『たまたま無事だった』程度に認識されていたのだろう。


　だが現代においては拘束度数が尽きた上での魔法行使は、魔族化を招くと世間一般に知られている。だからこそ魔法監かん督とく官かんが現場で状況を監督し、何か在れば即座に戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストを喚よんでこれを殲せん滅めつ出来るようにとの体制が整えられているのだ。


　これでは──幾いくつかの偶ぐう然ぜんが重ならない限り〈資格者〉が生まれようもない。


「しかし私は元々、魔法士でしてねぇ」


〈鉄巨人〉の〈資格者〉は言う。


「だから──他の〈資格者〉と違ちがって、技術として魔法を使える」


　先の一撃も、物質分解の魔法なのだろう。


　攻撃精度が甘く見えたのは、そう見せてレイオットの油断を誘さそっていたのだ。


　そういえば──


（この声……）


　以前聞いた覚えが在る。


　アルフレッドとやり合った時、〈スタグナント〉の魔法を用いて介かい入にゆうしてきた男だ。


　ロミリオ・ポロ・プロフェット男だん爵しやく。


　名前だけは──非合法の魔法士としてその名だけはレイオットも何度か耳にしていたが。まさか〈資格者〉だったとは思わなかった。道理で仕事の現場を他人に見せない訳である。モールドなど着けずとも彼は魔法を行使できるのだ。


　だが──


「……でっかい玩がん具ぐの中に隠かくれながら、威い張ばるな」


　レイオットは改めて立ち上がり、〈鉄巨人〉と相対しながら言った。


　腰こしの後ろのポーチから呪ス文ペ書ル式タ板グを一枚取り出して、これを呪文書式板選択器の中の一枚と入いれ替かえる。


　今のロミリオは、魔族の能力と魔法士としての技術に加え──巨きよ大だいな〈鉄巨人〉の魔法増ぞう幅ふく率を備えた怪かい物ぶつだ。まともにやり合っていては勝てない。


（〈アクセラレータ〉……）


　念ねんの為にと持ってきた違い法ほうな呪文書式板。


　口頭詠唱では何度か使っているが──呪文書式板で使うのはあまり経験がない。しかも今回は〈魔ま剣けん〉を組み込んだスタッフを使っている。もし迂う闊かつにこの魔法を使った場合、どうなるのかが分からない。


　軽自動車に──大型車のエンジンどころか、ジェット・エンジンを乗せる様なものだ。


　明らかに過か剰じよう、過大、下手をすればレイオットは自らの身体にかけられた魔法に耐たえきれず、自じ爆ばくする様にして死ぬ可能性も在った。


　だが……


（残り拘束度数──三）


　無音詠唱ダムキヤストをしつつレイオットは考える。


　相手を斃す為の一撃は外せない。


　外せば今度こそ手が尽きる。


　故に……


「イグジスト！」





　──世界の色が変わった。





　魔法による神経系の刺し激げきと加速。


　同時にその神経系を維い持じする為に必要な血流の供給。


　レイオットの心臓は今にも張はり裂さけんばかりに鼓こ動どうを始め、彼の神経は限界を超えた速度で流れる情報に──自らの熱に焼かれ始める。


　世界はまるで光に満ちあふれているかの様に明るく、視界はどこまでも広く、己の鼓動の音から、周囲を空気が流れる音まで、その全てが怒ど濤とうの勢いで耳じ朶だに流れ込んでくる。


　レイオットは──


「ぬうううああああああああああああああああああああああああああああああッ！」


　咆ほう哮こうしながら疾しつ駆くする。


〈鉄巨人〉に向かってではなく──その脇わきの建物に。


　走る勢いを利用して跳び上がり、窓まど枠わくに、煉れん瓦がと煉瓦の隙すき間まに爪つま先さきを掛かけて、更に跳ちよう躍やく。


「──ッ！」


〈鉄巨人〉がその右手を振り向けてくる。


　先程──〈ホイール・マニア[image: ]〉を分解した光がその掌てのひらに発生。


　撃うち出される光弾。


　空中に在るレイオットはこれを避よけ得る体勢に無いが──


「イグジストッ!!」


　選せん択たく呪じゆ文もんは〈ブラスト〉。


　ただし設定方向は〈鉄巨人〉に向けてではなく──己の真下。強大な爆ばく発はつにより火か炎えんと衝しよう撃げき波はが空中に咲さき、それらに弾はじかれる様にしてレイオットは真上に飛ぶ。〈鉄巨人〉の放った白光は彼のモールドをかすめ、空の彼方かなたに飛び去っていた。


「──！」


〈鉄巨人〉が己の頭上に両りよう腕うでを翳かざしてレイオットを捕とらえようとするが、もう遅おそい。レイオットは〈鉄巨人〉の上に取り付いていた。


　スタッフの尖せん端たんが〈鉄巨人〉の胴どう体たいに突つき付けられる。


「レイオット・スタインバーグ！　てめぇ──」


「イグジスト！」


　それまでと打って変わった口くち汚ぎたない口調で喚わめくロミリオに、問答無用で──零ゼロ距離でレイオットは攻こう撃げき魔法を叩たたき込む。


　選択呪文は〈アサルト〉。〈ブラスト〉と異なりその威い力りよくの全てを純じゆん粋すいな衝撃波に換かえる魔法。それは──〈鉄巨人〉の様な外がい殻かく構造の中に浸しん透とうした時、内側で幾いく重えにも反射して内部を徹てつ底てい的てきに破は壊かいする。





　──ぎぉん！





　鋼鉄の悲鳴を上げて〈鉄巨人〉が一回り大きく膨ふくれ上がる。


　無数の部品がばらばらとこぼれ落ち、固定しきれなくなった装そう甲こうが次々と剝はがれ落ちていく。だがこれはあくまで〈鉄巨人〉を破壊しただけの事だ。中のロミリオを斃したという確証は無い。


　故に──


「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ！」


　レイオットは吼ほえる。


　暴走する己の力を雄お叫たけびに載のせて逃にがそうとするかの様に。咽のどからは血がしぶいていたが、そんな事は全く気にならない。過剰な稼か働どうを強いられた身体からだの悲鳴をいなそうと、脳からは大量の脳内麻ま薬やくが分ぶん泌ぴつされ、彼はむしろ痛みよりも遥はるかに強い別の感覚を──高こう揚よう感かんに似た快感を覚えていた。


　モールドの装甲を頼たよりに、右手を、五指を揃そろえて貫ぬき手ての形にして突き入れる。


　装甲の隙間に叩き込まれたレイオットの右手は、その奥に在る脆ぜい弱じやくな部品群を破壊して深々と突つき刺ささり、その奥に在るワイヤーや配線を摑つかむと──これを引ひき抜ぬいて引きちぎる。


　途と中ちゆうで引っかかりが生じるが構わず引き抜いた。


〈スフォルテンド〉の装甲も一部剝がれたが──今はそんな事を気にしている場合ではない。構わず改めて別の箇か所しよにもう一度手を突き込む。今度は装甲の端はしに手を掛けて無理矢理これを引き剝がす。ぶちぶちとまるで生き物の皮を無理矢理剝いでいるかの様に、細かなものが幾つも千切れる音を立てながら、装甲が剝がされ、そして投げ捨てられた。


　そして──


「くそッ!?　なんて──なんて事を!?」


　装甲を剝がされた〈鉄巨人〉の胸部──そこに狂くるおしく歪ゆがんだロミリオの顔が露あらわになっていた。


　既すでにレイオットに拘束度数は無い。


　だが──


「このボクに──あがっ!?」


　叫さけぼうとしたロミリオに抜く手も見せず突き付けられた──いやその開いた口の中に叩き込まれた〈ハード・フレア〉は、機き関かん銃じゆうもかくやという速度で弾だん倉そうに残った四発を発射。本来ならば到とう底てい不可能な連射は、〈アクセラレータ〉が未だ効いている証しよう拠こだ。


　四発の大口径マグナム弾だんを一いつ瞬しゆんにして叩き込まれ、ロミリオの顔が膨れ上がる。


　本来ならば、先程、別の魔族がやった様に、ロミリオは銃じゆうの引き金を固定する事でこれを防ぐ事も出来た筈はずなのだが──


「…………ばやがっ!?」


　速過ぎるのだ。


　レイオットの動きが、ロミリオの認識よりも速い。


　彼が『銃を突き付けられた』と認識したその瞬しゆん間かんにはもう一発目が発射されている。


　己の体内で銃を発射される轟ごう音おんと衝しよう撃げきで、ロミリオの意識が揺ゆらされた隙間に更さらに一発。


　同じく生じた隙間に更に一発。


　そしてもう一発。


　口の中に突っ込んで固定されている為ために、反動やら照準調整の手間も無い。四発の銃じゆう弾だんは十分の一秒と掛からず、ロミリオの顔を吹ふっ飛とばし、更には体内に撃ち込まれ、その内部構造を破壊。


　レンズの割れた眼鏡めがねが空中に投げ上げられる。


　そして──


「おおおおおおおおおるううううううううああああああああッ！」


　レイオットはそのままロミリオの身体を摑むと、無理矢理〈鉄巨人〉の中から引きずり出していた。


「…………」


　わずかに残った下した顎あごが何か言いたげに揺れている。


　だがレイオットは構わずロミリオの胸倉を摑んだまま──


「潰つぶれろッ！」


　飛び降りた。
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　六メルトル以上の高さから舗ほ装そうされた──いや破壊され、幾いくつもの尖とがった瓦が礫れきが上を向いている地面の上に。勿もち論ろん、レイオット自身の体重を加えた上で。


　ぐしゃりと潰れ──そして跳はねるロミリオの身体。


　衝撃はそこで軽減されてはいるものの、レイオットにも届き、共に跳ね──彼は空中でロミリオの身体を離はなし、地面に転がった。


「は……はあ……はあ……はあ……」


　レイオットは荒あらい息をつきながら片かた膝ひざをついて身を起こす。


　ここまでやれば、いくら魔族とて生きてはいまい。


　魔族に対して肉にく弾だん戦せんを挑いどむというのはある意味で狂きよう気きの沙さ汰たであったが──〈アクセラレータ〉によって加速されたレイオットの反応速度が、ロミリオの対応力を上回った結果の勝利だった。


　もっともその代だい償しようは決して小さくはあるまい。


　レイオットは全身の毛穴という毛穴から血を流していた。


〈スフォルテンド〉の装甲の隙間から、ぽたりぽたりと汗あせの様に血の雫しずくが落ちる。全身を蝕むしばむ虚きよ脱だつ感かんが意識まで溶とかそうとする。辛かろうじて気絶はせずに居る事が出来たが──もう此こ処こからは一歩も歩けそうになかった。


　そして……


「──!?」


　レイオットは仮面の下で愕がく然ぜんと眼を剝むいた。


　動いている。


　ロミリオの──ボロ雑ぞう巾きんの様になったロミリオの身体が、わずかに動いて、レイオットから遠ざかり、そして……


「レイオット……スタインバーグ……」


　ぼろぼろのロミリオの背中に、まるで人じん面めん瘡そうの如ごとく浮うき上がってくる顔。


　それが──喋しやべっていた。


　恨うらめしげに。しかし狂気の笑みを浮かべて。


「よく……も……だがボクの……勝ち……ダ！」


　潰れておかしな方向に折れ曲がったロミリオの指先が、黒いものに触ふれている。


　直すぐ近くにまで伸のびて消え残っていた幾き何か学がく模様──接続索さくの端。


　それは付近の地面を、壁へき面めんを這はい、『要柱』の一本へと伸びていた。


「もウ……この計画は失敗ダ……だガ……次の……計画…………その前に……不安要素……レイオット……スタインバーグ……お前……世界の……対たい抗こう要素の……お前と……お前の周りの……奴やつ等らを……駆く逐ちく……」


（──まさか）


　未だ『柱』が吐はいた幾何学模様には何万人という人間が囚とらわれている。


　ロミリオはそれらの人間を使って無理矢理に攻撃魔法を撃つつもりなのだ。威力調整も照準も何も無い。目の前のレイオット達に向けて。


（まずい）


　自分が死ぬだけならばともかく。


　恐おそらくロミリオの放つ魔法攻こう撃げきは、カペルテータや、ネリンや、ジャックや、フィリシスや……多くの者達を間ま違ちがいなく巻き込む。数万人分の拘束度を使う魔法だ。微び調ちよう整せいなどなくともこのトリスタンの半分を吹き飛ばせてもおかしくない。


（まずい、まずい、まずいまずいまずい！）


　焦あせりと〈アクセラレータ〉の影えい響きようで高速回転するレイオットの意識。


　ロミリオに魔法を撃たせてはならない。


　だが今のレイオットには立ち上がる体力すら無い。


　モールドの拘束度数は無く、銃弾を拳けん銃じゆうに再装そう塡てんしている時間も無い。


　この状態で出来る事と言えば──


（…………）


　脳裏をかすめるのは紅い眼の少女の顔だ。


　誓ちかいの言葉。


　人として彼女の元に戻もどると約束した。


　しかし……





「──ベルータ・エイム・エイサ・ナルド・ナルド・フォテ・エイブ・カーガ」





（意外と覚えているもんだな）


　何ど処こか他ひ人と事ごとの様に想いながらレイオットは呪じゆ文もんを詠えい唱しようする。


　追加呪文プラグインではない。


　基き礎そ級魔法──〈ブラスト〉だ。呪ス文ペ書ル式タ板グの無音詠唱ダムキヤストではなく、口頭による詠唱。


　滅めつ多たに使う事の無い口頭詠唱による〈ブラスト〉だが、思いの外、すらすらとその呪文は彼の口から出ていた。


　そして──





「レイオット・スタインバーグ……貴様を」


「イグジスト！」


　叫びと共に魔法が炸さく裂れつする。


　ぼろぼろの肉体のど真ん中に発生した火球は、次の瞬間、ロミリオ・ポロ・プロフェット男だん爵しやくを粉々に粉ふん砕さい──血液は蒸発し、肉片も骨片も空中で燃もえ尽つきて灰となっていた。


　斃した。


　今度こそ間違いがない。何処に脳を置いていようと、ロミリオは完全に抹まつ殺さつされた。


　同時に……『要柱』が轟音と共に傾かたむいていくのが見えた。


　レイオットは知らぬ事であったが──〈ブラック・ドッグ〉の隊員達が仕し掛かけた爆ばく弾だんが点火されたのだ。


〈資格者〉達の計画は完全に頓とん挫ざした。


　未だ〈資格者〉達は残っているかもしれないが、彼等の駆逐は時間の問題だろう。『壁かべ』が消えればアルマデウス帝てい国こくの軍隊も介かい入にゆうしてくる。そうなれば〈資格者〉が一人二人残っていたところで事態をひっくり返す事は出来まい。


　トリスタン市は救われたのだ。


　だが……


「………………あ」


　全身の感覚が狂う。


　痛みがありとあらゆる神経を遡そ上じようして脳に殺さつ到とうする。


　五感が混乱して入り乱れる。


　視覚が痒かゆさを感じる。触しよつ覚かくが青さを覚える。聴ちよう覚かくが臭くささを知り嗅きゆう覚かくが苦さを知る。


「あ。があ。あああ。が。が。がが。が。あ。ああ。ああああああ」


　これは〈アクセラレータ〉の影響か。


　いや──勿もち論ろん違ちがう。


　これは……


（…………頼たのむぜ）


　不思議と恐きよう怖ふは無かった。


　むしろ、何かをやり遂とげた後の──奇き妙みような達成感すらレイオットは覚えていた。


　死に場所を探してひたすら彷徨さまようだけだった自分が、誰だれかを、沢たく山さんの誰かを、救う手伝いが出来た。それは、自分の様な親殺しの愚ぐ者しやにとっては、過分な程の、出来た最さい期ごであろう。


　後は──


（モデラート警視）


　人間を、止めてしまう前に。


　まだ──人間である間に。


　まだ自分が人間であった事を誇ほこれる内に。


　確実に…………


（──ドーベルン）


　レイオットはふと師であり親でもある男の事を想った。


　彼が死の間際に何を想ったのかは分からない。


　魔族化が始まり人間を止めつつある自分をどう感じたのかも分からない。


　だが──


（悪い。俺は──こんなにも）


　罪の意識に藻も搔がき苦しみながらではなく。


　むしろ静かな喜びを嚙かみ締しめながら──溢あふれる苦痛を何処か他人事の様に感じる、静せい謐ひつな気持ちで、レイオットは眼を閉じる。


　短い吐と息いきと共に彼は意識を、手放した。





　　　　●　　●　　●





「…………」


　光学照準器スコープの中にレイオット・スタインバーグの姿が在る。


　着ちやく弾だん点てんを示す十字線の交差は、剝はがれ掛かかったモールドの額に重ねられている。距きよ離りはおよそ百メルトル余り。微かすかに痙けい攣れんしている様だが、狙そ撃げき銃じゆうを以てして、外す距離ではない。引き金を引けば極ごく超ちよう音速の銃じゆう弾だんが、あの戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストの頭部に侵しん入にゆうし、その脳を破は壊かいするだろう。


「…………」


　ブライアンは歯は軋ぎしりする。


　レイオット・スタインバーグはもう助からない。殺してやるのがあの男の為ためだ。奴やつが未だ人間の形を保っている内に。奴が未だ人間として葬ほうむれる姿の内に。奴自身がそれを望んでいる。だからこそネリンを介かいしてレイオット・スタインバーグは、いざという時が来れば自分を射殺してくれと伝言を寄よ越こしたのだ。


　分かっている。


　だから自分は引き金を引かねばならない。


　他の魔族メレヴエレントを射殺してきた時と同じ様に。


　あの──良くも悪くもこのトリスタンを救う為に戦った男を。


「…………許せ」


　ブライアンはそう呟つぶやいて息を止める。


　せめて一発で──苦痛など感じない様に。


　視線に意識を集中しながらブライアンは引き金を──


「──!?」


　光学照準器の中に鮮あざやかな紅い何かが跳はねたのは、その刹せつ那なであった。





　　　　●　　●　　●





　光は無く。闇やみも無く。


　そもそも視覚というものが無い。


　五感の全てが絶たれ──新たに入ってくる情報が無い。虚きよ無むの中に時折浮かぶのは、記き憶おくの断片に過ぎず、それすらもが曖あい昧まいで輪りん郭かくの定まらないものでしかない。


　自分以外からの完全な孤こ立りつ。


　世界からの絶対的な断絶。


　これを『死』と呼ぶのならば……これが『死』という現象の真実であるのならば、その内、この状じよう況きようを朧おぼろ気げに認識しているこの自我さえもが、枯こ死しして無くなってしまうに違ちがいない。だがそれを今いま更さらに恐れ惜おしいと感じる気持ちももう無い。


　ただ──


「しょうがないね。君は」


　何処にも繫つながっていない筈はずの世界に声が響ひびく。


「私には関係の無い事だと思って傍ぼう観かんを決め込んでいたのだけれどね……まったく、あそこで魔法撃うつ？」


　他に手は無かった。


　悔くいは──無い。


　誓いを破る事にはなってしまったが、それで沢山の大事なものを護る事が出来た。それで充じゆう分ぶんだ。どうしようもない程に無価値と思い込んでいた自分の人生も、そういう意味では意義が在ったのだと思える。


「そうでしょうよそうでしょうよ。本当にもう……達観したみたいに、満ち足りた顔しちゃって……」


　──顔。


　そういえば最後に自分の顔はどうなったのだろう。


　自分では分からない。殺してしまった養い親の様に醜みにくく怪かい物ぶつに変形していく所を射殺されたのだろうか。それとも……変形が始まる前に早々に射殺されたのか。どちらでも構わないが後に残される者の事を思えば、後者であった方が幾いく分ぶん、マシかもしれない。


「どうなってると思う？」


　分からない。


　そもそも感覚がどれも絶たれている。


　今ではこの虚無と自分を区別する事すら難しく──


「こらこら。未だよ未だ」


　声はそんな事を言ってくる。


「そういえば貴方あなたにはお手伝いの報ほう酬しゆう、未だ払はらってなかったでしょ。フィリシス・ムーグの方はまあ脚あしを形だけでも再生した訳だけど」


　報酬。だが今更そんなものに何か意味があるのか。


　この期に及およんで──一体何を支し払はらおうというのか。


　虚無は虚無だ。


　何を投げ込んでも波は紋もんすら生じない………………


「まあ自分で確かめなさい」


　叱しつ咤たする様に声は言った。


「私は気付かせてあげるだけよ」


　気付く？


　何に気付くのか？


　気付いたらどうなるというのか？


「さあ。自分自身を想い出して。自分自身を意識して」


　声は歌う様に言った。


「自分は誰だった？　誰に愛され、誰を愛し、誰を傷つけ、誰に傷つけられた？　誰と関わり、誰と交わり、誰と争い、誰を許した？　そう。その全てが君を形作る。喜びも。悲しみも。怒いかりも。憎にくしみも。その全てが君を形作る。それこそが君という存在の鋳型モールド。それこそが人間の形。君は誰？」


　だが一線を越こえた自分はもう──


「よく想い出しなさい」


　自分は──


「もう一度。いえ。望むなら何度でも。君は君になりなさい」





　　　　●　　●　　●





「…………俺が俺に……なる？」


　呟く自分の声で眼が醒さめた。


　ぼんやりと瞼まぶたを開くと──まず視界に入ったのは溢れんばかりの深しん紅くだった。


　血の様な色の、しかし乾かわいてさらりと滑すべり落ちるそれが、髪かみなのだと理解するのには数秒かかった。更さらに、倒たおれていた自分の頭を、身を丸めた少女が抱かかえ込んで──まるで我が子を護る母親の如ごとく──いるのだという事実を認識するのに数十秒を要した。


　どうにも頭が未だはっきり回らない。


　レイオットは緩ゆるんだ意識を引き締めようと瞬きを繰くり返かえす。


「…………」


「…………」


　驚おどろいた様に瞬きをしている紅い眼と視線が絡からんだ。


「……レイオット？」


「あ………」


　レイオットは反射的に身を起こそうとして、しかし激痛が走り、むしろ身を縮めて呻うめいた。まるで全身が骨折しているかの様に痛み、熱を持っている。ベタベタと皮ひ膚ふにまとわりつく濡ぬれた感かん触しよくは、汗あせか、それとも血か。


「ぐ………」


「レイオット」


　カペルテータが身を離はなし改めてレイオットを見つめてくる。


　彼女は半はん裸らだった。


　下着は着けているものの、それ以外は何も着ていない。恐おそらくモールドを除装して、そのままレイオットの所に駆かけ付けてきたのだろう。彼女の白い身体からだには一次拘束術式プライマリ・レストリクト・図版パターンが描えがき込まれたままだ。


「カペル」


「はい」


「ああ……その……何が、どうなった？」


「状況についてですか？」


「ああ。まあ──そこからだ」


「〈資格者クオリフアイア〉は全員殲せん滅めつされました。『柱』も時計塔とうを囲む三本が全て破壊され、街を覆おおっていた幾き何か学がく模様は、自じ壊かいを始めています。既すでに何人かの囚とらわれていた人々が解放されているので、半日もすれば、全員が解放される事でしょう」


「…………それは、何より、だが」


　レイオットは喘あえぎの合間に応える。


「外周の『柱』も〈資格者〉の全ぜん滅めつと同時に機能を停止したらしく、『壁かべ』も消しよう滅めつしました。恐らくもうすぐ軍や報道関係の車両がこの辺りにもやってくると思います」


「…………」


　そういえばヘリコプターの爆ばく音おんも何ど処こか遠くで響いている様だ。


　だが──


「カペル」


「はい」


「俺の顔は──どうなってる？」


「酷ひどい有様です」


　無表情にカペルテータは言った。
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「血ち塗まみれです」


「…………形は？」


「形ですか？」


「その…………ああ、そうだ、その、鏡とか、無いか」


「どうぞ」


　カペルテータは何処からか割れた硝子ガラスの様なものを取り出した。恐らく車か何かの鏡の破片なのだろう。それをレイオットの上に翳かざすと──


「……確かにひどい顔だな」


　レイオットは呟く。


　確かに血塗れで。あちこち痣あざにもなっていて。


　だが──そこに在るのは、彼自身が何度も鏡の中で見慣れた顔だった。


　歪ゆがんでもいなければ眼だの鼻だのが一つ余計に生えている訳でも無い。


　ごく普ふ通つうの人間の──顔。


「でも俺は──」


　拘束度デユラビツト数の無いままに魔法を撃った。


　それは即すなわち……


「拘束度数を超えて魔法を──なのに、なんでだ？」


「分かりません」


　カペルテータはまるで興味がないといった口調で言った。


「……そうか」


「問題ありません」


「…………」


　覆い被かぶせる様に言ってくる少女にレイオットは口をつぐむ。


　そんな彼をどう想っているのか──カペルテータは、囁ささやく様に、わずかだけ声を潜ひそめて言った。


「レイオットはレイオットとして還かえってきてくれましたから」


「……そうか」


　とりあえずはこの奇き跡せきを──何処かの神様のお節せつ介かいを喜ぶべきだろう。


「スタインバーグさん！」


「レイ！」


　こちらに駆かけ寄よりながら自分の名を呼ぶ、ネリンや、ジャックの声を聞きながら……レイオットは改めてカペルテータの膝ひざに抱かれて、意識を失った。
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　久ひさし振ぶりに見るトリスタンの情景は新しん鮮せんだった。


　トリスタンは成長し続ける街だ。


　過去に何度も大きな災さい厄やくに見み舞まわれているというのに──その度たびにそれをむしろ糧かてとするかの様にして繁はん栄えいを続けている。二年前の事件などは、あわや、トリスタン市そのものが無くなるのではないか、という所まで行ったと言われているが……それでもその時に潰つぶれた何十という建物は、全てもう新たなものに建て直され、以前にも増して新しん陳ちん代たい謝しやが進んでいる様な印象を受ける。


「本当に面白いですね。この街は」


　窓の外を流れていく光景を見ながらノーラは言った。


「そう？　ただのがちゃがちゃした街にしか見えないけどね、私には」


　運転席でそう言って笑うのは──ナレア・シモンズである。


　大学生の彼女はこの街で下宿しながら、姉と同じ、労務省魔法管理局の監かん督とく官かん資格を取るべく勉強中である。とはいえ、やはり学生の身、職を持っている者に比べると自由になる時間が多い為ため、こうやってノーラを駅まで迎むかえにきてくれたのだ。


「そういえば、フレッドさんは魔法士資格とられたんですよね？」


「なにが、そういえば、なのよ」


　ナレアがわずかに表情を歪めて言った。


「なんで私にそんな事訊きくのよ。あの馬ば鹿かの現状なんて知ったこっちゃないわよ」


　ふて腐くされた様に言うナレア。


　そんな彼女の横顔を見ながら──


「おつきあいなさってるのでしょう？」


　甲かん高だかい機械の悲鳴。


　思わず急ブレーキを踏ふんだナレアは、ハンドルにもたれかかる様にして呻いた。


「な──何を言ってるのあんたは」


「なにって……」


　背後から苦情のクラクションが聞こえてくる。


「おつきあいなさってないのですか？」


　ノーラは首を傾かしげてそう尋たずねた。


　ナレアは数秒間、天てん井じようを振ふり仰あおいだり、床ゆかに向けて俯うつむいたり、何やら煩はん悶もんする様に表情を歪めていたが──


「…………そうだったわね。あんたに隠かくしてもしょうがないんだったわよね」


　ナレアは溜ため息いきをついて、車を発進させた。


　再び道路の車の流れに乗り……しばらく経たって、ようやくナレアは溜め息をつく様に言ってきた。


「まあその……ちょっと今、喧けん嘩か中」


「そうですか」


　ノーラは納得の表情で頷うなずく。


「でも多分、それはナレアさんから謝った方が早く解決すると想いますよ」


「余計なお世話！」


　悲鳴じみた声で言ってから、ナレアは苦笑した。


「ああもう。あんたも少しは遠えん慮りよとか覚えなさいよ」


「そうですね、ごめんなさい」


　ノーラも苦笑を返す。


　他人の心までその姿形から見通してしまうノーラにしてみれば、男女間の感情の軋あつ轢れきなど、ひどく単純な食くい違ちがいにしか見えない。


　例えばナレアが、フレッドの事が好きで好きでしょうがない事とか、だから喧嘩した後も仲直りの機会を窺うかがっている事とか。それはもう看板を背負っている位に丸わかりで、しかも彼女の向こう側に透すけて見えるフレッドも、それは同じで。


　だから、それならさっさとお互たがいに謝って再び仲良くすればいいと想ってしまうのだ。


　だが……今もつい忘れがちなのだが、自分に見えているからといって他人に同じものが見える訳ではない。誰だれもがそんな簡単に心の内を他人にさらけ出せる訳でもない。それを常に心の片かた隅すみに留とどめておかないと、自分の言葉は他人の神経を逆さか撫なでしかねない──それはナレアも分かっているのだが。


　ついつい仲の良い友達相手だと気が緩ゆるんでしまうのである。


　それはさておき……


「ところで、泊まる所は決まってんの？」


「前と同じ、シェリングさんの所に」


「了解」


　ナレアは頷き、それから深呼吸して──言った。


「適当に時間見つけて、あの馬鹿とエリックの首根っこ摑つかんで連れて行くよ」


「お願いします」


　ノーラは微笑ほほえんだ。





　　　　●　　●　　●





　ダカルボ産の香こう茶ちやが良い匂においを漂ただよわせている。


　以前はあまり好みではなかったのだが、生活が変わった事で、嗜し好こうにも多少変化が生じてきたらしい。今ではダカルボ産の香かおりを楽しめる様になってきた。もっとも数滴の蒸留酒を垂らす事については相変わらずであったが。


「……ふぅん」


　広い広いムーグ邸ていの庭。


　その端はしに設けられた小さく上品な東あずま屋やで──執しつ事じの運んできた香茶のカップを片手に、フィリシス・ムーグは日課である読書に勤いそしんでいた。もっとも手にしているのは小説でもなければ詩集でもない。かつて彼女自身も表紙を飾かざったこともある雑誌──『ＡＧＥ』の最新号である。


　巻頭特集は──『アルマデウス帝てい国こく最大の魔法テロ』について。


　そう。二年前にトリスタンで起こったあの事件だ。


　だが……


「結局はこうなる訳ね」


　苦い笑いを浮うかべながらフィリシスは言う。


　記事は相当な分量で、大量の写真と、識者の書いた文章が、色々な角度から事件を再確認している。特集を組むにあたって費やされた労力は膨ぼう大だいなものだろう。


　だが……それでも。


　そこには〈資格者クオリフアイア〉の事など一行も書かれていない。


　あの事件は全て〈イゾルデ同盟〉なる左さ翼よく系秘密結社によって行われた大規模な魔法テロであったという事になっている。これは政府発表の公式見解とほぼ同じだ。


　だが〈イゾルデ同盟〉なるテロ集団など存在しない。


　それはつまり事情を知る者には〈結社〉を示す単語だが──同時に『余計な事を口外すると政府が黙だまっていないぞ』という脅おどしでもある。


　アルマデウス帝国政府は、今も尚なお、〈資格者〉の存在も〈結社〉の存在も認めてはいない。つまりは、大衆が知らなくても良い事を、知らないままにして辻つじ褄つまを合わせる為の仕し掛かけを、政府は二年を費やして造り上げたという事だ。『ＡＧＥ』の編集部がその片棒を担がされている自覚が在るのかどうかは分からなかったが。


　勿もち論ろん──これは、どうしようもない欺ぎ瞞まんだ。


　だが仕方在るまい。


〈資格者〉の存在を公表しても誰も得をしないからだ。


　それこそ一か八かで、自ら魔族化する様な人間が増えかねない。トリスタンに──アルマデウス帝国に限らず、先進諸国では相変わらず年間何十万人という自殺者や行方ゆくえ不明者が出ていて──その数は増え続けている。彼等の一割でも『どうせ死ぬくらいなら』と妙みような博ばく打ちに打って出れば、それだけでその数倍の死傷者と、洒落しやれにならない額の損害が生じてしまう事になる。


　危機を回かい避ひしても世界は相変わらずだ。


　だから〈資格者〉の存在は伏ふせられたまま。


　ただ、それ以外の部分については、かなり詳しよう細さいな分ぶん析せきが記事の上でされていて──当時、現場に居たフィリシスからしても、中なか々なか面白い読み物になっていた。的外れなものもあれば、真実に紙かみ一ひと重えまでにじり寄っているものまで。それらを読みながら、当時を想い出すと、色々と懐なつかしさまでこみ上げてくる。


　だが──


「私としましては」


　彼女の背後に控ひかえていた執事は、何ど処こか不満そうな顔で言った。


「もっと御お嬢じよう様さまの功績が評価されても良いと思うのですが」


「そこらをあまり詳くわしく書かれると、困るんだよね。秘密作戦だった訳だし」


「それは……そうですが」


　事情は分かるが納得がいかない……そんな表情である。


　彼はしばらくぶつぶつと不平不満を呟つぶやいていたが、ふと何か想い出した様子でポケットから懐かい中ちゆう時計を取り出して時刻を確認した。


「ところで御嬢様。そろそろお時間です」


「ああ。そうね」


　先代の執事、ファーゴ・レスポールの妻の葬そう式しきが今日の午後四時に予定されている。


　身内の訃ふ報ほうは勿論聞いて愉たのしいものではないが、長い闘とう病びよう生活の末の死となれば、むしろ解放感の様なものすら感じてしまう。この一年間は意識すら無かった事を思うと、猶なお更さらである。ファーゴにとっても、その妻にとってもだ。


「……じゃ……行こうか」


「はい。御嬢様」


　杖つえをついて椅い子すから立ち上がるフィリシスに、執事がさっと手を添そえて支えた。


　当初の半年位は、妙に遠慮の様なものを感じていたらしく、このフィリシスを支える動作がひどくぎこちなかったが──今は全く自然になっている。以前の様に走ったり跳とんだりは出来ないし、それ故に戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストは完全廃はい業ぎようした訳だが、とりあえず日常生活は彼のお陰かげで何不自由なく暮らせている。


　後は調子に乗って『結けつ婚こんは未まだか』だの『誰か相手は居ないのか』だの『いやいっそ結婚はしなくていいから孫だけでも』とか、家に帰る度に口やかましく言ってくる父親が大人しくなってくれれば文句は無いのだが。どうやらフィリシスが魔法士を廃業した事で、自分の娘むすめが『まとも』になったのだと思ったらしい。


「ま……そういうのも悪くはないのだけれど」


　呟くフィリシス。


　前ばかりを見て、駆けて、駆けて、駆け抜けて、行ける所まで行って、自分の限界は見てきた。だから今度は後ろや横を見て足下を固めるのも良いだろう。


「アンソニ？」


「はい、何でしょう、御嬢様」


「そういえば君は、結婚とかしないの？」


「は……？」


　唐とう突とつな質問に眼を丸くする執事。


　そして彼は眉み間けんに皺しわを寄せて呻うめき始めた。どうやらフィリシスの問いが引き金となって、真しん剣けんに何事かに懊おう悩のうしている様だ。


　そんな彼を笑いながら眺ながめて──


「ああ、いいよ、無理に答えなくて。ちょっと訊いてみただけ」


「さ……左様ですか」


　何な故ぜか己の胸元を押さえながら、何故か、ほんの少し残念そうに執事のアンソニ・クル・ヴィスカントは言った。





　　　　●　　●　　●





　ゆっくりとではあるが全ては変わっていく。


　どれ程に変化が無い様に見えても──本物の停てい滞たいなどというものは実の所、存在しない。それが良い方向に動いているのか、それとも悪い方向に動いているのかは、見る者の意識によって変わるだろうが。


　例えば法制度。


　まるで未み来らい永えい劫ごう変わらないかの様に想える法律でも、変わるときにはあっさりと変わるものだ。ほんの些さ細さいな出来事でも世論が動き、政治家が動き、官かん僚りようが動いて、変わっていく。価値観の変へん遷せんによって物事に対する人々の是ぜ非ひも変わるからだ。


　例えば──


　ひどく前時代的な差別的法律だと非難されていた、ＣＳＡに関する諸もろ々もろの法規制が緩かん和わされる、という話は以前から出ていた。


　だがそれがはっきりとした法改正という動きに変化したのは──二年と少し前に在ったとある事件が契けい機きだった。


　トリスタンの時計塔とうで、娘と共に自殺を図ろうとしたＣＳＡの母親が居たのだ。


　彼女等は結局、自殺する寸前で救出されたが、その事件は新聞に報道され、それに絡からんでＣＳＡ収容施し設せつや関連研究施設の非人道的な体制、そこに絡む権益が次々と明るみに出て──結局、関係省庁の大おお幅はばな人事刷新と共に、新法制定の動きに至ったらしい。


「ですから」


　書類を片手にネリン・シモンズは言った。


「カペちゃんの職業、居住、に関する制限は基本的に取とり払はらわれます。まあ今まででも無視してたんでしょうけど」


　と彼女は眼を細めて作業中の担当魔法士の背中を眺めた。


「無視なんかしてない」


　レイオット・スタインバーグは作業を続けながら言った。


「知らなかっただけだ」


「知ってて下さいよ！　──っていうか絶対それ噓うそ！」


　レイオットの背中を指差してネリンは喚わめく。


「まあいずれにせよ、無くなるんだからもうどうでもいいだろう？」


「……ああもう…………」


　新調したモールド。


　新調したトラック。


　いずれも既すでに調達から一年半が経過しているが、以前のモールドやトラックが全体的に古びた印象のものであったせいか、やたら真新しい品に見えてしまう。これまた修しゆう繕ぜん改築された車庫ガレージも以前に比べるとすっきりと整理された印象だ。


　車庫はさておき──モールドとトラックに関しては、レイオットが懇こん意いにしている機械工のジャック・ローランドが設計・製作したものである。


　トラックは装そう甲こう車しやと見み紛まがう様な厳いかつい外見をしており、運転席には、通常の車の運転に必要なハンドルやシフトレバーの他に、何に使うのか分からない様なスイッチ類が山程追加されている。どうせジャックが色々と妙な機構を組み込んでいるのだろう。


　よくこれで車検を通ったものである。まあレイオットとジャックの事だから、またネリンが聞けば目め眩まいを覚える様な小こ狡ずるい手を使ったのかもしれないが。


「まあ、いくら規制が緩和されたと言っても」


　とレイオットは工具を置いて言った。


　彼の前には移送用架台キヤリア・フレームに取り付けられたモールドが在る。


　色が黒という事もあって、全体の雰ふん囲い気きは〈スフォルテンド〉に似てはいるが、基本的な部品は今風のものが使われている。〈スフォルテンド〉は一部の部品を残して廃はい棄きされた為ため、これが今のレイオットのモールドである。


「さすがに魔法士の資格取得は出来ないだろう？」


「まあ……それはそうですけど」


　レイオットとネリンは、壁かべ際ぎわに置かれたコンテナを見み遣やった。


　そこにはカペルテータが二年前に使ったモールドが入っている。あれから彼女がモールドを着ける事は無かったが。だからこそ、彼女の法律違い反はんも有う耶や無む耶やになっている。非常事態であった事だし──結果的には彼女の行動で多くの人間が命を救われたのだから、ネリンとしても、殊こと更さらに蒸し返す積もりは無かった。


「いずれにせよ」


　ネリンは改めて鞄かばんの中から書類を取り出して言った。


「いい機会です。ジャックも正式にモールド・エンジニアの資格を取った様ですし、スタインバーグさんも正式に資格を」


「ああ。そうだな。申しん請せい書しよ置いておいてくれ」


「………………」


　ネリンは眼鏡めがねの奥で眼を瞬しばたたかせる。


「スタインバーグさん？」


「なんだ」


「熱でもあるんですか？」


「それはこっちの台詞せりふだ」


　レイオットは半眼で己の監かん督とく官かんを睨にらみ据すえながら言った。


「いや……だって。どうしていきなり？」


　今までは、何度勧すすめても、のらりくらりと言いい逃のがれをして資格を取ろうとしなかったレイオットである。それがいきなり資格請せい求きゆうを承しよう諾だくするなど、一体、何が在ったのか。


「ああそれは──」


「──レイオット」


　ガレージの入り口から声が掛かかる。


　振ふり返かえると、そこには紅あかい髪かみの少女が立っていた。


　カペルテータ・フェルナンデス。


　この二年間で最も変わったのは、このＣＳＡの少女だろう。


　無愛想というか、感情表現に乏とぼしいのは相変わらずだが、ほんの少し背が伸のび、そして髪も伸びた。以前は肩かたに掛かるか掛からないか程度で几き帳ちよう面めんに切りそろえられていた髪は、今は背中に触ふれる位に伸ばされており、時折、リボンで括くくったりもする。額にはやや幅はば広びろのバンダナが巻かれていて、彼女の異い形ぎようである二つの紅い球面を隠かくしていた。


　その装いに関して……全体的に女の子らしさが増した印象だ。


　何より口数が増えた。


　まあこれも程度の問題であって、長い付き合いの人間だけがそれと分かる程度だが。


「先日買ってきて貰もらった猫ねこ缶かんなのですが──」


「ああ。すまん、車に積んだままだ」


　レイオットは言ってトラックの助手席に上半身を突つっ込こむと、そこから引っ張り出した紙かみ袋ぶくろをカペルテータに手て渡わたす。それからレイオットはネリンを振り返って肩を竦すくめた。


「──まあ、もうちょいまともに稼かせぐさ。その為には資格は在った方がいい」


「ひょっとしてモールドとトラック、かなり費用が掛かったんですか？」


「あ？　いや──それはそうでもないんだが」


　レイオットは脳のう裏りで金額を計算する様に空中を仰あおいでから、付け加える様に言った。


「扶ふ養よう家族が増えたからな」


「え……？」


　ネリンは眼を丸くしてレイオットとカペルテータを見比べる。


　勿もち論ろん──ＣＳＡの少女は特に表情は変わらない。ただ物問いたげなネリンの視線に小さく頷うなずいて見せただけである。


　そういえば今日はゆったりしたワンピース姿だが──まさか。


「スタインバーグさん。ちょっと」


「何だ、改まって」


　レイオットの襟えり首くびを摑つかむと、ネリンは無理矢理ガレージの隅すみにまで引っ張っていき──そこで言った。


「もう本当に今いま更さらですけど、もう少し節度を」


「何を言ってるんだ、あんた？」


「ですから、その、カペちゃん──っていうか、彼女元々幾いくつなんです？」


「いや、俺も知らないが」


「場合によっては犯罪ですよ!?」


「だから何が!?」


　などとレイオットとネリンがガレージの隅で言い合っていると。





　──にあ。





　と鳴きながら黒い猫ねこがカペルテータを追う様にして現れた。


「あ、シャロン──」


　目め敏ざとく反応して表情をほころばせるネリン。


　だが──





　──にあ。にあ。にあ。にあ。





「……ズ？」


　呆ぼう然ぜんと見つめるネリンの視線の先で、次々と現れた黒い子こ猫ねこ四匹ひきが、それぞれ、カペルテータの脚あしにじゃれついている。いずれもがシャロンの相似形の様にそっくりで──シャロンが貰われてきた当時の姿が想い出された。


「え？　え？　こ、子猫、うわ、いつ!?」


「言ってなかったか？」


　とレイオット。


「先月生まれたんだが」


「…………」


　改めてネリンはレイオットを振り返ると、眉み間けんに皺しわを寄せて問うた。


「増えた扶養家族って……？」


「あんた、何だと想ってたんだ？」


「…………」


　顔を真っ赤にしてネリンは黙だまり込む。


　そんな彼女をどう想ったか、レイオットは長々と嫌いや味みったらしい溜ため息いきをついて言った。


「シモンズ監督官」


「なんですか！」


「妙みような勘かん繰ぐりをしている暇ひまがあったら、あんた自身が身を固める算段でもする事を勧めるがね？」


「よ、余計なお世話です！」


「大体、ＣＳＡは出産制限されてるだろうが」


　とレイオット。


　やはり各種制限について『知らなかった』というのは噓なのだろう。


「それはそう──あ、いえ、それも条件付きですが、撤てつ廃ぱいされる制限の一つで」


　慌あわてて言うネリン。


　さすがに子供の成長について経過観察記録をつける義務は生じる様だが、以前の様な産児制限は撤廃される事となった。


　あくまで受じゆ胎たい直後、魔法の影えい響きようを受けて形態が変化しただけであり、遺伝子的に見ればＣＳＡは普ふ通つうの人間と変わらない以上、その特異性が子供に受うけ継つがれる可能性は著しく低い──という説が支持されてきたからだ。


「いずれにせよ」


　カペルテータは淡たん々たんと言った。


「避ひ妊にんはきちんとしています。御安心下さい」


「…………」


「…………」


　黙り込むネリンとレイオット。


　レイオットは眼を逸そらすかの様に天てん井じようを向いて嘆たん息そくし、カペルテータはといえば、赤面もせずに、彼とネリンを静かに眺ながめている。


　そして──


「スタインバーグさん！」


　ネリン・シモンズ監督官の怒ど声せいが、今日もまた毎度の如ごとく、スタインバーグ邸ていに響ひびき渡わたった。







（了）
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　あとがき







　どうも、軽小説屋の榊さかきです。


　ストレイト・ジャケット、最終巻をお届け致します。





　………や。しかしもう本当に長かったですね。


　いや単純に刊行ペースが遅いだけなのですが、なんだかんだで十年近くかかったシリーズでありました。途中で富士見ファンタジア文庫の装丁も変わるし。私自身、ストジャは「二つのシリーズを平行して行う」という試み（同じファンタジア文庫で既に『スクラップド・プリンセス』をしていたので）だったもので、色々手探りになっておりました。





　当時、どうしてもこれを──というかダーク系の、人は死ぬわスプラッタありだわの話がやりたくて、担当のたなぽんに駄々をこねて困らせたものですが、気が付けばそのたなぽんが今はもう編集長様だったりします。


　編集長と言えば編集部の最高権力者です。編集長が指を鳴らしただけで不ふ遜そんなラノベ作家は足下に落とし穴が開いてワニが待つ穴底に叩き落とされます。毛足の長い猫を撫でながらワイングラス片手に「ククク」とか夜景見て笑ったりします。しません。多分。


　ちなみに当時の編集長はもう出世しすぎて別次元に居ます。そこに見えていても物理攻撃が全く届かないレベル。つか取締役になったのは知ってるけど、その後どうなったのか、知りません。多分、そろそろアメリカの大統領に靴なめさせてる位だと思います。相変わらず首にタオル巻いて出勤していると思いますが。


　ともあれ──本当に長い時間でした。


　きっとストジャを書き始めた当時、おぎゃあと生まれた子供も、きっと今では立派な社会人になっている事でしょう（それは言い過ぎ）。





　まあ真面目な話、当時とは私の身辺状況は勿もち論ろん、ライトノベルを取り巻く状況も変わってきて、本当に隔かく世せいの感が在ります。一巻からおつきあいいただいた読者の方々、本当にありがとうございました。





　個人的にはものっそい勝手な物言いですが、絵の藤ふじ城しろ師と組むのがこれで終わり、というのが少々寂しい気はします。担当さんと同様、藤城さんには何かと苦労をかけている訳ですが、事実上、「何も言わなくてもまんまイメージ通りの絵か、それ以上のものがあがってくる」という意味では、大変有り難い絵師さんでした。


　私は基本的に絵師さんには恵まれている（いや、お世辞や社交辞令無しで）人間ですが、特に藤城さんの絵には助けられている部分が多く、ストレイト・ジャケットという作品の上ではやはり彼の絵の力は文章と同等、時にはそれ以上のものとしてシリーズを支えて貰ったと思います。


　この場を借りてまず最初に感謝を。





　とりあえずストレイト・ジャケットはこれにて閉幕ですが、まあ、作中のキャラクター達の人生はこれからな訳で。何となく昔は「ネクストジェネレーション」とかも考えたりしていました。


　というか、こう書くと鋭い方はお察しでしょうが、フレッド、エリック、ナレア、はそのネクストジェネレーションの主役になる筈だったのですな。皮肉屋の魔法医と、熱血馬鹿の戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストと、口うるさい監督官姉妹とのカルテットで事件に絡んでいく様な。で、ついでにちょこちょこ賑やかしにファーストジェネレーションの面々が出てくる、位のイメージでした。


　まあさすがにネクストの話は立ち消えになりましたが、終章の後はそんな感じに彼等は生きていくのだ、位に思っていただければ幸い。





　また……アニメ化された際には、物書き仲間の故・大おお迫さこ純じゆん一いち師と１００万位かけて「実際に着られるスフォルテンドを作ろうか」みたいな事も計画していたりしました。特撮ヒーローの変身スーツのノリで。大迫氏が造形畑のプロに知り合いが沢山居られたので充分に計画そのものとしては実現可能だったのですな。


　さすがにアニメの総合予算と製作にかかる日数の関係で、この計画もお蔵入りしてしまいましたが……実際に出来ていればまた感無量だったろうなあ、とか思ったり。





　既に何本もシリーズを閉じた経験が在る私なのですが、ストジャの終幕はまた、別の感慨が湧いてきます。結果的には私の作品群の中で最も長期間にわたって執筆していた事になりますから、初期の企画書とかを見直してみると、かなり「？」みたいな部分も出てきて、懐かしかったり。


　そういえばレイオットって最初、熱帯魚飼育が趣味、という設定があったんですよね。


　仕事が無い時はぼーっと水槽眺めている、みたいな。


　他にも初期プロットだとジャックが美少女メカニックだったりとか。その場合はやっぱりカペルテータのライバルとして活躍したりしていたのでしょうか。考えてみればヒロイン、サブヒロインとしての立ち位置を見れば、カペル、ネリン、フィリシス、ときて無理に見ればノーラなんかも含める事が出来る訳で、これでジャックまで美少女だった日には、なにげにハーレムものの要素を満たしてますね。


　他にもなんというか、ハードな世界観と、設定的にどの辺で折り合いをつけるかという事で四苦八苦していた痕跡が改めて発見出来て面白い感じ。





　また──新たなタイプの話に挑戦という事で、当時、結婚前で実家住まいだった私は、ストジャ一巻発売当時、相当ナーバスになっていたのですが。


　たまたま荷物持ち兼ねて母親と買い物に出掛けた際、天てん王のう寺じの某書店でストジャの一巻を手に取ってレジに持っていく人を見た母親が──


「一郎、一郎、あの人、あの人あんたの本レジに、レジにもってったで！　あれやろ、このところずっと悩んでたあの本やろ!?」


「それはそうやけど」


「ちょっと、あの人にお礼言ってくるな！」


「言わんでええ！　恥ずかしいからやめろお!?」


　というよーな出来事も懐かしい想い出です。ええ。





　ともあれ。


　こうやってプチ歴史を振り返るみたいな真似が出来るのも、支持してくださった読者の方々のお陰です。色々本作で勉強出来た事もあり、これが今書いている色々な作品に活きている事を思えば、出世作である「棄すてプリ」や「ポリフォニカ」「まかでみ」よりもある意味、私の中では重要な位置を占めていたりします。





　本当にありがとうございました。





　ではでは。


　名残なごり惜おしいですが本シリーズはこれにて終了。


　読者の方々とは、また別の本でお会い出来れば幸い。


　つか──まあ富士見では入れ替わりみたいに新シリーズ「棺姫ひつぎのチャイカ」が始まる予定なのでよろしくと御挨拶しつつ、これにて終幕。





　２０１０／８／２０


　ＭＡＣＨＩＮＥ：ショップブランド機（ＣＰＵ：CORE2Duo6700　2.67Ghz　Ram：2GB）


　ＢＧＭ：無し
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